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令和５年第３回宿毛市議会定例会会議録 
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－－－－－・・－－－－－・・－－－－－ 

第１１日（令和５年９月１５日　金曜日）　　休会 
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令和５年 

第３回宿毛市議会定例会会議録第１号 

 

１　議事日程 

　　　　　第１日（令和５年９月５日　火曜日） 

午前１０時　開議 

　　　第１　会議録署名議員の指名 

　　　第２　会期の決定 

　　　　○諸般の報告 

　　　第３　議案第１号から議案第３０号まで 

　　　　　　議案第　１号　専決処分した事件の承認について 

　　　　　　議案第　２号　専決処分した事件の承認について 

　　　　　　議案第　３号　教育委員会委員の任命につき同意を求めることについて 

　　　　　　議案第　４号　令和４年度宿毛市一般会計歳入歳出決算認定について 

　　　　　　議案第　５号　令和４年度宿毛市国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算認定に

ついて 

　　　　　　議案第　６号　令和４年度宿毛市へき地診療事業特別会計歳入歳出決算認定につ

いて 

　　　　　　議案第　７号　令和４年度宿毛市定期船事業特別会計歳入歳出決算認定について 

　　　　　　議案第　８号　令和４年度宿毛市特別養護老人ホーム特別会計歳入歳出決算認定

について 

　　　　　　議案第　９号　令和４年度宿毛市学校給食事業特別会計歳入歳出決算認定につい

て 

　　　　　　議案第１０号　令和４年度宿毛市下水道事業特別会計歳入歳出決算認定について 

　　　　　　議案第１１号　令和４年度宿毛市国民宿舎運営事業特別会計歳入歳出決算認定に

ついて 

　　　　　　議案第１２号　令和４年度幡多西部介護認定審査会特別会計歳入歳出決算認定に

ついて 

　　　　　　議案第１３号　令和４年度宿毛市介護保険事業特別会計歳入歳出決算認定につい

て 

　　　　　　議案第１４号　令和４年度宿毛市土地区画整理事業特別会計歳入歳出決算認定に

ついて 

　　　　　　議案第１５号　令和４年度宿毛市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定につ

いて 

　　　　　　議案第１６号　令和４年度宿毛市水道事業会計の利益処分及び決算認定について 

　　　　　　議案第１７号　令和５年度宿毛市一般会計補正予算について 

　　　　　　議案第１８号　令和５年度宿毛市国民健康保険事業特別会計補正予算について 
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　　　　　　議案第１９号　令和５年度宿毛市へき地診療事業特別会計補正予算について 

　　　　　　議案第２０号　令和５年度宿毛市定期船事業特別会計補正予算について 

　　　　　　議案第２１号　令和５年度宿毛市特別養護老人ホーム特別会計補正予算について 

　　　　　　議案第２２号　令和５年度宿毛市学校給食事業特別会計補正予算について 

　　　　　　議案第２３号　令和５年度宿毛市下水道事業特別会計補正予算について 

　　　　　　議案第２４号　令和５年度宿毛市介護保険事業特別会計補正予算について 

　　　　　　議案第２５号　令和５年度宿毛市後期高齢者医療特別会計補正予算について 

　　　　　　議案第２６号　宿毛市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関す

る基準を定める条例の一部を改正する条例について 

　　　　　　議案第２７号　辺地に係る公共的施設の総合整備計画の策定について 

　　　　　　議案第２８号　辺地に係る公共的施設の総合整備計画の策定について 

　　　　　　議案第２９号　辺地に係る公共的施設の総合整備計画の策定について 

　　　　　　議案第３０号　辺地に係る公共的施設の総合整備計画の策定について 

－－－－－・・－－－－－・・－－－－－ 

２　本日の会議に付した事件 

　　　日程第１　会議録署名議員の指名 

　　　日程第２　会期の決定 

　　　日程第３　議案第１号から議案第３０号まで 

－－－－－・・－－－－－・・－－－－－ 

３　出席議員（１４名） 

　　　１番　井　上　　　将　君　　　　　２番　浦　尻　学　典　君 

　　　３番　小　谷　翔　太　君　　　　　４番　川　村　圭　一　君 

　　　５番　東　　　　　新　君　　　　　６番　今　城　　　隆　君 

　　　７番　堀　　　　　景　君　　　　　８番　三　木　健　正　君 

　　　９番　川　田　栄　子　君　　　　１０番　川　村　三千代　君 

　　１１番　髙　倉　真　弓　君　　　　１２番　野々下　昌　文　君 

　　１３番　松　浦　英　夫　君　　　　１４番　寺　田　公　一　君 

－－－－－・・－－－－－・・－－－－－ 

４　欠席議員 

　　　な　し 

－－－－－・・－－－－－・・－－－－－ 

５　事務局職員出席者 

　　　事 務 局 長　　黒　田　　　厚　君 

　　　議 事 係 長　　桑　原　美　穂　君 

－－－－－・・－－－－－・・－－－－－ 

 　　　次長兼庶務係長 
　　　兼 調 査 係 長

中　平　　　純　君
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６　出席要求による出席者 

　　　市 長　　中　平　富　宏　君 

　　　副 市 長　　岩　本　昌　彦　君 

　　　企 画 課 長　　上　村　秀　生　君 

　　　危機管理課長　　有　田　巧　史　君 

　　　市 民 課 長　　岡　本　　　武　君 

　　　税 務 課 長　　朝比奈　淳　司　君 

　　　健康推進課長　　松　田　まなみ　君 

　　　長寿政策課長　　谷　本　裕　子　君 

　　　環 境 課 長　　谷　本　和　哉　君 

　　　人権推進課長　　川　村　志　保　君 

　　　産業振興課長　　岩　本　敬　二　君 

　　　商工観光課長　　長　山　敏　昭　君 

　　　土 木 課 長　　太　田　芳　宏　君 

　　　都市建設課長　　小　島　裕　史　君 

　　　福祉事務所長　　畠　中　健　一　君 

　　　水 道 課 長　　宮　本　　　潤　君 

　　　教 育 長　　鎌　田　勇　人　君 

 

 　　　総 務 課 長 兼 
　　　選挙管理委員会 
　　　事 務 局 長

桑　原　　　一　君

 　　　会計管理者兼 
　　　会 計 課 長

佐　藤　恵　介　君

 　　　教 育 次 長 兼 
　　　学校教育課長

和　田　克　哉　君

 　　　生涯学習課長 
　　　兼 宿 毛 文 教 
　　　センター所長

中　平　成　也　君

 　　　学 校 給 食 
　　　センター所長

平　井　建　一　君
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－－－－－・・－－－－－・・－－－－－ 

午前１０時００分　開会 

○議長（川村三千代君）　これより、令和５年

第３回宿毛市議会定例会を開会いたします。 

　直ちに本日の会議を開きます。 

　日程第１「会議録署名議員の指名」を行いま

す。 

　会議録署名議員は、会議規則第８８条の規定

により、議長において、９番川田栄子君及び１

１番髙倉真弓君を指名いたします。 

　日程第２「会期の決定」を議題といたします。 

　お諮りいたします。 

　今期定例会の会期は、本日から９月２１日ま

での１７日間といたしたいと思います。 

　これに御異議ありませんか。 

（「異議なし」という声あり） 

○議長（川村三千代君）　御異議なしと認めま

す。 

　よって、今期定例会の会期は、本日から９月

２１日までの１７日間と決定いたしました。 

　この際「諸般の報告」をいたします。 

　会議規則第６２条第２項の規定により、一般

質問の通告の期限を本日午後３時と定めますの

で、質問者は期間内にその要旨を文書で通告し

てください。 

　なお、閉会中の議員派遣及び事務的な報告に

つきましては、お手元に配付いたしております

文書のとおりでありますので、これにより御了

承願います。 

　市長から報告事項がありますので、発言を許

します。 

　市長。 

○市長（中平富宏君）　皆さん、おはようござ

います。 

　本日は、令和５年第３回宿毛市議会定例会に

御参集いただきまして、誠にありがとうござい

ます。 

　報告事項の説明に入ります前に、８月２６日

に、本市職員が酒気帯び運転により検挙されま

した。 

　従来より、職員の綱紀の保持について、再三

にわたり注意喚起してまいりましたが、今回、

このような事態となり、痛恨の極みであり、市

民の皆様に多大なる御迷惑と御心配をおかけし

ましたことを、深く陳謝をいたします。 

　今後このようなことが二度と起こらないよう、

職員に対して、いま一度襟を正し、全体の奉仕

者としての自覚を持って、服務規律を厳守し、

職務に取り組むよう徹底をしてまいります。 

　それでは、報告事項につきまして、御説明申

し上げます。 

　報告第１号及び第２号は、地方公共団体の財

政の健全化に関する法律に基づく、健全化判断

比率及び資金不足比率についての報告でござい

ます。 

　この報告は、地方公共団体の財政の健全化に

関する法律第３条第１項及び同法第２２条第１

項により、財政状況を見極める４つの健全化判

断比率及び公営企業の資金不足比率を明らかに

し、監査委員の意見を添えて議会に報告するこ

とが義務づけられているものです。 

　お手元の報告書にありますように、健全化判

断比率のうち、実質赤字比率及び連結実質赤字

比率につきましては、赤字になっておりません

ので数値は出ておりません。 

　また、実質公債費比率は、昨年度より０．

６％減少し、１０．８％で、早期健全化基準の

２５％を下回っております。 

　将来負担比率につきましては、将来負担額に

対する充当可能基金残高の増に伴いまして、昨

年度より１４％減少し、５４．５％で、早期健

全化基準の３５０％を下回っています。 

　次に、公営企業の資金不足比率につきまして

は、水道事業会計、定期船事業特別会計、下水
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道事業特別会計、国民宿舎運営事業特別会計、

土地区画整理事業特別会計の５会計とも資金不

足はありませんので、数値は出ておりません。 

　このように、数値はおおむね堅調な状況であ

りますが、本市は南海トラフ地震対策や公共施

設の老朽化対策など大規模な事業が今後も控え

ておりますので、健全化判断比率などに留意を

しつつ、事業の優先順位なども考慮しながら、

有利な補助金や起債を活用して、引き続き効率

的で効果的な、そういった行財政運営を推進し

ていく所存でございます。 

　議員の皆様方には、今後とも、より一層の御

支援、御協力を賜りますようお願いを申し上げ

まして、報告事項の説明とさせていただきます。 

　よろしくお願いをいたします。 

○議長（川村三千代君）　以上で、諸般の報告

を終わります。 

　日程第３「議案第１号から議案第３０号まで」

の３０議案を一括議題といたします。 

　この際、提案理由の説明を求めます。 

　市長。 

○市長（中平富宏君）　引き続きまして、御提

案申し上げました議案につき、提案理由の説明

をさせていただきます。 

　議案第１号及び議案第２号は、「令和５年度

宿毛市一般会計補正予算」及び「令和５年度宿

毛市学校給食事業特別会計補正予算」について、

地方自治法第１７９条第１項の規定に基づき専

決処分しましたので、同条第３項の規定により、

議会の承認を求めるものでございます。 

　内容につきましては、両議案ともに学校給食

センターのボイラー破損対策工事を実施するに

あたり、緊急に予算補正する必要が生じたため、

４９２万２，０００円を追加したものでござい

ます。 

　議案第３号は、「教育委員会委員の任命につ

き同意を求めることについて」でございます。 

　現教育委員会委員の上村晃司氏が、本年１１

月２１日をもって任期満了となりますが、引き

続き委員として任命いたしたく、地方教育行政

の組織及び運営に関する法律第４条第２項の規

定により、議会の同意を求めるものでございま

す。 

　議案第４号から議案第１６号までの１３議案

は、令和４年度宿毛市一般会計及び各特別会計

並びに水道事業会計の決算認定をお願いするも

のです。 

　各会計の決算書とともに、監査委員の審査意

見書を添えて提出していますので、説明は省略

をさせていただきます。 

　議案第１７号は、令和５年度宿毛市一般会計

補正予算でございます。 

　総額で５億２，９０７万７，０００円を追加

しようとするものです。 

　歳入で増額する主なものは、地方交付税１億

３，５７６万２，０００円、繰越金３億３，３

７０万１，０００円、市債５，８５２万７，０

００円となっております。 

　一方、歳出で増額する主なものは、総務費で、

減債基金積立金２億５，１３５万１，０００円、

特定施設整備事業減債基金積立金８，２３５万

円、衛生費で、新型コロナウイルスワクチン接

種関連費として３，２８０万１，０００円、農

林水産業費で、有害鳥獣対策報償金２００万円、

商工費で、高知県商工会議所青年部連合会県連

大会補助金２５万円、土木費で、県営港湾事業

負担金６３０万円、しゅんせつ工事費１，１９

７万５，０００円、消防費で、片島分団詰所新

築工事設計業務委託料９９１万５，０００円を

計上しております。 

　議案第１８号から議案第２５号までの８議案

は、令和５年度各特別会計の補正予算でござい

ます。 

　主な内容としましては、人件費の補正をしよ
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うとするものです。 

　議案第２６号は、「宿毛市特定教育・保育施

設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準

を定める条例の一部を改正する条例について」

でございます。 

　内容につきましては、地域の自主性及び自立

性を高めるための改革の推進を図るための関係

法律の整備に関する法律が施行され、就学前の

子どもに関する教育、保育等の総合的な提供の

推進に関する法律の一部が改正されたことに伴

い、本条例の一部を改正しようとするものです。 

　議案第２７号から第３０号までの４議案は、

いずれも「辺地に係る公共的施設の総合整備計

画の策定について」でございます。 

　内容につきましては、沖の島辺地、宿毛北部

辺地、宿毛南部辺地及び栄喜辺地における公共

的施設の整備を実施するにあたり、辺地対策事

業債の申請を行うには、本計画を策定する必要

があるため、辺地に係る公共的施設の総合整備

のための財政上の特別措置等に関する法律第３

条第１項の規定により、議会の議決を求めるも

のでございます。 

　以上が、御提案申し上げました議案の内容で

ございます。 

　よろしく御審議の上、適切な御決定をいただ

きますようお願いを申し上げまして、提案理由

の説明とさせていただきます。 

　よろしくお願いをいたします。 

○議長（川村三千代君）　これにて、提案理由

の説明は終わりました。 

　お諮りいたします。 

　議事の都合により、９月６日から９月８日ま

で休会いたしたいと思います。 

　これに御異議ございませんか。 

（「異議なし」という声あり） 

○議長（川村三千代君）　御異議なしと認めま

す。 

　よって、９月６日から９月８日まで休会する

ことに決しました。 

　以上で、本日の日程は全部終了いたしました。 

　９月６日から９月１０日までの５日間休会し、

９月１１日午前１０時より再開いたします。 

　本日は、これにて散会いたします。 

午前１０時１２分　散会 
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令和５年 

第３回宿毛市議会定例会会議録第２号 

 

１　議事日程 

　　　　第７日（令和５年９月１１日　月曜日） 

午前１０時　開議 

　　　第１　議案第３１号　財産の取得について 

　　　第２　一般質問 

－－－－－・・－－－－－・・－－－－－ 

２　本日の会議に付した事件 

　　　日程第１　議案第３１号　財産の取得について 

　　　日程第２　一般質問 

－－－－－・・－－－－－・・－－－－－ 

３　出席議員（１４名） 

　　　１番　井　上　　　将　君　　　　　２番　浦　尻　学　典　君 

　　　３番　小　谷　翔　太　君　　　　　４番　川　村　圭　一　君 

　　　５番　東　　　　　新　君　　　　　６番　今　城　　　隆　君 

　　　７番　堀　　　　　景　君　　　　　８番　三　木　健　正　君 

　　　９番　川　田　栄　子　君　　　　１０番　川　村　三千代　君 

　　１１番　髙　倉　真　弓　君　　　　１２番　野々下　昌　文　君 

　　１３番　松　浦　英　夫　君　　　　１４番　寺　田　公　一　君 

－－－－－・・－－－－－・・－－－－－ 

４　欠席議員 

　　　な　し 

－－－－－・・－－－－－・・－－－－－ 

５　事務局職員出席者 

　　　事 務 局 長　　黒　田　　　厚　君 

　　　議 事 係 長　　桑　原　美　穂　君 

　　　庶 務 係 主 任　　宮　本　恵　里　君 

－－－－－・・－－－－－・・－－－－－ 

６　出席要求による出席者 

　　　市 長　　中　平　富　宏　君 

　　　副 市 長　　岩　本　昌　彦　君 

　　　企 画 課 長　　上　村　秀　生　君 

 　　　次長兼庶務係長 
　　　兼 調 査 係 長

中　平　　　純　君
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　　　危機管理課長　　有　田　巧　史　君 

　　　市 民 課 長　　岡　本　　　武　君 

　　　税 務 課 長　　朝比奈　淳　司　君 

　　　健康推進課長　　松　田　まなみ　君 

　　　長寿政策課長　　谷　本　裕　子　君 

　　　環 境 課 長　　谷　本　和　哉　君 

　　　人権推進課長　　川　村　志　保　君 

　　　産業振興課長　　岩　本　敬　二　君 

　　　商工観光課長　　長　山　敏　昭　君 

　　　土 木 課 長　　太　田　芳　宏　君 

　　　都市建設課長　　小　島　裕　史　君 

　　　福祉事務所長　　畠　中　健　一　君 

　　　水 道 課 長　　宮　本　　　潤　君 

　　　教 育 長　　鎌　田　勇　人　君 

 

 　　　総 務 課 長 兼 
　　　選挙管理委員会 
　　　事 務 局 長

桑　原　　　一　君

 　　　会計管理者兼 
　　　会 計 課 長

佐　藤　恵　介　君

 　　　教 育 次 長 兼 
　　　学校教育課長

和　田　克　哉　君

 　　　生涯学習課長 
　　　兼 宿 毛 文 教 
　　　センター所長

中　平　成　也　君

 　　　学 校 給 食 
　　　センター所長

平　井　建　一　君



－ 9 －

－－－－－・・－－－－－・・－－－－－ 

午前１０時０１分　開議 

○議長（川村三千代君）　これより本日の会議

を開きます。 

　日程第１「議案第３１号」を議題といたしま

す。 

　この際、提案理由の説明を求めます。 

　市長。 

○市長（中平富宏君）　皆様、おはようござい

ます。 

　追加提案申し上げました議案につきまして、

提案理由の説明をさせていただきます。 

　議案第３１号は、財産の取得についてでござ

います。 

　内容は、新たな給食センターで使用する厨房

機器の購入につきまして、９月４日に実施しま

した一般競争入札により、契約の相手方及び契

約金額が決定しましたので、地方自治法第９６

条第１項第８号の規定により、議会の議決を求

めるものでございます。 

　以上が、御提案申し上げました議案の内容で

ございます。 

　よろしく御審議の上、適切な御決定を賜りま

すようお願い申し上げまして、提案理由の説明

とさせていただきます。 

○議長（川村三千代君）　これにて、提案理由

の説明は終わりました。 

　日程第２「一般質問」を行います。 

　順次発言を許します。 

　６番今城　隆君。 

○６番（今城　隆君）　６番、今城です。おは

ようございます。今回もよろしくお願いします。 

　それでは、早速、質問に移らさせていただき

ます。 

　まず、最初のテーマは、西地区小中学校建設

事業基本計画策定についてです。 

　まず、策定事項について伺いたいと思います。 

　今年度中に基本計画策定が行われる予定です

が、どんなことを決めていくのか確認します。 

　よろしくお願いします。 

○議長（川村三千代君）　教育次長兼学校教育

課長。 

○教育次長兼学校教育課長（和田克哉君）　お

はようございます。教育次長兼学校教育課長、

今城議員の一般質問にお答えいたします。 

　本年度予算計上しています西地区学校基本計

画策定業務につきましては、西地区の学校建設

事業のコンセプト、造成計画、配置等の基本計

画をまとめることを目的としております。 

　その業務内容としましては、改築コンセプト、

配置計画案、施設内容及び施設規模、造成計画

案の検討を行い、ワークショップの実施、概算

工事費の算定、事業手法、事業スケジュール等

について検討を行う予定としておりました。 

　今回の事業の業者決定に当たりましては、造

成工事と建築工事を行う大規模事業となります

ことから、幅広く事業者の参加をいただきたい

ため、建築コンサルタント業務「建築一般」及

び土木コンサルティング業務「都市計画・地方

計画」の業種登録事業者を入札参加要件といた

しました一般競争入札としまして、令和５年８

月１７日に一般競争入札の公告を行ったところ

でございます。 

　しかしながら、令和５年９月１日までを入札

参加資格審査申請申込期間としておりましたが、

残念ながら、事業者からの申込みがありません

でした。現在入札不調となっております。 

　今後につきましては、入札方法や条件、業務

内容などを、再度、庁内で協議いたしまして、

発注を予定しております。 

　以上でございます。 

○議長（川村三千代君）　６番今城　隆君。 

○６番（今城　隆君）　再質問します。 

　まず、入札応募者なしということですが、ど
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んなことが原因と考えられるか、言ってくださ

い、お願いします。 

○議長（川村三千代君）　教育次長兼学校教育

課長。 

○教育次長兼学校教育課長（和田克哉君）　教

育次長兼学校教育課長、今城議員の再質問にお

答えいたします。 

　どんなことが原因で入札ができなかったのか

という内容だと思います。これについては、現

在、精査中でございまして、結論は出ておりま

せんので、答弁を控えさせていただきます。 

　以上でございます。 

○議長（川村三千代君）　６番今城　隆君。 

○６番（今城　隆君）　造成を含めての計画立

案というのが難しかったっていうことかもしれ

ませんが、ひょっとしたら、分けて入札という

ことになることかもしれませんという想像もし

ています。 

　計画策定が始まった場合、先ほど、事業方法

の検討ということでしたが、一般の公共入札に

するのか、ＰＦＩ事業にするかも、この基本計

画で決まっていくということで間違いないでし

ょうか。 

　よろしくお願いします。 

○議長（川村三千代君）　教育次長兼学校教育

課長。 

○教育次長兼学校教育課長（和田克哉君）　教

育次長兼学校教育課長。 

　通常の公共工事か、その他の事業についても

検討するのかという内容だったと思います。 

　基本計画におきましては、どの事業手法が、

西地区の学校建設におきまして、効率的なのか

の検討と、その結果を記載することを想定して

おりますが、あくまでも検討結果でございまし

て、事業手法をこの段階で決定するものではご

ざいません。 

　以上でございます。 

○議長（川村三千代君）　６番今城　隆君。 

○６番（今城　隆君）　つまり、最適と思われ

る諮問を行って、回答が返ってくるということ

になるわけですね。 

　それでは、基本計画の会がまだ開始されてい

ないわけですが、策定スケジュールということ

で、策定会議の持ち方、一般論でいいですけれ

ども、お聞かせ願いたいと思います。 

　会議の回数、それから構成員や協議項目、何

から先に決めていくのかとか、その会は公開か

非公開かなどについて確認いたします。お願い

します。 

○議長（川村三千代君）　教育次長兼学校教育

課長。 

○教育次長兼学校教育課長（和田克哉君）　教

育次長兼学校教育課長。 

　基本計画の策定に当たって、策定会議とかそ

ういったことをしていくのかという御質問だと

思います。 

　基本計画の策定においては、議員からお話あ

った、策定委員会というようなものを特別に組

織する予定はしておりません。現在のところ、

業務委託事業者と教育委員会で協議する中で、

ワークショップでの意見などを考慮しながら、

策定を進めていくという予定としております。 

　以上でございます。 

○議長（川村三千代君）　６番今城　隆君。 

○６番（今城　隆君）　委員会と委託業者の随

時協議というのが基本にあって、住民あるいは

教員などからの意見聴取は、ワークショップな

どという形ということになりますが、続いて、

地域、保護者、市民、教員からの意見集約が必

要になってくるわけですが、意見集約はどの程

度の時間や回数をかけ、どのような方法で集約

していくのか、お聞かせください。 

○議長（川村三千代君）　教育次長兼学校教育

課長。 
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○教育次長兼学校教育課長（和田克哉君）　教

育次長兼学校教育課長。 

　地域・住民の方々の意見集約につきましては、

入札不調となっておりますが、入札不調となり

ました業務仕様書におきましては、３回から５

回のワークショップを開催することとして、仕

様書に書いておりました。 

　以上でございます。 

○議長（川村三千代君）　６番今城　隆君。 

○６番（今城　隆君）　ある意味では、委託業

者にワークショップで任せ切るということが、

適当かどうかとも考えます。 

　例えば、教育委員会の通常業務の中で、地域

から、あるいは教員や保護者からの意見を聞き

取るということが必要ではないかと思います。 

　委託業者へは、そういった集約が届けられま

すので、もっと回数を減らして、２回とか３回

とかっていうことでも、詰めたというか、成熟

した意見がそこでできるような気もしますので、

実質、意見を聞き取る時間は、回数も必要かと

は思いますが、委託とはまた別の領域でやって

いただければと考えているところです。 

　質問します。 

　各学校の運営協議会などで、住民の意見を納

得のいく形で計画に組み上げる必要があるわけ

ですけれども、そこにはどんな配慮がされてい

くのかということで、お聞きします。 

　納得のいく形で計画に組み込んでいくと。ま

た、現時点で上がっている意見などがありまし

たら、お聞かせください。 

○議長（川村三千代君）　教育次長兼学校教育

課長。 

○教育次長兼学校教育課長（和田克哉君）　教

育次長兼学校教育課長、学校についての意見集

約ということの内容であると思います。 

　現時点では、関係する学校の学校運営協議会

からの御意見、御要望は、まだいただいていな

いところでございます。 

　学校運営協議会からの意見につきましては、

事業を実施する中で意見を集めることができる

よう、検討してまいりたいと考えております。 

　以上でございます。 

○議長（川村三千代君）　６番今城　隆君。 

○６番（今城　隆君）　いずれにしろ、計画と

しては、本年度中に計画がつくり上げられると

いうことですので、きっちりと取組を行ってい

く、早期に行っていくということでお願いいた

します。 

　それで、計画の取りまとめについてというこ

とで聞く予定をしていますけれども、構わない

範囲でお願いします。 

　基本計画の取りまとめの仕方は、どのような

感じなのか。それから、それは議会採決などを

していくのかということで、確認したいと思い

ます。 

○議長（川村三千代君）　教育長。 

○教育長（鎌田勇人君）　今城議員の一般質問

にお答えいたします。 

　基本計画の取りまとめにつきましては、業務

委託におきまして、基本計画案を作成すること

を予定しております。 

　この基本計画案が完成しましたら、教育委員

会に説明し、総合教育会議に諮問する予定とし

ております。 

　また議会には、基本計画案ができた段階で説

明をしたいと考えております。 

　以上でございます。 

○議長（川村三千代君）　６番今城　隆君。 

○６番（今城　隆君）　了解しました。議会に

も、案が作成された状態で連絡があるというこ

とになりますね。 

　総合教育会議ですかね。そういうことで、そ

こで決定というよりも、ほぼっていうか、原案

ができて、そして議決というのは、結局は予算
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など実際に現実ができた状態で、議決というこ

とになっていくということでしょうか。 

　実行に移る予算案とか、そういうことに関し

て、初めて議決ということになるんでしょうか。

確認します。 

○教育次長兼学校教育課長（和田克哉君）　教

育次長兼学校教育課長。今城議員の再質問にお

答えいたします。 

　基本計画につきましては、議会議決に付すべ

き事項ではないとは考えておりますので、計画

ができましたら、議会の皆さんに説明したいと

考えているところでございます。 

　以上でございます。 

○議長（川村三千代君）　６番今城　隆君。 

○６番（今城　隆君）　わかりました。案自体

は議決によらないと。実際に工事とか、そうい

うことは当然、予算とか議決に関わってきます

けれども、分かりました。 

　希望あるまちづくりということになるわけで

すが、学校をつくるということは、まちづくり

に住民が関わる大きなチャンスだと思います。

希望あるまちづくりは、住民・市民の声が、納

得のいく形で具現化されていく。多かれ少なか

れ、私たちの意見が取り入れられたっていう部

分も残しながら、納得したものができていけれ

ばいいということになるわけですね。 

　その意味で再質問します。 

　誰もが、基本計画策定の間においても、協議

過程や協議概要などにアクセスできるというこ

とが大事だと思っております。 

　場合によっては、傍聴のお知らせ、議事録な

どを、随時市のホームページ等でアップしてい

ただける、こういうことが住民参加とか、まち

づくりに市民が関わっていくということで非常

に大事になろうかと思います。 

　このような情報をホームページなどにアップ

していただけるということは、約束していただ

けませんか。お願いします。 

○議長（川村三千代君）　教育次長兼学校教育

課長。 

○教育次長兼学校教育課長（和田克哉君）　教

育次長兼学校教育課長。 

　今の段階で、まだ入札も不調に終わっていま

すので、どの程度、議員がおっしゃられました

ことが実現できるかわかりませんが、委託業者

が決まりましたら、そこのあたりも含めまして

協議してまいりたいと考えております。 

　以上でございます。 

○議長（川村三千代君）　６番今城　隆君。 

○６番（今城　隆君）　計画を組み上げている

ほうは、途中で情報が市民に出ることは、非常

に混乱が起こるかもしれないという気持ちを持

つことは分かります。 

　しかし、今、こういう状態で論議が進んでい

ますという情報とかは、非常に重要なものにな

ると思います。市民がまちづくりに一緒に関わ

っていくという、そういうモデルにしていって

もらいたいと思います。 

　それでは、次のテーマに移ります。 

　学校建設ＰＦＩ事業について、宿毛小中学校

の維持管理の現状と対応について、伺っていき

ます。 

　宿毛学校ＰＦＩ株式会社による、通常の維持

管理業務の項目及び内容を確認させてください。 

　よろしくお願いします。 

○議長（川村三千代君）　教育次長兼学校教育

課長。 

○教育次長兼学校教育課長（和田克哉君）　教

育次長兼学校教育課長、今城議長議員の一般質

問にお答えいたします。 

　宿毛小中学校で行っている維持管理につきま

しては、要求水準書では、建築物、電気設備、

機械設備、外構施設や事業者が調達しました備

品の点検・保守・修繕、法定点検、定期点検や
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建物及び敷地内の清掃。それと、不審者侵入を

防ぐ警備、安全管理業務などを実施していると

ころでございます。 

　以上です。 

○議長（川村三千代君）　６番今城　隆君。 

○６番（今城　隆君）　程度の差こそあれ、基

本的にはどこの学校もやっているということを、

だいぶ緻密にやっていることだと思っています。 

　そこで質問します。維持管理費の契約年額に

ついてお伺いします。どうなっているでしょう

か。 

○議長（川村三千代君）　教育次長兼学校教育

課長。 

○教育次長兼学校教育課長（和田克哉君）　教

育次長兼学校教育課長。 

　今年度の維持管理費といたしましては、年額

２，１５５万１，６４０円となっております。

また、修繕につきましては、別途、実施した実

費をお支払いする契約となっております。 

　以上でございます。 

○議長（川村三千代君）　６番今城　隆君。 

○６番（今城　隆君）　宿毛小中学校の維持管

理費の年額は、先ほど２，１５５万円と言われ

ましたけれども、四捨五入して２，２００万円

とさせてください。大体そういう形で、今、契

約上流れていると。 

　そして、３０年で契約では７億３，０００万

円という契約がなされているということです。 

　そこで、近隣でほぼ同規模で比較できそうな

清水小中学校、それから、中村小中学校につい

て、維持管理費を調べてみました。 

　宿毛小中学校の維持管理費と比べるために、

光熱水費と通信費は除いています。ほぼ近いも

ので比べれるようにしてみました。 

　令和４年度の維持管理費は、清水小中学校で、

合わせて１，０８２万円。そして、中村小中学

校は、６５７万円です。 

　あるいは、用務員さんの雇用賃金がほかにあ

るとか、そういうことがあるかもしれませんの

で、多少の費目の違いがあるかもしれませんが、

大体こんなものです。 

　清水中学校については、例年は含まれない防

球ネット工事やグラウンドの土の入替えが入っ

ていますので、それを除いて比べれば、清水小

中、それから中村小中ともに年額７００から８

００万円程度となっています。私も清水中学校

にいましたので小学校も分かります。 

　大体こんなところです。 

　このように、他市の同規模と比較した場合、

宿毛小中学校は毎年、その二、三倍の維持管理

費がかかる。なぜそれほど高額なのか。ＰＦＩ

は維持管理水準が高いのか、それとも業務単価

が高いのかなどを確認したいと思います。 

　よろしくお願いします。 

○議長（川村三千代君）　教育次長兼学校教育

課長。 

○教育次長兼学校教育課長（和田克哉君）　教

育次長兼学校教育課長、今城議員の一般質問に

お答えいたします。 

　他市町村の学校の維持管理の内容については、

こちらのほうでは詳細を把握しておりませんの

で、ＰＦＩ事業で実施しました宿毛小学校・宿

毛中学校との単純な比較は難しいと思いますが、

宿毛小学校・宿毛中学校におきましては、契約

終了までの３０年間、児童生徒が快適に過ごす

ことができる状態に施設を保つという要求水準

書の内容を満たす維持管理を行う上で、適切な

費用だと考えています。 

　以上でございます。 

○議長（川村三千代君）　６番今城　隆君。 

○６番（今城　隆君）　つまりは、建設時の状

態の維持管理を３０年間続けるという契約内容

になっている。これはＰＦＩの特徴なんですが、

こういうことであれば、維持管理水準が非常に
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高い設定になっているということであろうかと

思います。 

　いずれにしても、ＰＦＩの維持管理費は、契

約上、内訳が私たちには分からないわけです。

監視委員会に入っている方々は、ひょっとした

ら分かるかもしれませんが、分からないわけで

す。 

　尋常ではない高額であることは、確認してお

きます。 

　通常の学校管理、これはもうどこの市町村も

費目は大体同じで、やり方は同じですから、や

はりこれほど違ってくるということは確認して

おいてください。 

　次の質問に移ります。 

　これまで問題になっているカビの発生等対処

の状況、その他課題になっている点について、

お知らせください。 

○議長（川村三千代君）　教育次長兼学校教育

課長。 

○教育次長兼学校教育課長（和田克哉君）　教

育次長兼学校教育課長、今城議員の一般質問に

お答えいたします。 

　令和３年４月からの校舎の供用開始以降、湿

度の高い時期になりますと、校舎内にカビが発

生しているという事象が起きております。今年

度は、比較的カビの発生が少なかったのですが、

夏休みに入った後、天井面等にカビが発生する

ということになっておりました。 

　このカビにつきましては、２学期が始まる前

に、事業者においてカビのふき取り・消毒を実

施しているところでございます。 

　そのほか、課題になっている点につきまして

は、現在のところございません。 

　以上でございます。 

○議長（川村三千代君）　６番今城　隆君。 

○６番（今城　隆君）　この３年間、なかなか

カビに悩まされていることがわかりますけれど

も、質問します。 

　カビ対策に３年間、４月から１０月の半年の

間、２４時間空調を回して対処しているという

ことですが、令和４年度は、年間電気使用料が

９９５万円だと報告を受けています。 

　それで、これはもう当然考えてというか、推

定しておかなければならないことですが、カビ

対策に係る電気費用は、年額幾らと見積もって

いるでしょうか、お聞かせください。 

○議長（川村三千代君）　教育次長兼学校教育

課長。 

○教育次長兼学校教育課長（和田克哉君）　教

育次長兼学校教育課長、今城議員の一般質問に

お答えいたします。 

　カビ対策の電気料金につきましては、供用開

始以降、カビの発生する時期には２４時間空調

を実施していることから、カビ対策をしない場

合の電気料金が分かりませんので、現状では具

体的な金額のお答えは難しいと思います。 

　参考といたしまして、２４時間空調を始める

前の令和４年４月と空調運転を始めた５月の電

気料金の差額は、約９万円となっております。 

　また、２４時間空調を終了しました令和４年

１１月と空調運転中のその前月１０月の電気料

金の差額は、約１８万円となっております。 

　この金額につきましては、外気の気温、日中

の使用量の変化、２４時間空調の開始・終了日

と電気料金検針日の差もありますので、様々な

条件は考慮できておりませんが、あくまでも参

考としてお聞き願います。 

　以上でございます。 

○議長（川村三千代君）　６番今城　隆君。 

○６番（今城　隆君）　もう３年も経ってます

が、ここの推定もできてないというのは、非常

に管理責任上というか、業者の管理責任じゃな

いですよ。やはり、これから業者との間で、こ

れが何の原因によるかという話し合いが進んで
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いっているんだと思いますけれど、これは独自

で業者に調べてもらうというんじゃなくて、業

者は業者で調べていると思います。市独自で調

べていかないといけないと思います。 

　簡単に、まず他校との比較をしてみます。 

　宿毛小中学校の電気料は、９９５万円です。

清水小中学校の電気使用料は、８２８万円。そ

れから、中村小中学校の電気使用料、８５０万

円。それと比べて、年間１５０万円から２００

万円ほど余分にかかっています。 

　これは客観的に、学校の差こそあれ、これだ

け違うということです。 

　宿毛小中学校は、別敷地に建てたこの２校よ

りは、小中学校合わせて、エアボリュームは小

さいです。 

　ですから、カビ対策の電気料は年間２００万

円以上と、まず推測をするということを私はし

てみます。これぐらいはかかっているんだろう

と。こういう推測もなければ駄目ですよ。今後

の対応の仕方としてですね。 

　早速やっていただきたいのは、夜間の空調費

を調べること。夜間に空調しなくて済んだ時期

がどれだけあったのか。半年ですから、する必

要があったのはですね。 

　まず簡単に予測できるのは、夜間一晩で幾ら

の電力量を消費しているかということは、簡単

にできます。一晩でできます。数日続ければ、

ある程度精度が上がります。 

　例えば、一晩の電力量が４００キロワット時

なら、それに電力単価を掛けます。２５円とし

ましょう。そうすると、４００掛ける２５で、

一晩１万円です。それで６か月分、１８０万円

ですね。 

　このようにすれば、おおむね当たります。正

確に。それは、電力使用量の点検を、もうちょ

っと緻密にしていけば、かなり正確に分かって

いくわけです。 

　簡単にできますから、すぐに対応してくださ

い。業者に任せるのではなく、まず自分たちが

当たり前の方法で、大体このぐらいは余分にい

っているんだと。こういうことになりますから、

やってほしいと思います。 

　早速、宿毛中学校の理科の先生にでも電力積

算計を読んでもらって、一晩あたりの電力消費

量を調べていただきたいと思います。そしてそ

の結果を報告していただきたいということにな

ります。 

　質問します。 

　それに合わせてですけれども、現在、カビ対

策電気料の支払いは、市か管理業者かを確認し

ておきます。 

　先ほど言いましたように、電力量を調べて報

告できるか、これもお答えください。 

　お願いします。 

○議長（川村三千代君）　教育次長兼学校教育

課長。 

○教育次長兼学校教育課長（和田克哉君）　教

育次長兼学校教育課長。 

　電気代の支払いにつきましては、契約により

まして、宿毛市のほうが支払いしております。 

　それと、先ほど議員のほうから、電気の差額

は、こういった方法もあるのではないかという

話もありましたが、こちらのほうについて、対

応可能かどうかにつきましても、御意見として

お伺いしておきます。 

　以上でございます。 

○議長（川村三千代君）　６番今城　隆君。 

○６番（今城　隆君）　検討するではなくて、

直ちにやってください、できますからね。 

　とにかく、今知りたい、全く想像できません

とかいうことではないんだと思いますけれども、

それでは甘すぎます。とにかくデータとして、

今の自分たちにできる技術でどれだけ取れるか

っていうのは、さっとできますから。電力積算
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計がついていますから、一晩で読めます。 

　９時に帰る先生が電力計を見て、そして朝来

たときに電力計を見る。そうすると、時間当た

りの積算量が出ますので、それに電力単価を掛

ければ金額が出るわけです。 

　それは当然、気温とか湿度によって、消費量

は変わりますけれども、それは誤差として、大

体、推定できますから。それで、当然今、市が

全額払っていますけれども、例えば、設計の瑕

疵とかにより交渉が始まると思います。何割は

業者が払う、うちはどれぐらい払うということ

は、私たちがデータを持っていなければ、対応

できないということです。 

　よろしくお願いします。 

　それでは、次の質問に移ります。 

　カビ発生の根本的対処の検討はどうなってい

るのか、電気料は市が払い続けるのですかとい

うことで、質問します。 

　お願いします。 

○議長（川村三千代君）　教育次長兼学校教育

課長。 

○教育次長兼学校教育課長（和田克哉君）　教

育次長兼学校教育課長、今城議員の一般質問に

お答えいたします。 

　カビ発生の根本的対処につきましては、引き

続き、事業者と協議を続けているところでござ

います。 

　今年度は、一定、カビが収束に向かっている

ものと考えて協議をしておりましたが、８月に

入りカビが発生したことから、再度検証が必要

となっております。 

　引き続き、有識者の力もお借りしながら、根

本的な解消に向け、協議を続けていきたいと考

えております。 

　電気料の支払いに関しましては、カビの原因

がどこにあるのか、事業者の瑕疵であれば、現

在まで支払っている電気料を含め、事業者に一

定負担いただくことになるのではないかとも考

えておりますが、現状では、カビの原因が判明

しておりませんので、事業者側の重大な瑕疵等

がなければ、契約に基づきまして、引き続き市

が支払いを続けることになるのではないかと考

えております。 

　以上でございます。 

○議長（川村三千代君）　６番今城　隆君。 

○６番（今城　隆君）　瑕疵の問題も含めて、

やはり３年間分も含めて、どれだけうちがカビ

対策に、今支払っているのかということを、必

ず出しておいてください。そういうことが必要

になってくるということですね。今の状態では

駄目です。 

　それで瑕疵の問題については、私は１５年間、

宿毛中学校に勤務をしましたから、敷地の状態

はよくわかっています。湿度が多いところに建

てたわけですから。 

　江戸時代は、川があの所に流れていて、そこ

を埋め立ててグラウンドになっています。です

から、蒸気は非常に出るところです。 

　それで、建ったすぐに中庭が死んだなと思い

ました。コンクリートで建てたので、煙突状に

なっているので湿気が抜けないなと、建てたす

ぐ後に思いました。 

　ですから、それがまず一つの原因なんだろう

と思います。 

　蒸気が建物４棟の間にトンネル状でたまる、

それが夜間に温度が下がると結露しますから、

湿度が１００％になるわけですね。ですからそ

の間の空気を吸い込むと、大変、外からの湿度

が高くなっていますからね。そういう状況だと

思います。 

　設計には、市であれ業者であれ、やっぱり瑕

疵があったんだと、私は判断してますので、そ

のあたりも考えておいてください。 

　質問です。 
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　カビ対策、カビ対処責任の決着のシナリオに

ついて、お聞かせください。どのように決着を

つけていくか。お願いします。 

○議長（川村三千代君）　教育次長兼学校教育

課長。 

○教育次長兼学校教育課長（和田克哉君）　教

育次長兼学校教育課長、今城議員の一般質問に

お答えいたします。 

　カビ対処の責任につきましては、カビの発生

が事業者の瑕疵によるものなのか、不可抗力で

あるかの判断によることになると考えておりま

す。 

　事業者の瑕疵であれば、事業者負担を含め、

事業者に責任を持って対応していただくことと

なりますが、不可抗力であれば、事業者に負担

を強いることはできませんので、事業者と協議

しながら、市の負担で対応を行うことになると

考えております。 

　カビの原因につきましては、現在も協議を続

けていますが、事業者と協力しまして、有識者

の意見も聞きながら、原因を究明していきたい

と考えております。 

　以上でございます。 

○議長（川村三千代君）　６番今城　隆君。 

○６番（今城　隆君）　様々な意味で、市自ら

も、どうしてかという原因をきちっと精査して

みてください。人任せというのも、やっぱり自

治体独自の自力というのも必要だと思います。 

　次の課題、次に移ります。 

　ＰＦＩ事業の問題について、質問していきま

す。 

　本市が、宿毛小中学校建設にＰＦＩを活用し

た理由を確認しておきます。よろしくお願いし

ます。 

○議長（川村三千代君）　総務課長。 

○総務課長兼選挙管理委員会事務局長（桑原　

一君）　総務課長、今城議員の質問にお答えい

たします。 

　宿毛小学校・中学校の建設につきましては、

平成３１年第１回宿毛市議会定例会での議決を

経て、平成３１年３月２７日に特定事業契約を

締結いたしました。 

　ＰＦＩ手法につきましては、工期が従来方式

より短いこと、民間事業者の創意工夫やノウハ

ウを生かすことにより、コストの削減が期待で

きること、事業費の支払いが長期間の割賦払い

になることにより、財政負担の平準化が図れる

こと、また、設計から維持管理までを事業者が

担うことで、契約終了までの長期間にわたって、

今回の事業については契約期間は３０年間であ

りますが、その期間、施設を児童・生徒が快適

に過ごすことができる状態に保てることなどの

メリットがあることから、有効な手法であると

考え、導入いたしたものであります。 

　以上です。 

○議長（川村三千代君）　６番今城　隆君。 

○６番（今城　隆君）　今、言っていただいた

内容は、ＰＦＩそのものの、どこでも言ってい

る一般論として工期が短いとか、ノウハウの問

題とか、コスト削減とかっていうことは、どこ

でも言われているＰＦＩのたてつけですが、何

をもって選んだのかっていうのは、ちょっと明

確ではなかったと思います。 

　質問です。 

　建設費３３億円、完成と同時に３０億円を支

払っています。それなら、民間資金を調達する

必要はないんだと思います。普通ならですね。 

　契約総額４５億円にして、３０年間の維持管

理サービスを買ったわけですけれども、結局、

建設費に対して、１２億円かけて維持管理サー

ビスが加わってきたということになります。そ

れはしなくてよかったのではないかという質問

なのです。 

　もう民間資金を活用せずに、市でそのまま、
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市債とか公債で払うということでよかったので

はないかと思ったりしています。 

　答弁、よろしくお願いします。よかったので

はないでしょうかということです。 

○議長（川村三千代君）　総務課長。 

○総務課長兼選挙管理委員会事務局長（桑原　

一君）　総務課長、お答えいたします。 

　民間資金の調達に関しては、国・県の補助金

分と起債充当分以外の施設整備費については、

契約期間で割賦払いとなり、一定の平準化の効

果があるものと考えています。 

　また、維持管理につきましては、設計から維

持管理までを、相手方である宿毛学校ＰＦＩ株

式会社が専門的に担い、契約終了までの３０年

間の間、児童・生徒が快適に過ごすことができ

る状態に、施設を保つことが担保されるという

ことが重要であるというふうに考えております。 

　以上です。 

○議長（川村三千代君）　６番今城　隆君。 

○６番（今城　隆君）　どこでも言われるうた

い文句ということを、また聞きました。 

　建設費が３３．７億円、維持管理費７．３億

円、プロジェクトマネジメント費４．１億円。

プロジェクトマネジメント費というのは、管理

会社を維持するために、市が４．１億円払って

やっているということになります。契約総額は

４５億円になります。 

　質問します。 

　市が直接管理すれば、プロジェクトマネジメ

ント費も要らず、維持管理費は安く済む。どこ

がコスト削減か説明願います。 

○議長（川村三千代君）　総務課長。 

○総務課長兼選挙管理委員会事務局長（桑原　

一君）　総務課長、お答えいたします。 

　ＰＦＩ手法は、今までの行政の手法を打破し、

民間事業者の創意工夫やノウハウを活用するこ

とでコストが抑えられ、また、市民のニーズに

応じた質の高い公共サービスを提供することが

できる手法であります。 

　市が従来方式で事業を実施した場合との比較

に関しては、平成３０年に要求水準書をもとに

試算した削減効果によりますと、設計、建設、

維持管理までを含めた総事業費において、従来

方式の４．９％の削減効果があると試算されて

います。 

　これは、ＰＦＩ手法が設計から建設、維持管

理まで一括発注することにより、トータルでコ

ストが抑えられる仕組みでありますので、その

内訳である維持管理費のみを個別に比較し、そ

の有効性を十分判断することはできないのでは

ないかと考えております。 

　以上です。 

○議長（川村三千代君）　６番今城　隆君。 

○６番（今城　隆君）　いわゆるＶＦＭ４．

９％というやつですね。同じ３０年間で公共と

民間がした場合、４．９％ＰＦＩがお得ですよ

という話になっています。 

　同じことをした場合ということなんですが、

ここには、リスクマネジメント費というのが入

ります。 

　リスクを業者は、３０とか４０とか設定して、

それに係る保険なり、余分な費用をかけて算定

します。 

　その保険だとか、余分に係るリスクが起こっ

たときの対応費を入れた場合の金額は、民間の

ほうが安いですよということなので、実質とし

ては高くなっているということを考えておいて

ください。 

　高額支出の具体的根拠が見えないＰＦＩを続

けてよいのか心配するのは私だけではないはず

です。 

　質問します。 

　将来、高知医療センターのように、ＰＦＩを

解除せざるを得ない場合、どのように片をつけ
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るのか、確認させてください。 

○議長（川村三千代君）　総務課長。 

○総務課長兼選挙管理委員会事務局長（桑原　

一君）　総務課長、お答えいたします。 

　宿毛市が何らかの事情により、契約を任意解

除する場合につきましては、特定事業契約約款

の規定に基づき、宿毛市は相手方であります宿

毛学校ＰＦＩ株式会社から当該終了に被った合

理的な損失の補償を請求されることとなります。 

　また、相手方の債務不履行により契約を解除

する場合には、その生じた事由の事情に応じ、

宿毛市は違約金または損害賠償を請求すること

となります。 

　以上でございます。 

○議長（川村三千代君）　６番今城　隆君。 

○６番（今城　隆君）　もし今、宿毛市がこの

状態を続けるのが困ってきたという、宿毛市だ

けの事情で解約する場合は、結局、３０年間業

務を行った状態、つまり全額払って解約になる

と、宿毛市の事情で解約する場合は、こんな解

釈でよろしいですね。 

　あるいは、向こうの債務不履行の場合などは、

違約金折半ということになると思います。 

　イギリスで始まったＰＦＩ制度ですが、３０

年間を経て、今、終焉を迎えているということ

です。 

　イギリスの会計検査院のレポートの指摘が、

宿毛小中学校ＰＦＩに当てはまるかを考えてほ

しいと思います。 

　ＰＦＩは高額で柔軟性を欠き、不透明である

という総合的結論がレポートとして出ています。 

　契約変更が高額で、要求しないものに支払い

が続いていく。こういうことです。例えば、管

理水準を下げてもらいたいけれども、依頼をし

ても、それが余計にお金がかかるということが

言われています。 

　長期のＰＦＩで行政の直営能力、専門性が失

われていくと、本来、職員がすべきこと、技術

が伝わっていかない。 

　ＰＦＩは情報開示、アカウンタビリティーに

問題がある。アカウンタビリティー、説明責任

と言われていますけれども、結局は納得の問題

ですね。住民に納得が得られないと、信用でき

ないという問題が生まれてくるわけですね。 

　日本の会計検査院レポートでは、ＰＦＩを行

うかどうかの実施判断に、同じ支出で経費削減

に見せるよう、ＶＦＭ、さっき言った４．９％

みたいな話ですが、バリューフォーマネーを高

く設定した可能性を指摘しています。多くがし

ていたんだろうということを指摘しております。 

　特に私が問題視するのは、ＰＦＩは契約上、

情報開示ができないという点です。上辺の合法

論で済ませて、憲法９２条の地方自治の本旨が

踏みにじられているのではないかということで

す。 

　それは住民により、地域のことが決められる

という原則を守ろうとするものです。これを保

障するために、住民に必要な情報を開示するシ

ステムになっています。情報開示のシステムと

いうか、公表しなければならないというのはそ

ういう意味です。情報を出せないＰＦＩは、私

はやめたほうがよいと考えます。 

　次に、今後の学校建設へのＰＦＩ活用につい

て、伺っていきます。 

　西地区小中学校建設について、市長は６月議

会で、事業ごとにＰＦＩで実施すべきかを検討

していくと答えていますが、それは西地区学校

建設内での事業ごとという意味か、そうではな

いのか確認します。 

　よろしくお願いします。 

○議長（川村三千代君）　総務課長。 

○総務課長兼選挙管理委員会事務局長（桑原　

一君）　総務課長、お答えいたします。 

　６月議会において、今後、宿毛市の事業にＰ
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ＦＩを導入するかにつきましては、実施する事

業の個別の事案に応じ、検討していきたいと答

弁をさせていただいていることにつきまして、

学校建設に限らず、民間資金等の活用により公

共施設等の整備等の促進に関する法律、いわゆ

るＰＦＩ法に規定する公共施設等について、事

業ごとに検討していきたいというふうにお答え

させていただいたものでございます。 

　なお、このＰＦＩの導入につきましては、国

において、多様なＰＰＰ／ＰＦＩ手法導入を優

先的に検討するための指針が策定され、各自治

体においても、優先的、積極的に導入するよう

推奨されております。 

　また、県内においても公園や文化施設、公共

下水、公営住宅整備事業などに導入される予定

であるというふうにお聞きしております。 

　以上でございます。 

○議長（川村三千代君）　６番今城　隆君。 

○６番（今城　隆君）　国が推進しようとする

方向がありますね。奨励しようとする方向。そ

れから、それは気をつけてくださいよという会

計検査院等、財務省などのレポートが出てきま

す。もちろんそうです、そういうものです。 

　その財政支出に対し、ＰＦＩ事業が終わって、

今、日本で十数年経っていると思いますけれど

も、終わったものに対して、査定したものは実

際どうであったのか。査定したものが、さっき

言ったレポートになります。 

　結局、高いですよというレポートが出ていま

す。 

　こういうことも判定しながらやっていくわけ

です。 

　再質問です。今年６月の入札で、宿毛市公共

施設等総合管理計画改定業務委託について入札

していますが、宿毛小中学校ＰＦＩを推進した

ＧＰＭＯというコンサルが落札しています。 

　ということは、さっき言ったように、学校の

ほかにも、ＰＦＩを広げるという解釈でよろし

いんでしょうか。お答えください。 

○議長（川村三千代君）　総務課長。 

○総務課長兼選挙管理委員会事務局長（桑原　

一君）　総務課長。先ほど御答弁をさせていた

だきましたように、このＰＦＩ導入につきまし

ては、このＰＦＩ法に基づく事業に関しまして、

有効性とかを全て考慮した中で、様々なＰＦＩ

の該当となる事業について検討させていただく

というものでございます。 

　以上です。 

○議長（川村三千代君）　６番今城　隆君。 

○６番（今城　隆君）　私たちは、この動向を

注視して、見守っていく必要はあろうかと思っ

ています。 

　推進ありきではなく、マイナスの側面も考慮

した上で、住民が判断していくということにな

ろうかと思います。 

　質問します。 

　先ほども言ったように、会計検査院等でも指

摘された、透明性、柔軟性に欠け、経費削減に

疑問を指摘されているＰＦＩに対し、市長はど

うしてＰＦＩにこだわっているのでしょうか、

お答えください。お願いします。 

○議長（川村三千代君）　市長。 

○市長（中平富宏君）　今城議員の一般質問に

お答えさせていただきます。 

　こだわってるというのを、何を根拠にこだわ

っていると言われてるのかが、ちょっとわから

ないところではありますが、先ほど来、総務課

長も答弁しているように、ＰＦＩ手法につきま

しては、各自治体に優先的、積極的に導入する

よう推奨されている、そういった事業でござい

まして、県内におきましても、取組が進んでい

るところでもございます。 

　あと、会計検査院のお話等もありましたが、

全ての事業に対して指摘をされているものでは
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ないというふうにも、承知をしているところで

ございまして、当然そういったマイナス要素と

いう話ありましたが、メリット・デメリットあ

ると思います。それをしっかりと検証しながら、

どういった事業を取り入れていくのか、検討し

ていく必要があるかというふうには考えている

ところでございますが、本市におきましても、

行政運営におきまして、市民のニーズに応じた、

適切なサービスを迅速に実施をすることにより

まして、公共サービスの質の向上を図るととも

に、行政運営の効率化と経費削減を図るという

観点で、ＰＦＩ手法につきまして、先ほども申

しましたように、メリットとデメリットを総合

的に判断し、事業ごとに検討を行ってまいりた

い、そのようなことでございます。 

　以前取り入れたときも、そのときに議会の方

にも御説明をさせていただきましたように、今

城議員も教壇に立たれておられましたので、当

時の中学校の校舎の内容が十分に整備、そして

施設管理がなされたものだというふうに思って、

教壇に立っていたわけではないというふうに思

っているところでもございますが、あえて申し

上げますと、私もＰＴＡ関係で、学校の施設管

理に対して幾度となく、市に対して申し入れを

行ってきた、そういった経緯もございます。 

　当時、なかなか学校の施設管理が、その時々、

年々の宿毛市の財政状況によりまして、管理が

しっかりなされていないといった現状を、本当

に腹立たしく見ていたところでございました。 

　そういった形の中で、咸陽小学校や片島中学

校は、雨漏りをする中で子供たちは、黒板が半

分雨に濡れて使えないような、そういった現状

の中で授業を行っているというのも、本日、こ

の議場におられる議員と一緒に、視察をしたと

ころでもございました。 

　そういった形の中で、屋根をひとつつけると

なれば、１，０００万円以上のお金がかかると

いう形の中で、なかなか施設管理ができなかっ

たという時代もありました。 

　そういう時代を経験した者として、子供たち、

せっかく新しい学校を建てるのであれば、これ

から先、３０年間にわたって、しっかりとした

整備、管理をしてもらいたい、そういった思い

を述べさせていただく中で、ＰＦＩ事業の一定

の御理解をいただいて、この事業で、今回、宿

毛小中学校を建てるということが決定したとい

うふうに思っているところでございます。 

　いろいろな御指摘はしっかりと受け止めさせ

ていただきたいと思いますが、初めからＰＦＩ

手法を考えずに、次のことを行うのではなくて、

しっかりとこのことも検証しながら考えて、次

の小中学校はどういった手法で建設をするのか、

皆さんと一緒に考えてまいりたい、そういった

思いでございます。 

　以上でございます。 

○議長（川村三千代君）　６番今城　隆君。 

○６番（今城　隆君）　市長の話はよく分かり

ます。 

　学校の維持管理は必要ですよね。しっかりし

たものが必要です。 

　ただ、今言っているのは、ＰＦＩ事業でなく

てもできるんですよと、いうことになります。

私も直接聞いた方もいます。それから知り合い

を通じて、聞いてもらった方も何人かいます。

県内公立学校では、宿毛以外にＰＦＩを活用し

ていないわけですね。 

　私が直接、間接に聞き取った学校管理担当者、

専門職として技師さんもいます。 

　これまで述べた問題点と同じ理由で、ＰＦＩ

には否定的な見解を述べました。学校管理者で

す。学校施設管理者。学校には適さないという

ふうに彼らは答えています。 

　市長に見解を伺います。 

　もちろん、ほかの公共事業で成功しているパ
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ターンのものがありますよね、学校とは違って

ですね。そういうことがありますので、全て否

定しているつもりもないわけです。 

　学校建設は通常の公共事業で行う、そして長

期の維持管理を独占委託するのではなく、日常

の管理や清掃には、土佐清水市や四万十市など

のように、シルバーなどの適宜活用をするとか、

市が専門職として技師を雇用し、必要に応じて

施設点検、修繕などを地元業者に発注する。手

厚い維持管理で、たっぷり支払えば地元の経済

が回る。地元で雇用し、地元で広く潤沢に税金

を循環させていくのが、地域振興の鍵ではない

か。 

　それから、会計検査院レポートでもあるよう

に、同じ支出でＰＦＩ以上のことができる可能

性があるということです。 

　他市町村に倣い、学校建設維持管理は、通常

の公共事業で行うべきではないかと思うわけで

すが、見解をお聞かせください。 

　よろしくお願いします。 

○議長（川村三千代君）　市長。 

○市長（中平富宏君）　今城議員の再質問にお

答えをさせていただきます。 

　当然、そういったことも考慮しながら、しっ

かりとＰＦＩ事業の方がいいのか、それともそ

れ以外の手法を取り入れてやった方がいいのか。

または、従来の形の中でやるのがいいのか。 

　また、先ほど少しお話をさせていただいた、

これからの子供たちに対して、どういった形で、

その施設の維持管理を担保していくのか、そう

いったことを全てを考慮する中で、最適な方法

を取り入れてまいりたい、そのように思ってい

るところでございます。 

　なお、ＰＦＩでなければいけないという考え

は、毛頭持っていませんので、その点について

もつけ加えておきたいというふうに思っており

ます。 

　以上でございます。 

○議長（川村三千代君）　６番今城　隆君。 

○６番（今城　隆君）　学校の管理等に、しば

しばシルバーさんが来てくれるというのも、非

常に学校にとってはいいものですね。地域の方

と子供たちとの交流も深まると。そういうこと

もまた検討してみてください。そういうやり方

もいいと思います。 

　最後のテーマに移ります。 

　森林環境税及び森林環境譲与税について、質

問します。 

　目的及び制度概要について、説明をお願いい

たします。 

○議長（川村三千代君）　産業振興課長。 

○産業振興課長（岩本敬二君）　おはようござ

います。産業振興課長、今城議員の一般質問に

お答えいたします。 

　森林環境税及び森林環境譲与税につきまして

は、温室効果ガス排出削減目標の達成や災害防

止等を図るための森林整備に必要な地方財源を

安定的に確保することを目的として、創設され

ております。 

　国の森林環境税は、国内に住所を有する個人

に対して課税される国税で、令和６年度から市

町村において個人住民税均等割と合わせて、１

人年額１，０００円が課税されます。 

　その税収の全額が私有林人工林の面積、林業

就業者数及び人口を用いた基準に基づき、森林

環境譲与税として、都道府県・市町村へ譲与さ

れ、都道府県・市町村が地域の実情に応じて、

森林整備及びその促進に関する事業を幅広く、

弾力的に実施するための財源として活用されま

す。 

　なお、森林環境譲与税の都道府県・市町村へ

の譲与は、先行して令和元年度から行われてお

ります。 

　以上でございます。 
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○議長（川村三千代君）　６番今城　隆君。 

○６番（今城　隆君）　来年度から、市民１人

当たり１，０００円が徴収されるということに

なる。 

　宿毛市はこれからどの程度の金額が毎年おり

てくるのか。変動するかもしれませんけれども、

もし分かるところがあったら、聞かせてくださ

い。 

　次の質問と併せて言ってくれたらと思います。 

　次の質問に移ります。 

　譲与税の活用に関わって、森林経営管理制度

というのがあるようですが、その制度について

の説明をお願いします。 

　さっき言った金額が分かれば、宿毛市におり

てくる譲与税、これも教えてください。 

○議長（川村三千代君）　産業振興課長。 

○産業振興課長（岩本敬二君）　産業振興課長、

今城議員の再質問にお答えいたします。 

　まず、森林環境譲与税の今後の入ってくる額

の見込みでございますが、令和元年度から段階

的に引き上げられております。 

　令和６年度以降、予定されていた満額が入っ

てくるようになりますので、令和６年度から５，

４００万円程度が収入として入ってくる予定と

なっております。 

　それから、続きまして森林経営管理制度の説

明をさせていただきます。 

　森林経営管理制度は、経営管理が行われてい

ない杉・ヒノキなどの人工林について、市町村

が仲介役となり、森林所有者と担い手をつなぐ

仕組みを構築するもので、森林経営に適した支

援につきましては、市町村が森林経営者に再度

経営管理を再委託し、経営が成り立たない森林

については、市町村自らが管理するものとなっ

ております。 

　具体的には、森林環境譲与税を活用し、森林

所有者の意向調査、国土調査等の終わっていな

い山林につきましては、境界明確化などを行い、

森林管理の施業についての集約化プランを作成

し、これに基づく経営管理権集積計画を立て、

森林整備を進めていく制度でございます。 

　以上でございます。 

○議長（川村三千代君）　６番今城　隆君。 

○６番（今城　隆君）　令和６年から５，４０

０万円入ってくるということですね。 

　それで、今言ったのをちょっと省庁のホーム

ページで説明をしているのがあったので、ちょ

っと自分も確認のために言います。 

　森林所有者に経営管理の責務を明確化する、

管理するようにという明確化をする。そして管

理ができない森林においては、市町村が経営管

理の設定をして、経営権の管理設定をして、林

業経営者に委託したりする、委ねる。 

　そして、委ねることができない森林は、市町

村が経営管理をすると。 

　合わせて、所有者不明のところは所有者を探

索し、不明の場合は市に経営管理権を設定し整

備をしていく、こんなことが書かれていました。 

　とにかく、管理権を確定して、管理を進めて

いくという制度ということが分かりました。 

　それでは、先の質問を踏まえて、本市の整備

すべき森林の状況について、確認します。 

　よろしくお願いします。 

○議長（川村三千代君）　産業振興課長。 

○産業振興課長（岩本敬二君）　産業振興課長、

今城議員の再質問にお答えいたします。 

　令和３年度のデータとなりますが、本市にお

ける整備が必要とされる森林につきましては、

約７，３９６ヘクタールとなっております。 

　これは、対象となる杉・ヒノキなどの私有林

人工林から、過去１０年以内に施業がなされて

いる森林を差し引いた面積となります。 

　以上でございます。 

○議長（川村三千代君）　６番今城　隆君。 
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○６番（今城　隆君）　７，３９６ヘクタール

が、整備すべき面積、これでいいですかね。整

備すべきのが、７，３９６ヘクタール。 

　次の質問です。 

　本市において、森林経営を実施する森林組合、

素材生産者、自伐林家等の林業従事者の状況に

ついて確認します。 

　よろしくお願いします。 

○議長（川村三千代君）　産業振興課長。 

○産業振興課長（岩本敬二君）　産業振興課長、

今城議員の再質問にお答えいたします。 

　２０２０年の農林業センサスにおいて、宿毛

市の林業経営体については、１６経営体となっ

ております。うち法人が４団体、個人経営が１

２団体となっております。 

　また、同センサスにおいて、常時雇用者が２

８名、臨時雇用者が２６名となっております。 

　自伐林家の林業従事者につきましては、正確

な数は把握できておりませんが、小規模林業総

合支援事業費補助金を活用している経営体とし

ては、８経営体となっております。 

　以上でございます。 

○議長（川村三千代君）　６番今城　隆君。 

○６番（今城　隆君）　はい。今言った、従事

者人口というのは、非常に少ないということが

分かりました。 

　それでは、次の質問です。 

　林業従事者の確保において、課題となってい

る点、これをお聞かせください。 

　お願いします。 

○議長（川村三千代君）　産業振興課長。 

○産業振興課長（岩本敬二君）　産業振興課長、

今城議員の再質問にお答えいたします。 

　課題につきましては、高齢化により退職者が

増える一方で、新規参入者が少ないことが挙げ

られますが、林業従事者の確保については、伐

期を迎えている山林が多くある現状において、

担い手の確保は急務であります。 

　そのため、令和４年度から新たに林業を始め

たい方を対象に、最大で１年間、事業体で研修

を受けることができる宿毛市林業研修支援事業

補助金を制定し、令和４年度には１名、今年度

も現在１名が研修を受けております。 

　また、今年度は、東京・大阪で開催された移

住者向けのイベント、高知暮らしフェアにも参

加し、募集をしてまいりました。 

　また１１月には、移住者を対象としたすくも

森林塾ツアーを開催する予定としております。 

　今後も、担い手確保に向けた対策を関係機関

と協力し、引き続き検討してまいりたいと考え

ております。 

　以上でございます。 

○議長（川村三千代君）　６番今城　隆君。 

○６番（今城　隆君）　はい、林業を希望する

ものに対して、研修への補助が今出ていると。

出ることになっていると。今、２名が研修中で

あると。１名ですか、１名が研修中であると。

もっと欲しいですね。どんどんですね。 

　再質問します。協力隊などの移住林業希望者

や新たな地元担い手が技術を習得しても、宿毛

に住んで働く基盤が整わないと、なかなか努力

は報われないわけですね。 

　市として、そういった人たちのなりわいにつ

なげるための手だてや展望がありましたら、結

局、林業をやろうとして技術を習得したと。そ

して、それをなりわいにしようと思ったけれど

も、条件が整わないという場合があるというこ

とらしいです。 

　それへの手だての展望がありましたら、展望

というのもあれですけれども、手だてがありま

したら、お聞かせください。 

○議長（川村三千代君）　産業振興課長。 

○産業振興課長（岩本敬二君）　産業振興課長、

今城議員の再質問にお答えいたします。 
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　地域おこし協力隊においては、現在３名が活

動中であり、卒業生は８名となっております。

そのうち２名が、卒業後も自伐型林家として市

内に残り、活動をしてくれております。 

　先ほど御説明した担い手支援事業の制度のほ

か、自伐型林業を始めたい方においては、市内

の方を対象としたすくも森林塾を、平成２７年

度より開始し、林業の担い手確保に努めており

ます。 

　すくも森林塾を卒業した後、宿毛市小規模林

業総合支援事業費補助金を活用し、森林整備を

実施する林家も少しずつではありますが、育っ

てきております 

　しかし、移住者であったり、山林を所有して

いない方においては、施業場所の確保に苦慮し

ております。 

　そのためにも、森林経営管理制度による所有

者確認、意向調査及び境界明確化を早急に実施

していくことで、自伐型林家に適する森林を明

確化することにもつながり、施業地確保が可能

となり、担い手の確保にも寄与できるものと考

えております。 

　以上でございます。 

○議長（川村三千代君）　６番今城　隆君。 

○６番（今城　隆君）　さっきの森林管理制度

が役立ってくるということですね。 

　これで経営管理権を頂いて、施業に移ってい

く可能性が出てくるということです。 

　それでは、次の森林環境譲与税の活用につい

て本市はこれまで、譲与税の使途について、ど

のようなものに使ってきたか、お聞かせくださ

い。 

○議長（川村三千代君）　産業振興課長。 

○産業振興課長（岩本敬二君）　産業振興課長、

今城議員の一般質問にお答えいたします。 

　本市はこれまで、森林経営管理制度に従事す

る会計年度任用職員の人件費、意向調査、境界

明確化などの調査業務委託、地元産材の利活用、

宿毛市小規模林業総合支援事業費補助金、幡多

森づくり推進センター負担金、林業研修支援事

業費補助金に活用しております。 

　以上でございます。 

○議長（川村三千代君）　６番今城　隆君。 

○６番（今城　隆君）　再質問します。 

　令和３年度の譲与税の使途がネットに出てい

ましたので、見せていただきました。 

　一つだけちょっと気になったのがあって、乳

幼児に対する木製スプーン等の配布事業ですね。 

　これは、悪いことではないんですけれども、

子育て予算から支出をするのが適当かと思いま

した。 

　木材活用事業費は、林業基盤づくりのために、

間伐材等の活用や流通を拡大させる研究、製品

開発などをすべきと考えました。 

　よろしければ、この件について回答をお願い

できますか。 

　よろしくお願いします。 

○議長（川村三千代君）　産業振興課長。 

○産業振興課長（岩本敬二君）　産業振興課長、

今城議員の再質問にお答えいたします。 

　森林環境譲与税の使途としまして、もちろん

森林の整備がメインではございますが、そのほ

かにも担い手の確保育成、それから木質化の推

進、木育の普及推進という制度を行うこととな

っております。 

　その中でも、この乳歯箱、木製スプーンのセ

ットの配布事業につきましては、先ほど申しま

した、後段の普及促進というところに入ってき

ますので、この事業として支出しております。 

　以上でございます。 

○議長（川村三千代君）　６番今城　隆君。 

○６番（今城　隆君）　制度上は、もちろん使

えるものだと思います。 

　ですから、木材が、これから施業に当たる、
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結局、林業の基盤になるような、購入してどん

どん出ていくような、宿毛の林業として使われ

るようなものとしての製品開発とかっていうの

が、大事になっていくのかなということで、言

ったわけです。 

　製品開発のアイディア、ちょっと時間が取れ

るか、話してみます。 

　私の勝手なアイディアを言います。 

　間伐材で、ツーバイフォー工法でボルト留め

して組み立てる小屋のキット、こんなのいいで

すね。 

　床、壁、天井などのパーツの種類を最小限に

し、パーツは軽トラで運べるもの。それで、１

人でも組み立てられて、最小単位の小屋は１．

５畳。パーツを組み合わせれば、３畳、４畳半、

それ以上とサイズは自在に変えられる。パーツ

で組み立てられるよね。 

　パーツの規格を統一し、ある程度の接合精度

が出せれば、防災小屋や作業小屋、公園のバン

ガロー、タイヤをつけてトレーラーにもできる。 

　小規模の工房でも、こんなキットが１０万円

以下でできるなら私は買いたいですね。 

　宿毛のみんなが欲しがると思います。 

　コンセプトの基本は、宿毛でつくって、宿毛

で使う。よその人には、欲しがったら、仕方な

い、そんなに欲しければ軽トラで取りに来い、

買いに来いと、これぐらいのほうが、余計に欲

しくなる、心が騒ぐという感じになるんじゃな

いかと。 

　そして、一番の肝ですが、災害時に、宿毛の

木を使ってパーツが供給できるなら、誰もが自

力で仮設住宅をすぐに建てられるようになるん

じゃないかと。 

　宿毛の木で建てられるようになるんじゃない

かということですね。 

　それで、宿毛の間伐材活用は、事前防災にも、

早期復旧にも、そして公園のバンガローなどが

観光の起爆剤にもなるんじゃないかと。 

　それが、産業基盤の整備にもつながっていく

のではないか。あくまでも私の妄想ですので、

適当に聞き流していただければと思います。 

　それでは、最後の質問にします。 

　昨年度、幡多６市町村が立ち上げた森づくり

推進センターとは、具体的にどのようなことを

行っているのでしょうか。 

　また、市とセンターの協力体制について、伺

います。 

　お願いします。 

○議長（川村三千代君）　産業振興課長。 

○産業振興課長（岩本敬二君）　産業振興課長、

今城議員の再質問にお答えいたします。 

　幡多地域森づくり推進センターは、幡多６市

町村からの負担金を運営費として、令和４年４

月に開設いたしました。 

　センターは、市町村へ森林所有者から委託さ

れた森林のうち、森林整備の検討が必要な森林

の集約化プランの作成やプランに合わせた集積

計画等を作成する業務等を、主に行っておりま

す。 

　また、年に数回の森林経営管理制度の研修会

なども開催しております。 

　さらに、集積計画の作成等の業務以外にも、

林況調査などへ同行いただき、現場での技術的

なサポートや森林経営管理制度に関する助言を

いただくなど、連携して事業を推進しておりま

す。 

　以上でございます。 

○議長（川村三千代君）　６番今城　隆君。 

○６番（今城　隆君）　おおむね、このセンタ

ーの役割というものがつかめました。 

　また、市議会の林活議連のほうでも、センタ

ーに研修などを申し込んでみたいと思ったりも

しています。よろしくお願いします。 

　森林環境譲与税については、幡多全域の林業
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基盤づくりに資する、一致した活用と同時に、

各市町村の実情に合わせた効果的活用方法につ

いても、市町村職員が、一緒になって研究して

いただければと思います。そして、一緒になっ

て研究して、林業基盤づくりを推進していただ

くよう、お願いしたいと思っております。 

　以上で、私の一般質問を終わります。 

○議長（川村三千代君）　この際、１０分間休

憩いたします。 

午前１１時２６分　休憩 

－－－－－・・－－－－－・・－－－－－ 

午前１１時３７分　再開 

○議長（川村三千代君）　休憩前に引き続き、

会議を開きます。 

　１１番髙倉真弓君。 

○１１番（髙倉真弓君）　１１番髙倉真弓でご

ざいます。一般質問いたします。よろしくお願

い申し上げます。 

　今回は、４項目８点についてをお伺いいたし

ます。 

　１項目め、教育行政について。１番目に、小

学校の教科担任制度についてをお伺いいたしま

す。 

　まず、どのような内容のものかをお伺いいた

します。 

○議長（川村三千代君）　教育長。 

○教育長（鎌田勇人君）　髙倉議員より御質問

いただきました、小学校教科担任制の制度の内

容について、お答えいたします。 

　小学校では、英語の教科化やプログラミング

教育の必修化により、これまで以上に、教科指

導の専門性が教員に求められるようになってお

ります。 

　また、児童が中学校に入学してから、教科ご

とに先生が指導する教科担任制や学習内容の高

度化に戸惑い、新しい生活になじむことができ

ない中１ギャップといわれる問題も喫緊の課題

となっております。 

　そのため、高知県では令和４年度より、高知

県型小学校教科担任制要綱に基づき、小学校で

の教科担任制を導入しております。 

　小学校教科担任制では、特定の教科の授業を

学級担任以外の先生が教えたり、学級担任同士

が授業を交換したりするなど、複数の教員で学

習や生活指導を協力して行い、多面的に児童に

対する理解を深め、子供たちの成長を支えてい

く仕組みとなっており、学校の規模や実情、ま

た子供たちの実態に応じて、一番よい方法を検

討しながら取組を進めているところでございま

す。 

　以上でございます。 

○議長（川村三千代君）　１１番髙倉真弓君。 

○１１番（髙倉真弓君）　了解いたしました。 

　では２番目に、宿毛小中学校の取組について

をお伺いいたします。 

○議長（川村三千代君）　教育長。 

○教育長（鎌田勇人君）　小学校教科担任制の

本市の取組について、お答えいたします。 

　本市におきましても、教科担任制の実施によ

り、通常の教員に加えて加配されました加配専

科教員による授業のほか、隣接中学校教員によ

る授業や学校内での授業交換が行われておりま

す。 

　県から配置されております加配専科教員によ

る授業としては、外国語、体育を実施しており

ます。 

　また、本市が取り組んでおります小中一貫教

育の推進により、隣接する中学校から小学校へ

の乗り入れ事業を積極的に実施しておりまして、

小筑紫小学校、橋上小学校、沖の島小学校にお

きましては、中学校教員による外国語、理科、

音楽、体育などの授業を実施しております。 

　学校内での授業交換につきましては、学校の

実情によって、教科等に違いはありますが、学
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校長の判断により可能な範囲で実施しており、

市内全ての小学校におきまして、教科担任制を

実施している現状となっております。 

　以上でございます。 

○議長（川村三千代君）　１１番髙倉真弓君。 

○１１番（髙倉真弓君）　宿毛市の現状をお伺

いしました。既にそういうふうに取組なさって

いるということを知りませんで、何か目からう

ろこのような感じがします。 

　私は背が低かったので、並ぶのは一番前です

が、走るのは一番後ろ、びりですね。そういう

ことがありましたので、例えば先ほどおっしゃ

ってた、いろんなこと、体育とかもおっしゃっ

てましたよね。そういうふうに、専門の先生方

からお習いすると、もっと違う面で伸びていく

んじゃないかなと思って、すごくうらやましい

というか、期待しました。 

　どうぞ、お子様お一人一人の特徴を伸ばして

あげていただきたいと存じます。 

　また、小筑紫や沖の島、橋上小のことなども

お伺いいたしました。ますます期待したいと思

います。 

　改めて、３番目に、導入におけるメリット、

デメリットをお教えください。 

○議長（川村三千代君）　教育長。 

○教育長（鎌田勇人君）　髙倉議員の一般質問

にお答えいたします。 

　教科担任制導入によるメリットといたしまし

ては、教科指導の専門性を持った教員によるき

め細やかな指導が可能となることや多くの教員

が児童に関わる指導体制が構築できるため、多

面的な児童理解が図れるとともに、児童が担任

以外に相談できる教員が増え、生徒指導上の諸

問題の早期発見・早期解決につながることが期

待できます。 

　また、児童が教科担任制を経験することで、

中学校における教科指導への円滑な接続が可能

となり、中１ギャップの解消に資することや担

任教科数が少なくなることにより、授業準備の

削減等、児童と向き合う時間が確保され、教員

の働き方改革の推進につながることが考えられ

ます。 

　一方、小学校教科担任制導入により心配され

る点といたしましては、特定の教科担任に固定

することにより、教員によっては、指導力に偏

りが生じる恐れがあることや学校を横断した時

間割を組む必要があるため、適切な時間割や授

業時間数の管理等、学校全体のマネジメントが

重要となると考えております。 

　また、教員の任命については、県教育委員会

となるため、教員配置の調整が必要となること

です。 

　以上でございます。 

○議長（川村三千代君）　１１番髙倉真弓君。 

○１１番（髙倉真弓君）　お伺いしておりまし

たら、多面的な面でいいこともあるけれども、

固定して偏りができるとか、横断の時間とか、

そういう問題もあるというふうにお伺いしまし

た。 

　ある意味、これはクラスの担任の先生と密に

と言いますか、きちんと情報共有できれば、問

題は、ある意味、解決できる点もあるかなと思

いますが、長年教壇に立たれた教育長としての

お気持ちというのか、そういう手腕といいます

か、ちょっとお聞かせください。 

○議長（川村三千代君）　教育長。 

○教育長（鎌田勇人君）　髙倉議員の再質問に

お答えいたします。 

　先ほど答弁いたしましたように、この教科担

任制、令和４年度から導入されているというふ

うな状況でございます。 

　国のほうも、小学校における教科担任制をか

なり推奨しているところでございまして、私と

しては、先ほど答弁の中でも申しましたように、
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加配教員、新たに加配的に入ってくる教員が、

そういった専門の教科を担うということが学校

にとっては非常にありがたい。 

　先ほども申しましたように、加配教員が授業

をすることによって、担任教員の授業時間数が

削減できる。その分、ほかの教材研究であった

り、または子供たちと接する時間、そういった

もろもろの時間に活用ができて、今言われる教

員の働き方改革、そういったところにも十分対

応できる非常によい制度ではないかというふう

に思います。 

　ただ議員御存じのように、教員は今、絶対数

の人数が不足がちというふうなところで、それ

と学校規模によって配置が変わってきます。 

　例えば、２クラス以上の大きな学校には、そ

ういうふうなところを配置できるけれども、１

クラスの学校には、なかなかそういう加配教員

が配置できないと。 

　それぞれ課題がありまして、そういったとこ

ろは、小規模の学校としては、学年をまたいで

クラス単位で交換するとか。あとはまた、専任

で来ています教頭先生が、ある授業を受け持つ

というふうなことも、それぞれの学校では工夫

されているところでございますので、あまり無

理のないような形で、それぞれの学校に応じた

形で、教科担任制をできるだけ進めていただき

たい、そのように各学校にもお願いしていると

ころでございます。 

　以上です。 

○議長（川村三千代君）　１１番髙倉真弓君。 

○１１番（髙倉真弓君）　ありがとうございま

す。 

　若干の問題は残ることもありますが、いろい

ろ応じた形で対応するというお言葉をいただき

ましたので、とても安心しております。 

　２学期が始まりまして、児童生徒さんはもと

より、先生方の走り回る姿が目に浮かんでまい

ります。行事も多いときですし、まだまだコロ

ナの心配もありますので、どうぞ皆様方には、

御健康にお気をつけていただいて、学級の運営

に取り組んでいただきたいと思います。 

　２項目めにまいります。 

　新型コロナ禍の生活福祉資金における特例貸

付制度についてをお伺いいたします。 

　１番目に、２０２３年１月より返済が始まり

ましたが、宿毛市の現状をお伺いいたします。 

○議長（川村三千代君）　福祉事務所長。 

○福祉事務所長（畠中健一君）　福祉事務所長、

髙倉議員の一般質問にお答えいたします。 

　生活福祉資金特例貸付制度の実施主体は都道

府県社会福祉協議会となっており、宿毛市にお

住まいの方の申請及び相談の窓口は、宿毛市社

会福祉協議会となっております。 

　宿毛市社会福祉協議会が把握しております本

市の状況といたしましては、総貸付金額２億１，

８５２万５，０００円のうち、借受人と世帯主

の住民税非課税等の理由による償還免除額が、

償還期間が到達しているもので、６，８４３万

２，１８０円となっております。 

　生活福祉資金特例貸付は、緊急小口資金、総

合支援資金の初回貸付、延長貸付、再貸付と最

大４回に渡って貸付を行っているため、貸付金

の種類によっては、償還期間が未到達のものも

ございますので、今後さらに償還免除額が増加

することが予想されます。 

　また、償還済額につきましては、現時点にお

いてまだ集計がされておらず、詳細な金額は不

明ですが、県下全域の償還実行割合は、償還対

象件数に対し、およそ２５％であると報告がさ

れております。 

　以上でございます。 

○議長（川村三千代君）　１１番髙倉真弓君。 

○１１番（髙倉真弓君）　了解いたしました。 

　なかなか大変だと思いますが、困窮者につい
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て、救済が望まれますが、２番目に、宿毛市が

取れる免除措置についてを、お伺いいたします。 

○議長（川村三千代君）　福祉事務所長。 

○福祉事務所長（畠中健一君）　福祉事務所長、

髙倉議員の御質問にお答えいたします。 

　先ほどお答えしたとおり、本制度は都道府県

社会福祉協議会が実施主体であるため、本市が

直接免除措置を講じることはできませんが、経

済的な事情等により償還が困難な方は、宿毛市

社会福祉協議会を通じて、償還免除や償還猶予

の申請を行えることとなっております。 

　本市におきましては、借受人の自立支援及び

生活再建に向け、各関係機関と連携を図りなが

ら、今後も適切なフォローアップ支援に努めて

まいりたいと考えております。 

　以上でございます。 

○議長（川村三千代君）　１１番髙倉真弓君。 

○１１番（髙倉真弓君）　直接はできないけれ

ども、免除や猶予の相談窓口、支援策があると

いうことをお伺いしまして安心いたしました。 

　コロナ禍は、多くの人々の雇用や非正規労働

者を直撃しまして、個人の努力では解決できな

いものもたくさんあります。 

　今後も、対応をよろしくお願いしたいところ

です。 

　３項目めに入ります。 

　市道の管理についてをお伺いいたします。 

　市道平田１号線と市道森黒川線の交差点にお

けるのり面の雑木の伐採についてをお伺いいた

します。 

　この路線は、高規格道路平田インターチェン

ジの出入口と工業団地の北道路の交差点の信号

から北方面、宿毛工業高校、山田方面を望む中

筋川に架かる橋までの市道の両側ののり面のこ

とです。 

　のり面の雑木が伸び過ぎまして、東西に走る

市道森黒川線への出入りが視界不十分です。 

　ここは、この後質問いたしますロードレース

のコースにもなっておりまして、まず、一番上

は、出入口を背中に見て、前方の一番上が高規

格道路が通っております。そして真ん中の側道

は市道になりますね。その下は農道、これはず

っと農道と思っておりましたが、ここが市道森

黒川線だそうでございまして、直線で田んぼの

中を走る、爽快なところと大体御想像がつきま

すでしょうか。 

　この市道の視界不十分について、対策をお伺

いいたします。 

○議長（川村三千代君）　土木課長。 

○土木課長（太田芳宏君）　土木課長、質問に

お答えします。 

　市道平田１号線におきましては、現在、他の

地区と同様に年に１度、のり肩を含む歩道部幅

１メートル程度の草刈りを行っており、今年度

も６月に市道森黒川線との交差点を含めて、草

刈りを実施しているところです。 

　交差点を含むのり面部の雑木等につきまして

は、交通に係る安全性等を確認し、優先順位を

つけながら検討していきたいと考えております。 

　以上です。 

○議長（川村三千代君）　１１番髙倉真弓君。 

○１１番（髙倉真弓君）　草刈りは私も拝見い

たしました。 

　のり面からちょっとですので、ガードレール

の際がはっきり見えるというふうな程度の草刈

りです。 

　実はずいぶん前にも、この道のことを御相談

しました。その頃は、まだ手のこで切れるよう

な状態でしたので、今のうちなら余り問題ない

ので切っていただけないかと言いましたら、そ

したらやっぱり、その時点では優先順位が、多

分外れたんだと思います。今では木が大きくな

り過ぎまして、とてもチェーンソーとか、そう

いうものでないと伐採できないぐらいに木が大
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きくなっております。 

　この時期にお願いをいたしましたのは、のり

面の下は水田です。今は収穫後ですので、作業

が大変しやすい時期になっております。そうい

うこともあって、事故などが発生しないうちに、

解決したいと思って、対処をお願いしたいと思

います。 

　よろしくお願いします。 

　次に、４項目め、自転車ロードレースについ

てをお伺いいたします。 

　８月２５日の高知新聞紙上に、「宿毛市自転

車レース　右京さん来高しＰＲ」とございまし

た。 

　今月９月２４日開催まで、あと少しになりま

した。 

　そこで１番目に、昨年の成果、反省点をお伺

いいたします。 

○議長（川村三千代君）　生涯学習課長。 

○生涯学習課長兼宿毛文教センター所長（中平

成也君）　生涯学習課長、髙倉議員の一般質問

にお答えいたします。 

　まず、昨年のジャパンサイクルリーグ高知大

会、高知県宿毛市ロードレースの成果について

ですが、当日は大変天候にも恵まれ、県内外か

ら多くの皆さんにお越しいただき、大変高い評

価をいただいております。 

　また、参加選手やレース関係者からも、日本

初となる自動車専用道路を活用したコースが、

魅力的かつ走りやすいコースだったと高評価を

いただいております。 

　昨年のレースの模様は、テレビのニュースや

新聞等での報道に加え、ユーチューブでもライ

ブ配信され、現時点で約２万５，０００回再生

され、当日、会場に来ることができなかった方

にも、本市の豊かな自然と自転車を活用したま

ちづくりの取組を知っていただく機会となった

と考えております。 

　また、本大会を盛り上げるため、地元企業か

ら宿毛産コシヒカリや龍馬鯛、温州ミカンなど、

たくさんの特産品を協賛いただき、受け取った

選手の皆さんに大変喜んでいただきました。 

　さらには、メイン会場内に幡多グルメ＆体験

ブースを設け、地元特産品等の地域資源も、し

っかりとＰＲすることができたと考えておりま

す。 

　その他にも、レース見学をした東中学校の生

徒を対象に、翌日、ＶＣ福岡の選手による自転

車の安全な乗り方教室を実施していただくなど、

参加選手と地元との交流も行うことができまし

た。 

　その結果、昨年のレースや選手との交流をき

っかけに自転車に興味を持ち、ロードバイクを

買って自転車チームをつくり、現在も練習して

いる小学生と中学生が、今年のプロのレース前

に行われる一般参加可能なホビーレースに出場

するとお聞きしております。 

　続きまして、昨年の反省点といたしましては、

観戦場所の案内が十分でなく、自動車専用道路

の側道から選手を間近に見られる観戦場所の周

知ができていなかったことや、メイン会場には

大変多くの皆さんに御来場いただきましたが、

当日は大変暑かったこともあり、会場内の自動

販売機等が売り切れ、十分な水分補給ができな

かったことなどの御意見をいただいております。 

　以上でございます。 

○議長（川村三千代君）　１１番髙倉真弓君。 

○１１番（髙倉真弓君）　ちょっと厳しいこと

を言いますが、私が個人的に収集した問題点が、

二、三点あります。 

　１つには、宿もない。これはある意味、解消

できますね。お隣の四万十市さんとか、いろい

ろすれば方法はあると思います。 

　変更できないのが、アクセスも悪い、時間も

お金もかかるということが、ちょっと問題点に
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もあったようにお聞きしております。 

　でも、それでも出たいと、それでも参加した

いと思わせるようなことが大事だと思いますの

で、２番目に、本年度の取組についてをお伺い

いたします。 

○議長（川村三千代君）　生涯学習課長。 

○生涯学習課長兼宿毛文教センター所長（中平

成也君）　生涯学習課長、お答えいたします。 

　昨年に続き２回目の開催となるジャパンサイ

クルリーグ高知大会、高知県宿毛市ロードレー

スは、今月９月２４日に開催いたします。 

　今回のコースも昨年同様、自動車専用道路を

活用し、高知西南中核工業団地内のメイン会場

からスタートし、１周１２．５キロメートルを

１０周するコースとなっています。 

　昨年の反省点となりました観戦場所の周知に

つきましては、広報すくもへの掲載やメイン会

場内への案内に加え、宿毛市ホームページ等で

も情報発信を行い周知いたします。 

　おすすめの観戦場所となる自動車専用道路の

側道につきましては、約４００メートルの区間

を車両通行止めにいたしまして、仮設トイレや

観戦台を設置するなど、安全に観戦できる環境

を整備いたします。 

　また、メイン会場、駐車場、側道観戦場所を

行き来できるようシャトルバスも運行いたしま

す。 

　また、今回は水分補給に困ることのないよう

に、メイン会場内の幡多グルメ＆体験ブースに

出展される方々へ昨年以上にジュースなどの飲

み物の充実を図っていただくように依頼もして

おります。 

　これらの昨年の反省点を踏まえ、今年もさら

に楽しんでいただけるよう、しっかりと準備さ

せていただきますので、市民の皆様もぜひ会場

へお越しいただき、交通制限等で御不便をおか

けいたしますが、プロの自転車レースのスピー

ドと迫力を間近でお楽しみいただけたらと思っ

ております。 

　以上でございます。 

○議長（川村三千代君）　市長。 

○市長（中平富宏君）　髙倉議員の一般質問に

お答えをさせていただきます。 

　おっしゃるとおり、やはり宿泊施設というの

は、既存の施設、それから当然、近隣市町村に

も泊まっていただいて結構だというふうに思い

ます。 

　また、ヨーロッパ等でそういった大きなレー

スがありますと、キャラバンのようにレースに

ついて回る方々もおられて、そういった方々は

キャンピングカーであるとか、また車中泊であ

るとか、そういったのが行われているというふ

うにお伺いをしているところでございます。 

　先日も片山右京さんとお話をする中で、やは

り宿毛市の参加人数を見たときに、どういうん

ですかね、都会、町に近いところで開催する参

加人数に比べると、同じイベントをしても１桁

以上違うよねというお話をされておられました。 

　ただ、宿毛市で行うというのは、それなりに

意義深いものがあるというふうに思いますし、

また片山右京さんのほうも、もっともっと人が

来れるようなイベントにしていきたいという強

い思いも持っておられるということをお伺いを

しているところでございます。 

　今後は、そういった車中泊、それからキャン

ピングカー、場合によってはキャンプ施設等、

そういったものを地域にあるそういった資源を

活用する中で、しっかりと受入体制を整えてい

きたいというふうに思っているところでもござ

います。 

　そういった形の中で、何もかも地元が準備を

するのではなくて、生かされた、素晴らしいこ

の宿毛市の環境の中で、来られた方々が個々に

工夫をしながら、観戦をしながら楽しんでいた
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だく、そういったことが望ましいのではないか

なというふうに思っております。 

　それに向けて、いろんな意味での情報発信、

こういったものをしっかりとやっていかなけれ

ばいけない、そのように思ったところでもござ

いましたので、つけ加えて答弁とさせていただ

きます。 

　以上でございます。 

○議長（川村三千代君）　１１番髙倉真弓君。 

○１１番（髙倉真弓君）　市長からもお話いた

だきまして、大変よくわかりました。 

　昨年、私も場所を５か所ほど移動しながら拝

見いたしました。 

　全く個人の感想で申し訳ないんですが、壮観

だったのは、東中学校を背中に車岡方面から高

規格道路を見たとき、上りのトップグループの

数を読んでおりました。 

　最初は、１人２人３人って読んでたんですが、

スピードが速いので間に合わなくですね、次に

おりてくるのは、５、１０、１５というふうな

読み方をしないと、早過ぎてトップグループの

人数の把握ができないぐらいでした。 

　そこで、上り下りの両方を拝見しまして、す

ごいなと思いました。 

　その後、圧巻だったのは、先ほど言いました

森黒川線、私はずっと農道と思っておりました

が、その道より出まして、高速道路のカーブ下

に至る直線の終わりの辺りのところに見る所が

あったんですが、頭上を駆け下りてきました選

手が直線に入って見えたと思ったら、あっとい

う間に、風を起こすようにして目の前を通り過

ぎました。 

　ゴール前の迫力には及ばないと思いましたが、

両方見えて最高でした。 

　先ほどお答えの中に、今年は新しく側道に、

ちゃんと見えるところをつくっていただくとい

うのは、本当に目の前を通り過ぎるのは、一瞬

ですものね。だからその迫力はすごくいいと思

いますので、ぜひよろしくお願いしたいと思い

ます。 

　本年度の取組が成功するように祈るような思

いです。 

　最後に、これは失礼ですが、応援にみえた方

がいらっしゃって、その方が何かおっしゃって

いるので、何てお声かけていらっしゃるんです

かって聞きましたら、アレ・アレっておっしゃ

いました。これはどういう意味ですかっていう

と、フランス語で自転車レースをするときの掛

け声というか、応援の声なんだって教えていた

だきました。 

　英語のゴー、ゴーでもいいよって、最近は。

それから、スペインの方とか、外国の方ですが、

バモス、バモスでもいいからっていうことを、

ちょっと教えていただきましたので、ぜひ市民

の皆様も、沿道で応援されるときですね、ア

レ・アレって。日本語では、アレアレって言い

やすいですよね。「ア」のほうにちょっとアク

セントを置いておっしゃったらいいそうです。 

　それで、アレ・アレとは、２回とか３回続け

ていうのが、どう言いますか、ルールではない

ですけれども、らしいです。 

　そういうことで、ぜひ皆様にもたくさんの応

援をしていただけたらと存じます。 

　これで質問を終わります。 

　どうもありがとうございます。 

○議長（川村三千代君）　この際、午後１時２

０分まで休憩いたします。 

午後　０時１０分　休憩 

－－－－－・・－－－－－・・－－－－－ 

午後　１時２０分　再開 

○議長（川村三千代君）　休憩前に引き続き、

会議を開きます。 

　１３番松浦英夫君。 

○１３番（松浦英夫君）　１３番松浦でござい
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ます。 

　ただいまより、通告いたしております内容に

ついて、議長の許可をいただきましたので、中

平市長に対し一般質問を行います。 

　昨年の２月２４日に、ロシアはウクライナへ

軍事力を持って侵攻を続けております。世界中

の各地からロシアへの非難と即時停戦と平和を

求める声が上がっていることは、連日、大きく

報道されております。 

　また、今言われておるのは、核の使用の問題

であります。 

　７８年前の悲劇を繰り返してはなりません。

世界で唯一の被爆国日本として、ノーモア広島、

ノーモア長崎の声を世界に届けたいというふう

に思います。 

　私たち社民党は、平和憲法を守るとの立場で

あり、全ての核にも反対をする。今回のロシア

によるウクライナへの侵攻は、到底容認するこ

とはできません。 

　まずは、いかなる理由があるにせよ、全ての

国による戦争にも反対であります。こうした立

場を明確にしておきます。 

　今回、私が質問する内容は３点についてであ

りますが、人口減少についての市長の認識とそ

の原因と今後の取組。鵜来島の活性化と今後の

取組、また併せて、戦争遺跡の利活用について

並びに会計年度任用職員の処遇改善の問題であ

ります。 

　下記のとおり、私なりにお伺いいたしますの

で、よろしくお願いいたします。 

　それでは、まずはじめは市長に対して、人口

減少についての認識とその原因、併せて今後ど

のような取組をしようとしているのか市長にお

伺いいたします。 

　宿毛市の人口は、広報９月号によりますと、

ついに１万９，０００人を切り、８月１日現在、

１万８，９２８人となっています。 

　このように、宿毛市の人口は毎年減少を続け

ております。 

　こうした人口減少の波は、宿毛市だけに限ら

れた問題ではなく、全国の自治体が抱える大き

な課題でもあり問題でもあります。 

　こうした人口が減っていくことに危機感を持

って、宿毛市地区長連合会と、先日、宿毛市の

現状を受けて、私たち宿毛市議会議員と意見交

換会を開催いたしました。 

　人口がもたらす課題は、市政全般にわたり、

悪影響が出てまいると思いますが、市民生活を

営む上で主なものを挙げてもらいたいと思いま

す。 

　市長として、これまで人口減少対策を講じて

きたと思いますが、宿毛市の人口の減少対策に

つながったとは思えません。交流人口を増やし

ていく点や先ほどの質問もありました、宿毛市

自転車を活用したまちづくりについては、一定、

評価をするところであります。 

　このように宿毛市だけではなく、全国的に多

くの自治体が抱える課題でもあります。私とし

ては、どこに問題があるのか、原因をはっきり

捉えた対策を講じることが重要であると考えま

す。 

　市長は、原因はどこにあり、今後どのような

対策なり取組をしなければならないと考えてい

るのか、所見をお伺いいたします。 

○議長（川村三千代君）　企画課長。 

○企画課長（上村秀生君）　企画課長、まず最

初に人口減少が及ぼす影響について、私のほう

から答弁させていただきます。 

　お答えいたします。 

　近年の急激な人口減少は、少子高齢化が急速

に進行したことが要因であり、本市におきまし

ても、少子高齢化が急速に進んでいる状況がご

ざいます。このような少子高齢化に伴う人口減

少がもたらす影響についてでございますが、ま
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ず、産業への影響につきましては、生産年齢人

口の減少により、農林漁業・商業の担い手・後

継者不足などによる安定的な事業継続への懸念

や労働力不足による雇用への影響などがござい

ます。 

　医療・福祉対策への影響といたしましては、

高齢人口の増加により医療や介護のさらなる需

要増加が見込まれる中で、支える側の生産年齢

人口は減少するため、社会保障費用の増大や医

療・介護従事者の不足などが大きな課題となっ

ております。 

　また、地域生活の影響につきましては、地域

の担い手不足によるコミュニティー機能の低下、

また消費の減少による経済の衰退が懸念されて

おります。 

　以上でございます。 

○議長（川村三千代君）　市長。 

○市長（中平富宏君）　引き続きまして、私の

方からも御答弁をさせていただきたいというふ

うに思います。 

　先ほど松浦議員のほうから、いろいろな施策

が、全く人口減少対策につながっていないので

はないかという、非常に厳しいお言葉もいただ

いたところでございます。実際、人口減少は続

いております。 

　ただ、職員とも一丸となって、いろいろな施

策を打っているところでございまして、一つ一

つを見れば、やはり人口減少対策とはなってい

る、そういった事業もあるというふうには思っ

ているところでございます。 

　そういった形の中で、例えば移住者の方々へ

の住宅を改修して、移住者の方に住宅を貸した

り、こちらに帰ってきたり、こちらに来る方に

対して、そういったのもしていますし、また、

一定期間、体験でこちらに寝泊まりをしながら、

宿毛市のよさ、仕事とか、いろんなものを見て

もらう、そういった移住施策もやっていますし、

また中央のほう、大阪や東京のほうに行って、

移住フェアということで、高知県内の各市町村

と共に、高知県に音頭を取ってもらいながら、

そういったフェアに宿毛市のＰＲに行ったりと

か、あとふるさと納税制度も、私が市長就任時

代は１００数万円程度だったものを、現在、６

億５，０００万円まで上げてきています。 

　こういったことで、地元の産品のＰＲ、それ

から地元の一定の収益、活性化にはつながって

いるというふうに思っているところでもござい

ます。 

　そういったことをしながらですが、人口が減

少してきた要因、そういったものを少しお話を

私のほうからもさせていただきたいというふう

に思います。 

　こちらは、やはり出生数、子供ですね、生ま

れる数が年々減少してきておりまして、それに

反して、死亡される方々の数が、この生まれる

人たちの数、子供たちの数を上回る、そういっ

た自然減とこちら言いますが、これが続いてい

る、こういったことがあります。 

　そして、もう一方は、先ほど来お話にも出て

きている、やはり宿毛から出て行く、転出をす

る人が転入をする人たちの数を上回る、社会減

といいますが、こちらが続いている、この２つ

ということでございます。 

　これらの原因といたしましては、婚姻、やは

り結婚する件数の減少や妊娠・出産する人が減

少していること。また、進学や就職などを機に

市外に転出することで、若い人たちが減少して

きていることなどが考えられるところでござい

まして、先日も高知新聞を見ていると特に若い

女性が残っていない。 

　残っていないと、若い女性が結婚して子供を

産んで育てるという形の中で、若い女性たちが

残れるようなまちづくりをしないとなかなか増

えないんだよと。 
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　今、住んでる人たちの出生率だけ上げても、

元々に住んでいる若い女性がいないと、どうし

ても数は伸びないよねといったようなお話も載

っていたところでございます。 

　このような原因に対しまして、宿毛市では、

出会い・結婚を希望する方や妊娠・出産を希望

する方への支援、子育て支援に取り組んでいる

ところでございまして、今後も、様々な施策に

よりまして、自然減を減少させようと努めてい

るところでございます。 

　そういった形の中で、いち早く保育料の２人

目の子供から無償化にしようかとか、あと副食

費ですが、保育園の子供たちの副食費を独自に

無償化しようとか。そして、私が市長になって

からの施策としましては、中学校までだった医

療費の無料を１８歳、学校で言いますと３月ま

でということで、高校卒業まで無料化にしよう

とか、いろいろな施策も打ってきています。 

　また、奨学金の返還についても、宿毛市に在

住して、こちらから仕事に通ってもらえる、そ

ういった人たちに対しては、大学とかに行った

ときの奨学金を一定額返していこうとか、そう

いった施策も出させてもらっているところでご

ざいます。 

　また、社会減を減少させるため、先ほど話あ

りましたが、女性が働きやすい、そういった仕

事が必要だろうということで、事務系企業の株

式会社ベネフィット・ワン、こちらを本町の方

に会社を構えていただいていますが、こちらの

誘致もさせていただきました。 

　そういったことで、働く場を確保することで、

若い方の転出抑制やＵターンを促しまして、転

入者の増加のため移住施策に取り組むことで、

最近の５年間を見させていただきますと、社会

増、要するに、出ていく人と入ってくる人を比

べると、やっぱり出ていく人の方が多いです。 

　ただ、その社会減の人数、それは減少を少し

ですがしてきている、そういったところでござ

います。 

　移住者の数もここ８年、私就任後は、以前と

比べると、倍増をさせていただいているような

ところでもございます。 

　今後も、非常に厳しい状況ではありますが、

そういった細やかな施策を積み上げながら、対

策をとっていきたいというふうに思います。 

　やはり一発逆転するような、１，０００人と

か５，０００人規模みたいに、２，０００人、

５，０００人とかという規模の移住者を迎える

ような施策というのを、かなり市民の方々が望

んでおられる、切望しているような、そんな声

も聞きます。 

　いろいろな施策を打っていますが、正直言い

まして、よそが迷惑だから来ないでくれという

ようなものを呼ばない限りは、非常に難しいよ

うな状況でございます。 

　そういった形の中で、市民の方々に納得して

いただける形の中で、しっかりと人口増につな

げるような、経済を回していけるような、そん

な施策を、これからも積み重ねていきたい、そ

のように思っているところでございます。 

　以上でございます。 

○議長（川村三千代君）　１３番松浦英夫君。 

○１３番（松浦英夫君）　今、答弁をいただき

ました。ありがとうございます。 

　人口減少するということによって、本当に産

業、雇用、介護や福祉、地域生活を営む上で大

変な影響が出ておる。そしてまた、市長におか

れましては、子供の教育費、医療費の無料化の

問題をはじめ、移住政策、あらゆる対策を講じ

ておると思いますけれども、なにせ人口の数と

して、人口が減っておるこの宿毛市の現状、先

ほど言いましたように、宿毛市だけではなく、

日本各地、北海道から沖縄まで各地でこういう

問題が起きておるということについて、やはり
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国の政策なり、そういうものが間違っておるん

じゃないかなという危惧さえするわけでござい

ます。 

　そういった面で、原因について、もう一度、

市長の所見をお伺いいたします。 

○議長（川村三千代君）　市長。 

○市長（中平富宏君）　再度お答えをさせてい

ただきます。 

　やはり、いろいろな原因があると思います。

過去特に戦後日本においては、人口がガーッと

増えてきています。高度成長期に、人口は一気

に増えてきた。 

　これの反動があったのも事実だと思いますし、

また、そういった形の中で、日本の国にとって、

どのぐらいの人数が適正なのか、こういったも

のは、私の方ではわかりかねるところはあるん

ですが、ただ人口が減ってくると、当然、経済

も縮小をしてきます。 

　また、現在持っているインフラ整備、特に宿

毛市の場合は、公共施設、こういったものがオ

ーバースペックとなって、先日も陸上競技場で、

非常に皆さん方にも御心配をかけたところでご

ざいますが、維持管理すらできなくなっている、

そういった現状もございます。 

　そういったものを整理しながらやっていかな

いといけないんですが、そういった形の中で、

国の政策が正しいか間違っているか、これにつ

いては、私の方としては、言及する立場にない

とは思いますが、いま一度、さらに前向きな施

策というものは、国におきましても必要だろう

なということは、この宿毛市をあずかる市長と

して思っているところでございます。 

　以上でございます。 

○議長（川村三千代君）　１３番松浦英夫君。 

○１３番（松浦英夫君）　１１月２６日ですか

ね。市長選挙を控えて、なかなか言いにくい部

分もあろうかと思いますけれども、やはり市民

が心配するのは、このままでは宿毛市がなくな

るんじゃないかという心配でございます。 

　そういった面で、人口減少を食い止めますと

大声、大見えを切った市長でございますので、

ぜひとも大胆な行動・政策をとっていただきた

いと思います。 

　この問題、本当に市民生活に大きな影響が出

るということで、私たち議員だけではなしに、

執行部だけの問題ではなしに、全市民の問題で

あるというふうな認識をいたしておりますので、

市民の皆さんにおかれましても、この問題につ

いて、しっかりと受け止めていただきたいとい

うふうに思います。 

　次は鵜来島の活性化と今後の取組、そして戦

争遺跡の利活用について、お伺いいたします。 

　これまでの質問と重複することがありますが、

よろしくお願いをいたします。 

　鵜来島の人口は、現在２０人くらいでござい

ます。年齢的にも８０歳を超える人が多くなっ

ています。人口的に見れば、最高におったとさ

れるときと比べて、大きく減少しており、現在

では、先ほど申し上げましたように２０人ぐら

いになり、約２０分の１まで減少し、宿毛市で

最も人口の減った地区となっております。 

　子供の声は全く聞こえません。まさに宿毛市

の中で、最も少子高齢化が進む島であります。 

　私たちは、島の山頂にあります戦争遺跡につ

いて、これまで１５回におよび、調査活動を行

ってきました。 

　こうした調査活動を基にしながら、これまで

も、この議会において何点か質問した経緯がご

ざいます。 

　島にあります戦争遺跡について、文化財とし

て保護していくことを考え、鵜来島を元気にす

る起爆剤の一つとしなければならないと考えま

す。 

　これまで、いろいろと教育長にお伺いいたし
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ておりましたが、今回は、市長としてどのよう

に考えているのか。今後の取組について、どの

ようなものを行わなければ、どのような取組を

しなければならないと考えているのか、所見に

ついてお伺いいたします。 

　鵜来島の現状をどのように捉え、今後どのよ

うな対策が必要であると考えているのか。 

　併せて、戦争遺跡の活用についても、どのよ

うに考えているのか、所見をお伺いいたします。 

○議長（川村三千代君）　市長。 

○市長（中平富宏君）　お答えをさせていただ

きます。 

　鵜来島の人口は、令和５年９月１日現在で２

７名となっております。実際、島で生活してい

る人は、これよりも少ないのかなというふうに

思っているところでございますが、そのほとん

どの方が６０歳以上で集落機能の維持が困難と

なりつつありまして、大変厳しい状況であるも

のと私も認識をしていますし、島にも年に何回

か行っていますので、つぶさにその現状を見て

いるところでございます。 

　一方、鵜来島は沖の島とともに、高知県唯一

の有人離島でありまして、釣りやダイビングな

どのマリンスポーツに加え、景観などの観光面

や文化面で多くの魅力ある地域資源を有してお

りまして、観光や水産業の振興を図る上でも、

宿毛市にとりまして、大変重要な、そういった

地域となっているというふうに考えているとこ

ろでございます。 

　私といたしましては就任当初から申し上げて

きたとおりでございますが、これらの地域資源

を積極的に活用することによりまして、鵜来島

の地域振興を図り、宿毛市の発展へとつなげて

いかなければならないと考えております。 

　具体的には、宿毛市振興計画と第２期宿毛市

まち・ひと・しごと創生総合戦略におきまして、

沖の島・鵜来島に特化したＰＲ活動を展開する

沖の島・鵜来島における交流の促進を事業とし

て位置づけ、その実現を目指しているといった

ところでございます。 

　今後の取組につきましては、集落機能の維持

と交流促進事業の推進が、大きな柱になるもの

と考えております。 

　集落機能の維持につきましては、集落活動セ

ンター鵜来島との連携や集落支援員の継続配置

によりまして、その支援に努め、交流促進事業

の推進につきましては、地域のニーズを把握し

ていく中で、関係者との連携を図りながら事業

の実現を図ってまいりたいと考えているところ

でございます。 

　具体的に何をするかというと、非常に難しい

ところはあるとは思うんですが、やはり地域の

方々が一丸となって、同じ方向を向いて、この

観光施策も取り組むべきだというふうに思って

いるところでございます。 

　そういった形の中で、行政として何ができる

のか。また、行政がどこまで入り込んでいって

一緒に取り組んでいけるのか、そういったもの

をしっかりと見極めて、行っていかなければな

らないと思っているところでございます。 

　戦争遺跡の活用につきましては、その文化的

な価値を、観光資源として活用できないか模索

するとともに、定期船待合所に竜頭山戦争遺跡

の案内看板の設置をいたしたところでございま

す。 

　残念ながら、旅行会社によるツアー造成には

現在至っておりませんが、その文化的価値から、

歴史観光や観光庁が推進する観光教育のルート

の一つとしても活用できるんじゃないかと、そ

のように考えているところでございます。 

　今後も教育委員会と連携をいたしまして、歴

史的な価値を共有する中で、戦争遺跡の観光資

源としての活用を引き続き検討してまいりたい、

そのように考えているところでございます。 
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　以上でございます。 

○議長（川村三千代君）　１３番松浦英夫君。 

○１３番（松浦英夫君）　住民あっての観光振

興だというふうに思う。このことについては、

一致をするかなという思いがするわけでござい

ます。 

　どうか地域資源の活用、鵜来島にあるこの戦

争遺跡を本当に一つの財産として、宿毛市の財

産、島の財産として活用していく、この気概を

教育委員会と連携しながら取り組んでいただき

たい。強く求めるところでございます。 

　今、市長が言われます、本当に大変なときで

ございます。これまで人口減少、本当に悪いほ

うばっかり続くわけでございますけれども、そ

ういった面で、市民にとって市民生活を営む上

で、大変な大きな問題ではございますので、市

長として、真正面から取り組んでいただきたい

ことを強く求め、これについての質問を終わり

ます。 

　次は、会計年度任用職員の処遇改善について

であります。 

　職員の処遇改善については、これまでもこの

議会で大きな問題となり議論されてきました。 

　早いもので、２０２０年に現在の会計年度任

用職員制度が始まって、早くも３年が経過いた

しました。 

　会計年度任用職員の数は、全国で約６０万人

と言われています。 

　会計年度任用職員の問題は、宿毛市だけの問

題ではなく全国的な課題でもあります。しかし、

私自身、あまりこの問題について認識がなく恥

じております。 

　現在ほど、職員の働き方改革が叫ばれている

ときはありません。まさに同一労働であり、同

一賃金であります。正職員には、６月には夏の

ボーナスが支給されており、当然、私としては、

会計年度任用職員についても同じで、夏のボー

ナスが正職員と同じく支給されたものと思って

います。 

　そこで、会計年度任用職員について、いま一

度、私なりに勉強したいというふうに思います。

詳しく説明を求めます。 

　併せて、宿毛市はどのような状態に置かれて

いるのか、大変に気になるところでございます

ので、お伺いいたします。 

　宿毛市の現状について、お示しをいただきた

いと思います。 

○議長（川村三千代君）　総務課長。 

○総務課長兼選挙管理委員会事務局長（桑原　

一君）　総務課長、松浦議員の一般質問にお答

えいたします。 

　会計年度任用職員制度は、議員おっしゃられ

たように、令和２年４月１日より導入されてい

る制度でございます。 

　本制度の創設された背景といたしましては、

各自治体によって、特別職非常勤職員及び臨時

的任用職員の任用や勤務条件等に関する取り扱

いがまちまちであったものに対して、統一的な

仕組みで整理を行う必要があるのではないかと

いうことで、新たに会計年度任用職員制度が創

設されたものでございます。 

　この制度による会計年度任用職員の任期は、

１会計年度内の４月１日から翌年３月３１日ま

での範囲内で、非常勤の地方公務員として任用

をされるものでございます。 

　また、会計年度任用職員は、常勤職員と勤務

時間が同じフルタイムと常勤職員より勤務時間

が短いパートタイムに分けられ、支給対象とな

る手当などに違いがございます。 

　具体的には、フルタイム会計年度任用職員は、

給料、期末手当、時間外勤務手当、通勤手当、

退職手当などが支給されます。また、パートタ

イム会計年度任用職員には、報酬、期末手当、

時間外手当に相当する報酬、費用弁償として通
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勤手当相当額などが支給されるものでございま

す。 

　なお本市の９月１日現在の会計年度任用職員

の雇用状況ですが、フルタイム会計年度任用職

員が６１名、パートタイム会計年度任用職員が

４６名の合計１０７名を任用しております。 

　以上でございます。 

○議長（川村三千代君）　１３番松浦英夫君。 

○１３番（松浦英夫君）　フルにせよパートに

せよ、１０７名の皆さんが会計年度任用職員と

して働いておるという現実でございます。これ

は、全職員の半分ぐらいじゃないかなという気

がするわけですけれども、違いますかね。 

　割合、３分の１の方が、勤勉手当は支給され

てないということですね。 

○議長（川村三千代君）　総務課長。 

○総務課長兼選挙管理委員会事務局長（桑原　

一君）　総務課長、お答えします。 

　先ほど答弁いたしましたように、期末手当の

みで勤勉手当の方は支給しておりません。 

　以上でございます。 

○議長（川村三千代君）　１３番松浦英夫君。 

○１３番（松浦英夫君）　再質問をいたします。 

　宿毛市の中で１０７名という、いわゆる、全

職員の３分の１が、昔の臨時の職員ということ

でございます。そういった面で、大変大きな問

題、全国で６０万人と言いましたけれども、宿

毛市で１０７名。 

　先般の国会で、職員の働き方改革に関し、同

一労働・同一賃金を含み地方自治法が改正され

ました。市長として、今回の地方自治法の改正

について、どのように受け止めて、どのような

考えを持っているのか、お伺いいたします。 

○議長（川村三千代君）　総務課長。 

○総務課長兼選挙管理委員会事務局長（桑原　

一君）　総務課長、私のほうで回答させていた

だきたいと思います。 

　地方公共団体の会計年度任用職員の処遇にお

きましては、これまで勤勉手当の支給は、制度

設立時、国において期末手当の支給を優先する

等の理由から、勤勉手当については支給しない

ことを基本としつつ、これは継続した検討課題

とされてきたところであります。 

　その後、国の非常勤職員においては、令和３

年度までの間に、対象となる職員に勤勉手当が

支給されていること。また、会計年度任用職員

に対する期末手当の支給が、全国的にも定着し

たことを踏まえ、国の非常勤職員の取り扱いと

の均衡及び適正な処遇の確保の観点から、今回

の地方自治法の改正により、令和６年度からパ

ートタイム会計年度任用職員に対して、勤勉手

当を支給することが可能となったものでござい

ます。 

　一方、フルタイム会計年度任用職員について

は、会計年度任用職員制度が導入された令和２

年度から、地方自治法の規定により、法律上で

は勤勉手当の支給が可能となっていましたが、

総務省により示された会計年度任用職員制度の

導入等に向けた事務処理マニュアルというのが

ございまして、こちらにおいては、フルタイム

会計年度任用職員に対して、勤勉手当を支給し

ないことを基本とするとされておりまして、本

市におきましても、この総務省マニュアルに基

づいて対応をしております。 

　この点については、今回の地方自治法の改正

により、パートタイム会計年度任用職員につい

て、勤勉手当の支給が可能となることに併せて、

総務省マニュアルも、今回、改訂される予定と

いうことでございます。 

　そのマニュアルに沿って、令和６年度からフ

ルタイム会計年度任用職員に対しても、対象と

なる職員に適切な勤勉手当を支給することが通

知をされている状況でございます。 

　以上でございます。 
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○議長（川村三千代君）　市長。 

○市長（中平富宏君）　引き続きまして、私の

ほうから答弁をさせていただきます。 

　職員の処遇改善についてでございますが、人

材確保や職員の意欲向上などの効果が見込まれ

まして、ひいては行政サービスの向上、そうい

ったものにも資する大変重要なことだというふ

うに考えております。 

　また、先ほど、人口流出の話がありましたが、

特に若い女性が宿毛で働いてもらうためにも、

こういった考え方が必要だというふうに思って

いるところでもございます。 

　本市といたしましても、総務省マニュアルの

改訂内容や先ほど少し御説明ありましたが、こ

の内容や、県、他市町村等の状況も踏まえまし

て、先ほど勤勉手当の話がありましたが、そう

いった制度に沿った運用を、しっかりとしてい

かなければならない、そのように思っていると

ころでございます。 

　以上でございます。 

○議長（川村三千代君）　１３番松浦英夫君。 

○１３番（松浦英夫君）　再質問いたします。 

　総務省のマニュアルではなしに、地方自治法

が改正されたわけですので、地方自治法に沿っ

た形で取り組んでいただきたいというふうに申

し上げて、質問をいたします。 

○議長（川村三千代君）　総務課長。 

○総務課長兼選挙管理委員会事務局長（桑原　

一君）　総務課長、松浦議員の再質問にお答え

いたします。 

　先ほども説明をさせていただきましたように、

地方自治法については、できる規定ですので、

そのできる規定をどのように活用するかは、市

町村の判断になるということがございます。 

　ただ国としては、まず期末手当、次に勤勉手

当をしていこうと。今回、トータル的に期末手

当、勤勉手当についても、出していこうという

ことですので、先ほど市長の答弁に、国の趣旨

に沿って対応もしていきたいというのが現状で

ございます。 

　以上です。 

○議長（川村三千代君）　１３番松浦英夫君。 

○１３番（松浦英夫君）　最後の質問になりま

すけれども、職員の働き方改革、特に会計年度

任用職員の処遇の問題を解決するには、市長の

政治的判断が求められます。 

　先ほど、市長が申し上げましたように、職員

のモチベーション、そして市民サービスの向上

につながるものと考えております。 

　日頃より、職員を大事にする中平市長であり

ます。決断を求めて、質問を終わります。 

　そして、先ほどの質問に関連いたしますけれ

ども、当該の職員組合から、今回の改正を受け

て、要求書が届けられておると思いますけれど

も、この要求書について、市長の所見をお伺い

いたします。 

○議長（川村三千代君）　市長。 

○市長（中平富宏君）　お答えをさせていただ

きます。 

　その内容につきましては、確認をしたところ、

そういった趣旨に沿って、しっかりと運用して

くれということでございますので、先ほども申

しましたように、制度の趣旨に沿った運用を、

しっかりとしていくということでございます。 

　勤勉手当のほうも出すべきだといった趣旨だ

と、そういったお話できてますので、趣旨に沿

って、運用をしていきたいといった答弁と理解

していただいて構わないと思います。 

　以上です。 

○議長（川村三千代君）　１３番松浦英夫君。 

○１３番（松浦英夫君）　以上で、今回、私が

質問をしようとする３点についての質問を終わ

りますが、人口減少問題、そして職員の処遇の

改善の問題、臨時職員といいますか、そういう
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ほうが市民の皆さんに分かりやすいと思います

けれども、会計年度任用職員の処遇の問題、人

口減少の問題、改めて、強い市長の政治力を期

待をし、質問を終わります。 

　ありがとうございました。 

○議長（川村三千代君）　この際、１０分間休

憩いたします 

午後　１時５８分　休憩 

－－－－－・・－－－－－・・－－－－－ 

午後　２時０９分　再開 

○議長（川村三千代君）　休憩前に引き続き、

会議を開きます。 

　２番浦尻学典君。 

○２番（浦尻学典君）　２番、浦尻です。通告

に従いまして、一般質問をいたします。 

　今回大きく分けて２点。まず防災の観点で、

宿毛市事前復興計画について。次に、産業の観

点で水産業支援について、質問を行いたいと思

います。よろしくお願いいたします。 

　では、まず１番項の宿毛市事前復興まちづく

り計画について、質問していきたいと思います。 

　過去の大規模災害では、復興に時間を要して

しまったことで、企業や住民は早期再建のため

に町を転出していき、地域の活躍が失われてい

きました。 

　そのため、宿毛市ではこの教訓を踏まえ、南

海トラフ地震被災後に想定される地域課題に関

して事前に検討を行い、市民との協働により、

復興後のまちづくりを計画し早期復興につなげ

ていく。この取組が事前復興まちづくり計画で

はございますが、そこで質問です。 

　計画の現在の進捗について、お伺いいたしま

す。 

　よろしくお願いします。 

○議長（川村三千代君）　市長。 

○市長（中平富宏君）　浦尻議員の一般質問に

お答えをさせていただきます。 

　南海トラフ、震災といいますが、最近は南海

トラフ沿いのというふうな言葉をよく使われて

いますので、その言葉を使わせていただきたい

と思います。 

　南海トラフ沿いの大規模地震が、３０年以内

に発生するといった確率は、７０から８０％と

今、言われておりまして、最大クラスの地震が

発生した際には、宿毛市におきましても、甚大

な被害が生じることが想定をされているところ

でございます。 

　この南海トラフ巨大地震による揺れや津波は、

市民の生命を脅かし、住まいやなりわいの場を

奪い去るため、まちの復旧・復興までに、長時

間を要する可能性があるということでございま

す。 

　東日本大震災では、被災後の復旧・復興が長

期化をいたしまして、浦尻議員も御存じのこと

だと思いますが、人口減少や活力の衰退を招く

地域が見受けられまして、その要因の一つとし

て、復興後のまちの姿に対する住民の合意形成

に時間を要したことが挙げられているところで

ございます。 

　そのため、南海トラフ巨大地震などの大規模

災害が発生した際に、速やかな復旧・復興の実

現を図るため、復興の手順や復興後のまちの姿

を事前に検討するといった、事前復興の取組が

重要となっているところでございまして、宿毛

市は、先ほど少し御紹介ありましたかね、宿毛

市の事前復興まちづくり計画、こういったもの

に取り組んでいるところでございます。 

　私も、平成１５年に市議会議員にならさせて

いただきました。当時は、南海トラフの地震の

ことも、ほとんど議場でお話をする議員さんも

いませんでしたし、職員もそんなに、そういっ

た話題が出ていなかったときでございます。 

　自分は海の仕事をしておりましたので、この

津波の問題に対して、一般質問等を通して、当
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時の市長に考え方を問うたことでございました。 

　当時は議会の中からも、そのことに対して非

常に応援する言葉もあれば、一部の方からは時

間の無駄遣いだと。地震なんか起こらない、津

波なんか来やしないと、まだそういった認識を

持った方が多いような、それは議会だけじゃな

くて宿毛市全体がそういった形でした。 

　その後、地震があったりして、津波警報が出

ると、当時、同僚でもありました、お父さんの

浦尻組合長とともに沿岸部を回って、仕事をし

ている方々に避難を呼びかけたこともありまし

た。 

　そういった際には、漁民の方から、津波が来

なかったらどうしてくれるんだと。仕事を休ま

せて補償してくれるのかと。そういった厳しい

御意見もいただくような、そんな時代でありま

した。 

　その後、平成２３年に東北の震災が起きて、

あれから、やはり皆さんが津波の脅威っていう

ものを映像で見ましたので、皆さんの意識が一

転したところでございまして、それから、急速

にこの宿毛市、高知県のそういった災害に対す

る、防災に関する機運が高まってきたというふ

うに自分は理解をしているところでございます。 

　私も、東北の被災地を訪れました。現在、市

長になってからは３回ですか、それまでにも２

回行っています。 

　東日本大震災には、その凄まじい被害の爪痕

や、そして震災後の復興の姿を目の当たりにい

たしまして、事前に災害被災後の町のイメージ

を描いておくことの重要性について、今まで以

上に思いを強くしているところでもございます。 

　現在の進捗状況を少しお話をさせていただき

ますと、宿毛市事前復興まちづくり計画作成業

務委託事業者を、公募型プロポーザル方式によ

り選定を行っております。 

　そして、本年の６月１日に委託業者と契約を

締結したといった状況でございます。 

　その後、本計画の策定に関連する地域防災計

画、宿毛市振興計画などの各種計画や人口、産

業、災害リスクなどの基礎データを確認の上、

協議を重ねまして、現状整理や分析を行ってい

るところでございます。 

　８月には、課長補佐級をメンバーといたしま

した庁内の検討組織を立ち上げまして、調整会

議を開催し、計画策定の目的と今後の計画策定

に向けたスケジュールなどの共有を行っている

ところでございます。 

　これから、宿毛市の沿岸地域４ブロックに選

定をいたしまして、そちらに来年度から入って

いきたい、そのように思っているところでござ

います。 

　地区長連合会の方々にも、しっかりとお話を

させていただいているところですが、これ、か

なり、その地域の住民の方、市民の方に決断を

迫るような内容にもなろうかというふうに思い

ます。 

　東北に行けば目の当たりにすることでござい

ますが、以前住んでいたところに津波が来た後

には、家を建てることができない。そういった

ことを条例等で縛って、その結果、高台への移

転もしくは建て替え、そういったものに進めて

いくといったような状況、スケジュールを組ん

でいかなければなりません。 

　どこでどういうふうな形でそのエリアを選定

していくのか、そういったお話も地域の方々と

しっかりと話をしながら、また地域の方々がど

ちらへ移転をしたいと思っているのか、そうい

ったこともしっかりとお話を聞きながら、いろ

んな意味で身を切るようなお話をしていかなけ

ればならないというふうに思っております。 

　また、今住んでいる方々がもし高齢であれば、

その方々が高台に移転するといっても、移転費

用が全て公費で賄われるわけでは当然ございま
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せん。その方が住んでいる土地、建物、その評

価額に応じて、一定のお金が支給されます。 

　ただ、そのお金で高台に移転できる方々とい

うのは、ごく一部の方だというふうに思います。

そういった方々をしっかりと支えることができ

るような、そんなまちづくりを事前復興まちづ

くり計画で、しっかりと明記していきたいとい

うふうに思っておりますし、この計画を進める

に当たってインフラ整備もしてまいります。 

　このインフラ整備によって、これからのまち

の未来予想図をしっかりと市民の皆さんと共有

していきたい、そのように思っているところで

ございます。 

　以上でございます。 

○議長（川村三千代君）　２番浦尻学典君。 

○２番（浦尻学典君）　市長、御答弁ありがと

うございます。 

　先ほど、少しお話いただきましたが、それで

は、今後予定しております計画推進のスケジュ

ールについて、御答弁をいただけたらと思いま

す。 

○議長（川村三千代君）　危機管理課長。 

○危機管理課長（有田巧史君）　危機管理課長、

浦尻議員の一般質問にお答えいたします。 

　本計画の策定は、今年度から令和７年度まで

の３か年で行う予定でございます。 

　まずは、計画の策定に当たり、市民の皆様が

大規模災害発生後の住まいやなりわいの再建等

を、どのように考えているかを分析することが

重要になることから、来月、アンケート調査を

実施いたします。 

　調査方法は、市内２，０００名の方を年代別

に配慮しつつ無作為に抽出し、調査票を送付す

るとともに、宿毛市公式ラインを活用して、ウ

エブによるアンケートを併せて行うことにより、

幅広く市民の皆様から、自宅の災害リスクや災

害発生から復興までの生活、住まいやなりわい

の再建、また復興後のまちづくりなどについて

御意見をいただき、今後の計画策定に生かして

いくことといたしております。 

　今年度は、調整会議の開催や平成３０年７月

豪雨災害の災害復旧に携わった職員の知見を活

用するためのヒアリングであるとか、若手職員

を対象としたワークショップなどを実施しなが

ら、復興手順書や復興パターンなど来年度から

の市民の皆様との検討会に向けた素案の作成を

行ってまいりたい、このように考えております。 

　以上でございます。 

○議長（川村三千代君）　２番浦尻学典君。 

○２番（浦尻学典君）　ありがとうございます。 

　まずは、直近として重要と考える市民の大規

模災害発生後の暮らしについて、考えを分析す

るために、調査票と宿毛市の公式ラインでアン

ケート調査を行って、頂いた御意見を今後の計

画に活かしていくということだと思いますので、

ぜひ市民の声を計画に活かしていただければと

思います。 

　それでは、次の質問に移っていきます。 

　先ほどお答えいただきました計画、先ほど、

市長のほうでちょっとお話がございましたが、

よりよいものとするために、市民への計画の進

捗報告や、内容の周知を行う機会があるほうが

よいとは考えますが、地域への計画の進捗報告、

周知について、どのようにお考えでしょうか。 

　よろしくお願いします。 

○議長（川村三千代君）　危機管理課長。 

○危機管理課長（有田巧史君）　危機管理課長、

浦尻議員の一般質問にお答えいたします。 

　計画の策定に当たりましては、市民の皆様と

の意見交換会や大規模災害発生後の復興に対す

るイメージの共有が必要不可欠となってまいり

ます。 

　そのため、令和６年度からは、まずは沿岸部

を４ブロックに分けて地域検討会を開催する予
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定としており、素案をお示ししながら、ワーク

ショップ形式で検討を重ね、計画を練り上げて

いく予定でございますので、そういった機会を

通じ、また、広報等で市民の皆様に進捗の報告

や周知を図っていくことで、復興後の宿毛市の

まちづくりのイメージを市民の皆様と共有して

いくことができるものというふうに考えており

ます。 

　以上でございます。 

○議長（川村三千代君）　２番浦尻学典君。 

○２番（浦尻学典君）　ありがとうございます。 

　今回の計画策定には、多くの市民の思いが関

係してくると思いますので、非常に根気がいる

ことだとは思いますが、ぜひよい形で進めてい

ただければと思います。 

　また、１２月の一般質問で、６月の定例会の

一般質問で御答弁いただいた内容と併せまして、

進捗を聞かせていただければと思いますので、

よろしくお願いいたします。 

　それでは、次の質問に移っていきたいと思い

ます。 

　２番項の市内水産事業者への支援について。 

　去る８月２４日、福島第一原発処理水の海洋

放出によって、中国への日本産の加工品を含む

水産物の輸出が全面停止となりましたが、まず

は、宿毛市内の水産事業者への影響をお伺いい

たします。 

○議長（川村三千代君）　産業振興課長。 

○産業振興課長（岩本敬二君）　産業振興課長、

浦尻議員の一般質問にお答えいたします。 

　宿毛市内水産事業者への影響についてであり

ますが、市内養殖業者、水産加工業者につきま

しても、中国へ水産物を輸出している事業者が

あることを確認しております。 

　現時点では、対象事業者への影響については

限定的なものと聞いておりますが、輸出全面停

止が長期化すれば、影響は大きなものとなると

考えております。 

　以上でございます。 

○議長（川村三千代君）　２番浦尻学典君。 

○２番（浦尻学典君）　ありがとうございます。

それでは、今の御答弁に対して再質問をいたし

ます。 

　そういった影響が、今のところはないとは思

われますが、もし何らかの影響が事業者に対し

てあった場合、宿毛市としてはどのような支援

をお考えでしょうか。 

○議長（川村三千代君）　産業振興課長。 

○産業振興課長（岩本敬二君）　産業振興課長、

浦尻議員の再質問にお答えいたします。 

　まずは、漁協や事業者に対し、定期的に状況

の聞き取り調査を実施するとともに、先日、国

から追加支援として、水産物加工施設の整備や

輸出先の開拓に対する補助事業などの具体的な

支援策も発表されましたので、高知県とも連携

する中で、補助事業の内容の検討や周知等に努

めてまいりたいと考えております。 

　以上でございます。 

○議長（川村三千代君）　２番浦尻学典君。 

○２番（浦尻学典君）　ありがとうございます。 

　それでは、次の質問に移っていきますが、同

じように、今回、養殖飼料の高騰というものが

問題とはなってきておりますが、そういったも

のに対して、宿毛市の主幹産業である水産業を

支えるため、宿毛市や国、県も含めて、どのよ

うな支援を行っていくのか、御答弁をよろしく

お願いいたします。 

○議長（川村三千代君）　産業振興課長。 

○産業振興課長（岩本敬二君）　産業振興課長、

浦尻議員の再質問にお答えいたします。 

　養殖用の飼料の高騰による支援についてであ

りますが、国や県の補助事業であります漁業経

営セーフティーネット構築事業において、漁業

者の飼料高騰や燃油高騰への補助金が交付され
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ておりますので、漁協とも連携し、漁業者に対

し制度の周知を図ってまいります。 

　宿毛市の支援の取組としましては、市内の農

林漁業者に対して、飼料費、燃料費の高騰分を

支援するため、令和４年の対象経費に経費率を

用いて算出した額の９０％、上限５０万円を給

付する宿毛市農林漁業者電力等価格高騰重点支

援給付金事業を実施しております。 

　１０月３１日まで受け付けいたしております

ので、まだ申請されていない方につきましては、

ぜひ申請していただきたいと思います。 

　以上でございます。 

○議長（川村三千代君）　２番浦尻学典君。 

○２番（浦尻学典君）　ありがとうございます。

そういった制度を利用していただければと思い

ます。 

　最後の質問に移っていきます。 

　３番の水産業振興ＩＣＴ技術の導入について

です。 

　先日、私の所属する産業厚生常任委員会にて、

愛南町の次世代型水産振興ネットワークシステ

ムについて、行政視察を行ってまいりました。 

　愛南町では宿毛市と同じように、全国でも有

数の養殖産地となっておりますが、漁業者の高

齢化と後継者不足、海水温の上昇や魚病、魚の

病気ですね、赤潮発生などの漁業環境の変化、

そして先ほどの質問でもありましたが、燃油や

飼料の価格高騰など、宿毛市と同じような課題

に直面しておりました。 

　それらを解決するため、愛南町のほうでは、

業務の効率化を目指して、養殖漁業の現場にＩ

ＣＴシステムを導入しております。 

　システムの詳細については割愛させていただ

きますが、このシステムは、漁場の水質監視を

行う水域情報可視化システム、生産力強化を行

う魚健康カルテシステム、人材の育成を行う水

産業普及ネットワークシステムで構成されてお

り、愛南町の水産業に関する業務の改善や効率

化を担っております。 

　ここで質問とはなりますが、宿毛市では、こ

ういった水産業を支援するＩＣＴの利活用が遅

れているとは思いますが、導入についてはどの

ようにお考えでしょうか。 

○議長（川村三千代君）　産業振興課長。 

○産業振興課長（岩本敬二君）　産業振興課長、

浦尻議員の質問にお答えいたします。 

　宿毛市の水産業振興ＩＣＴ技術導入の取組で

すが、愛南町で実施されている次世代型水産業

振興ネットワークシステムについては、今後の

ＩＣＴ化の取組において、大いに参考とさせて

いただきたいと思います。 

　高知県でも、海水温や赤潮発生情報などの漁

業操業に役立つ情報やこれまで県が蓄積してき

た海洋データなどの情報を一元的に発信するシ

ステムのナブラスが、令和５年１月から運用が

開始されＩＣＴ技術の導入が進んでおります。 

　このシステムは、漁業者に限らず、どなたで

も利用することができ、水産業に関する様々な

データを、パソコンだけでなくスマホやタブレ

ットからも手軽に閲覧することができます。 

　なお、宿毛市内におきましては、宿毛漁業指

導所が、海水温や赤潮、貝毒プランクトンの発

生情報等の調査を行う役割を担ってくれており

ます。 

　令和６年度には、宿毛漁業指導所が希望ケ丘

敷地内へ庁舎移転となりますので、市としまし

ても、より一層、県、漁業指導所と連携しなが

ら、ＩＣＴ化を含め漁業者のためとなる施策に

取り組んでまいりたいと考えております。 

　以上でございます。 

○議長（川村三千代君）　２番浦尻学典君。 

○２番（浦尻学典君）　ありがとうございます。

１点、再質問をさせてください。 

　先ほど、愛南町のＩＣＴを構成する三つのシ
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ステムをお話しましたが、人材の育成を行う水

産業普及ネットワークシステムの中で、魚食教

育の取組を行っております。 

　今後の担い手の育成、また進学や就職で、一

度、市外に出た方のＵターンの促進、そういっ

た観点からも、愛南町のような形でＩＣＴを利

活用して、魚食教育に力を入れてみてはどうか

というふうに考えますが、御答弁をよろしくお

願いいたします。 

○議長（川村三千代君）　産業振興課長。 

○産業振興課長（岩本敬二君）　産業振興課長、

浦尻議員の再質問にお答えいたします。 

　宿毛市の魚食教育の取組についてであります

が、毎年市内の小中学生を対象として、魚に触

れて漁業について学んでもらい、魚食文化や漁

業に関心を持ってもらうため、すくも湾漁協、

給食センター、宿毛漁業指導所と連携し、食育

事業として実施しております。 

　当事業は、マダイやキビナゴなどの地元の魚

を使用して調理実習を行い、実習後は宿毛市で

行われている漁法や宿毛湾に生息している魚種、

養殖されている魚種などについて学習し、地元

水産業に対する理解を深めるものです。 

　また、学校給食にも養殖ブリなどの地元の魚

や農産物を優先的に使用し、食育事業を推進し

ております。 

　今後は、宿毛市においても、より積極的にホ

ームページやインスタグラム、フェイスブック

等のＳＮＳを活用し、宿毛市の水産業について

情報発信を行っていきたいと思います。 

　以上でございます。 

○議長（川村三千代君）　２番浦尻学典君。 

○２番（浦尻学典君）　御答弁ありがとうござ

います。 

　今回は水産業についてのみ質問いたしました

が、突如として起こる世界情勢や環境変化等に

よる影響を緩和するための経営支援、情報の収

集、発信、共有を支援する情報支援、そして今

後、担い手の育成やＵターンの促進は、持続可

能な地域産業をつくっていく上で、重要になっ

てくると考えますので、積極的な推進をよろし

くお願いいたします。 

　今回、２つの観点から質問して分かりました

が、私もまだまだ知識不足ですので、積極的に

知識を吸収して、勉強を進める必要があると感

じましたので、緩むことなく努力を続けていこ

うと思います。 

　これで私の一般質問を終わります。 

　ありがとうございました。 

○議長（川村三千代君）　この際１０分間休憩

いたします。 

午後　２時３５分　休憩 

－－－－－・・－－－－－・・－－－－－ 

午後　２時４７分　再開 

○議長（川村三千代君）　休憩前に引き続き、

会議を開きます。 

　なお、本日の会議時間は、議事の都合により、

あらかじめこれを延長いたします。 

　５番東　新君。 

○５番（東　新君）　議員番号５番、東でござ

います。今回も誠実に、まっすぐに取り組んで

まいりますので、何とぞよろしくお願い申し上

げます。 

　それでは、通告に従いまして一般質問をさせ

ていただきます。 

　まずはじめに、市道、河川の維持管理につい

て御質問させていただきます。 

　１つ目、山北地区の河川の山北川について御

質問させていただきます。 

　山北川の一部が崩れ、やっと災害復旧工事の

対応が開始されるとのことですが、どのような

形で復旧されるのか、また事業費はどのくらい

かかるのかを、お答え願います。 

○議長（川村三千代君）　土木課長。 
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○土木課長（太田芳宏君）　土木課長、東議員

の質問にお答えいたします。 

　山北川におきましては、本年８月に災害査定

を受け、採択を受けたところであり、現在、発

注準備をしているところであります。 

　復旧工法につきましては、ブロック積みで復

旧する計画としており、事業費は約９００万円

となっております。 

　以上です。 

○議長（川村三千代君）　５番東　新君。 

○５番（東　新君）　ここは水田に隣接してい

る場所でもありますので、地権者をはじめ、近

隣の方々とよく話し合った上で進めていただき

たいと思います。 

　次に、大深浦地区の河川の大深浦川について、

御質問させていただきます。 

　こちらは、昨年、災害復旧で直されたと聞い

ておりますが、現在、ブロック背面に隙間がで

き、上段部分にパイプがむき出しになっている

場所があり、排水機能も低下しているように思

いますが、復旧に関してどのように考えられて

いるのか、お答え願います。 

○議長（川村三千代君）　土木課長。 

○土木課長（太田芳宏君）　土木課長、お答え

いたします。 

　大深浦川につきましては、ブロックの背面に

隙間ができており、土砂を入れ応急対応とし、

経過を見ながら状況により対策を検討していき

たいと思います。 

　以上です。 

○議長（川村三千代君）　５番東　新君。 

○５番（東　新君）　確かに土砂を入れること

で、応急の対応はできると思いますが、地域住

民の方々に対して、しっかりと説明をしていた

だき、早急に抜本的な対策を練るべきではない

かと思っております。 

　続きまして、小筑紫町栄喜の河川のオワイダ

川について質問させていただきます。 

　こちらの川も崩れている箇所があり、災害復

旧工事にて対応されると伺っておりますが、ど

のような形で復旧するのか、また事業費はどの

くらいなのかをお答え願います。 

○議長（川村三千代君）　土木課長。 

○土木課長（太田芳宏君）　土木課長、お答え

いたします。 

　小筑紫町栄喜地区のオワイダ川におきまして

は、本年８月に災害査定を受け、採択を受けた

ところであり、現在、発注準備をしているとこ

ろであります。 

　復旧工法につきましては、ブロック積みで復

旧する計画としており、事業費は約４５０万円

となっております。 

　以上です。 

○議長（川村三千代君）　５番東　新君。 

○５番（東　新君）　地域の方々の不安を一刻

も早く取り除くと同時に、施工ミスがないよう

に行っていただきたいと思います。 

　それでは、市道の質問に移らせていただきま

す。 

　本町地区の土居ノ後本町線について、御質問

させていただきます。 

　こちらは、本町２号線と土居ノ後本町線との

交差部分が見づらく、事故も起きているという

ように聞いております。私も時折、この道を利

用させていただいておりますが、登校時に利用

されている児童も見受けられることから、カー

ブミラーを設置するべきではないかと考えてい

ますが、市はどのようにお考えになられている

のか、お聞かせ願います。 

○議長（川村三千代君）　土木課長。 

○土木課長（太田芳宏君）　土木課長、お答え

いたします。 

　本箇所のカーブミラー設置ができないかとの

ことでありますが、設置につきましては、要望
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箇所の中から優先順位をつけながら、交通安全

対策工事において設置をしております。 

　以上であります。 

○議長（川村三千代君）　５番東　新君。 

○５番（東　新君）　先ほどの質問の中でも述

べましたとおり、実際に事故も起きていると聞

きますので、早期に検討すべき箇所ではないか

と思います。 

　次の質問に移らせていただきます。 

　６月議会でも一般質問させていただきました、

地産外商の外商部分を、違う角度から今回も質

問をさせていただきます。 

　宿毛市推奨品認定制度についてでございます

が、まず、制度の設立に至った経緯、趣旨につ

いて、御教示願います。 

○議長（川村三千代君）　商工観光課長。 

○商工観光課長（長山敏昭君）　商工観光課長、

東議員の一般質問にお答えをいたします。 

　宿毛市推奨品認定制度とは、宿毛市で生産ま

たは製造、もしくは加工される食品を推奨する

ことによって、宿毛市産品の品質向上を推進し、

消費者の認知、理解及び信頼を高め、その普及

及び販路の開拓を図り、宿毛市の産業振興に寄

与することを目的としまして、平成２１年５月

に、宿毛市推奨品認定要綱を制定しております。 

　現在、宿毛市推奨品は２１事業者、４０品目

が認定品として登録されております。 

　以上でございます。 

○議長（川村三千代君）　５番東　新君。 

○５番（東　新君）　推奨品は２１事業者、４

０品目が認定品として登録されているとのこと

ですが、推奨品の推奨基準、申請要件はどのよ

うなものなのか、お答え願います。 

○議長（川村三千代君）　商工観光課長。 

○商工観光課長（長山敏昭君）　商工観光課長、

お答えをいたします。 

　推奨基準としましては、品質が優秀であるこ

と、市場性が十分にあること、適正な価格であ

ること、他市町村の類似品と比較して遜色がな

くまたは優れているものであること、郷土色の

豊かなものであること以上５点を定めておりま

す。 

　また申請要件としましては、生産または製造、

もしくは加工の工程が市内において施された食

品であること。原則として、一般日常生活に関

係の深い製品で、常時、市販されているもので

あること。他の特許品または登録品の模倣品で

ないこと。生産・販売等、営業に係る関係法令

に違反しないものであること以上４点を定めて

おります。 

　これらの基準、要件をクリアしたものを、宿

毛市推奨品として認定しております。 

　以上でございます。 

○議長（川村三千代君）　５番東　新君。 

○５番（東　新君）　大変分かりやすい説明で

ありました。 

　ただいまの答弁の中の４つ目に関連する質問

をさせていただきます。 

　認定後のサポートの必要性についてでござい

ます。 

　近年、原材料表記や成分表、食品表示法、健

康増進法、ＪＡＳ法、食品衛生法などの一部が

改正されたことにより、宿毛市が認定しており

ます推奨品のうち食品表示に該当しない物が出

た場合、そのような事業者へのサポート体制は

どのようになっているのか、お聞かせ願います。 

○議長（川村三千代君）　商工観光課長。 

○商工観光課長（長山敏昭君）　商工観光課長、

お答えをいたします。 

　食品の表示については、食品表示法に定めら

れており、具体的な表示のルールは食品表示基

準で規定をされております。 

　食品の製造者、加工者、輸入者、販売者は、

この基準を遵守することが義務づけられており



－ 50 －

ます。 

　この食品表示は、消費者への情報提供や安全

の観点から基準の改正がその都度行われており

ますので、市でそのような情報を入手した際に

は、推奨品事業者へ周知を図ってまいりたいと

いうふうに考えております。 

　以上でございます。 

○議長（川村三千代君）　５番東　新君。 

○５番（東　新君）　本来は保健所が管轄しな

ければならないということは、重々承知してお

りますが、宿毛市は零細企業、個人事業主とも

に多いことから、気づかない、気づけない事業

者も今後出てくる可能性があるのではないかと

いう思いから、今回の質問をさせていただきま

した。 

　チャンスをつかむためには、事前の準備が非

常に大切だと思います。こういうことの積み重

ねが宿毛市の産業振興につながり、ひいては販

路の拡大につながっていくのではないかと考え

ます。 

　ですので、市でそのような情報を入手した際

には、推奨品事業者へ周知を図るとともに、事

業者が望む場合には、関係機関への取り次ぎな

ども行っていただければと思っております。 

　それでは、宿毛市の推奨品制度に続きまして、

今度は国の制度であります、地理的表示保護制

度の活用について、質問させていただきます。 

　地理的表示保護制度とはどのようなものなの

か、御説明願います。 

○議長（川村三千代君）　産業振興課長。 

○産業振興課長（岩本敬二君）　産業振興課長。

東議員の一般質問にお答えいたします。 

　地理的表示保護制度は、その地域ならではの

自然的、人文的、社会的な要因・環境の中で、

長年育まれてきた品質、社会的評価等の特性を

有する産品の名称を地域の知的財産として保護

する地理的表示法（特定農林水産物等の名称の

保護に関する法律）に基づく登録制度です。 

　この制度によって、地域の自然や気候、伝統

などの条件が育んだ品質や味、香りなどの特徴

を持つ農林水産物や食品を保護し、地域産品の

ブランド力を高めるとともに、外国との相互保

護や模倣品対策の充実が図られるものとなって

おります。 

　例えば、夕張メロンや特産松阪牛、高知県に

おいては物部ゆずが登録されておりますが、地

理的表示保護制度によって、その名称を独占的

に使用しております。 

　以上でございます。 

○議長（川村三千代君）　５番東　新君。 

○５番（東　新君）　高知県の物部ゆずをはじ

め、令和５年７月２０日時点で１３２産品が登

録されております。 

　そこで、私は地域の知的財産としての保護と、

販路拡大を目指すにあたり、宿毛市の農林水産

品や推奨品認定制度登録商品などに、今後、こ

の制度を活用することを検討すべきではないか

というふうに考えておりますが、市としての見

解をお聞かせ願います。 

○議長（川村三千代君）　産業振興課長。 

○産業振興課長（岩本敬二君）　産業振興課長、

東議員の一般質問にお答えいたします。 

　まず、地理的表示保護制度の登録申請者は、

生産業者もしくは加工業者の組織する団体であ

る必要があります。 

　申請にあたり、地域で話し合いをし、名称、

生産地、特性、生産の方法、生産地との結びつ

き、生産実績等、その産品が満たすべき基準を

策定することとなります。 

　また、制度の趣旨としまして、産品の保護の

ほか、日本の特産品を国外へ輸出することを促

進するものであることから、登録対象は、現在、

輸出している産品や国外へ販路が期待されるも

のが推奨されるものと考えます。 
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　現在、宿毛市で国外に輸出している特産品は、

マグロやブリなどがありますが、宿毛市独自の

名称を定めておらず、また生産者によって統一

の基準がないため、登録申請する際には、生産

者団体の設立と基準の策定が必要となります。 

　したがって、今後の生産者との関わりの中で、

制度の必要性を検討してまいります。 

　また、宿毛市独自の産品としまして直七があ

りますが、制度を利用した国内、国外への販路

拡大については、生産量の観点から慎重な判断

が必要なため、今後の生産計画を見据えながら

関係者と協議してまいりたいと考えております。 

　以上でございます。 

○議長（川村三千代君）　５番東　新君。 

○５番（東　新君）　今、答弁いただきました

マグロやブリ、直七以外にも、宿毛小夏しかり、

文旦などは県単位で申請することもできます。 

　また、丸太や材木の製材などの林産物が区分

されている第３４類などもありますので、幅広

く各関係機関と制度の必要性を協議していただ

ければと思っております。 

　それでは、最後の項目に移らせていただきま

す。 

　前回６月議会では、ファミリーサポートセン

ター事業について質問させていただきましたが、

今回は、病児・病後児保育事業について、御質

問させていただきます。 

　まずはじめに、病児・病後児保育事業とはど

のようなものなのか、御教示願います。 

○議長（川村三千代君）　福祉事務所長。 

○福祉事務所長（畠中健一君）　福祉事務所長、

東議員の一般質問にお答えいたします。 

　病児保育事業の概要ということですけれども、

病児保育事業とは、保護者が労働もしくは疾病、

その他の理由により家庭での保育が困難な場合

に、病気にかかっている児童を病院や保育所等

において、一時的に保育を行うという事業です。

未就学児だけでなく、小学生も対象となる事業

となっています。 

　この事業は、大きく４つのタイプに分かれて

おりまして、１つ目は、児童の病気が回復して

おらず、かつ、当面症状の急変が認められない

場合において、病院や保育所等に付設された専

用スペースで、一時的に保育をする病児対応型。 

　２つ目は、児童の病気は回復しているものの、

集団保育ができるほどの状態でない場合におい

て、病院や保育所等に付設された専用スペース

で一時的に保育をする、病後児対応型。 

　３つ目は、朝、元気に登園した児童が保育園

で微熱を出すなどの体調不良となった場合にお

いて、保育所等に付設されている保健室等で、

保健的な対応を図る体調不良児対応型。 

　４つ目は、看護師等が病気の子供のいる自宅

に訪問して、一時的に自宅で保育を行う非施設

型となっております。 

　以上でございます。 

○議長（川村三千代君）　５番東　新君。 

○５番（東　新君）　子育て世代としましては、

大変すばらしく必要な事業だと思っております。 

　続きまして、利用希望者数について、御質問

させていただきます。 

　我が宿毛市で、この事業の利用を希望されて

いる方はどの程度いらっしゃるのか。市として

把握出来得る限りで結構でございますので、お

答え願います。 

○議長（川村三千代君）　福祉事務所長。 

○福祉事務所長（畠中健一君）　福祉事務所長、

東議員の御質問にお答えいたします。 

　第２期宿毛市子ども・子育て支援事業計画の

策定に当たりまして、平成３１年１月から２月

に行ったニーズ調査では、できれば、病児・病

後児保育事業を利用したいと回答した保護者が、

就学前児童では、回答数４２３名中１５８名、

３７．４％。小学生では、回答数２３０名中６
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４名、２７．８％となっております。 

　以上でございます。 

○議長（川村三千代君）　５番東　新君。 

○５番（東　新君）　ここで、再質問させてい

ただきます。 

　市長にお聞きします。 

　就学前の児童で３７．４％の保護者の方々が、

できれば病児・病後児保育事業を利用したいと

のことですが、この数字は多いと思われますか、

それとも少ないと思われますか。多いか少ない

かだけで結構ですので、お答え願います。 

○議長（川村三千代君）　福祉事務所長。 

○福祉事務所長（畠中健一君）　福祉事務所長、

東議員の再質問にお答えいたします。 

　３７．４％という数字ということですので、

多いというふうに認識をしております。 

○議長（川村三千代君）　５番東　新君。 

○５番（東　新君）　私もそう思います。 

　それでは、市として、令和２年度に第２期宿

毛市子ども・子育て支援計画が示されて以降、

病児・病後児保育事業について、どのような検

討がなされたのか、お答え願います。 

○議長（川村三千代君）　福祉事務所長。 

○福祉事務所長（畠中健一君）　福祉事務所長、

東議員の御質問にお答えいたします。 

　第２期宿毛市子ども・子育て支援事業計画策

定の際に行ったニーズ調査では、病児保育事業

へのニーズが３割程度と一定数あり、安心して

病児・病後児を預けられる環境が必要であるこ

とが分かりましたが、看護師等の医療専門職の

確保や医療機関の随時の協力体制が必要である

ことなどから、事業の実施が難しい状況となっ

ておりました。 

　第２期計画時には、事業実施に至りませんで

したが、事業の必要性については認識しており

ますので、関係機関と協議を重ねる中で、昨年

度末に宿毛幼稚園で、常時、看護師を配置でき

る体制が整いましたので、病児保育事業の中の

体調不良児対応型を令和５年８月より開始でき

ることとなりました。 

　この体調不良児対応型は、宿毛幼稚園に通園

している児童のみが対象となるもので、市内全

ての児童が利用できるものではございませんが、

今後は宿毛幼稚園の利用状況を見ながら、公立

を含めたその他の保育園での必要性につきまし

ても、検討していきたいと考えております。 

　以上でございます。 

○議長（川村三千代君）　５番東　新君。 

○５番（東　新君）　今の執行部の答弁からも、

苦慮されながらも取り組んでいることはよく分

かりました。私自身、宿毛市の子育て支援は、

近隣の市区町村と比べても進んでいるのではな

いかと思っております。 

　今回、宿毛幼稚園で体調不良児対応型が開始

されたことも、大きな一歩だとは思いますが、

就学前の児童の保護者約４割の方が必要とされ

ているということを踏まえて、必要とされてい

るということを改めて念頭に置き、ぜひ公立を

含めたその他の保育園でも、前向きに検討して

いただきたいと思います。 

　子育てをするならば宿毛市と近隣の市区町村

の方々にも思っていただくことができれば、人

口減少対策にも寄与するのではないでしょうか。 

　これで私の一般質問を終わらせていただきま

す。 

　ありがとうございました。 

○議長（川村三千代君）　お諮りいたします。 

　本日の会議はこの程度にとどめ、延会いたし

たいと思います。 

　これに御異議ございませんか。 

（「異議なし」という声あり） 

○議長（川村三千代君）　御異議なしと認めま

す。 

　よって、本日はこれにて延会することと決し
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ました。 

　本日は、これにて延会いたします。 

午後　３時１２分　延会 
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令和５年 

第３回宿毛市議会定例会会議録第３号 

 

１　議事日程 

　　　　第８日（令和５年９月１２日　火曜日） 

午前１０時　開議 

　　　第１　一般質問 

－－－－－・・－－－－－・・－－－－－ 

２　本日の会議に付した事件 

　　　日程第１　一般質問 

－－－－－・・－－－－－・・－－－－－ 

３　出席議員（１４名） 

　　　１番　井　上　　　将　君　　　　　２番　浦　尻　学　典　君 

　　　３番　小　谷　翔　太　君　　　　　４番　川　村　圭　一　君 

　　　５番　東　　　　　新　君　　　　　６番　今　城　　　隆　君 

　　　７番　堀　　　　　景　君　　　　　８番　三　木　健　正　君 

　　　９番　川　田　栄　子　君　　　　１０番　川　村　三千代　君 

　　１１番　髙　倉　真　弓　君　　　　１２番　野々下　昌　文　君 

　　１３番　松　浦　英　夫　君　　　　１４番　寺　田　公　一　君 

－－－－－・・－－－－－・・－－－－－ 
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　　　事 務 局 長

桑　原　　　一　君
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　　　税 務 課 長　　朝比奈　淳　司　君 
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　　　会 計 課 長

佐　藤　恵　介　君
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　　　学校教育課長
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平　井　建　一　君
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－－－－－・・－－－－－・・－－－－－ 

午前１０時０１分　開議 

○議長（川村三千代君）　これより本日の会議

を開きます。 

　日程第１「一般質問」を行います。 

　順次発言を許します。 

　１番井上　将君。 

○１番（井上　将君）　議席番号１番、井上で

す。通告に従いまして一般質問を行います。執

行部の皆様、御答弁よろしくお願いいたします。 

　まずは、前回６月定例会での一般質問の中で、

お伺いさせていただいた２点について、内容を

お伺いさせていただきます。 

　こちら２点については、早期に御対応してい

ただけるというお話だったので、期間的に短い

ですが、進捗があれば教えていただけますかと

いうことで、お伺いをさせてください。 

　まず１点目、橋上小中学校の閉校後の利活用

について、地域住民との話し合いを持って意見

を広く聞く場を設けてはというお話で、その後、

話し合いの場を持っていただけたかということ

と、また、もし話し合いをした中で、利活用に

ついての方法が、どういうものが出たかという

内容があれば、教えていただけますでしょうか。 

　よろしくお願いいたします。 

○議長（川村三千代君）　市長。 

○市長（中平富宏君）　皆さんおはようござい

ます。井上議員の一般質問にお答えをさせてい

ただきます。 

　６月議会終了後、橋上地区の代表の方々が訪

問をしていただきまして、橋上小学校、橋上中

学校閉校後の利活用の要望といたしまして、現

在、宿毛文教センターにあります不登校児童生

徒の受入先のふれあい教室及び青少年育成セン

ターについて、活用できないかとの要望があり

ました。 

　また、同様の内容を先月の市政懇談会でも、

橋上地区から要望として御質問をいただいたと

ころでもございます。 

　現在、要望いただきました内容につきまして、

活用が可能なのか、教育委員会内で協議を重ね

ていただいているといった状況でございます。 

　また、新聞の報道でもありましたが、宿毛市

消防団の再編に伴いまして、橋上分団詰所の建

設予定地といたしまして、閉校後の橋上小学校

敷地の一部を予定をしている、そういった状況

でございます。 

　以上でございます。 

○議長（川村三千代君）　１番井上　将君。 

○１番（井上　将君）　市長、御答弁ありがと

うございました。 

　話し合いのほうとその内容について、前向き

に進んでいるということで、安心をいたしまし

た。今後とも方法については、また前向きに、

いろいろな御意見をいただきながら、進めてい

ただきたいと思います。 

　続いての質問になります。 

　２番目の市道新田１号線の橋梁を下った先と

県道宿毛城辺線との交差点における事故の危険

性について、危険案内表示をしたほうがよいの

ではないかという提言をさせていただきました。 

　その後、御対応について、進捗があればお伺

いできますでしょうか。 

　よろしくお願いいたします。 

○議長（川村三千代君）　土木課長。 

○土木課長（太田芳宏君）　土木課長、井上議

員の一般質問にお答えいたします。 

　市道新田１号線につきましては、２車線化や

新しく歩道を設置したことで、通行する皆様に

戸惑いが生じないような対策が必要と考えてお

ります。 

　交通安全対策については、宿毛警察署と協議

した中での意見や県道宿毛城辺線の交通量が増

えてきていることを踏まえて検討を進めており、
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車道の路肩部には、自転車の通行を誘導するた

めのピクトグラムの表示や歩道利用者には、交

通量が多いことへの注意喚起のための看板設置

を検討しております。 

　皆様が安心して通行できますよう早期の対応

に努めてまいります。 

　以上であります。 

○議長（川村三千代君）　１番井上　将君。 

○１番（井上　将君）　御答弁ありがとうござ

います。 

　しかし、事故が起こってからでは遅いので、

早急に対応いただきたいです。 

　道の形状が変わったりして、視界が変更にな

ったときは、新たな対応が必要になってくると

思います。そういったところで、道の対応、そ

して案内表示の対応、予算があったり、申請が

あったりするものでなかなか大変だとは思いま

すが、そのあたりの対応も前向きに、早急に実

現をしていただけるように、よろしくお願いい

たします。 

　２点について、本当に対応ありがとうござい

ます。今後とも前向きに、引き続き実現に向け

て御対応のほう、協議をまたよろしくお願いい

たします。 

　続いての質問に移らせていただきます。 

　過疎地域持続的発展計画についての質問にな

ります。 

　少し、内容に触れるものではなく概要という

ところになりますが、まず、過疎地域持続的発

展計画の中で、年齢別の人口分析というものは、

見通しも含めされていると思いますが、地区ご

とに人口分析はされていないと思います。 

　例えば、地区ごとの出生率や転入率を確認す

るだけでも、地区の差は大きく出てくるのでは

ないかと思います。ほかの地区に比べて地区ご

との差があれば、ほかの地区にはない、その地

区独自の魅力や取組などが見えてくるかもしれ

ません。 

　地区ごとの人口分析を行ってはどうかという

提案を、今回させていただきます。 

　その上で、地区ごとに人口分布の現状をしっ

かりと客観的に把握していただいて、行政と地

域住民との間で、しっかりと共有をしていただ

いて、さらに地区ごとに移住定住目標を定めて、

地区に必要な人口数の洗い出し、さらに人材を

確保していくことの御対応について、どう思わ

れているか、所見をお伺いしたいと思います。 

　よろしくお願いいたします。 

○議長（川村三千代君）　企画課長。 

○企画課長（上村秀生君）　企画課長、井上議

員の質問にお答えさせていただきます。 

　これまでのところ、地区ごとの人口分析は行

っておりませんが、地区ごとに出生数や転入数

などを把握することはできるため、自然増減や

社会増減について、地区ごとの経年変化や現状

把握を行うことは可能だと考えております。 

　また、地区ごとの移住・定住者数の目標設定

についてでございますが、移住定住者を増加さ

せることは、人口減少抑制または人口増加のた

めに効果的であることから、宿毛市では、振興

計画の中で、宿毛市全体の目標項目として県外

からの移住者数を設定しており、目標値の達成

に向けて、様々な取り組みを行っているところ

でございます。 

　しかしながら、移住・定住におきましては、

移住者の意向や目的、理由などが多種多様であ

りまして、また受け入れる立場となる地区住民

の方の意向も様々であることから、移住・定住

者数について、一律に地区ごとに数値として目

標設定することはなじまないと思いますが、今

後、実施を検討している小さな集落活性化事業

の対象になる地区等では、地区住民の方々と協

議をしていく中で、個別に目標設定をしていく

可能性はあるのではないかと、そういうふうに
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考えております。 

　以上でございます。 

○議長（川村三千代君）　１番井上　将君。 

○１番（井上　将君）　答弁ありがとうござい

ます。 

　再質問をさせていただきます。 

　その中で、地区ごとに求める人材のニーズが

違うということも、当然あると思います。さら

に言えば、地区と移住者、そういう方々のミス

マッチングがかなり問題になってきていると思

いますので、地区の中で、これならできる、こ

ういう人材が欲しいという、しっかりとした目

標を、地区ごとにできるだけ定めていくことが

必要ではないかと考えます。 

　そこでお伺いしたいのは、地域おこし協力隊

というものについてです。 

　こちらは先日、県の目標で３年後に現在の２

倍とするという目標値が出されていました。地

域おこし協力隊も、移住・定住、地域活性化に

向けた大きな役割を果たす、そういった制度と

思っております。 

　現状、宿毛市では、離島、林業、農業振興の

３募集をされていると思いますが、その他、新

たな募集要件を増やすことのお考えはないでし

ょうか。 

　先ほどの質問の中で出した、地区ごとの人口

分析をしていただいた上で、こういう人材が欲

しい、地区の活性化に力を尽くしてくれる人材

が欲しいという意思が地区から出れば、より募

集について、要件が広がるのではないかと考え

ております。 

　さらに、今は、国から派遣される地域おこし

協力隊アドバイザー制度というものもできてお

ります。そういった制度を利用して、地域おこ

し協力隊と地域住民とのトラブルを防ぐといっ

た取り組みをしていただくことも可能になって

おります。 

　今までにあった地域住民との弊害も、溝も埋

めていけることにつながると思っております。

まずは、地域また地区ごとの様々な方々に意見

を聴取していただいて、また協力していただい

て、意見を聞いていただいて、前向きな取り組

みをしていただきたいと思いますが、そのお考

えは、どうお考えでしょうか。所見についてお

伺いさせていただきます。 

○議長（川村三千代君）　企画課長。 

○企画課長（上村秀生君）　企画課長、井上議

員の再質問にお答えさせていただきます。 

　地域おこしの活用を広げていく意向はないか

と、そのような質問であったかと思います。 

　現在、宿毛市では、３名の地域おこし協力隊

が林業振興の任務で活動しており、地域力の維

持・強化に資する活動に従事してくれておりま

す。 

　また、農業振興の任務で１名、林業振興の任

務で３名、離島振興の任務で１名の合計５名の

地域おこし協力隊を、現在、募集しているとこ

ろでございます。 

　地域おこし協力隊の活用は、移住の増加につ

ながり、また地区が活性化することによる人口

減少抑制の手段の一つであると考えております。 

　地区の活性化のために、宿毛市では地域おこ

し協力隊の活用以外にも、集落活動センター２

か所が開所して地区での活動に取り組んでおり

ます。 

　また、今後、集落活動センターの構成集落に

入っていない小さな集落の維持・活性化を図る

取り組みである、小さな集落活性化事業を実施

することになれば、対象となる地区等で、地域

おこし協力隊の活用について、検討してまいり

ます。 

　地区住民の方の意向が前提にはなりますが、

今後も国や県の様々な制度を活用し、地区の活

性化や人口減少抑制に取り組んでまいります。 
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　以上でございます。 

○議長（川村三千代君）　市長。 

○市長（中平富宏君）　私の方からも、少し答

弁をさせていただきたいと思います。 

　まさに今、井上議員言われるように、この地

域おこし協力隊員というのは、やはり移住者と

いうカウントもできますし、非常に有効な、有

能な手段だというふうに思っているところでご

ざいます。 

　ただいま課長のほうから、現在、３名という

お話させていただきましたが、私が市長就任の

ときには、ゼロ名ということでございました。

その以前には、数名来ていた頃もあったんです

が。 

　その後、令和２年には１０名まで、特に自伐

林業の関係で１０名まで上がってきたんですが、

その後、少し減っている状況でございます。 

　この取組を県内で見ると、四万十町が非常に

多くの地域おこし協力隊員を受け入れてやって

いるという実例もございますし、御存じだとは

思いますが、四万十町は移住者も非常に多い。

そういった形の中で、昨日の一般質問にもあり

ましたが、自然減をかなり抑制していて、自然

増につなげる、そういった自治体にもなりつつ

あります。 

　ここの中尾町長とお話をすると、やはり高速

道路の延伸が非常に大きく関係していて、高速

道路がつながってから、一気に移住者の数が増

えましたというお話も聞いているところではご

ざいますが、宿毛市といたしましても、この地

域おこし協力隊員をしっかりと任用をしていき

たいというふうに思っております。 

　なお、宿毛市におきましては、この協力隊員

として来られた方々がその後、宿毛市に定住を

していただく、そういう率については、非常に

高いものがあるのではないかと、そのように自

負もしているところでございます。 

　今後ともしっかり取り組んでまいりたい、そ

のように思っております。 

　以上でございます。 

○議長（川村三千代君）　１番井上　将君。 

○１番（井上　将君）　ありがとうございます。 

　地域おこし協力隊の定住については、今後、

課題となってくる部分、また大きな効果がある

と期待をしておりますので、地域おこし協力隊

で宿毛に移住していただいて、宿毛に定住して

いただいたＯＢの協力も得ながら、そういう形

で、定住にもっとつなげていただければと思い

ますので、何とぞよろしくお願いいたします。 

　続いての質問に移らせていただきます。 

　先日、高知県で中山間地域再興ビジョンの骨

格案が再考されました。 

　１０年後の主な目標値が出され、若者、生活

環境、集落活性化や伝統芸能、仕事という４つ

の柱というものが出されていました。 

　今回、私が質問させていただくのは、若者に

ついて取り上げさせていただいております。 

　若者の移住・転出抑制は、今後、宿毛市とし

ては、より力を入れていくべきではないかと考

えております。そのためには何が必要か、私な

りに、ない知恵を絞って考えたところ、まずは、

生まれてから地域で育ち、地域で仕事をして人

生を全うするという、一つの町で人生が完結す

ること、それが、若者が地域にとどまる大きな

要因になってくるのではないかと考えておりま

す。 

　そこで考えていただきたいのは、高校卒業後

の進路についてです。 

　もちろん、職業に就く就職希望の方もいらっ

しゃると思いますが、やはり進学を希望する

方々の数は多いと考えております。 

　宿毛に第一次産業、農林水産関係の担い手が

不足していることも大きな懸念事項となってい

ることから、第一次産業関連の知識を学べる場
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をつくってはどうかと考えております。 

　高校での学科新設、農林水産関係の専門学校、

４年制大学の専門学部誘致などを考えてみまし

た。やはり学びたいこと、そして、そういうも

のがあると若者は出ていってしまいます。さら

に一度出ていってしまうと、なかなか帰ってこ

れない。これはどこの地方にもある、由々しき

問題だと考えております。 

　これでは、地方からどんどん若者が減ってい

くばかりだと思いますし、そういった対策につ

いては、今後やはり大きな重要事項として捉え

ないといけないと私は考えております。 

　住んでいる場所に学べる場所があり、つきた

い仕事があり、そういった理想論だとは思いま

すが、今のまま緩やかに人口減少が進む、そう

いったことを、やはり対策として食い止めてい

かないといけない。そういった対策をしていか

なければ、若者はより地域から離れていくばか

りだと思いますので、移住・定住策の中でも若

者は一番囲い込みが必要な年代だと考えており

ます。 

　学べる場の誘致を行って、若者の転出抑制、

さらに第一次産業の担い手不足、そういった解

消といった２次元的な相乗効果を少し狙ってみ

てはどうかということで、提案をさせていただ

きました。 

　そういった形で、学べる場の誘致を計画する、

そういった可能性は、市としては考えられない

でしょうか。そちらについての所見をお伺いさ

せてください。 

　よろしくお願いいたします。 

○議長（川村三千代君）　市長。 

○市長（中平富宏君）　お答えをさせていただ

きます。 

　思いは同じだというふうに思います。自分な

りに、いろいろな取り組みをしてきたところで

ございまして、少しお話をさせていただきたい

と思います。 

　相手先もあることでございますので、具体的

な事例を申し上げると、相手に対しても失礼に

なりますので、そこについては申し上げられま

せんが、本市といたしましては、これまで様々

な場面を通じまして、教育機関の誘致に取り組

んできたところでございます。 

　残念ながら、現在、その現実には至っており

ませんので、そのことについて、ここで述べる

ことはできませんが、教育機関の誘致による効

果は人口の増加や、そして地域経済への寄与だ

けではなくて、副次的に若年層の増加による地

域の活性化などに波及し、その効果は計り知れ

ないものがあると私も考えているところでござ

います。 

　また強みである第一次産業など、地域特性を

生かした専門学校や学部の誘致は、若者の転出

抑制や第一次産業の担い手確保にもつながるも

のであり、その実現を常々模索をしていたとこ

ろでございまして、そういったお話を学校の関

係者といいますか、そういった方々にお願いを

した経緯もございます。 

　一方で、人口減少が著しい教育機関において

も、学生の確保に苦慮している、そういった状

況であるということも聞いておりまして、教育

機関の誘致活動を実施している他自治体の状況

なども踏まえますと、受け入れる自治体側、い

ろいろ受け入れているところ、お付き合いさせ

ていただいているところもありますので、そう

いったところのお話を聞くと、多額の自治体側、

宿毛市側に多額の費用負担を伴う、そういった

ことが多いというふうに考えているところでご

ざいます。 

　実現の可能性はかなり厳しいものであるとい

うふうに考えておりますが、しかしながら、人

口減少や労働力不足の解消は、本市に求められ

る喫緊の課題であるということも事実でござい
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ます。 

　これまで同様、宿毛市と関連のある、そうい

った教育機関などに対しまして、あらゆる場面

を通じまして、その実現に向けチャレンジして

まいりたい、そのように考えているところでご

ざいます。 

　先日も、前村長さんが来ていただきましたが、

ある学園の誘致をされている、そういった自治

体ともお付き合いをさせていただきながら、そ

の可能性、探っているところでございます。 

　また、昨日の松浦議員の一般質問でもござい

ましたが、やはり会計年度任用職員の処遇改善

をしていく中で、よそに一度出て学んだ方々が、

実は宿毛に帰ってこようとしたときに、かなり

の頻度で公務員というものを目指していただけ

るという、そういったものも感じているところ

でございます。 

　そういった形の中で、すぐに公務員というの

も、なかなか、それぞれお考えがあろうかと思

いますので、まずは会計年度任用職員で、宿毛

市のそういった仕事を担ってもらえないか、ま

た働く場の当市としては提供ができないか。そ

ういった部分を探っていきたいというふうに思

っておりますし、非常に有効な手段だというふ

うに考えているところでございます。 

　以上でございます。 

○議長（川村三千代君）　１番井上　将君。 

○１番（井上　将君）　ありがとうございます。 

　実現の可能性の難しさは重々承知しておりま

す。様々な角度から実現できるかどうか、自分

自身も、国からの補助制度、そして誘致に前向

きな学校法人など、そういった情報収集をしっ

かりと務めさせていただいて、改めて意見を出

させていただきたいと思います。 

　今回は、若者についての移住施策、定住施策

についてということで触れさせていただきまし

たが、やはり高知県が出されている４つの柱の

中で、若者、そして仕事については、またセッ

トで考えないといけない部分も出てくると思い

ます。 

　そういったものについても、しっかりと情報

収集をした上で、また提案をさせていただこう

と考えておりますので、その際には、また御答

弁をよろしくお願いいたします。 

　続いての質問に移らせていただきます。 

　６月の定例会で、私がサニーサイドパークの

宿毛の特産品物販場所のスペースについて、ま

だまだ小さ過ぎるのではないかという質問をさ

せていただきました。 

　その中で、今後、新たな場所になるのか、ま

たサニーサイドパークにそういう物販の場所を

つくっていくのか、そういう可能性についてお

話を少しされていましたが、新しい場所になる

という可能性について、宿毛内海道路との兼ね

合いはあるのかどうかといった部分について、

まずお伺いをしたいところでございます。 

　そうであるならば、宿毛内海道路の開通につ

いては、やはり１０年以上先になってしまうの

で、１０年以上、今の道の駅の物販場所のまま

なのか、また新設予定の場合は建設構想がどの

ようにあるのか、そういった部分があればお伺

いをさせていただきたいと思います。 

　よろしくお願いいたします。 

○議長（川村三千代君）　市長。 

○市長（中平富宏君）　お答えをさせていただ

きたいと思います。 

　新たな道の駅という言葉を使わせていただい

ておりますが、新たな道の駅の構想につきまし

ては、市街地に人の流れを生むことができるよ

うな場所に、物産品の販売等の機能を持たせた

いというふうに、これまでも折に触れてお答え

をしてきたところでございます。 

　四国横断自動車道、宿毛内海道路のルートも

決定をしたところでございまして、そして本年
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５月、老朽化が著しく持続が困難な状況であり

ました道の駅すくもサニーサイドパークもリニ

ューアルオープンしましたので、今年度中に庁

内検討会議を立ち上げまして、新たな道の駅構

想に着手をしてまいりたい、そのように考えて

いるところでございます。 

　宿毛内海道路を完成したらつくるというので

はなくて、そのルートとかも考えながらという

ことでございますので、この工事に合わせてと

いうことではございません。 

　井上議員が指摘されます早期の物販機能の整

備につきましては、この庁内検討会議や、そし

て市民の方々のニーズ等の把握も行いまして、

財政負担も勘案しつつ、あらゆる可能性を探っ

てまいりたい、そのように思っているところで

ございます。 

　いろいろな考え方があると思いますので、何

か一つにこだわるのではなくて、いろんな手法

も考えながら、何よりも財政負担が非常にかか

ってくるといったものになってきますので、そ

のあたりも考慮しつつ、そして先ほども申しま

したように、やはり街の中へ人を呼び込むよう

なものにしたいと思っております。 

　きょうの高知新聞にも少し書かれていました

が、今、帯屋町のほうが、以前のブティックか

ら飲食店に変わりつつあるよという記事が載っ

ていました。 

　あの中にも、ちょうど平成１２年の頃ですか

ね、イオン高知。大店舗法、新大店法ですかね、

間違っていたら申し訳ございませんが、こちら

のほうで、やはり緩和とそれから交通の便とい

うことが明記されて、大きなショッピングモー

ルが郊外に建ってきたという、そういった現実

がございます。 

　その中で、全国至る所で元々あった既存の市

街地、商店街が寂れていったということが、皆

さんも御承知のことだと思います。 

　現在、道の駅におきましては、道の駅には人

が来るけれど、道の駅から次の町の道の駅に移

動するだけで、街の中には人が来ていない、そ

ういった現状が全国で見られております。それ

が町の活性化につながるのかどうか、そういっ

たことも、住民の方々としっかりと協議をしな

がら、ただただそこの集客能力だけを見るので

はなくて、町全体の活性化についてしっかり考

えながら、行ってまいりたい、そのように思っ

ております。 

　よろしくお願いいたします。 

○議長（川村三千代君）　１番井上　将君。 

○１番（井上　将君）　ありがとうございます。 

　特産品の物販を行うことについては、まず地

域の外から人が足を運んでいただいて、またさ

らに宿毛の町としてのＰＲ、さらに地域の人々

が愛着と誇りをより地域に持ってもらえる、そ

ういった効果もあると私は思っております。 

　道の駅構想だけではなくて、物販の専門的な

販売場所、そういった考え方も一つ、方策とし

てあるのかもしれません。そういった方法も、

いろいろな角度から、道の駅だけではなくて物

販の販売箇所については、また考えていただい

て、自分自身もまた意見提言としてさせていた

だきたいと思います。 

　続いての質問に移らせていただきます。 

　まず、咸陽島公園の利用状況、そして管理状

況について、お伺いをさせていただきます。 

　また、砂場エリアについて占有する場合は申

請が必要になっていると思いますが、使用状況

についてもお伺いしたいと思います。 

　御答弁をよろしくお願いいたします。 

○議長（川村三千代君）　商工観光課長。 

○商工観光課長（長山敏昭君）　商工観光課長、

井上議員の一般質問にお答えをいたします。 

　咸陽島公園にある砂場につきましては、公園

の一部でありますので、誰でも自由に利用して
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いただけるものでございますので、砂場を利用

している件数等は掌握をしておりません。 

　また、宿毛市公園条例に基づいた行為許可申

請をすることで、先ほど議員も言われましたよ

うに独占利用することもできますが、直近２年

間で独占しての利用実績はございません。 

　なお、行為許可での利用はございませんが、

宿毛高校バレー部がビーチバレーの練習に利用

し、過去には全国大会にも出場しております。 

　続きまして、咸陽島公園全体の維持管理の状

況についてでございますが、トイレ棟及び芝生

エリア、そして砂場エリアの維持管理をそれぞ

れ業務委託をしております。 

　以上でございます。 

○議長（川村三千代君）　１番井上　将君。 

○１番（井上　将君）　再質問をさせていただ

きます。 

　砂場エリアについてです。 

　砂場エリアについては、先ほど、宿毛高校の

バレー部のお話もありましたが、ビーチバレー

をすることが、主な目的という印象が地域の

方々にも根づいていると思います。 

　しかし、今やはり、占有の申請がないなど、

そういったことの中で、咸陽島の砂場エリアに

ついて、きつい意見になるともう要らないんじ

ゃないかという意見もあります。 

　撤去についてなど、そういったことについて

は、また大きな予算も必要になってくると思う

ので、私としてはビーチバレー以外の選択肢、

また地域の方々と協力してイベントなどを行え

ないかと考えております。 

　例えば、先日、ビーチサッカーで宿毛ＳＣと

いうクラブが全国大会に行っておりました。 

　そこで、ビーチサッカーの関係者に、練習場

所や今後ビーチサッカーのイベントをできない

ですかというふうにお伺いをしたことがありま

して、そこでいただいた回答としては、砂場エ

リアは、猫のふんとか落ちていて草も刈られて

いない。言ってしまえば、状況が悪いので使い

たくないという意見を頂いてしまいました。 

　ただ、今後使用できるしっかりとした状況に

なれば、使っていくことも視野に入れていきた

いというお話もいただきました。 

　そういった砂場エリア自体をしっかりと使え

るような、使っていきたいと市民が思っていた

だけるような、まず状態にしていただけないか

ということと、さらに咸陽島公園自体は、宿毛

の観光地としても大変重要になると思っており

ます。 

　人が来たときに、そういった手入れが行き届

いていない。そして、こんな場所、どうしてい

るんだろうという状態で見られてしまうと、観

光地ですとは、なかなか胸を張って言えないの

ではないかと思っております。 

　砂場公園だけではなく、公園全体の維持管理

についても、委託をされているというお話でし

たので、もう少し委託先と協議を重ねていただ

いて、美化に努めていただけないかということ

が、また御質問になると思うんですが。 

　先ほどの砂場エリアの今後の利用について、

利用目的を広げていくために、また、そういっ

た形で取り組んでいただけないかということも

併せて意見として出させていただきますが、そ

ういった意見についてどうお考えなのか、御答

弁をお願いいたします。 

○議長（川村三千代君）　商工観光課長。 

○商工観光課長（長山敏昭君）　商工観光課長、

お答えをいたします。 

　まず、そもそもの話になりますが、この咸陽

島公園の整備につきましては、平成２１年度に

咸陽島公園を活用した交流人口の拡大を目的に

実施をいたしました、咸陽島公園魅力回復事業

の一環として整備をしたものでございます。 

　先ほども答弁させていただきましたが、この
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当該施設につきましては、誰でも御自由に利用

いただけるものでございますので、過去にはこ

の砂場につきましても、ビーチサッカー等でも

御利用していただいた実績がございます。 

　今後も、そのビーチスポーツに限らず、子供

連れの御家族の砂遊びなど、多くの方々に御利

用していただきたいというふうに考えておりま

すし、先ほども答弁させていただきました維持

管理業務、年に何回かの草刈りですとか、芝生

の整備、また草が繁茂している状況を見て、職

員のほうも草刈りに出ていっておったりもして

おります。 

　今後も多くの方々に御利用いただけるように、

施設の整備に取り組んでまいりたいというふう

に考えております。 

　以上でございます。 

○議長（川村三千代君）　１番井上　将君。 

○１番（井上　将君）　状況については、理解

をいたしました。 

　先ほども言ったように、観光地としての咸陽

島公園のイメージが、どうしても今強くなって

きております。その中で、より管理維持体制を

見直していただきたいということを、再度申し

上げて、次の質問に移らせていただきます。 

　続いては、旧栄喜小学校の利用状況と今後の

維持管理方法について、お伺いします。 

　旧栄喜小学校は、現在は使用用途は定まって

いなく、利用がされていないという状況である

と認識されていますが、跡地についての維持管

理方法、また現在の状況などが分かれば教えて

ください。 

　よろしくお願いいたします。 

○議長（川村三千代君）　総務課長。 

○総務課長兼選挙管理委員会事務局長（桑原　

一君）　総務課長、お答えいたします。 

　旧栄喜小学校につきましては、廃校後も地域

のコミュニティーの場として、栄喜地区のほう

が活用されるということになっておりまして、

また、社会体育施設として体育館は利用される

ということもありましたので、そういった方向

で閉校後も利用いただいておりました。 

　ただ、社会体育としての利用が見込めない状

態になったということで、社会体育としての施

設につきましては、昨年度末に用途を廃止した

という状況ではございます。 

　ただ、そのほかの体育館以外の部分について

も、地区の方で御活用いただいているという状

況がありますので、廃校後は、地区のほうで草

刈り等の維持管理はしていただいたところであ

ります。 

　栄喜地区につきましても、コロナ禍で地区の

そういった活動についても自粛をされていると

いう状況があって、活動そのものが自粛してお

りまして、草刈りについても少し手をかけるこ

とができなかったという状況をお聞きしており

ます。 

　ですので、今後につきましても、地区と協議

をしながら、草刈り等についての業務をさせて

いただきたいというふうに思っております。 

　以上です。 

○議長（川村三千代君）　１番井上　将君。 

○１番（井上　将君）　了解いたしました。 

　今後、地区の方と使用用途も含め、協議をし

ていただいて、施設の維持管理に努めていただ

きたいと思います。 

　よろしくお願いいたします。 

　続いての質問に移らせていただきます。 

　先ほど、咸陽島公園、旧栄喜小学校２か所に

ついての公共施設の維持管理状況について、お

伺いをさせていただきました。 

　宿毛市全体で見ると、公共施設は数多くある

と思います。さらに、利用中のもの、用途が廃

止され現在は利用されていないものと数多く状

況が違うと思います。 
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　市民の方々からは、用途廃止され、利用され

ていない施設に対しての草刈りが行き届いてい

ないとか、そういう厳しい声をいただくことも

ありますが、やはり町に来て、施設の周りに草

がおい茂っていて廃墟のように見えてしまう、

そういう施設が増えていくことは、町の荒廃す

るイメージと、またさらに人を出迎える町の意

識の低さを露呈することになります。 

　今後は、市として保有している公共施設の維

持管理について、状況把握をどのようになされ

ているか、また、維持管理方針をどのように定

めているか、まずはお聞かせいただけますか。 

　よろしくお願いいたします。 

○議長（川村三千代君）　総務課長。 

○総務課長兼選挙管理委員会事務局長（桑原　

一君）　総務課長、お答えをいたします。 

　現在も御利用いただいている公共施設はもち

ろんのこと、用途廃止等をした他施設につきま

しても、市のほうも管理をさせていただきたい

と思いますし、先ほども答弁させていただいた

ように、地域の方々にも御協力をいただきまし

て、草刈り等の維持管理もさせていただきたい

と思っております。 

　今後も、立地する地区の方々にも御協力いた

だきながら、草刈り等の維持管理に努めていき

たいと思っております。 

　以上でございます。 

○議長（川村三千代君）　１番井上　将君。 

○１番（井上　将君）　こちらについては、再

質問をさせていただきます。 

　今回、市の公共施設が膨大で、状況把握がな

かなか難しいものだとは思いました。しかしな

がら、現存している保有資産については、現況

の把握、そしてさらに所管担当が多岐にわたっ

ていることから、まずは状況の把握として、ど

の担当所管がどの施設を担当しているのか、そ

の現況把握はどうしているのか、そういった状

況把握が必要ではないかと考えております。 

　各課が連携していただいて、全体での情報を

こちらは総務課に負担を強いてしまうのですが、

両方まとめていただくという方向性は考えてい

ただけないでしょうか。 

　さらに、こちらは質問ではないのですが、市

の中にある県や国の管理するような施設もある

と思います。そういったところに、手がなかな

か行き届いていかないのも現状だと思いますが、

しっかりとそういう行政機関にも働きかけてい

ただいて、適切な維持管理をしていくようにす

べきかと私は考えております。 

　先ほどの全体の情報をまとめるという答弁だ

けで構いませんので、お答えをお願いいたしま

す。 

○議長（川村三千代君）　総務課長。 

○総務課長兼選挙管理委員会事務局長（桑原　

一君）　総務課長、お答えをいたします。 

　各課が所管しています施設につきましては、

各課で情報収集もしていただいて、現在のとこ

ろ統括的に総務課の方で、その情報を全部、一

括で取りまとめをしておらない状況ではありま

すが、ただ、毎年毎年の当初予算編成のときに

は、各課からそれぞれの施設については、こん

な状況ですという説明も聞きながら、必要な箇

所については、予算も計上させていただいて維

持管理のほうにも努めておる状況です。 

　御指摘をいただきましたので、どの程度、総

務課としても一括管理、情報収集をしていくの

かということは、また検討させていただきたい

と思っております。 

　以上です。 

○議長（川村三千代君）　市長。 

○市長（中平富宏君）　私のほうからも答弁さ

せていただきたいと思います。 

　やはり公共施設、しっかりと使っているもの、

使っていないものを管理していくというのは、
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当然のことだと思います。 

　そういった形の中で、一元管理をしっかりし

ろというお言葉だというふうに受け止めて、し

っかりしていきたいというふうに思っておりま

す。 

　なお、現在、宿毛市におきましては、使って

いる施設でさえ、しっかりと維持管理ができて

いない、そういった状況、この８年間、一生懸

命取り組んできたところではございますが、ま

だまだ追いついていない状況でございます。 

　まずは使っているところの管理をしっかりや

るというのは、目先の目標になっています。 

　一方で、そういった使われていないところで、

またいろんな意味で御迷惑をかけているという

のも事実でございますので、しっかりと管理で

きるよう努めてまいりたい、そのように思って

おります。 

　以上でございます。 

○議長（川村三千代君）　１番井上　将君。 

○１番（井上　将君）　ありがとうございます。 

　維持管理については、今回は予算をかけて建

物を維持していくという部分ではなくて、外か

らの見た目の部分の美化意識について、少し触

れさせていただきました。 

　維持管理の方法については、本当に多岐にわ

たると思います。予算を使ってやらないといけ

ないこと、そして、本当に用途利用がなくて、

今後も使っていけない施設については、本当に

なくしてしまうとか、そういう判断もしていか

ないといけないと思いますので、私も常日頃か

ら公共施設にしっかりと目を向け、状況把握を

自分自身も努めないといけないと考えておりま

すので、また先ほど総務課から御答弁をいただ

いたように、状況把握に関して言えば、丸投げ

にせずに、しっかりとこちらも協力体制を少し

でも情報把握として、情報提供をしていくよう

な形で努めさせていただきますので、またよろ

しくお願いいたします。 

　続いての質問に移ります。 

　先日、広報で高知県内における県内国民健康

保険料水準の統一について、発表がされており

ました。 

　その中で、当市の保険料水準は県内の他市町

村と比べてどのような水準なのか、また今後、

保険料増減がどのようになる可能性があるかと

いうことについて、お伺いをさせていただきま

す。 

　よろしくお願いいたします。 

○議長（川村三千代君）　市民課長。 

○市民課長（岡本　武君）　市民課長、井上議

員の一般質問にお答えいたします。 

　高知県内の国民健康保険の保険料水準の統一

による宿毛市での影響についての御質問でござ

いますが、現状と経緯を交えながら、答弁をさ

せていただきます。 

　各市町村の国保税率を決定する際には、市町

村から県に納付する納付金の影響を大きく受け

ることとなっておりますが、県が行う各市町村

の納付金算定においては、それぞれの市町村の

医療費水準の差が納付金に反映される仕組みに

なっております。 

　このことにより、基金状況等を考慮しなけれ

ば、医療費水準が高い市町村は国保税が高くな

り、医療費水準が低い市町村は国保税が低くな

ります。 

　しかしながら、年度ごとの医療費水準が大き

く変動する傾向にある小規模な市町村では、医

療費水準を納付金に反映する現行の仕組みでは、

国保財政の運営が不安定になってしまうという

課題があり、令和６年度から経過措置期間を設

けた上で、令和１２年度に県内国保の保険料水

準を統一することを目指して、県と市町村で議

論が進んでおります。 

　現行の統一案におきましては、各市町村の医
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療費水準の差は国保税に反映されなくなり、県

内どこに住んでいても、同じ所得、同じ世帯構

成であれば、同じ保険税が賦課されることとな

ります。 

　宿毛市におきましては、現在、医療費水準が

県内では比較的低い状況にございまして、一定、

他市町村に比べて国保税が低くなっております

が、保険料水準が統一されれば、相対的に宿毛

市の被保険者の国保税負担は増加してしまうこ

ととなります。 

　なお現在、これまで協議した内容をもとに、

高知県が医療費の伸び率や被保険者数の減少を

考慮した統一保険料推計の試算を行っていると

ころでございますので、想定される影響額につ

いては、この場でのお答えは控えさせていただ

きたいと考えております。 

　また、市民の皆様への周知といたしまして、

県の広報計画に従い、当市でも８月に第一段階

といたしまして、統一の意義や理念について広

報させていただきましたが、来年には第二段階

として、宿毛市における統一の影響をお示しす

ることを予定をしてございます。 

　以上でございます。 

○議長（川村三千代君）　１番井上　将君。 

○１番（井上　将君）　ありがとうございます。 

　やはり市民の生活に大きな影響が出る、保険

料が上がるという前提で話すことになるんです

が、そういったことに関しては、しっかりと説

明を重ねていき、理解を得られないと進まない

と思いますし、これはなかなか決定事項ですの

で難しいとは思うんですが、こういった市民生

活に影響が出る。特に本当にそういったときに

は、反発がかなり予想されます。 

　先ほど言われたように、また広報のみならず、

しっかりと市民の方々に説明をする、そういう

機会をさらに設けていく必要もあると思います

ので、その辺りはまた御検討をよろしくお願い

いたします。 

　続いての質問に移らせていただきます。 

　９月２３日、宿毛サイクルフェスティバル、

９月２４日、宿毛市ロードレース、１０月１４

日、すくもグラベルまんぷくライドとサイクル

イベントが続きます。 

　各種サイクルイベントについて、考えられて

いる効果や前年度の取組の成果を踏まえてお聞

かせください。 

　９月２４日の宿毛市ロードレースについては、

前日の高倉議員の一般質問で御答弁をいただい

ていると思うので、簡潔に言っていただいて、

また単独のイベント効果ではなく、９月２３日

と２４日、連日で行われるサイクルフェスティ

バルとの相乗効果について、加えてお聞かせい

ただきたいです。 

　よろしくお願いいたします。 

○議長（川村三千代君）　生涯学習課長。 

○生涯学習課長兼宿毛文教センター所長（中平

成也君）　生涯学習課長、井上議員の一般質問

にお答えいたします。 

　本市は、宿毛市２０４０ゼロカーボンシティ

宣言やＳＤＧｓにも取り組む中、環境負荷の少

ない自転車の利用を促進することで、自動車へ

の依存度を低減し、公共の利益の増進に資する

ことなどを基本理念として施行された国の自転

車活用推進法に基づき、宿毛市自転車を活用し

たまちづくり計画を、平成３１年３月に県内で

いち早く策定いたしました。 

　本計画に基づき、市民への自転車利用を促進

し、環境負荷の低減、健康増進を図るとともに、

自転車を軸として地域の魅力を高め、交流人口

拡大による地域活性化を図るため、サイクルイ

ベントを含めた各種自転車施策に取り組んでお

ります。 

　９月２３日に開催する宿毛サイクルフェステ

ィバル２０２３は、市民の皆さんに自転車の楽
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しさや健康面での有効性を伝え、かつ、自転車

の交通ルールを親子などで学ぶ機会を提供する

とともに、昨年度末に完成したマウンテンバイ

クコースも活用することで、自転車人口及び交

流人口の拡大を図ることを目的として、実施い

たします。 

　また、今年は翌日の９月２４日に開催するジ

ャパンサイクルリーグ高知大会、高知県宿毛市

ロードレースの関連イベントとしても位置づけ

られておりまして、レース観戦に訪れる方の集

客も見込んでおります。 

　今年で２回目となるジャパンサイクルリーグ

高知大会、高知県宿毛市ロードレースにつきま

しては、さらなるイベントの磨き上げを行って

おり、市内外から昨年を上回る集客を見込むな

ど、宿泊等の地域経済の活性化にも寄与するほ

か、昨日の髙倉議員の一般質問でも答弁いたし

ましたが、市内小中学生がレースをきっかけに、

ロードレースをはじめ、ホビーレースに出場す

るなど、市民の皆さんにとってサイクルスポー

ツや自転車を身近なものとして御認識いただく、

よい機会となると考えております。 

　次に、１０月１４日に開催するすくもグラベ

ルまんぷくライドにつきましては、本イベント

は、宿毛市の豊かな自然の中をサイクリングす

ると同時に、美味しいものをたくさん食べてい

ただき、宿毛市内の事業者の皆さんに元気にな

っていただくことを目的として企画しておりま

す。 

　コースにつきましては、未舗装路を走るグラ

ベルコースと、舗装路を走るロードコースの２

コースを御用意し、市内飲食店の御協力により、

宿毛市の食材を活用した地元グルメの提供や市

内協力飲食店で使える２，０００円分のクーポ

ンを事前配布し、イベント中だけではなく、イ

ベント前やイベント後も、宿毛の食をお腹いっ

ぱい楽しんでもらえる企画となっております。 

　このイベントは、地域経済の活性化と宿毛市

の認知度を高め、観光客の誘致につながる取組

となることを期待しております。 

　以上でございます。 

○議長（川村三千代君）　１番井上　将君。 

○１番（井上　将君）　ありがとうございます。 

　１点、再質問をさせていただきます。 

　すくもグラベルまんぷくライドについてです。 

　グラベルコース、ロードコースの２コースが

設定されると先ほどおっしゃられましたが、そ

のコースについて、もう少し概要というか内容

についてお伺いしたいことと、今回、担当所管

が初めて生涯学習課に変わられているというこ

とで、運営について影響はなかったか、その点

について、併せてお答えをお願いいたします。 

○議長（川村三千代君）　生涯学習課長。 

○生涯学習課長兼宿毛文教センター所長（中平

成也君）　井上議員の再質問にお答えいたしま

す。 

　担当課が変更になった影響につきましては、

特にないと認識をしております。 

　また、コースにつきましては、既存のインフ

ラを活用し、今回も昨年と同様の２コースとな

っておりまして、コース選定の意図といたしま

しては、グラベルコースにつきましては、国有

林の林道などを活用し、本市の豊かな自然を体

験しながら、未舗装路を走る約３３．５キロメ

ートルのコースとなっておりまして、澄んだ空

気の中、山々の間を進み、途中、峠越えなども

含んだ少しチャレンジングなコースとなってい

ます。 

　また、ロードコースにつきましては、宿毛市

推奨コースにもなっている出井甌穴などの美し

い自然を眺めながら、舗装路を走る約５０キロ

のコースとなっており、信号のない松田川沿い

を気持ちよく走れる、初心者にもおすすめのコ

ースとなっております。 
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　以上でございます。 

○議長（川村三千代君）　市長。 

○市長（中平富宏君）　井上議員の御質問に、

少し私の方からもお答えをさせていただきたい

と思います。 

　まず、所管が変わったということに関しまし

ては、やはり一元化していった方が、いろんな

取り組みの上でスムーズにいくだろうというと

ころで、少しそういうふうなことをやらさせて

いただきました。 

　ただ、予算は持っている課が変わっていても、

横断しながら職員が関わっていましたので、特

に予算をどこに移したからといって、大きな問

題はなかったということで、先ほど課長の方か

ら御説明をさせていただきました。 

　今月から来月にかけて、サイクルイベントが

３つぐらいあるんですが、自転車は自転車活用

推進法というのが、ちょうど私が市長に就任す

る少し前に議員立法で制定をされまして、そう

いった流れの中で、ぜひこれを取り入れて、宿

毛市の健康であったり、それから自転車を乗る

上での安全であったり、また環境についての学

びの場であったり、そして、自転車を通じて地

域の活性化ができないか。 

　こういった大きな意味で、いろんな形を巻き

込んだ中で、自転車の取組をしていこうという

ことで始めさせていただきました。 

　そういった形の中で、宿毛市民にとって、自

転車というものは、実は身近な存在にはないと

いうことが見えてきまして、何とか自転車を身

近なものと感じてもらいたいという思いで、よ

そからの集客もしないといけないんですが、ま

ず地元の方々に自転車に触れてもらいたい。ま

た、自転車の有能性を知っていただきたい、そ

ういった形でサイクルフェスティバルというイ

ベントをさせていただきました。 

　これは、子供たちの安全教室もほかならない

んですが、例えば、アシスト付電動自転車で、

お母さんが保育園などに子供を運ぶために、よ

く町では使っているような自転車なんですが、

こういった自転車の試乗会をやったりとか、こ

ういった取組をさせていただきました。 

　そしてＪＣＬ、このレースは、ふだん自転車

に興味を持ってない方々も楽しんでいただける、

そういったものではないかというふうに思って

おります。 

　また、今度のグラベルライド、これはやはり

自転車というのは、ロードサイクルはかなり長

い距離を走りますので、行政区をまたがった、

そういった取組。 

　例えば、宿毛市におきましては、無限大ライ

ドというのを、幡多を含む７か市町村で行って

いるわけですが、それとは別に、何とか宿毛市

内の中だけで周遊できないか。そして、新たに

整備をするのではなくて、今、もう整備されて

いる、そういった既存の道を使って、何かイベ

ントができないかということで、環境問題も感

じてもらえるような、そういった思いも込めて、

林道を活用したイベントにさせていただいてお

ります。 

　そして、ここに付加するような形で、よそか

らせっかく人が来るので、ぜひ宿毛の食を楽し

んでいただいて、またリピーターとして、今度

は自転車じゃなくて、御家族と一緒に来ていた

だけないか。そういった思いも込めて、まんぷ

くライドという形で、複合的にやらさせていた

だいているところでございます。 

　例えば、レンタサイクルなんかも、当市は御

用意をさせていただいておりますが、このサイ

クル事業なんかにつきましては、正直な話を申

しますと、自転車屋さんもなかなかなりわいが

成り立たない、そういったエリアであります。

やはり近くに大きな人口を抱えているような、

そういった町じゃないと、なかなか難しいとこ
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ろがあって、正直、レンタサイクルなんかも、

宿毛市におきましては、行政がやらなければ採

算が合うような事業ではございません。 

　ただ、よそから来たお客さんをおもてなしを

する、そういった思いで、そういったレンタサ

イクル事業もしっかりと整備をしながらやって

いる、そういったところでございます。 

　何もかも採算が合うような事業ではないかも

しれませんが、トータル的に見て、自転車を活

用したまちづくりをしててよかったねと思える

ような、そんなまちにしていきたいというふう

に思っておりますので、また皆様方の叱咤激励、

そしてアドバイスもいただきたい、そのように

思っているところでございます。 

　以上でございます。 

○議長（川村三千代君）　１番井上　将君。 

○１番（井上　将君）　了解いたしました。 

　今回は、私もグラベルまんぷくライドに、ロ

ードコースで参加をさせていただく予定になっ

ております。 

　私も、少し趣味の範囲で申し訳ないんですが、

去年まで愛知県におりまして、東海エリアの周

辺の様々なロードコースといいますか、例えば

浜名湖を１周するハマイチとか、山梨の富士五

湖を周遊するコースだったりとかっていうとこ

ろを走ったりもしてきました。 

　そして先日は、宿毛の友人たちとしまなみ海

道を往復させていただいたんですが、やはり、

今、市長も言われたように、宿毛市を周遊する

コースの必要性は感じております。 

　大体１周するコースというのが、総距離が１

００キロメートル超えで、かなりボリュームあ

るんですが、自転車を乗ることを通じて、まち

の景観だったり、立ち寄った先で、今、食事が

できて特産品を味わえるという形で、町全体を

楽しむしいうことにつながる。要するに、旅行

に行ってるような気分になるんですね。 

　そういうことがあるので、やはり経済効果と

いうのはかなりあると思いますし、今回ちょっ

とまんぷくライドに参加させてもらうコースを

見たときに、ロードレースは井出甌穴へ行って

帰ってくるということで、少し宿毛の市街地を

通るっていうところのコースがあったらいいな

っていう、個人的に思っているところです。 

　今回については、質問ではないんですが、自

分自身もサイクルイベントを通じて、自転車で

宿毛のまちを楽しむということがどうなのかを、

自分自身が一度経験をした上で、実際に参加し

た者としての意見を参加者に聞いた実際の感想

なども伝えていきたいと思います。 

　やはり先ほど市長も言われたように、町全体

で自転車をしっかりと認知してもらえるってい

うところに関して言えば、自転車の整備という

か、事業にかじを切ったのであれば、より強く

進めていかないといけない。 

　さらに、市民の理解も深めていってもらわな

いといけないという両輪をしっかりとつなげて

いくことが必要だと思いますので、その点につ

いては、自分も改めて乗るものとして、また実

際にイベントに参加した意見を、再度、どこか

の機会で出させていただきたいと思いますので、

よろしくお願いいたします。 

　最後の質問に移らせていただきます。 

　８月１９日、２０日に、文教センターの３０

周年記念事業として、映画上映の事業の実施を

されていると思いますが、取組をした効果につ

いて、またどのように捉えているか、実績を踏

まえてお答えをいただけますでしょうか。 

　よろしくお願いいたします。 

○議長（川村三千代君）　生涯学習課長。 

○生涯学習課長兼宿毛文教センター所長（中平

成也君）　生涯学習課長、お答えいたします。 

　宿毛文教センター開館３０周年記念事業の一

つといたしまして、８月１９日、２０日の２日
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間、宿毛映画館と題しまして、４作品を上映い

たしました。 

　近年、様々な映像コンテンツがあふれる中、

映画館の数は減少し、大きなスクリーンで映画

を上映・鑑賞する機会がどんどん少なくなって

います。 

　そのような状況の中、観客全員で一つのスク

リーンを眺める映画体験には、テレビやスマー

トフォンで楽しむのとは全く異質の興奮や感動

があり、なくしてはならない文化であると考え、

今回、宿毛市としては初めてとなる独立行政法

人国立美術館の国立映画アーカイブが実施する

令和５年度優秀映画鑑賞推進事業により、フィ

ルムを無償提供いただき、黒澤明監督作品を４

作品上映いたしました。 

　入場者数につきましては、２日間、４作品合

わせて１４０人となり、この事業の効果・目的

となる映画上映をきっかけとして、市民が集い、

楽しみながら共感・交流できるコミュニティー

の場を提供することができたものと考えており

ます。 

　また、今年度は、１２月２日にも坂本図書館

内で小規模な映画上映会も計画しており、来年

度以降につきましても、この事業を継続し、幅

広い年齢を対象とした作品の上映について、検

討してまいります。 

　以上でございます。 

○議長（川村三千代君）　１番井上　将君。 

○１番（井上　将君）　ありがとうございます。 

　今後も記念事業だけではなく、先ほど言われ

たように定期的な事業として、ぜひとも取組を

継続していただきたいと思います。 

　やはり宿毛市、幡多郡に限らずですけれども、

映画を見に行くとなると、片道２時間半以上か

けて、高知市、松山市、そういった遠方に足を

運ばないといけないという時代になっておりま

す。 

　実際、買い物ついでに行くとなると、映画と

いっても２時間ぐらいの上映時間を考えると、

なかなか買い物のついでに映画を見ようという

のも、なかなか足を運ぶのも時間的に厳しくな

ってくると思います。 

　さらに、若者のこういった娯楽として、若者

だけに限らず、様々な年代の娯楽として、映画

事業が、今後宿毛市の文化として、私は続けて

いくべきではないかと考えております。 

　今回、土佐清水市や黒潮町はスラムダンクの

上映を行っていました。やはりこういった話題

作を毎年上映するとなると、今度、宿毛市は何

やるんだろうねとか、そういった話題にもなっ

てくると思いますし、やはり幅広い年代に、そ

して話題作をしっかりと上映していくというこ

とも必要ではないかと思いますので、何とぞこ

の映画事業には、しっかりとまた、いろいろな

方々のアイディアもいただいたりして、事業の

継続として、また強くお願いをしたいと思いま

す。 

　よろしくお願いいたします。 

　以上で、私の一般質問を終わらせていただき

ます。 

　執行部の皆様、大変丁寧な御答弁、本当にあ

りがとうございました。 

○議長（川村三千代君）　この際、１０分間休

憩いたします。 

午前１１時０４分　休憩 

－－－－－・・－－－－－・・－－－－－ 

午前１１時１７分　再開 

○副議長（三木健正君）　休憩前に引き続き、

会議を開きます。 

　順次発言を許します。 

　３番小谷翔太君。 

○３番（小谷翔太君）　３番小谷翔太でござい

ます。通告に従い、一般質問を行わせていただ

きます。どうぞよろしくお願いいたします。 
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　まず、沖の島地区の停電について、お伺いい

たします。 

　８月に起きた台風６号による沖の島地区の停

電について、復旧までの経緯とその原因につい

て、お教えください。 

○副議長（三木健正君）　危機管理課長。 

○危機管理課長（有田巧史君）　危機管理課長、

小谷議員の一般質問にお答えいたします。 

　８月８日に発生しました沖の島地区での停電

の影響によりまして、テレビ電波の送信停止や

節水のお願いをするなど、島民の方に大変御不

便をおかけいたしました。 

　この停電によりまして、８月８日午後２時２

６分に停電が発生し、２日後の８月１０日午後

２時１５分に復旧いたしました。 

　四国電力送配電株式会社中村支社によります

と、停電の原因につきましては、台風６号に伴

う強風の影響で飛来物等が接触したことにより、

高圧配電線が断線したものと推測をしておりま

す。 

　この高圧配電線の断線の復旧につきましては、

沖の島在住の電気業者では対応ができないこと

から、四電工の職員による復旧作業が必要でし

たけれども、台風６号に伴う気象状況により沖

の島に渡ることができず、復旧までに時間を要

したものでございます。 

　また、この停電によりまして、沖の島小中学

校、弘瀬老人憩の家、そして鵜来島離島センタ

ーの３か所を、自主避難所として開設いたしま

した。 

　沖の島小中学校につきましては、電力が供給

されておりましたが、弘瀬老人憩の家、鵜来島

離島センターにつきましては、停電しておりま

したので、配備しておりました発電機にて対応

をいたしました。 

　その他の影響につきましては、テレビ電波の

送信と、鵜来島地区での固定電話が一時停止を

いたしました。 

　なお、水道につきましては、停電前よりタン

クに貯水していたこと、また、母島地区では、

停電時より非常用自家発電機を稼働し、水の供

給を行ったことによりまして、断水となること

はございませんでしたが、必要最小限の供給を

行う電力しか確保できない、そういう状況であ

りましたので、島民の方に節水の御協力をお願

いしたというところでございます。 

　以上でございます。 

○副議長（三木健正君）　３番小谷翔太君。 

○３番（小谷翔太君）　御答弁ありがとうござ

います。 

　それでは、今回の台風６号の影響を踏まえ、

次の質問に移らせていただきます。 

　大規模災害発生時の対応について、質問させ

ていただきます。 

　東日本大震災時には、低地部分の長期浸水と

港町では船舶が流されるなどの被害があり、復

旧が遅れたようです。宿毛市に置き換えた場合、

沖の島地区や鵜来島地区の設備復旧にも影響が

出ることが想定されますが、どう行うか想定を

お教えてください。 

○副議長（三木健正君）　危機管理課長。 

○危機管理課長（有田巧史君）　危機管理課長、

小谷議員の質問にお答えいたします。 

　沖の島地域での大規模災害発生時における想

定される大きな被害として、海底ケーブルの損

傷がございます。 

　四国電力送配電株式会社中村支社からは、万

が一、海底ケーブルが損傷した場合には、ケー

ブル張替が必要となることから、復旧に１年程

度を要する見込みであり、それまでの期間は、

港が使用可能となり次第、移動用発電車を移送

しまして、仮送電によって、電力を供給する計

画であるという説明を受けているところでござ

います。 
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　本市としましても、食料や飲料水を備蓄して

おりまして、また母島地区の水道施設へ発電機

を整備することで、電気が遮断した場合でも、

配水機能を維持する装置を講じております。 

　ライフライン施設等の応急対策は、それぞれ

電力、ガス、水道、通信の４つの施設ごとに、

関係機関と協力して被害状況の把握、応急措置、

早期復旧に努めることといたしております。 

　しかしながら、発災後、電気の遮断が長引く

など、想定外の状況によりまして、沖の島内で

の避難生活が困難となった場合には、島民の皆

様に、一時的に本土の避難所へ避難していただ

くなどの対応が必要になることも想定いたして

おります。 

　以上でございます。 

○副議長（三木健正君）　３番小谷翔太君。 

○３番（小谷翔太君）　御答弁ありがとうござ

います。 

　復旧に１年ほどかかるということで、島民の

方も実際に大規模災害が起きた場合に、かなり

不安を抱える方もいらっしゃると思います。 

　特に、今回、８月に起きた台風ということで、

同じように大規模災害、夏時期もしくは冬時期

に起きた場合に、なかなか今は電気がないと生

活が難しくなってくるかと思います。 

　インフラの停止というところは、生活する上

でかなり大きな問題となりますので、行政がど

のような支援を行うか、不安に感じている方も

いらっしゃいますので、十分な周知を行うべき

と感じます。 

　今後、対応をまたよろしくお願いいたします。 

　続きまして、次の質問に移らさせていただき

ます。 

　次は、南海トラフ地震対策について、質問さ

せていただきます。 

　まず、令和４年に国が新規事業箇所として定

めた四国横断自動車道宿毛内海間について、市

としては、都市計画を行っているところだと思

いますが、自動車道の防災利用について、現時

点での計画はどのようになっているか、お伺い

いたします。 

○副議長（三木健正君）　危機管理課長。 

○危機管理課長（有田巧史君）　危機管理課長、

小谷議員の一般質問にお答えいたします。 

　現在、着々と前進しております四国横断自動

車道宿毛内海道路につきましては、南海トラフ

地震の発生を想定する中で、愛媛県や支援物資

の搬入拠点である宿毛新港、災害拠点病院であ

る幡多けんみん病院、また幡多の広域総合防災

拠点である総合運動公園、そして災害時の司令

塔となる宿毛市庁舎などがある希望ケ丘をつな

ぐ、浸水被害を受けない、そういった道路でご

ざいまして、長期浸水で孤立する要救助者の救

出や長期浸水解消に向けた止水排水作業の早期

着工に期待できる重要な道路であるというふう

に認識をしております。 

　また、宿毛新港から国道５６号と交差するま

での区間は、トンネル及び盛り土によりまして

道路を整備する予定であり、津波からの防御の

役割となることにも期待をしております。 

　このように、人、物の輸送に大きな効果をも

たらす災害時の緊急輸送道路、命の道として機

能するルートを確保するため、未事業化区間で

ある和田～宿毛新港間の本年度事業化に向け、

邁進をしているところでございます。 

　以上でございます。 

○副議長（三木健正君）　３番小谷翔太君。 

○３番（小谷翔太君）　御答弁ありがとうござ

います。 

　ここから、私からの提案という形になるんで

すけれども、自動車道の敷設予定図では、貝塚

地区、四季の丘地区、錦地区、自由ケ丘地区、

西町地区、港南台地区などに沿う形での敷設と

なっております。 
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　低地部が長期浸水した場合を見据え、自動車

道をバイパスのように活用し、各地区で行き来

できる計画を策定すること。救援物資の輸送や

人流の移動ができる災害用道路、もしくは通路

を自動車道に備えるべきではないかと考えてい

ます。 

　ぜひ検討いただき、敷設される自治体として、

県や国に対して訴えていただければと思います。

行政を頼るだけでなく、地区や市民同士が相互

に助け合える共助を行うためにも、環境の整備

をぜひお願いしたいと思います。 

　次の質問に移らさせていただきます。 

　次に、ＦＣＰと呼ばれる災害時における家族

継続計画の作成推進について、質問させていた

だきます。 

　ＦＣＰ家族継続計画とは、徳島県が推進して

いる大規模災害発生時の対応を、あらかじめ家

庭内で決めておく計画のことです。 

　家の中や近所の危険箇所、災害用備蓄の把握、

避難のルールや災害発生時の連絡方法などの項

目を事前に確認、決定し、家庭内で共有するこ

とで、生存の可能性を向上させ、短期間での生

活の再開を目指すことができます。 

　当市でも大規模災害発生時、多くの被害が想

定されることから、このＦＣＰを各家庭で作成

していただくことは必要と考えますが、市とし

てはどのように考えるか、所感をお伺いしたい

と思います。 

○副議長（三木健正君）　市長。 

○市長（中平富宏君）　小谷議員の今の質問に

答える前に、先ほど最後に言ったバイパスの案

について、少し現在の当市の考え方の御説明を、

まずさせていただきたいというふうに思いまし

た。 

　このバイパスというお話ですが、新たに道路

をつくるいうことになれば、多額の費用が発生

をします。今お話をした貝塚から港南台まで道

路を新設するとなれば、なかなか難しいという

ふうに考えているところでございまして、一つ

に、高規格道路をつくるにあたって、整備をす

る作業道を引くという形になります。 

　現在の高速道路の横を見てもらえば分かるの

ですが、その作業道は、今後の管理道としてそ

のまま残されて、その後、地元、例えば宿毛で

あれば宿毛市の市道として管理をしていくとい

うような形になっているところが多くございま

す。 

　ただこの道路をつけるにあたっては、トンネ

ル区間は道路がなくなります。だから、横に一

つのつながった道としては、使えないというこ

とになりますので、宿毛市といたしましては、

当初の計画のトンネル部分についても、この貝

塚地区から港南台の裏まで、トンネルを掘らず

に切土での対応をしてもらいたい。切土、盛り

土での対応を、国交省のほうにお願いをしてい

るところでございます。 

　また、この工事用道路につきましても、高規

格道路の南側は、津波での浸水の影響を受けま

すので、高規格道路、昨日の答弁でも申しまし

たように、盛り土での整備をお願いをしており

ますので、その高規格道路の北側に、ぜひ工事

用の道路をつけていただきたい、こういったお

願いをしているところでございます。 

　要するに、宿毛市としては、工事用道路をそ

の後残していただいて、なおのこと、その盛り

土の北側、要するに津波浸水を得ないところに

道路をつないでいきたい、そういった思いで伝

えているところでございます。 

　そして、今後、この道路につきましても、工

事用道路、通常は１車線もしくは１．５車線の

整備になりますので、これを宿毛市の単独での

予算が必要にはなろうかと思いますが、２車線

整備ができないか、こういったことも、今後、

協議をしてまいりたい、そのような状況でござ
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います。 

　補足として、私のほうから答弁をさせていた

だきたいと思います。 

　続きまして、担当課から答弁させていただき

ます。 

○副議長（三木健正君）　危機管理課長。 

○危機管理課長（有田巧史君）　危機管理課長、

先ほど御質問いただきました家族継続計画の取

組につきまして、宿毛市でも推進すべきではな

いかという御質問であったかと思います。 

　お答えさせていただきます。 

　地震や津波などの大規模災害が発生した際の

対応方法について、あらかじめ家庭内でどうい

った行動を取るかや、災害に備えた備蓄を行っ

ているか。また、住宅の耐震性は確保されてい

るかなどについて、発災前に家族で話し合い、

備えが十分であるか確認することは、大変重要

であるというふうに考えているところでござい

まして、これまでも、小学校や防災訓練等で推

進をしてまいりました。 

　高知県が令和２年度に、県内全家庭に配布を

いたしました防災啓発冊子というものがござい

まして、南海トラフ地震に備えちょきの中でも、

家族継続計画で提唱されている内容と同様の形

で、それぞれの御家庭での備えをチェックする

ことや家族の防災ルールを話し合うこと、それ

から防災グッズの準備や自宅の状況の確認等を

行うことを、そこで呼びかけをいたしておりま

す。 

　また本市におきましても、令和２年度に市内

全世帯に配布をいたしました洪水ハザードマッ

プでも、各家庭での備え等を呼びかけしており

まして、今後においても、様々な形で引き続き

啓発に努めてまいりたい、このように考えてい

るところでございます。 

　以上でございます。 

○副議長（三木健正君）　３番小谷翔太君。 

○３番（小谷翔太君）　市長、課長、御答弁あ

りがとうございます。 

　先に、市長のほうからいただいた御答弁につ

いて、計画のほうで、市のほうからも訴えてい

ただけるということで、ぜひ、せっかく今から

つくる計画ということで、まだまだ敷設される

自治体として、いろいろ計画を立てていけると

ころであると思いますので、また今後ともよろ

しくお願いいたします。 

　またＦＣＰについても、市のほうでもハザー

ドマップ等、配布をしていただいてるというこ

とで、なおまた、計画のほう、推進をしていた

だければと思います。 

　皆さん御存じのとおり、災害への備えを考え

るときに、自助・共助・公助、この三つに分け

ることができます。 

　市民一人一人が自分の身は自分で守る、自分

たちの地域は自分たちで守るという考えを持っ

て、日頃から災害に備えることが重要だと考え

られます。 

　子供たちだけが残された場合、どこの誰に助

けを求めるのか。家がなくなった場合、仮設住

宅が建設されるまでの間に、住まわせてくれる

人がいるか。市民にもいま一度、自分ごととし

て考えていただきたいと思います。 

　この考えを浸透させていくためにも、ぜひＦ

ＣＰであったり、またハザードマップの配布、

また続けていっていただいて、周知を推進して

いただければと思います。よろしくお願いいた

します。 

　それでは、次の質問に移らせていただきます。 

　ボランティアについて、質問させていただき

ます。 

　市内で活動するボランティアの現状について、

市として把握しているか、お教えください。 

○副議長（三木健正君）　福祉事務所長。 

○福祉事務所長（畠中健一君）　福祉事務所長、
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小谷議員の一般質問にお答えいたします。 

　本市において活動されているボランティアの

現状につきましては、ボランティア団体及びそ

の活動内容に係る統計等がございませんので、

全てを把握できてはおりませんけれども、宿毛

市社会福祉協議会において開催されている手話

や要約筆記、朗読、傾聴などのボランティアサ

ークルなどのほか、公園や道路沿いの花壇の美

化活動や清掃活動、お祭り等の地域の伝統行事

など、市内各地で様々な活動を行っていただい

ていると認識しております。 

　以上でございます。 

○副議長（三木健正君）　３番小谷翔太君。 

○３番（小谷翔太君）　御答弁ありがとうござ

います。 

　次に、ボランティアの登録制度の創設につい

て、質問させていただきます。 

　こちらも、先ほどの内海道路と同じく、私か

らの提案という形になります。 

　先ほどの御答弁にもありましたが、今後、お

祭り等の地域の伝統行事は、少子高齢化の影響

を受け、人不足を原因に実施できない状態が想

定をされます。 

　反対に高齢者の方の中には、まだまだ元気な

方もいらっしゃり、ボランティア活動に参加す

る意欲を持った方も多数いらっしゃいます。 

　しかし、どのコミュニティーにボランティア

が必要なのか把握が難しく、協力したくてもで

きない現状です。 

　また、社会福祉協議会のボランティアも限定

的であり、市内で行われている多くの活動の把

握は難しいと思われます。 

　そこで、両者をつなぎ合わせていく役を行政

が担う必要があると考えます。市として、ボラ

ンティアの登録制度を創設し、市民が気軽にボ

ランティアを行える仕組みづくりが必要と感じ

ますが、市としての所感をお伺いいたします。 

○副議長（三木健正君）　福祉事務所長。 

○福祉事務所長（畠中健一君）　福祉事務所長、

小谷議員の御質問にお答えいたします。 

　宿毛市におけるボランティアの登録制度につ

きましては、宿毛市社会福祉協議会において、

手話や要約筆記、朗読などのボランティア登録

を行っており、災害発生時には災害ボランティ

アセンターを設置し、災害ボランティアの募集

なども行っております。 

　人口減少や高齢化が進む中、地域における支

え合いの力は低下しており、お祭り等の地域の

伝統行事や清掃活動など、それぞれの地域だけ

では継続が困難になりつつある現状については、

認識をしております。 

　担い手不足による地域課題を解決するために

は、ボランティアという善意の力が必要である

と考えておりますので、ボランティアをしたい

方と、ボランティアを必要とする方をどう結び

つけられるかなど、先ほどありました社会福祉

協議会をはじめとする関係機関、社会福祉協議

会のほうには登録制度がございますので、そう

いったものが活用できないか、そういったとこ

ろも含めまして、関係機関と協議をしてまいり

たいと考えております。 

　以上でございます。 

○副議長（三木健正君）　３番小谷翔太君。 

○３番（小谷翔太君）　先ほど御提案させてい

ただいた内容に加えて、他の自治体では、ボラ

ンティア活動を行った方にポイントを付与する

など、市民がボランティアを行いやすい、イン

センティブを用意した形の環境整備を行ってい

るところもあります。 

　人口減少を食い止める施策を行う必要もあり

ますが、並行して、市民が行うすばらしい社会

活動を絶やさないような現状の取り組みも、必

要ではないでしょうか。 

　これまで、地域で紡いできた伝統や文化は、
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決してなくしてはなりません。市としての一層

の支援をお願いいたします。 

　次の質問に移らさせていただきます。 

　宿毛市総合運動公園の維持・管理について、

質問させていただきます。 

　令和４年度の宿毛市総合運動公園内のトレー

ニング室の利用者数について、お伺いいたしま

す。 

○副議長（三木健正君）　生涯学習課長。 

○生涯学習課長兼宿毛文教センター所長（中平

成也君）　生涯学習課長、小谷議員の一般質問

にお答えいたします。 

　令和４年度における宿毛市総合運動公園内に

ありますトレーニング室につきましては、延べ

５，２１１人。開館日の平均で、１日当たり約

１４人の方の御利用をいただいております。 

　以上でございます。 

○副議長（三木健正君）　３番小谷翔太君。 

○３番（小谷翔太君）　御答弁ありがとうござ

います。 

　それでは、再質問させていただきます。 

　以前、私自身がトレーニング室を利用した際

に、清掃が行き届いていないことがありました。

清掃の頻度をお伺いいたします。 

○副議長（三木健正君）　生涯学習課長。 

○生涯学習課長兼宿毛文教センター所長（中平

成也君）　生涯学習課長、お答えいたします。 

　トレーニング室の清掃につきましては、土日

祝日を除き、２日に１度の定期的な清掃のほか、

来訪者が不快に感じることがあるような汚れな

どがあった場合は、随時、指定管理者が清掃を

行っております。 

　しかしながら、トレーニング室やトレーニン

グ機器は共同での利用となるため、どうしても

利用者相互の配慮やマナーも必要となります。

今後もトレーニング室を快適に御利用いただく

ため、利用者自身が備え付けのペーパータオル

やモップ等を御使用いただき、機器の掃除をし

たり、気づいた方が周りの清掃をしていただく

などの御協力をお願いするなど、利用者の皆さ

んが快適に過ごせるよう、マナーアップの啓発

にも努めたいと考えております。 

　以上でございます。 

○副議長（三木健正君）　３番小谷翔太君。 

○３番（小谷翔太君）　トレーニング器具によ

っては体に直接触れるものもあり、感染症の観

点からも、清潔な状態を保っていただければと

思います。 

　また、利用者自身での清掃との御答弁があり

ましたが、民間のトレーニングジムなども、使

用後の器具を自身で清掃するルールやマナーの

徹底を行っています。 

　市としても、不特定多数の利用者が使用する

ことを想定し、利用者への一層の注意喚起を求

めます。 

　それでは、次の質問に移らさせていただきま

す。 

　同じく、宿毛市総合運動公園内のアリーナ清

掃用具について、質問させていただきます。 

　アリーナ使用後は、使用者がモップがけをす

るルールとなっていますが、そのモップが汚れ

ている場合が多々見られます。用具の整備や清

掃頻度について、お教えください。 

○副議長（三木健正君）　生涯学習課長。 

○生涯学習課長兼宿毛文教センター所長（中平

成也君）　生涯学習課長、お答えいたします。 

　宿毛市総合運動公園に設置してあります清掃

用具につきましても、指定管理者による管理と

なっており、御質問の市民体育館、アリーナ倉

庫に設置しているモップにつきましても、指定

管理者が管理を行い、定期的に洗濯等を行って

いるところですが、今後は、きれいな状態を保

てるよう余裕を持ったモップ数を用意し、ロー

テーションを行うなどの対策をとってまいりま
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す。 

　以上でございます。 

○副議長（三木健正君）　３番小谷翔太君。 

○３番（小谷翔太君）　御答弁ありがとうござ

います。 

　アリーナ内の汚れは、利用者の事故等にもつ

ながりかねません。早期の対策をお願いいたし

ます。 

　また、利用者にも使用するシューズの清掃な

ど、アリーナ内を汚さないよう協力いただくよ

う、予防についても周知を併せて行っていただ

ければと思います。 

　それでは、最後の質問に移らさせていただき

ます。 

　駅前避難タワーのトイレ設置について、質問

させていただきます。 

　令和５年第２回定例会にて、寺田議員の一般

質問でもありました、駅前避難タワーのトイレ

設置について、駅前の公園ではなく付近のお店

にトイレを借りる姿が見られます。 

　物価高騰等によって建設費用が多額のため、

現状では宿毛駅内のトイレを使用していただき

たいとの回答でしたが、２人以上の子供と来て

いる保護者の方にとって、駅構内のトイレは遠

く、やはり近くにトイレは必要と感じます。 

　同様の答弁になるかと思いますが、設置につ

いてお伺いいたします。 

○副議長（三木健正君）　都市建設課長。 

○都市建設課長（小島裕史君）　都市建設課長、

津波避難タワーがある駅前公園のトイレ設置に

ついて、お答えします。 

　６月の定例会でお答えしたように、津波避難

タワーは、設計時から１棟４億円程度が見込ま

れ、整備費の抑制が求められている状況にあっ

たため、駅前公園については、宿毛駅のトイレ

使用を想定しトイレを整備しておりません。 

　公園内にトイレがあれば利便性が向上し、滞

在も快適になりますが、市が管理する公園につ

いては、ほかにも既存施設の修繕や更新、先ほ

ど井上議員の質問にもありました、草刈りなど

様々な要望を受けており、その中でも特に遊具

の設置については、署名や陳情書、市民の窓へ

の投函、子ども議会などを通じ、多くの要望を

受けています。 

　このような要望にできるだけ応え、公園施設

を充実していきたいと思いますが、トイレや遊

具のように設置費が高額になるものについては、

財政面の課題もありますので、各公園の利用状

況や使用者のニーズを把握する中で、総合的に

考えてまいります。 

　以上でございます。 

○副議長（三木健正君）　３番小谷翔太君。 

○３番（小谷翔太君）　御答弁ありがとうござ

います。 

　市民の皆さんの利用頻度が高く、休みの日に

は多くの家族を見ます。それだけ市民の皆さん

からも、目に見える形というところで公園が設

置されているところであると思いますので、そ

れに合わせて、また、先ほど前述したとおり、

市民の方が一般の量販店さんのトイレを御使用

されてるというところの現実もあるというとこ

ろで、今後も積極的に御検討いただければと思

います。 

　御答弁いただいた皆様ありがとうございまし

た。 

　これにて私の一般質問を終わらせていただき

ます。 

　ありがとうございました。 

○副議長（三木健正君）　この際、午後１時１

０分まで休憩いたします。 

午前１１時４６分　休憩 

－－－－－・・－－－－－・・－－－－－ 

午後　１時１１分　再開 

○議長（川村三千代君）　休憩前に引き続き、
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会議を開きます。 

　９番川田栄子君。 

○９番（川田栄子君）　よろしくお願いします。 

　…………………………………………………… 

………………………………………………………

………………………………………………………

………………………………………………………

…………… 

　…………………………………………………… 

………………（発言一部取り消し）…………… 

………………………………………………………

……………………… 

　…………………………………………………… 

………………………………………………………

……………………… 

　……………………………………………… 

　質問に入ってまいります。 

　１番、平和学習について、お聞きをいたしま

す。 

　第二次大戦で軍人２３０万人、民間人含める

と３２０万人の戦没者を出しました。戦争から

７８年目、子供たちと一緒に終戦記念日を考え

たり、伝える際の手がかりとなる。子供たちに

伝えるにはいろいろ難しさを感じますが、きち

んと伝えたいと思います。 

　当市の平和学習について、お聞きをいたしま

す。 

　戦争とは何か。かつて日本でどんなことが起

きたのか。戦争の背景として、当時の日本の状

況や社会情勢にどのようなことがあって戦争が

起きたかなどのことを、どのように教えている

のか、お聞きをいたします。 

○議長（川村三千代君）　教育長。 

○教育長（鎌田勇人君）　川田議員の一般質問

にお答えいたします。 

　戦争とは何かとの御質問ですが、一言で表現

することは非常に難しいですので、辞書で引い

て調べてみますと、戦い、戦、武力による国家

間の闘争というふうに載っております。 

　また、かつて日本で何が起きたのかという御

質問ですが、武力による国家間の闘争として代

表的なものは、第二次世界大戦から太平洋戦争

にわたる戦争があると思います。 

　様々な時代背景があり、ニュアンスの違いな

どがあってはいけないため、この場で詳細は申

し上げることは難しいですが、教科書では、第

二次世界大戦は、１９３９年（昭和１４年）、

太平洋戦争は１９４１年（昭和１６年）に始ま

ったとされ、皆さん御存じのとおり、先ほど議

員も言われたように、終戦を迎える昭和２０年

まで、この戦争により多くの方々が亡くなって

おります。 

　中学校の学習指導要領では、大戦が人類全体

に惨禍を及ぼしたことを理解できるようにして、

国際協調と国際平和の実現のために努めること

が大切であることに気づかせるようにすること

とありますので、教科書を使って、その目標に

沿った授業を本市では行っております。 

　また、本市での平和学習への取組についてと

いう御質問だったと思います。 

　本市では、市内の各学校の平和学習として、

コロナ禍で実施できていない時期はありました

が、例年、小学校では広島県へ修学旅行に訪れ、

平和公園や原爆資料館の見学、語り部さんの話

を聞いて、戦争の悲惨さや平和の大切さについ

て学習を深め、学校に帰ってからまとめを行い、

見たことや感じたことを下級生に伝えるなどの

取り組みをしております。 

　また、校区に戦争遺跡等のある学校では、現

地を訪れ、地域の方から説明を受けたり、８月

の登校日などに平和学習を行うなど、各学校そ

れぞれ工夫を凝らした平和学習を行っておりま

す。 

　以上でございます。 
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○議長（川村三千代君）　９番川田栄子君。 

○９番（川田栄子君）　質問（２）へまいりま

す。 

　終戦記念日を伝える玉音放送について、お聞

きをいたします。 

　玉音放送で、天皇は終戦と宣言いたしました。　

敗戦ではなく、終戦といった天皇の当時の力は

どのようなものであったのか、平和学習につい

て、お聞きをいたします。 

○議長（川村三千代君）　教育長。 

○教育長（鎌田勇人君）　ただいまの御質問に

ついては、本市行政に対する質問ではないと考

えますので、教育長として答弁を差し控えさせ

ていただきたいと思います。御理解お願いしま

す。 

　以上です。 

○議長（川村三千代君）　副市長。 

○副市長（岩本昌彦君）　副市長、川田議員の

質問に補足的になりますけれども、答弁をさせ

ていただきます。 

　一般質問に関しましては、宿毛市議会の会議

規則第６２条第１項において、議員は市の一般

事務について、議長の許可を得て質問すること

ができると規定をされております。 

　ここで川田議員の通告書を最初に拝見したと

きに、大項目として平和学習についてとあり、

小項目としては、（１）戦争とは何か、かつて

日本で何が起きたか。（２）終戦記念日を伝え

る玉音放送について。それから、（３）戦後日

本がどのようにアメリカを受け入れたかとあり

ます。 

　これを拝見したときに、正直、この御質問の

趣旨というか、真意を理解しかねておりました

けれども、その後、職員が質問の趣旨確認のた

めの聞き取りを行った際も、正直、理解が難し

かったというふうに報告を受けております。 

　議員各位におかれまして、重々御承知のこと

だと思いますので、大変恐縮ではございますけ

れども、改めて説明させていただきますと、会

議規則とは、議会運営において、全ての議員が

遵守しなければならない非常に重要なルールと

なっております。 

　この会議規則は、昭和４１年に議員発議で制

定をされまして、以後、何度かの改正も全て、

当然ですけれども議員発議でなされております。 

　つまり、議員自らがつくり、歴代の議員によ

って、長きにわたって遵守をされてきたもので

ございます。そういった非常に重要な根底的な

ルールになっております。 

　川田議員自身、そのことはよく御理解の上で、

この御質問いただいたとは思いますけれども、

我々としては、この御質問は、市の一般事務に

該当するものではないというふうに判断をいた

しました。 

　先ほどの教育長答弁になったというふうに考

えております。 

　なお、議員の議場での発言をどのように取り

扱うのかは、議会の権限の問題ですので、これ

に関して口を挟むことはできませんけれども、

今後、こういった同様の質問がされたとしても、

宿毛市としての市の一般事務の範囲を超えるも

の、つまり宿毛市としての責任と権限の及ばな

い内容について御質問いただいたとしても、な

かなか答弁が難しいというふうに考えておりま

すので、その旨、御理解のほどよろしくお願い

いたします。 

○議長（川村三千代君）　９番川田栄子君。 

○９番（川田栄子君）　了解いたしました。 

　私は、子供たちと共に、平和学習、戦争に命

を捧げられた方についての平和学習、勇敢に戦

った方々への尊敬の念も持って、目を向け、心

を寄せてみる、そんな議会の内容にしていきた

いと思いました。 

　了解いたしましたので、次の質問に移ります。 
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　質問２であります。 

　市道桜町藻津線の街路樹について、お聞きを

いたします。 

　６月議会で、市道桜町藻津線の街路樹につい

て、東議員から、伐採要請に対する答弁がござ

いました。このことから、街路樹が切られてい

ることに怒りを持っている複数の住民が声を上

げています。 

　市道桜町藻津線の街路樹伐採について、伺い

ます。葉が落ちる、虫がわくなど、区長から声

が上がったと言われる声もあれば、区長は知ら

ないという方もいたり、入院してる区長もいた

りして、皆さん、近くの区長にお聞きになった

わけではないというお断りもありましたが、市

長に聞くと、みんなの意見を聞いたという市民

もいたり、非常に曖昧な状況でありますので、

皆さんの同意があったかどうかは不明でありま

す。 

　住民説明が十分であったかということになり

ます。行政の事業は、住民説明が十分あって、

納得していくことが重要であります。 

　十分な説明があったのかどうか、経緯を伺い

ます。 

○議長（川村三千代君）　土木課長。 

○土木課長（太田芳宏君）　川田議員の一般質

問について、お答えいたします。 

　市道桜町藻津線に植樹された街路樹の撤去に

ついては、本年の第２回定例会でもお答えしま

したが、落ち葉や病害虫発生のため、地元より

撤去を要望されておりました。 

　本年度は、県道宿毛津島線との合流点から、

およそ３５０メートル間の撤去を行いました。 

　なお、今回の撤去につきましては、昨年の市

政懇談会においても、宿毛小中学校への通学路

について、歩道幅が狭く安全性が確保されてい

ないとの御意見もいただいております。 

　そのような地域の声も勘案し、道路利用者の

視認性及び通行空間の確保をするための対策で

もあります。 

　また、撤去に際しては、地元の地区長に相談

した上で、街路樹撤去の前に、地区長を通して

沿線住民の方々に対し案内文書を回覧し、周知

させていただきました。 

　なお、内容について、特段の御意見はござい

ませんでした。 

　以上であります。 

○議長（川村三千代君）　９番川田栄子君。 

○９番（川田栄子君）　質問（２）へまいりま

す。 

　街路樹の所期の目的について、伺います。 

　夏の日差しを遮ったり、排気ガスや騒音を和

らげ、道路沿いの環境を守りるなど、多々、最

初の街路樹の目的があったと思われます。 

　そのことについて伺います。 

○議長（川村三千代君）　土木課長。 

○土木課長（太田芳宏君）　土木課長、お答え

いたします。 

　通常、道路に植樹を植える植樹帯の役割とし

ては、道路構造令第２条の１８におきまして、

専ら良好な道路交通環境の整備又は沿道におけ

る良好な生活環境の確保を図ることを目的とし

て、樹木を植栽するために縁石線又は柵その他

これに類する工作物により区画して設けられる

帯状の道路の部分をいうとあります。 

　市道桜町藻津線の開通当時は、同様の目的と

して設置されたと思われますが、現在は令和５

年第２回定例会においても、同様の質問があり

ましたとおり、供用開始から３０年経過したこ

とにより街路樹が成長しすぎ、道路施設の損傷

や落ち葉、病害虫の発生が地元で問題となって

おります。 

　以上です。 

○議長（川村三千代君）　９番川田栄子君。 

○９番（川田栄子君）　（３）へまいります。 
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　街路樹の重要性について。住民の皆様は、雨

風が降っても木が遮ってくれた、強い日光も木

があると目に優しいと言われています。 

　私も、街路樹の重要性として、美しく統一感

のある町並みを演出し、日照や風など気象の調

節、ヒートアイランド現象に寄与する。そして、

火災発生時に延焼を防止するなど、災害に強い

まちづくりを推進していく上で、重要な役割を

果たすものと考えますが、街路樹の重要性につ

いて、お聞かせください。 

○議長（川村三千代君）　土木課長。 

○土木課長（太田芳宏君）　土木課長、お答え

いたします。 

　道路の植樹帯及び街路樹の重要性につきまし

ては、沿道の交通環境の整備及び生活環境の確

保を目的とはされていますが、街路樹が成長し

すぎ、道路施設の損傷や落ち葉、病害虫が発生

し、沿線を含めた住民の生活環境が悪化してい

ます。 

　また、街路樹により、歩行者等に対する自動

車の視認性も悪くなり、交通環境の悪化も発生

しています。 

　過去においては、高砂地区の当路線で幼い命

が犠牲となる痛ましい事故が発生し、地元から

の要望により、既に街路樹を撤去している箇所

もあります。 

　そういった経緯もあり、年々、市民からの声

も大きくなっているところです。 

　以上です。 

○議長（川村三千代君）　９番川田栄子君。 

○９番（川田栄子君）　質問（４）へまいりま

す。 

　伐採の理由についてであります。伐採する理

由はたくさんあると思います。 

　先ほど課長が言われましたように、枝葉が茂

り過ぎると風通しが悪くなったり、交通の妨げ

になったり、樹木全体に日照や通風を確保して

健全に育てていく並木としては、形や個々の樹

形を整えるために、枝の切除が必要になってき

ます。 

　枝が伸びすぎて、交通や道路、市民生活に支

障とならないように、良好な状態を保つことが

重要でありました。 

　基本的に住民の皆様に、伐採の理由について、

誰がどのような理由で決断をしたのか、お聞か

せください。 

○議長（川村三千代君）　土木課長。 

○土木課長（太田芳宏君）　土木課長、お答え

いたします。 

　先ほどより答弁させていただいているとおり、

住民から寄せられた意見をお聞きし、地区長に

相談した上で、沿線住民に周知を図り実施して

おります。 

　今後も地元と調整しながら、引き続き街路樹

の撤去を実施してまいりたいと考えております。 

　撤去後につきましては、既に駅前周辺のエリ

アでは、花を植えるといった活動を通じ、住民

の方々のボランティア精神や環境美化に対する

意識の醸成を図る宿毛でお花おもてなし事業の

取り組みも進めており、今回のエリアにおきま

しても、地域の声を聞く中で、そういったこと

も取り組んでまいりたいと考えております。 

　以上です。 

○議長（川村三千代君）　９番川田栄子君。 

○９番（川田栄子君）　再質問を行わせてくだ

さい。 

　木を切るのは、たやすいことでありますが、

元の姿に再生するには何時間も要します。将来

の財産が減少する恐れもあります。地球環境

保全として、樹木には窒素や炭素の同化やＣＯ２

を削減する働きもあります。 

　目に見える効果は景観が向上します。見えな

い効果は、ヒートアイランド抑制、環境衛生の

保全などがあります。この点について、どのよ
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うにお考えなのか、お聞かせください。 

○議長（川村三千代君）　土木課長。 

○土木課長（太田芳宏君）　土木課長、お答え

いたします。 

　先ほどの質問の部分については、ヒートアイ

ランド現象とか、その他の植樹に対しての役割

について、どう思うのかということがあろうか

と思います。 

　そういうふうな目的、設置当時の当初の目的

としては、美観とか、そういうようなこともあ

っただろうとは思うんですけども、現在、街路

樹を植えてから３０年を経過しまして、木ない

し、高木や低木とかが大きくなり過ぎて、特に

高木なんですけれども、太くなり過ぎて、ほか

の歩道であったり、そういうようなものを傷め

てきたり、大きく成長して見えづらかったりと

いうところの部分も、非常に多く問題視されて

ございます。 

　その中で、地元の方々に確認した上で、撤去

をしてまいった次第です。 

　以上です。 

○議長（川村三千代君）　市長。 

○市長（中平富宏君）　川田議員の御質問にお

答えをさせていただきます。 

　やはり緑というものは、非常に大切だという

ふうに思います。 

　ただ、当市におきましては、森林率が８４％

ということで、市全体で見れば非常に木が多い、

そういった緑にあふれた町になっております。 

　逆に山を昨日より一般質問でもいただいてお

りますが、環境譲与税のような形で、ここをし

っかりと管理、整備をしていかなければいけな

いというのが、一方のそういった問題にもなっ

ているところでございます。 

　そういった形の中で、この街路樹につきまし

ては、本来であれば、歩行者の通行区分と車道

との間に街路樹があって、そこの通行を分けて、

それぞれが安全に歩行者も通行ができる、そう

いったものでなければいけないというふうに思

っているところでございますが、残念なことに、

この路線につきましては、歩道内にそういった

街路樹の設置がなされているところでございま

して、街路樹によって、歩行者の方々の通行を

妨げるような状況になっておりました。 

　加えて、３０年経過したということで、歩道

が、その根によって段差ができて非常につまず

くようなことがあるとか、また、これもこれか

らの当市の課題ではありますが、全国的な問題

でもありますが、自転車というのは、本来は車

道、これは軽車両でございますので、車と同じ

く車道を走る乗り物ではございますが、小学生、

中学生であれば、歩道内を走ることも法律で許

されているところでございます。 

　そういった形の中で、通行している子供たち

が、あの狭い歩道内を自転車も、そして歩行者

も歩いているということで、非常に危険だとい

うことで、保護者の方々、それから先ほど申し

ましたように、市政懇談会の中で地元の地区長

さんからも、それに対する懸念の声が上がって

きていた、そういったところでございます。 

　以上でございます。 

○議長（川村三千代君）　９番川田栄子君。 

○９番（川田栄子君）　行政側のお気持ちはよ

くわかりました。 

　それで、再質問になりますけれども、住民の

方々は、どうしても景観上とか、そういう災害

の面とかで残してほしいなという思いが立ち切

れない方もいらっしゃいますので、一言、ここ

で申し上げたいのは、迷惑する人が、そういう、

自分の所の木は、葉が落ちて大変だから切って

ほしいと、そう言われる方のところの近辺の木

だけを切ればいい。こういうことも、皆さんお

っしゃっている方がおられますので、このこと

について、ちょっとお聞かせください。 
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○議長（川村三千代君）　土木課長。 

○土木課長（太田芳宏君）　土木課長、お答え

いたします。 

　現在、街路樹の撤去については、進め方とし

て、街路樹を撤去する事前に地元の方々に確認

を取らさせていただいて、地元の声も確認しな

がらの撤去を実施してございます。 

　そういう意味もありますので、これからも方

法としては、そのような形で地元の確認を取り

ながら、撤去していきたいと思ってございます。 

　以上でございます。 

○議長（川村三千代君）　市長。 

○市長（中平富宏君）　私の方からもお答えを

させていただきたいと思います。 

　川田議員、迷惑されている方がいれば、その

前の木を切ればいいんじゃないかというお話を

されたんだというふうに思います。 

　当然、それも一つの理由ではありますが、先

ほど来、土木課長のほうでお答えをしているよ

うに、その通行帯の確保であるとか、また、周

辺の方々のみならず、いろいろな方々が利用す

る歩道でもございますので、周辺の方々の御意

見というのも、当然聞いていかなければいけな

いところでございますが、やはり子供たちを通

学させている学校の保護者の御意見であるとか、

そういったものを集約をしながら、方向性を決

めながら撤去に向けて動いていきたい、そのよ

うに思っているところでございます。 

　なお、撤去した後の活用につきましては、先

ほどお話をさせていただいたように、当市は今、

花でおもてなしをしようということで取組をさ

せていただいております。ぜひ、周辺の方々、

率先して、撤去したところに花を植えていただ

く。 

　また、子供たちが通学していて、狭くなって

いるようなところは、これから舗装をするなど、

そういった子供たちの通学路としても整備をし

ていきたい、そのように思っているところでご

ざいます。 

　以上でございます。 

○議長（川村三千代君）　９番川田栄子君。 

○９番（川田栄子君）　了解しました。市民の

皆様も了解されたかどうか分かりませんけれど

も、質問をさせていただきました。 

　（５）へまいります。 

　この伐採の業者、費用、そして抜根作業等に

ついて、教えてください。 

○議長（川村三千代君）　土木課長。 

○土木課長（太田芳宏君）　土木課長、お答え

いたします。 

　今回撤去した街路樹等の費用につきましては、

高木撤去１９本、低木撤去、抜根１３０平米、

約１２０万円です。 

　工事は、市道桜町藻津線ほか除草剪定業務委

託で、有限会社池田造園が実施しています。 

　以上です。 

○議長（川村三千代君）　９番川田栄子君。 

○９番（川田栄子君）　抜根作業は、根は残す

ということでしょうか。再質問させてください。 

○議長（川村三千代君）　土木課長。 

○土木課長（太田芳宏君）　土木課長、お答え

いたします。 

　高木については、根は現在残ったままです。

高木の根については、ある程度、一定の期間、

上からカバーをして、その後腐った根を掘り起

こすというような形をとりたいと思っています。 

　そして、低木部分については根も一緒に取っ

てございます。 

　以上でございます。 

○議長（川村三千代君）　９番川田栄子君。 

○９番（川田栄子君）　根を残しますと、カバ

ーをかけておくと言われていますので、切断面

にグリホサートとか、そういうことを塗るとい

うことはなく放置ということでございますです
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かね。 

　そうなると、シロアリなどがわくということ

になって、民家の方へもシロアリが当然、繁殖

していくということになりはしないかという心

配がございますけれども、そのことについてお

聞きをいたします。 

○議長（川村三千代君）　土木課長。 

○土木課長（太田芳宏君）　土木課長、お答え

いたします。 

　現在、高木の根のところに上から防草シート

をかぶせてございます。そこのところで水が入

らないようにはしておるんですが、先ほどから

のお尋ねのとおり、アリが入って、そこからシ

ロアリとかそういうのがわくのではないかとい

うところでありますけれども、土木課としては、

今後とも適切な管理をして、その根を腐らせて、

その腐った根を取っていくというような方向で

いきたいと考えています。 

　以上です。 

○議長（川村三千代君）　９番川田栄子君。 

○９番（川田栄子君）　このように、住民の皆

さんが、周知をされてない方とか、御不満を持

っておられる方もおりますけれども、近隣地域

の周知、また御挨拶、機械による騒音等などが

決定したら、なるべく早く御近所に御挨拶に伺

い、住民の了承を得ておくことが大切だったの

ではないかと考えますけれども、その点につい

て、いかがでしたでしょうか、教えてください。 

○議長（川村三千代君）　土木課長。 

○土木課長（太田芳宏君）　土木課長、お答え

させていただきます。 

　答弁につきましては、先ほど説明させていた

だきました経緯の内容と同じでございます。 

　以上でございます。 

○議長（川村三千代君）　９番川田栄子君。 

○９番（川田栄子君）　了解いたしました。 

　それでは、最後に、伐採の注意点といたしま

して、日本は国家神道、何かを建設するときや

木の処理をするときには、全て神が宿るという

考え方があります。 

　この習慣から、伐採に対して供養の気持ちを

表すための御祓いの儀式などは、執り行われた

のでしょうか、教えてください。 

○議長（川村三千代君）　総務課長。 

○総務課長兼選挙管理委員会事務局長（桑原　

一君）　総務課長、川田議員の質問にお答えい

たします。 

　宗教的な部分についてに関しては、行政のほ

うで携わるものではございませんので、先ほど

の御質問に関しては、そういった対応は一切し

てないということでございます。 

　以上でございます。 

○議長（川村三千代君）　９番川田栄子君。 

○９番（川田栄子君）　次、大きい３番にまい

ります。 

　公共施設のバリアフリー化について、お聞き

をいたします。 

　生きがい大学が７月にございまして、文教セ

ンターで行われていますけれども、会場づくり

の椅子は可動式ですから、上から全体がおりて

きて設定をされます。 

　着地点と床とのギャップがございまして、そ

この段差が高かったことから、倒れた受講者が

いました。 

　支えがないと、痛みがあって歩けない程度の

受講者は、９１歳か９２歳ということでしたけ

れども、その後、検査で骨には異常はありませ

んでした。 

　病院は、ひとり暮らしのことから入院をすす

めましたが、本人は気丈な方でございましたの

で帰られました。 

　そして、受講者の複数の方に伺ってみますと、

そこはいつも怖いと感じるところがある。注意

が要るという声が複数ありましたので、障害を
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抱えている方、また高齢者の方が思いがけない

ことにならないために、段差解消などバリアフ

リー化を促進するため、平成１８年６月に公布

された高齢者、障害者等の移動等の円滑化の促

進に関する法律には、移動や施設利用の利便性、

安全性の向上を促進するため、公共施設のバリ

アフリー化を推進する。またバリアフリー化の

ためのソフト施策を充実するとありますが、当

市の公共施設のバリアフリー化について、お伺

いをいたします。 

○議長（川村三千代君）　総務課長。 

○総務課長兼選挙管理委員会事務局長（桑原　

一君）　総務課長、お答えをいたします。 

　公共施設のバリアフリー化につきましては、

公共施設を新築する場合には、高知県ひとにや

さしいまちづくり条例に基づきまして、障害者

や高齢者等も安全かつ快適に利用ができるよう

に配慮をしているところでございます。 

　また、既存施設につきましては、利用者等の

意見も参考に、優先順位をつけながら、安全に

利用できるように対応を検討しているところで

ございます。 

　以上でございます。 

○議長（川村三千代君）　９番川田栄子君。 

○９番（川田栄子君）　次の質問です。 

　生きがい大学の受講者の事故等の安全の確保

と、保険整備が確保されているか。また受講者

の事故の対応等について、お伺いをいたします。 

○議長（川村三千代君）　長寿政策課長。 

○長寿政策課長（谷本裕子君）　長寿政策課長、

川田議員の一般質問にお答えいたします。 

　生きがい大学事業の安全管理につきましては、

スタッフに看護職を配置し、緊急時に対応でき

る体制を確保するとともに、必要に応じ階段の

上り下りの介助、夏場は熱中症対策として、室

温などへの環境へも配慮し事業を実施しており

ます。 

　７月に起こった受講者の転倒を受け、対応の

あり方を課内で再度確認・共有しましたほか、

先日開催しました生きがい大学からは、階段の

上り下りに不安がある方への対応として、講演

前後の声かけ、フロアへも椅子を配置すること

といたしました。 

　なお、事故や受講者の体調が急変した際には、

同行する看護職が、その方の状態により、医療

機関受診支援などの適切な対応を行っています。 

　また、保険制度につきましては、全国市長会

市民総合賠償補償保険が適用され、受講者の医

療費等の負担をできるだけ少なくできるよう体

制を整えています。 

　以上でございます。 

○議長（川村三千代君）　９番川田栄子君。 

○９番（川田栄子君）　生きがい大学ほか、社

会参加は、生きる領域だから大切にしたいもの

です。 

　障害者基本法や高齢者、障害者等の移動の円

滑化の促進に関する法律を生かして、守るべき

人を守るのは行政の大切な役割と考えます。 

　よろしくお願いします。 

　次、４番にまいります。 

　新型コロナウイルス対策について。 

　ワクチン接種について、予防接種法で、知事、

市町村長が主体である交付については、理解を

しております。 

　しかし、ワクチンが有効ならコロナは収まる

はずです。接種後、体調の悪い人は自己責任で

しょうか。医者は、自分が打った患者を放って

おいてよいでしょうか。強い怒りを持ちます。 

　多くの国民は、自分で情報を取りに行く方は

少ないです。調べ方も分からない人、そして行

政を信じて打つ人と様々です。 

　ワクチンを打つまでは、超過死亡はありませ

んでした。若い人が訳もなく死ぬことはありま

せん。今起きていることが、治験の結果ではな
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いでしょうか。身近な人に起きてはじめて、新

聞・テレビが情報統制されていると気づく人が

増えてきました。 

　令和５年１月２０日、首相官邸情報です。日

本国内の反ワクチン者の状況は、１回目終了時

は１８．６％、２回目終了時は１９．６％、３

回目終了時３２．１％、４回目終了時５６．

２％、５回目終了時７９．２％、そして先日の

６回目は、約２，０００万人となっています。 

　国への報告、接種後死亡が今、２，０７６人

が認定されています。そして副反応３万６，４

５７件、これは過去４５年間では、３，５２２

件でした。 

　国会でも、これだけ人が死んでいるのに議論

も行われません。疑問を持たずにはいられませ

ん。 

　とにかく、感染、感染とメディアが恐怖感を

与え、繰り返してきました。 

　接種後、数日後に亡くなった声も聞いていま

す。私の周りにもいます。 

　副作用のため、生活が変わらざるを得ない人

生となった方から、治療費の補償をしてもらい

たい。接種後、足が痛くなった。言うとおり接

種をしたが、国は国民の命を守ろうとしている

のか疑問がある。 

　任意だから、接種券は希望者だけでよいと市

へも伝えたという方もいらっしゃいました。私

たちの疑問を、しっかり国に問うて答えていた

だきたい。 

　少なくても、自治体の役目だと声をあげる市

民に、これらの現実が当市にもあることを知っ

ていただきたい。 

　質問を行います。 

　秋接種について。 

　この秋接種は、今年前半に多かった派生型新

型コロナ対応ＸＢＢ、１価ワクチン接種につい

てであります。日程、対象者、その他概要をお

伺いいたします。 

○議長（川村三千代君）　健康推進課長。 

○健康推進課長（松田まなみ君）　健康推進課

長、川田議員の一般質問にお答えいたします。 

　新型コロナワクチン秋開始接種の対象者は、

初回接種の１回目、２回目を終了した生後６か

月以上の全ての方が対象となります。 

　宿毛市の対象者数は、令和５年８月１５日現

在１万５，０８１人となっており、そのうち接

種券発送対象者は７，６７４人で、案内文書発

送対象者が７，４０７人となっています。 

　この案内文書発送対象者とは、これまでの接

種機会に接種券が発送されているが、接種を受

けておらず、既にお手元に接種券がある方で、

ワクチンの間違い接種などの防止の観点から、

接種券は同封せずに、案内文書等を送付する方

となるものです。 

　使用するワクチンは、オミクロン株ＸＢＢ１.

５に対応した１価ワクチンとなります。 

　国が示す接種期間は、令和５年９月２０日か

ら令和６年３月３１日までとなっており、公費

負担での無料となります。 

　以上でございます。 

○議長（川村三千代君）　９番川田栄子君。 

○９番（川田栄子君）　再質問を行います。 

　９月１日、オミクロン株対応ワクチンの一部

変更がありましたけれども、このことについて、

教えてください。 

　今、課長が言われたのは、武漢型を２回打っ

て、２価ワクチンなどを打った方を言ったと思

うんですけれども、９月１日、オミクロン株対

応ワクチンの一部変更がありましたのは、初回

でＸＢＢを打つということが叶うことになりま

したので、そこのあたり、ＸＢＢを１回、２回

と打って、あけて３回目を打つということにな

っておりますけれども、この内容を少し詳しく

教えていただけますか。 
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　お分かりになるんでしたら、教えてください。 

　次、イにまいります。 

　接種者全員に交付ということでございますけ

れども、全員とはどういうことでしょうか。 

　コロナにかかった人、かかって症状が出てな

い人、症状が出ている人、もう免疫を持ってい

ますので、ワクチンは不要ではないかと思いま

す。 

　感染しても認識のない人も、免疫を持ってい

ます。接種後、副反応が強かった方は、危険だ

からしないのがよいのではないか。こういうこ

とを思いますと、全員に打つのは疑問がありま

す。 

　体に負担もかかるし、ワクチンの危険性もあ

ります。打たせる利点があれば、お伺いをいた

します。 

○議長（川村三千代君）　健康推進課長。 

○健康推進課長（松田まなみ君）　健康推進課

長、お答えいたします。 

　全員接種することの利点についてという御質

問ですが、全員接種することで、個人が免疫を

獲得し重症化を防ぐことができるというメリッ

トや、集団免疫により社会全体が感染症から守

られるという効果が期待されることはあると考

えますが、ワクチンによっては、接種で重症化

を防ぐ効果があっても、感染を防ぐ効果が乏し

く、どれだけ多くの方に接種をしても、集団免

疫の効果が得られない場合もあり、またアレル

ギーなどで接種を受けられない方や新型コロナ

ウイルスに罹患したばかりの方などもいらっし

ゃるため、ワクチン接種につきましては、全員

接種を目指すものではなく、接種を受けるかど

うかは、御自身で御判断していただくものと考

えております。 

　以上でございます。 

○議長（川村三千代君）　９番川田栄子君。 

○９番（川田栄子君）　今回も集団接種会場を

利用されるということでしょうかね。 

　再質問になりますけれども、そのときに、特

定の背景を有する接種者の方の注意点、既往歴

を持ってる方とかいらっしゃいますし、１回目

接種のときに、副反応が強かったとか、健康状

態を害したとかいらっしゃいますので、そうい

う接種適否の判断を慎重に行い、予防接種の必

要性、副反応、有用性について、十分その現場

で説明を行っているでしょうか。 

　同意を確実に得た上で、注意をして接種する

こと等、医師への周知ができているでしょうか、

お聞かせください。 

○議長（川村三千代君）　健康推進課長。 

○健康推進課長（松田まなみ君）　健康推進課

長、お答えいたします。 

　これまでも答弁させていただきましたが、ワ

クチン接種に関しましては、あらかじめ接種券

に、ワクチンの説明書等を同封させていただき

まして、接種医による御説明、また相談を直接、

個人の方は接種医と相談されて、御自身の体調

等を考慮して、接種の判断をされていると認識

しております。 

　以上でございます。 

○議長（川村三千代君）　９番川田栄子君。 

○９番（川田栄子君）　はい、安心いたしまし

た。 

　集団免疫でありますが、厚労省ははじめ、２

回接種で集団免疫ができると言っていましたが、

もう７回目であります。９月２０日から７回目

であります。 

　集団免疫の説明をお聞かせください。 

○議長（川村三千代君）　健康推進課長。 

○健康推進課長（松田まなみ君）　健康推進課

長、お答えいたします。 

　集団免疫についての御説明をいたします。 

　集団免疫とは、ある病原体に対して、人口の

一定割合以上の人が免疫を持つと、感染患者が
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出ても、ほかの人に感染しにくくなることで、

感染症が流行しなくなり、間接的に免疫を持た

ない人も感染から守られることを言います。 

　以上でございます。 

○議長（川村三千代君）　９番川田栄子君。 

○９番（川田栄子君）　もう集団免疫ができた

ら、今の感染状況はかなり落ち着いている状況

ではないかと思いますけれども、よく理解をし

ていかなければならない、７回目の接種でござ

います。 

　エにまいります。 

　これからの接種の計画について、お伺いをい

たします。 

　厚労省も、人口の一定割合の人が免疫を持つ

と、感染患者が増えても他の人に感染しなくな

る状態のこと、先ほど課長が言われましたよう

に、集団免疫とはそういうものであるといわれ

ております。 

　新型コロナワクチンによって、集団免疫の効

果があるかどうかは、分かるまで時間を要する

と。それを言っておりますけれども、もう３年

たちました。しかし、効果のデータは出ており

ません。 

　今も感染者が頻繁に出ていることから、変化

するウイルスには効果がないのではないかと、

疑問を持っています。 

　質問いたします。 

　ワクチンによる副反応被害が出ていることか

ら、これからの接種計画はどうなっているのか、

お伺いをいたします。 

○議長（川村三千代君）　健康推進課長。 

○健康推進課長（松田まなみ君）　健康推進課

長、お答えいたします。 

　本市の今後のスケジュールについて、御説明

いたします。 

　本市では、これまでと同様に、宿毛市役所に

設置する宿毛市臨時診療所での集団接種と、市

内医療機関で行う個別接種を併用して実施いた

します。 

　日程につきましては、接種券などの発送スケ

ジュールの都合上、９月２７日の個別接種から

の開始となる予定です。 

　なお、令和６年度以降の接種につきましては、

現時点で示されているものがありませんのでお

答えできませんが、引き続き国の指示に基づき、

実施してまいりたいと、そのように考えており

ます。 

　以上でございます。 

○議長（川村三千代君）　９番川田栄子君。 

○９番（川田栄子君）　了解いたしました。 

　来年の３月３１日までの予定ということです

ね。 

　オへまいります。 

　ワクチン接種対応の変化について、お伺いい

たします。 

　医師会の動きも変わりました。推奨はやめる

と言い出しました。また８月９日、ワクチン分

科会の内容を見ると、１０人中５人がかわりま

した。 

　副作用は現実に起きている。有効性があるな

ら、バランスをとるように。子供には効いてい

るといえない。免疫があるから、大人も６割効

いているとはいえない。子供に打たせるな。効

果も安全性も確立していない。人のデータを出

してからにせよと、ワクチン分科会の中でも、

こういう意見が出ています。 

　ワクチンは新技術のため、予期せぬ症状が出

る可能性があると、札幌市ではチラシを配布し

ております。 

　接種後、気になる症状がある場合は、かかり

つけの医者に相談を、と札幌市はこういう手厚

い、住民へのチラシを配布していますが、この

自治体が私は最先端ではないかと思います。 

　質問します。 
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　医師会の変化や自治体の変化を考えれば、交

付については、国に準じることは理解をいたし

ますが、新しい変化については、接種に対する

住民への配慮が自治体として必要ではないか、

御見解を伺います。 

○議長（川村三千代君）　健康推進課長。 

○健康推進課長（松田まなみ君）　健康推進課

長、お答えいたします。 

　本市の対応といたしましては、今後も変わり

なく国の指示に基づき、市民の皆様に必要な情

報を届け、国の指示・方針に沿った、適切な事

業実施に努めてまいりたいと考えております。 

　以上でございます。 

○議長（川村三千代君）　９番川田栄子君。 

○９番（川田栄子君）　次、カへまいります。 

　今の状態が、抗原原罪でないのかどうか、ち

ょっと疑問に思いますので、お伺いをいたしま

す。 

　今まで武漢型マウスの実験で、ＢＡ.５の２

価ワクチンとしましたが、ＢＡ.５の抗体が上

がりません。次の株を混ぜたら、ＢＡ.５が上

がって、ＸＢＢが上がらないので、昔の単価を

打てば、ＸＢＢの抗体が上がるのではとしまし

たが、単価で打っている刷り込みができて、Ｘ

ＢＢ抗体は上がりません。 

　しかし、厚労省のパンフレットには、４倍上

がりましたとなっていますが、これは抗原原罪

が気になりますが、抗原原罪のことについて、

お聞きをいたします。 

○議長（川村三千代君）　健康推進課長。 

○健康推進課長（松田まなみ君）　健康推進課

長、お答えいたします。 

　抗原原罪についての御質問ですが、抗原原罪

と同一の現象と言えるものかどうかは分かりか

ねますが、川田議員のおっしゃられる現象は、

免疫刷り込み現象と言われるものに当たるので

はないかと考えますので、厚生科学審議会予防

接種・ワクチン分科会予防接種基本方針部会の

資料から御説明させていただきます。 

　免疫刷り込み現象とは、最初に接種を受けた

ワクチンの情報が免疫に刷り込まれて、その後、

別のワクチンの株を受けた場合でも、最初の株

で刷り込まれた免疫が、継続して活性化する現

象のことを指すと言われておりまして、オミク

ロン株対応２価ワクチン接種後、オミクロン株

に対して、期待していたほど中和抗体価が上昇

しないことについて、この免疫刷り込み現象に

よる可能性が考えられるのではないかと、議論

されております。 

　このことに関する見解につきましては、本市

でお答えできるものではないと考えております

ので、御理解いただきたいと思います。 

　以上でございます。 

○議長（川村三千代君）　９番川田栄子君。 

○９番（川田栄子君）　今、課長が説明いただ

きました抗原原罪、まさに今、その状態が起こ

っている状態ではないかと想像されます。それ

はわかりません。私も専門家ではございません

ので。 

　ＸＢＢは４倍になるということでございます。 

　次、キへまいります。 

　乳幼児の予防接種計画について、お伺いをい

たします。 

　予防接種スケジュールによると、ｍＲＮＡワ

クチンを生後３回打ち、その６か月後に、麻疹

ほか生ワクチンを含む６本同時接種とあります。

ｍＲＮＡワクチンで免疫抑制された状態で、生

ワクチンを接種すれば危険だと言われています。 

　この予防接種について、ちょっとお伺いをい

たします。 

　６か月後からワクチン接種できますけれども、

その間に３回接種になっていますよね。６か月

から５歳まで、なってますでしょう。 

　その６か月後にずっと、普通の生ワクチンの
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接種が始まりますよね。その時間が、あまり近

いと危険ですよっていう話なんですけれども、

そのことについて、スケジュール等、今度、臨

時接種ですよね、ｍＲＮＡワクチンは。 

　臨時接種なっていきます。そこへ、麻疹とか

ほか従来の接種が入ってきます。 

　そういうことで期間が短いということになっ

て、アメリカでは物すごく被害が出ていますの

で、当の日本もそういうことになっていくと、

被害が出るのではないかと心配をされておりま

すので、お聞きをしております。 

○議長（川村三千代君）　健康推進課長。 

○健康推進課長（松田まなみ君）　健康推進課

長、お答えいたします。 

　川田議員のおっしゃるワクチンの接種期間に

ついて、その安全性が確保されているのかとい

う御質問かと認識しております。 

　新型コロナワクチン接種は、生後６か月の乳

児から対象となりますが、新型コロナワクチン

とインフルエンザワクチン以外のワクチンの同

時接種は、できないことになっております。 

　ワクチンの接種間隔につきましては、片方の

ワクチンを受けてから２週間後に、ほかのワク

チンを接種できることとなっております。 

　特に、乳幼児期の子供は、定期接種の数も多

いことから、こちらを川田議員御心配されてい

るのかとは思いますが、保護者の皆様は、子供

の体調と接種間隔を考慮しながら計画を立てて、

必要な時期に保護者の判断のもと、接種を行っ

ていただいており、保護者と接種医との間で、

接種間隔が確認されているものものと認識して

おります。 

　日本で定められている接種間隔が、アメリカ

の接種間隔などを考慮されているかどうかにつ

いての御質問につきましては、本市のお答えで

きる範囲のものではございませんので、よろし

くお願いいたします。 

　以上でございます。 

○議長（川村三千代君）　９番川田栄子君。 

○９番（川田栄子君）　ほぼほぼアメリカに追

従しておりますので、危機感を持っております。 

　それで続々と短期間で、このｍＲＮＡの臨時

接種に、従来のワクチンスケジュールが入って

きた子供たちに、たくさん被害が出ていますの

で、その接種期間を長くすると被害が減ったと

いうことが、また結果として出ておりますので、

そこのあたり、お母さんなんかにも調べる力、

もう分からない、手だても分からない方もいら

っしゃるかも分かりませんので、ｍＲＮＡを受

けた子供さんを持つ保護者の方は、そこのあた

り、しっかりとサポートしていただきたいと思

います。 

　お願いします。 

　次、（２）の子供の新型コロナ感染症対策の

検証について、お伺いをいたします。 

　感染対策の子供のマスクについて、お伺いい

たします。 

　いまさらマスクですかと思われるかも分かり

ませんが、感染症対策に問題点がありましたこ

とは事実で、次へ備えることが重要です。 

　令和２年１月ごろから感染者が出て、マスク

の周知を徹底してきたと、前議会で答弁があり

ました。 

　学校では、マスクの着用を強いられ、着用が

習慣化されました。マスクの着用は熱中症のみ

ではなく、どういうことが起きているか。 

　子供たちの現場では、様々、被害を被った子

供たちの悩みを聞かされてきました。 

　マスクをつけるように要請したときは、子供

たちの意思を尊重したのかどうか、お聞かせく

ださい。 

○議長（川村三千代君）　教育長。 

○教育長（鎌田勇人君）　川田議員の一般質問

にお答えいたします。 
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　これまでの川田議員の御質問でも、再三お答

えさせていただいておりますが、コロナ禍での

学校におけるマスクの着用につきましては、文

部科学省が作成しました、学校における新型コ

ロナウイルス感染症に関する衛生管理マニュア

ルで対応してきており、新型コロナウイルス感

染症が、感染症の予防及び感染症患者に対する

医療に関する法律上の２類対応の場合には、学

校では、基本的にマスクの着用をすることが望

ましいとされ、熱中症などの健康被害が発生す

る可能性が高いと判断した場合には、マスクを

外し、換気や十分な距離を保つなどの配慮をお

願いする対応を取っておりました。 

　本年５月８日付で、新型コロナウイルス感染

症は、５類感染症となったことから、学校教育

活動におきましては、児童生徒に対してマスク

の着用を求めないことが基本となっております。 

　これまでも申し上げてきましたように、学校

における新型コロナウイルス対応は、衛生管理

マニュアルにより、持続的に児童生徒等の教育

を受ける権利を保障してきたものであると考え

ておりますので、衛生管理マニュアルに準じて、

学校においては、感染症対策を取る中で対応し

ていきたいと、このように考えております。 

　以上でございます。 

○議長（川村三千代君）　９番川田栄子君。 

○９番（川田栄子君）　子供たちは、マスクに

よって、息苦しさや頭痛を訴えた子供がたくさ

んいました。このことは、マスクの中でどうい

う状況が起こっているのか、お聞かせください。 

○議長（川村三千代君）　教育長。 

○教育長（鎌田勇人君）　川田議員の一般質問

にお答えいたします。 

　学校におけるマスクの着用についての相談は、

２類対応時には数件ございましたが、各校が衛

生管理マニュアルに応じて適切に対応していた

だき、児童生徒・保護者の方々も、一定御理解

をしていただいたと考えております。 

　５類対応になった本年５月以降のマスクの着

用につきましては、学校生活におきましては、

原則マスクの着用は必要ないこととなっており

ますので、本市におきましても、各校に周知を

行っております。 

　現在では、マスクを着用しない児童生徒が増

えてきていると思いますが、引き続き、校長会

等で周知を図っていきたいと、このように思っ

ております。 

　以上です。 

○議長（川村三千代君）　９番川田栄子君。 

○９番（川田栄子君）　マスクは、口呼吸に１

００％なると専門家が言っておりますけれども、

口呼吸についてお聞かせください。 

○議長（川村三千代君）　健康推進課長。 

○健康推進課長（松田まなみ君）　健康推進課

長、お答えいたします。 

　マスクと口呼吸についてという御質問ですが、

子供がマスクを着用することで、口呼吸になる

ことについて認識があるかという御質問になろ

うかと思いますが、子供に限らず、マスク着用

での生活により、息苦しさや話しづらさから、

マスクの中で知らず知らずのうちに口が開き、

口を開けて呼吸をする口呼吸になりやすいとい

う問題があり、口呼吸が慢性化すると感染症に

かかりやすくなるなど、様々な健康上のリスク

が生じることがあると言われていることは認識

しております。 

　また、口呼吸によって引き起こされる病気と

しましては、一般的に小児期ではアレルギー性

鼻炎、アトピー性皮膚炎、気管支喘息などが挙

げられ、虫歯や歯肉炎の増加や集中力の低下な

ども注意が必要とされております。 

　以上でございます。 

○議長（川村三千代君）　９番川田栄子君。 

○９番（川田栄子君）　口呼吸による弊害があ
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ると、今お聞きしました。 

　そのことで、子供たちに何か対策としてお願

いしていたことがありましたら、教えてくださ

い。 

○議長（川村三千代君）　教育長。 

○教育長（鎌田勇人君）　お答えさせていただ

きます。 

　マスクを着用することによる口呼吸の弊害に

ついて、子供たちに周知したのかという御質問

でございます。 

　これまでの質問でも、何度か答弁させていた

だきましたが、新型コロナウイルス感染症の対

策を取りつつ、持続的に児童生徒の教育を受け

る権利を保障していくため、文部科学省では、

学校における新型コロナウイルス感染症に関す

る衛生管理マニュアルを作成しており、各学校

では、そのマニュアルを参考に、感染症対策に

努めております。 

　これまでに示されました衛生管理マニュアル

には、マスク着用によります口呼吸の弊害につ

いての記載はないため、学校において子供たち

に周知は行っておりません。 

　今後におきましても、本マニュアルを参考に

しつつ、児童生徒が安心して、充実した学校生

活を送ることができるよう努めてまいりたい、

このように考えております。 

　以上です。 

○議長（川村三千代君）　９番川田栄子君。 

○９番（川田栄子君）　子供たちに、口呼吸、

のどが乾くということを認識していることは、

本人は少ないと思いますけれども、水分をしっ

かり取るとか、それから時々小まめに外すとか、

対処療法もあります。 

　ぜひ、これからマスクが必要なときには、そ

ういう対応を、子供たちに行っていただきたい

なと思います。 

　子供たちは、全ての器官の代謝が活発で、マ

スクは脳から酸素を奪います。子供たちの酸素

を制限することで、それによる脳の損傷は元に

戻すことはできないと、九州大学佐藤　武教授

が言っておられます。 

　エにまいります。 

　不織布マスクを長時間使用していると、ホル

ムアルデヒドほか発がん物質が含まれていると

いうことがわかりました。長時間になる方は、

不織布マスクなど、安価なものは避け、布マス

クで代用するようにとあります。 

　これは、吸入により人間に対して発がん性の

可能性があると意味しているのではないかと、

結果が出ていることから、子供たちのマスクに

ついて、よいものを子供たちに提供するために、

どのような考え方が必要なのか、お聞きをいた

します。 

○議長（川村三千代君）　健康推進課長。 

○健康推進課長（松田まなみ君）　健康推進課

長、お答えいたします。 

　不織布マスクと化学物質の関係について、本

市でお答えできる内容ではないと考えておりま

すので、御理解いただきますようお願いいたし

ます。 

　以上でございます。 

○議長（川村三千代君）　９番川田栄子君。 

○９番（川田栄子君）　マスクをつけろ。つけ

るようにと、子供たちに要請をしたということ

なんでしょう。マニュアルにあるから、つける

ようにと言われたんでしょう。そのマスクのよ

いもの悪いもの、見分ける方法を子供たちにし

っかり伝えていかなければ、子供たちの脳に損

傷が起きたり、またホルムアルデヒドを吸った

り、健康を害しますよということをお聞きして

いるわけです。 

　次へまいります。 

　オ、２歳未満の子供のマスク着用について、

お伺いをいたします。 
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　２歳未満の子供のマスク着用については、行

政として、市民へ事故が起こらないためにも、

警告をしていく必要があるのではと思います。

２歳未満の子供のマスクは不要である。むしろ

危険であると、広報で伝えていることが重要で

あると思いますけれども、行政としてはどのよ

うに考えているでしょうか、御見解を伺います。 

○議長（川村三千代君）　健康推進課長。 

○健康推進課長（松田まなみ君）　健康推進課

長、お答えいたします。 

　小学校に上がる前の年齢の乳幼児のマスクの

着用には注意が必要であり、特に２歳未満は推

奨しないとされておりまして、本市でも保育園

や各種健診の場などでは、マスクの着用は求め

ておりません。 

　子供のマスクの着用に関する考え方は、厚生

労働省のホームページなどでも広く周知されて

おり、多くの市民の皆様に定着して、状況に応

じた対応が取られていると認識しております。 

　以上でございます。 

○議長（川村三千代君）　９番川田栄子君。 

○９番（川田栄子君）　周知は、届いている方

もいらっしゃれば、届いていない方もおります

し、現実に見ますので、危険だなと思いながら

見ていることもありますので、そういう保護者

の方に、漏れなく、子供は危ないよということ

の周知をしていただきたいと思います。 

　９月１日、感染症危機対応新体制となる内閣

感染症危機管理統括庁が発足しました。マスク

は感染結果が認められないと、ビッグデータと

してきちんとあるのに、またワクチンで人が救

われているかわからないのに、これからは統括

庁が指示する立場になっていくことになります。 

　そうなると、自分の健康を守るのは国、県、

市町村ではなく、命を守るのは医者ではなく、

自分の知識がますます求められることになるの

ではないかと思います。 

　（３）にまいります。 

　大人と違う子供の感染について、お聞きをい

たします。 

　政府が危機感をあおる中、ドアノブやおもち

ゃ、あらゆる物の消毒に、過剰なまで取り組ん

できましたが、子供たち、１８歳くらいまでな

んですけれども、重症化や死亡事故は非常に少

なかった。ここのあたりのデータがありました

ら、お願いしてありましたけれども、どうでし

ょうか。 

○議長（川村三千代君）　健康推進課長。 

○健康推進課長（松田まなみ君）　健康推進課

長、お答えいたします。 

　大人と子供の感染についての見解、データが

あるかどうかとの御質問ですが、そのようなデ

ータは本市としてはございませんので、答弁は

控えさせていただきます。 

　以上でございます。 

○議長（川村三千代君）　９番川田栄子君。 

○９番（川田栄子君）　これは受託義務ですの

で、質問ができないことはないです。ちゃんと

私も調べました。 

　でも、国へ聞いていただければ出ると思いま

す、このことは。でも、ないということですの

で。 

　私は、調べました。県のホームページには、

２１年からずっと載っています。でも県だけで

はなくって、全国的、また世界的に、日本小児

科医会が明らかにしている資料があります。３

つあります。 

　１、国内外において、子供の感染者数は少な

い。中国２．４％、アメリカ１．７％、韓国１

０歳未満が１．０％、日本国内はゼロから１９

歳までが３．９％。 

　２つ目、子供は感染しても軽症が圧倒的で健

康な子供の重症例は少ない。国内の小児、ゼロ

から１９歳３．９％。 
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　３つ目、感染拡大の主体は、大人から子供で

ある。 

　子供の患者のほとんどは、家庭内において保

護者から感染している。これまで、子供から大

人、子供から子供の伝播報告は極めて少ない。 

　例も出ています。香川県の保育園職員１１人

感染しましたが、園児の感染は１４７分の２。

富山市の小学校の事例、教師が１名、生徒５名

の感染は、学校内のクラスターでないと判断さ

れています。 

　ほか、いろいろありますけれども、こういう

ふうに、高知県だけでなく日本全体、そして世

界全体を日本小児科医会が明らかにしています。 

　このことについては、県のほうにも詳細を求

めまして、ほぼほぼ、計算の仕方は分からない

でしょうけれども、数字は単純なものではなく、

きちんと子供の割合、大人の割合を出したもの

と思われると、県の方の感想は、そういう御意

見でした。 

　当市の見解といたしまして、日本小児科医会

がこのように回答している、大人とは違う子供

の感染について、どのように、今、思われます

でしょうか。お考えをお聞かせください。 

○議長（川村三千代君）　健康推進課長。 

○健康推進課長（松田まなみ君）　健康推進課

長、お答えいたします。 

　先ほどの答弁と同様の形になるかと思います

が、大人の感染と子供の感染についての見解と

の御質問ですが、本市において、感染者の人数

把握や分析はできておりませんので、お答えす

ることはできません。 

　以上でございます。 

○議長（川村三千代君）　川田議員に再度申し

上げます。 

　一般質問とは、当市の行政事務に関すること

を質問する場でありますので、明らかに川田議

員の質問は、その範囲を超えていると思われま

すので、十分に注意をして、一般質問を続けて

くださいますようお願いをいたします。 

　９番川田栄子君。 

○９番（川田栄子君）　質問できる範囲を超え

てはいません。私もきちんと聞いておりますの

で。 

　でも交付については、市町村、県が交付につ

いてはその任務を担っておりますので、そのこ

とについては文句を言っておりません。 

　ただ、危ないですよという情報です。自分で

調べてください。私の調べてる範囲はこれだけ

のことですけれども、御自分で、皆さんが調べ

てください。そして任意ですので、接種をする

かしないか、様々な情報を持って、接種をして

いただかないと、危険な目に遭うということに

なってからでは遅いので、私は質問をさせてい

ただいております。 

　しっかり行政のほうは、厚労省に聞いていた

だければ答えが出ますので、答えが出て、そし

て私たちに教えてください。 

　よろしくお願いします。 

○議長（川村三千代君）　暫時休憩にいたしま

す。 

午後　２時３３分　休憩 

－－－－－・・－－－－－・・－－－－－ 

午後　３時０７分　再開 

○議長（川村三千代君）　休憩前に引き続き、

会議を開きます。 

　川田議員に申し上げます。議場においては、

地方自治法に基づき、秩序を維持する権限を議

長が有しております。今後の一般質問に当たり

ましては、川田議員は、議長の注意等に基づき

質問を継続することができますか。 

　９番川田栄子君。 

　はっきりおっしゃっていただきたいんですが。 

　川田議員は議長の注意に基づいて質問を継続

することができますか。 
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　９番川田栄子君。 

○９番（川田栄子君）　そうですね、行ってま

いります。 

○議長（川村三千代君）　それでは、川田議員

の一般質問を継続いたします。 

　９番川田栄子君。 

○９番（川田栄子君）　続きまして、５、マイ

ナンバーカードについて、お尋ねをいたします。 

　このシステムで大事なことは、個人情報が技

術的にも法的にもしっかり守られることであり

ます。 

　しかし、漏えい情報が相次いでおります。利

用範囲はなし崩し的に広げ、国会を通さずに拡

大できるようになりました。 

　もしカードを落とし、４桁の暗証番号が何か

の理由で知られたら、第三者が情報を簡単に見

れるおそれもあります。 

　質問します。 

　マイナンバーとマイナンバーカードについて、

それぞれ内容の意味に違いがあると思います。 

　丁寧な説明をお願いいたします。 

○議長（川村三千代君）　市民課長。 

○市民課長（岡本　武君）　市民課長、川田議

員の一般質問にお答えいたします。 

　マイナンバーとマイナンバーカードの違いや

趣旨について、御説明をいたします。 

　まず、マイナンバーとは、日本国内に住民票

を持つ全住民に付番される１２桁の番号であり

ますが、行政の効率化、国民の利便性の向上、

公平公正な社会の実現を主な目的といたしまし

て、法律等で定められた手続で使用されており、

行政手続において、複数の行政機関が情報連携

することにより、必要な添付書類が減るととも

に、事務処理もスムーズになるものでございま

す。 

　一方マイナンバーカードは、これらの手続を

行う際、システム上の窓口であるマイナポータ

ルにアクセスするための鍵のような役割を果た

すＩＣチップ付のカードでありますが、マイナ

ンバーのほか、所有者の顔写真や住所、氏名、

生年月日、性別が記載されており、本人確認書

類として利用していただくことが可能であり、

交付申請した方のみがお受け取りいただけるも

のとなっております。 

　以上でございます。 

○議長（川村三千代君）　９番川田栄子君。 

○９番（川田栄子君）　日本はデジタル化が遅

れてると、デジタル大臣も言っておりますけれ

ども、番号だけを使うだけでも、もうデジタル

化はどんどん進んでいくんじゃないかと思われ

ますけれども、このマイナンバーは、行政の中

だけにしか使わないんでしょうか。マイナンバ

ーというのは何に使うものでしょうか、教えて

ください。 

○議長（川村三千代君）　市民課長。 

○市民課長（岡本　武君）　市民課長、川田議

員の御質問にお答えいたします。 

　マイナンバーでございますが、法律等、社会

保障や税、災害対策の分野などで定められた手

続で使用されております。 

　以上でございます。 

○議長（川村三千代君）　９番川田栄子君。 

○９番（川田栄子君）　マイナ保険証は顔認証

が１回失敗しますと４桁の数字が３回で無効に

なります。となると、紛失ということで、再発

行をお願いするわけですけれども、その日数と

いうのはどれくらいかかるのでしょうか、教え

てください。 

○議長（川村三千代君）　市民課長。 

○市民課長（岡本　武君）　市民課長、川田議

員の御質問にお答えいたします。 

　マイナ保険証の取り扱いについてでございま

すが、マイナ保険証につきましては、顔認証で

利用できるタイプと、４桁のパスワードで利用



－ 98 －

できる、医療機関の窓口に置かれている機器が

ございます。 

　以上でございます。 

○議長（川村三千代君）　９番川田栄子君。 

○９番（川田栄子君）　無保険者にならないの

ですかね。紛失とかして、申請したら、どれぐ

らい日数がかかるかっていう。その間、無保険

者にならないんでしょうか。 

　紛失して申請している間の期間のことをお聞

きしていますけれども、よろしいでしょうか。 

○議長（川村三千代君）　市民課長。 

○市民課長（岡本　武君）　市民課長、川田議

員の御質問にお答えします。先ほどは失礼いた

しました。 

　まず、４桁のマイナ保険証を使用する際のパ

スワードについてです。 

　医療機関の読み取りをする機械によりまして、

顔認証で利用できる機械と、４桁のパスワード

を認証して利用できる機器がございます。 

　それから、マイナンバーカードを紛失した場

合と、保険証の機能等の御質問があったかと思

います。 

　まず、マイナンバーカードにつきましては、

現在、申請をいただきまして、約１か月程度で

再交付等が、諸所の期間にもよるとは思います

けれども、そういった期間で対応がなされてい

るところです。 

　それから、パスワードにロックがかかった場

合につきましては、お手数はおかけするんです

けれども、市民課または支所の方で、ロックを

解除する必要がございます。 

　以上でございます。 

○議長（川村三千代君）　９番川田栄子君。 

○９番（川田栄子君）　ロック解除はわかりま

した。 

　申請も、これ１か月、無保険者になるんでし

ょうか。 

　今、紙の保険証がありますので、今は心配は

必要ないかも分かりませんので、さきにまいり

ります。 

　今、ありますから紙の保険証。 

　保険証の別人ひもづけが、８，４４１件、公

金受取口座は別人にひもづけたとか、情報のひ

もづけトラブルが各地で相次いでいました。 

　マイナンバーカード取得とマイナ保険証の当

市の取得率、それを利用する現場の今の状況な

ど、お聞かせください。 

○議長（川村三千代君）　市民課長。 

○市民課長（岡本　武君）　市民課長、川田議

員の御質問にお答えいたします。 

　まず、マイナンバーカードの保有の状況につ

いて、御説明をさせていただきます。 

　現在、総務省の公表値といたしまして、交付

枚数から、死亡や有効期限切れなどにより廃止

された枚数を除いた保有枚数により、公表され

ておりますので、保有枚数率でお答えをさせて

いただきます。 

　総務省が公表する資料では、本年１月１日時

点の人口に対する８月末現在の本市の保有枚数

率は約８０．６％となっておりまして、全国の

保有枚数率は約７１．７％、それから高知県の

保有枚数率は約６９．０％となっております。 

　それから、医療現場等のトラブルであったり

不具合、それからさきの質問で、保険証が手元

にないとか読み取れない、こういったところの

話もございましたので、一括してお答えをさせ

ていただきます。 

　まず、医療保険に関しまして、宿毛市では国

民健康保険と後期高齢者医療保険を所管してお

りますが、両保険につきまして、これまで医療

機関等から、トラブルの報告は受けてございま

せん。 

　それから、医療機関でマイナ保険証が読み取

れないとか手元にない、こういったところの対
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応についてでございます。 

　カードの読み取り機器の例えば不具合でござ

いましたり、システムへの反映が遅れる、こう

いったことなどによりまして、マイナ保険証、

カードの読み取りができない、こういった場合、

加入する健康保険組合の名称などを新設されま

した申立書に記入をして提出をすれば、医療費

の患者負担が通常どおり、１割から３割となる

取り扱いにつきまして、８月から始まっている

ようなところでございます。 

　なお、本市内の医療機関や薬局の大半でマイ

ナ保険証が使用できますが、一部で機器の導入

ができておりませんので、使用できない医療機

関等はございますので、そこは御留意いただけ

たらというふうに思っております。 

　以上です。 

○議長（川村三千代君）　９番川田栄子君。 

○９番（川田栄子君）　今、お聞かせいただき

ました、国が７１．７％、本市が８０．６％、

県が６９％と、本市は当然高くなっております

けれども、当市の取得率が高いというのは、理

由はどう分析されていますでしょうか、教えて

ください。 

○議長（川村三千代君）　市民課長。 

○市民課長（岡本　武君）　市民課長、川田議

員の御質問にお答えいたします。 

　本市の取得率、保有枚数率でございますが、

全国でも上位の方だと認識をしております。 

　以上でございます。 

○議長（川村三千代君）　９番川田栄子君。 

○９番（川田栄子君）　上位というのはわかっ

ておりますけれども、なぜ上位になったか理由

があると思いますけれども、分析されています

でしょうか、教えてください。 

○議長（川村三千代君）　川田議員に申し上げ

ます。 

　川田議員の一般質問の時間は既に９０分に及

びましたので、会議規則第５７条の規定によ

り、発言を禁止いたします。 

　９番川田栄子君の一般質問は終了といたしま

す。 

　本日の会議時間は、議事の都合により、あら

かじめこれを延長いたします。 

　暫時休憩いたします。 

午後　３時２３分　休憩 

－－－－－・・－－－－－・・－－－－－ 

午後　３時５２分　再開 

○議長（川村三千代君）　休憩前に引き続き、

会議を開きます。 

　この際、議長より報告いたします。 

　川田栄子君より、会議規則第６５条の規定に

より、発言取消の申し出がありますので、この

際、これを許します。 

　９番川田栄子君。 

○９番（川田栄子君）　９番、川田でございま

す。 

　先ほどの私の一般質問の中で、表現が不適当

なところがありましたので、「よろしくお願い

します。」の次から、「質問に入ってまいりま

す。」の前までの発言について、取り消しをお

願いいたします。 

○議長（川村三千代君）　お諮りいたします。 

　ただいまの発言取消の申し出を許可すること

に御異議ございませんか。 

（「異議なし」という声あり） 

○議長（川村三千代君）　御異議なしと認めま

す。 

　よって、川田栄子君からの発言取消の申し出

を許可することに決しました。 

○議長（川村三千代君）　お諮りいたします。 

　本日の会議はこの程度にとどめ、延会いたし

たいと思います。 

　これに御異議ございませんか。 

（「異議なし」という声あり） 
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○議長（川村三千代君）　御異議なしと認めま

す。 

　よって、本日はこれにて延会することに決し

ました。 

　本日は、これにて延会いたします。 

午後　３時５４分　延会 
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令和５年 

第３回宿毛市議会定例会会議録第４号 

 

１　議事日程 

　　　　第９日（令和５年９月１３日　水曜日） 

午前１０時　開議 

　　　第１　一般質問 

　　　第２　議案第１号から議案第３１号まで 

－－－－－・・－－－－－・・－－－－－ 

２　本日の会議に付した事件 

　　　日程第１　一般質問 

　　　日程第２　議案第１号から議案第３１号まで 

－－－－－・・－－－－－・・－－－－－ 

３　出席議員（１４名） 

　　　１番　井　上　　　将　君　　　　　２番　浦　尻　学　典　君 

　　　３番　小　谷　翔　太　君　　　　　４番　川　村　圭　一　君 

　　　５番　東　　　　　新　君　　　　　６番　今　城　　　隆　君 

　　　７番　堀　　　　　景　君　　　　　８番　三　木　健　正　君 

　　　９番　川　田　栄　子　君　　　　１０番　川　村　三千代　君 

　　１１番　髙　倉　真　弓　君　　　　１２番　野々下　昌　文　君 

　　１３番　松　浦　英　夫　君　　　　１４番　寺　田　公　一　君 

－－－－－・・－－－－－・・－－－－－ 

４　欠席議員 

　　　な　し 

－－－－－・・－－－－－・・－－－－－ 

５　事務局職員出席者 

　　　事 務 局 長　　黒　田　　　厚　君 

　　　議 事 係 長　　桑　原　美　穂　君 

　　　庶 務 係 主 任　　宮　本　恵　里　君 

－－－－－・・－－－－－・・－－－－－ 

６　出席要求による出席者 

　　　市 長　　中　平　富　宏　君 

　　　副 市 長　　岩　本　昌　彦　君 

　　　企 画 課 長　　上　村　秀　生　君 

 　　　次長兼庶務係長 
　　　兼 調 査 係 長

中　平　　　純　君
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　　　危機管理課長　　有　田　巧　史　君 

　　　市 民 課 長　　岡　本　　　武　君 

　　　税 務 課 長　　朝比奈　淳　司　君 

　　　健康推進課長　　松　田　まなみ　君 

　　　長寿政策課長　　谷　本　裕　子　君 

　　　環 境 課 長　　谷　本　和　哉　君 

　　　人権推進課長　　川　村　志　保　君 

　　　産業振興課長　　岩　本　敬　二　君 

　　　商工観光課長　　長　山　敏　昭　君 

　　　土 木 課 長　　太　田　芳　宏　君 

　　　都市建設課長　　小　島　裕　史　君 

　　　福祉事務所長　　畠　中　健　一　君 

　　　水 道 課 長　　宮　本　　　潤　君 

　　　教 育 長　　鎌　田　勇　人　君 

　　　総 務 課 主 監　　大　海　則　次　君 

 

 　　　総 務 課 長 兼 
　　　選挙管理委員会 
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午前１０時００分　開議 

○議長（川村三千代君）　これより本日の会議

を開きます。 

　日程第１「一般質問」を行います。 

　順次発言を許します。 

　７番堀　景君。 

○７番（堀　景君）　おはようございます。７

番、堀です。 

　本議会、この一般質問も３日目に入りました。

よろしくお願いします。 

　通告に従いまして、質問したいと思います。 

　まず、１の旅客不定期航路事業についてであ

ります。 

　前回の６月定例会において、新規事業等調査

票として予算要求されたときに、初めて目にし

た事業でありました。 

　私は質疑もいたしまして、内容を確認させて

いただいたのですが、私が調べる中で複雑な部

分も見えてきました。 

　一般的に、どういう形の船舶や航路であれば、

旅客不定期航路事業となるのか、内容の詳しい

説明をお願いします。 

○議長（川村三千代君）　企画課長。 

○企画課長（上村秀生君）　企画課長、堀議員

の一般質問にお答えさせていただきます。 

　旅客不定期航路事業とは、一定の航路に１３

人以上の旅客定員を有する船舶を旅客船として

就航させ、旅客運送をする定期航路事業以外の

ものと規定されておりまして、海上運送法を根

拠法とする国の許可事業となっております。 

　遊覧船としてのグラスボートや屋形船なども

本事業に該当いたしますが、本市での特徴を申

し上げますと、市営定期船を運営する中で、定

員超過が発生した場合の臨時便や時刻表どおり

でない航路を希望される利用者がいる場合など、

定期船では対応できない場合に運行する事業、

いわゆるチャーター船でございます。 

　なお、沖の島渡船組合連合会で設定している

このチャーター船の利用料金は、片島から沖の

島・鵜来島区間、片道で税抜き４万５，０００

円、往復で税抜き７万円と設定されております。 

　以上でございます。 

○議長（川村三千代君）　７番堀　景君。 

○７番（堀　景君）　よくわかりました。 

　次に、宿毛市における現在の登録業者につい

てでありますが、今年度の登録業者はどのよう

になっているのか、お聞きします。 

○議長（川村三千代君）　企画課長。 

○企画課長（上村秀生君）　企画課長、お答え

いたします。 

　本市における旅客不定期航路事業者につきま

しては、８人の個人事業主、３つの法人、合わ

せまして１１社、１２隻の渡船業者が許可を受

けている状況となっております。 

　以上でございます。 

○議長（川村三千代君）　７番堀　景君。 

○７番（堀　景君）　再質問させていただきま

す。 

　１１社１２隻となっておると説明いただきま

したが、これは、沖の島渡船組合の業者のみの

登録、そういう理解でよろしいでしょうか。 

○議長（川村三千代君）　企画課長。 

○企画課長（上村秀生君）　企画課長、堀議員

の再質問にお答えいたします。 

　お見込みのとおり、登録を受けている事業者

は、沖の島渡船組合連合会に加入されている事

業者となっております。 

　以上でございます。 

○議長（川村三千代君）　７番堀　景君。 

○７番（堀　景君）　それでは、昨年度の登録

業者の実績についてでありますが、昨年度、市

や県が要請して船をチャーターした回数と、ど

のような用途で利用されたのかをお聞きします。 
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○議長（川村三千代君）　企画課長。 

○企画課長（上村秀生君）　企画課長、堀議員

の一般質問にお答えさせていただきます。 

　令和４年度における不定期航路運航実績につ

きまして、宿毛市であった実績といたしまして

は、宿毛市各課や委員会からの依頼等により、

５３日の実績があったと事業者からお伺いして

おります。 

　この利用につきましては、夜間利用または沖

の島から鵜来島の運航とか、いろいろあったと

聞いております。 

　本市でチャーター船を利用する実績といたし

ましては、し尿のくみ取りの事業時であるとか、

または選挙の投開票、または、医師の搬送、そ

ういったものに活用をされております。 

　以上でございます。 

○議長（川村三千代君）　７番堀　景君。 

○７番（堀　景君）　市の利用は５３日という

ことでございます。そうしますと、１０から１

１業者ですので、年間の回数は、１隻当たり平

均５回ぐらいになります。 

　この事業は、市の定期船事業と旅客不定期航

路事業との運行により、沖の島の島民の安定し

た交通手段を確保できているということがよく

わかりましたが、続いての（２）の旅客不定期

航路事業の補助金についてであります。 

　補助金については、６月定例会で予算化され

ましたので、その内容をおさらいしたいと思い

ます。 

　どういった内容の事業であるのか。また、現

在の補助金の実施状況について、お聞かせくだ

さい。 

○議長（川村三千代君）　企画課長。 

○企画課長（上村秀生君）　企画課長、お答え

いたします。 

　旅客不定期航路事業費補助金は、海上運送法

の改正に伴い、新たに生じる費用負担の軽減を

図るための財政支援となっております。 

　海上運送法の改正は、昨年４月、北海道知床

半島でＫＡＺＵ－Ⅰが沈没した事故を受け、再

発防止に向け、国土交通省により進められてい

る安全対策に関わる内容となっておりまして、

費用が伴うものといたしましては、これまでな

かった毎年の上架検査や自動拡散消火器の設置

などが求められるようになりました。 

　このような現状を勘案しまして、補助対象経

費を検査時の上架費用及び自動拡散消火器など

の設置費用としております。 

　上限額は、それぞれ設定をしておりますが、

補助率は１０分の１０としております。 

　現在のところ、５つの事業者から交付申請を

いただき、４つの事業者に補助金の支払いが完

了している、そのような状況となっております。 

　以上でございます。 

○議長（川村三千代君）　７番堀　景君。 

○７番（堀　景君）　今年度の補助金について

は、検査のための上架費用、つまりドックのと

きの補助金と５年に１回の有効期限が切れた消

火器設置の際の費用負担に対して、財政支援を

するというふうに聞いております。 

　この補助金、渡船業者の方々にとっては、非

常にありがたい補助金であるとお聞きしており

ますが、一方、この旅客不定期航路事業に登録

するには、大変な作業と労力が必要で、先ほど

課長も言われましたが、昨年の４月に起きた北

海道知床での遊覧船沈没事故後、再発防止の取

り組みが徹底され、海上運送法の改定が行われ

たというふうに聞いております。 

　安全対策の強化により、多くの厳しい手続や

負担の多い検査、新しく渡船以外の国家試験を

受けての免許の取得、船舶の保険に加え新たに

不定期用の保険に加入する必要があり、二重の

負担を強いられている。 

　また、段階的に救命いかだを改良型に変更す
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ることなど、負担がさらに広がっていくことを

考え、この事業からの撤退、やめる方向で考え

たい船舶の事業主も多いと聞きます。 

　その上、以前より燃料代が倍近くも上がり、

コロナ禍でお客さんの減少も予測できる中、こ

の事業をやめようとするのは、当然のことと察

します。 

　これは市だけではなく、県や国、国土交通省

の対応となると思いますが、何か特別な救済方

法はないのか、お聞きします。 

○議長（川村三千代君）　企画課長。 

○企画課長（上村秀生君）　企画課長、堀議員

の再質問にお答えさせていただきます。 

　堀議員がおっしゃられたように、今後、不定

期航路、併せて小型の旅客船舶、こういったも

のなどに安全対策としてのいろいろな改正がさ

れることが予定されております。 

　今後におきましても、本市といたしましては、

国や県の動向を注視しながら、また今回でいう

と渡船組合連合会の方の意見も聞きながら、慎

重に検討してまいりたいと考えております。 

　以上でございます。 

○議長（川村三千代君）　７番堀　景君。 

○７番（堀　景君）　渡船事業者の方々は、観

光を目的としたものではなく、市の緊急または

救急など、市や県の要請に応じた特別な渡航を

行っています。このままでは、本業も駄目にな

ってしまう危険性もあります。 

　ぜひ、今後とも県と国への要請を継続してい

ただき、引き続き、支援の検討をお願いしたい

と思います。 

　続きまして、２の市営定期船事務所について

に移ります。 

　質問の前に、私は前回の６月定例会でも、市

営定期船事務所についての話をさせていただき

ました。 

　その際、エアコンの早期設置についての質問

をしたところ、市長からは、すぐによい返事を

聞かれなかったのですが、その後、調査をして

いただき、窓に取り付けるウィンドー用ルーム

エアコンを、７月の終わり頃に２基設置してい

ただきました。 

　多分に市長からの配慮があったとは思います

が、島民の皆さん、また地域の方々より喜びの

声がたくさんあったことをお伝えして、質問に

入りたいと思います。 

　（１）の障害者用トイレについてであります

が、今年４月に定期船おきのしまが新船となり、

車椅子での乗船がしやすいよう設計され、障害

者用トイレや車椅子用に広いスペースを確保し

ております。 

　ただ、事務所のトイレというと、段差があり

トイレも狭く、おまけにトイレに入ってすぐ前

方に外の海や風景が見え、頻繁にこのトイレを

利用する私でも、少し恥ずかしい思いがします。 

　古いトイレでありますが、障害者が利用しや

すいトイレが必要ではないかと考えますが、そ

ういった改修の予定などあるのかをお聞きしま

す。 

○議長（川村三千代君）　商工観光課長。 

○商工観光課長（長山敏昭君）　商工観光課長、

おはようございます。堀議員の一般質問にお答

えをいたします。 

　市営定期船事務所があります宿毛市観光セン

ターは、高知県が行っている堤防耐震化事業の

区域に入っておりますので、今後、移転等の可

能性もあることから、現状では当該施設のトイ

レの改修計画はございません。 

　利用者の方には御不便をおかけすることもあ

ろうかと思いますが、障害者用トイレにつきま

しては、約２００メートルほど北西にあります

旧宿毛佐伯フェリー乗り場の片島公衆便所を御

利用いただきたいというふうに考えています。 

　以上でございます。 
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○議長（川村三千代君）　７番堀　景君。 

○７番（堀　景君）　車椅子を利用されている

方々には大変失礼にはなりますが、その対応し

かないのが現状のようです。 

　続いての質問も、前回の６月定例会での一般

質問において、事務所の耐震化ができているの

かとの質問の際に、市長は、耐震化はできてお

らず、建物については県が行っている長期浸水

対策の状況を見ながら、どうするのか検討して

いきたいとの答弁内容だったと記憶しておりま

す。 

　長期浸水対策は、今年度、海風公園より大島

橋あたりまでの設計予定であると聞いておりま

す。 

　あと二、三年後には、定期船事務所付近まで

の設計が進むと考えられますが、定期船事務所

の建設の有無を含めて、次に事務所の移転や現

在の場所に建て直すのか、そのような長期的な

構想があるのかをお聞きします。 

○議長（川村三千代君）　商工観光課長。 

○商工観光課長（長山敏昭君）　商工観光課長

お答えをいたします。 

　新たな定期船事務所の構想についての御質問

でございますが、前回の６月議会の繰り返しの

答弁になってしまいますが、現在の市営定期船

事務所は、高知県が行っております堤防耐震化

事業の区域に入っておりますので、今後、高知

県と情報共有していく中で、検討してまいりた

いというふうに考えております。 

　以上でございます。 

○議長（川村三千代君）　市長。 

○市長（中平富宏君）　堀議員の一般質問に答

弁をさせていただきます。 

　先ほど、課長の方から答弁ありましたように、

県のほうの事業、堀議員も地元ということで、

よく御存じだと思いますが、計画自体がどのよ

うな形になるのかが、まだはっきりと見えてき

ておりませんので、それが見えてきた上で、県

とも協議をする中で、今の定期船の待合所に使

っている建物を、どのようにするのかというの

を考えていくわけでございますが、新しくでき

る堤防の高さが上がるというふうに聞いており

ますので、海が見えるような形で、何か観光に

も資するような、また地元の方々の憩いの場所

になるような、そういったものがつくれないか

なというふうに、構想としては持っているとこ

ろでございます。 

　以上でございます。 

○議長（川村三千代君）　７番堀　景君。 

○７番（堀　景君）　もうすぐ、そこまで近づ

いていると思われますので、市長から考えてい

るということですので、早く御検討をお願いし

たいと思います。 

　次の質問に移ります。 

　観光案内所についてでありますが、現在の事

務所には、観光案内のポスターや広報すくも、

ほかのリーフレットなども置かれ、レンタサイ

クルも何台か設置されてはいますが、観光案内

ができているとは私には思えません。 

　現在、観光協会に委託して業務運営がされて

いますので、連携して、もっと宿毛をアピール

する体制づくりができないものかと考えますが、

その点について、いかに考えているのかをお聞

きします。 

○議長（川村三千代君）　商工観光課長。 

○商工観光課長（長山敏昭君）　商工観光課長、

お答えをいたします。 

　市営定期船事務所があります宿毛市観光セン

ターは、地域観光事業の振興と一般観光客の利

便に供することを目的に設置したものであり、

当該施設の指定管理者である宿毛市観光協会の

指定管理業務の一つに、観光案内業務も含まれ

ております。 

　議員が言われますように、今後も当該施設を
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運営していくに当たりまして、充実した観光案

内を提供することができるよう、宿毛市観光協

会とも連携してまいりたいというふうに考えて

おります。 

　以上でございます。 

○議長（川村三千代君）　７番堀　景君。 

○７番（堀　景君）　観光案内を含めての事務

所となりますと、切符を売る、荷物を運ぶとい

う業務以外に、職員にもスキルアップしていた

だき、沖の島の案内はもとより、宿毛全体の案

内ができるようになればと思います。 

　食べるところや、今、何がおいしいのかなど

の情報を踏まえた旅館、居酒屋、スナックなど

の案内。また、渡船や釣り情報、タクシーにつ

いてや有事の際の避難所の確認について、さら

には、祭りなどの季節の行事やダイビングやキ

ャンプ場の案内等、様々な情報提供ができるよ

うになれば、すばらしいと思います。 

　時期によって、観光客や釣り客など県外から

も多くの方々が来られるため、初めての地を有

意義に堪能してもらうためにも、大いに有効で

あると考えます。 

　以前、地区とコラボして、写真展や巨大立体

地図を置いていただいて、皆さんに来てもらっ

たりもしたことがあります。いろいろな企画を

することで、宿毛市の魅力をアピールすること

にもなります。 

　ぜひ、御検討をお願いいたします。 

　次の質問に移ります。 

　３、沖の島振興の現状についてでありますが、

この質問については、私が今までの一般質問や

委員会の中で話させていただいた項目であり、

継続していく内容のものであります。 

　また、沖の島開発促進協議会から陳情された

ことと重複した質問もありますが、お答えをお

願いします。 

　（１）の妹背山の展望台については、昨年、

四国百名山でもある妹背山に登り、山頂にある

斜めに傾いた展望台を見て、建て替えの時期に

きているのではとの質問に対して、沖の島観光

協会や島民と協議しながら、修繕の可否を検討

してまいりたいとの回答でありました。 

　その後の状況はどうなっているのかを、お伺

いします。 

○議長（川村三千代君）　商工観光課長。 

○商工観光課長（長山敏昭君）　商工観光課長、

お答えをいたします。 

　妹背山の頂上にあります展望台につきまして

は、今年度の当初予算に計上をさせていただい

ておりますとおり、解体撤去を考えております。 

　この妹背山展望台の解体撤去工事につきまし

ては、現在、沖の島に本社のある株式会社安喜

建設と令和５年８月７日に契約を締結いたしま

して、１１月３０日までの工期で、現在施工中

でございます。 

　以上でございます。 

○議長（川村三千代君）　７番堀　景君。 

○７番（堀　景君）　非常に残念ですが、撤去

を早々にしてくれるということも、今、お聞き

して安心もいたしたところです。 

　次も、関連した質問をさせてもらいますが、

３６０度に広がるすばらしい景色を遮っている

樹木の伐採は可能なのかとの質問に対して、伐

採に係る森林の状況報告を行うことで、樹木の

伐採は可能との回答でありました。 

　その後の変化がないのかをお聞きします。 

○議長（川村三千代君）　商工観光課長。 

○商工観光課長（長山敏昭君）　商工観光課長、

お答えをいたします。 

　妹背山頂上付近の景観支障木の伐採について

の御質問だったかと思いますが、先ほど答弁さ

せていただきました展望台の解体撤去工事、こ

の工事の終了後に業務委託をする予定としてお

ります。 
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　以上でございます。 

○議長（川村三千代君）　７番堀　景君。 

○７番（堀　景君）　展望台の再建は難しいが、

樹木の伐採により山頂からの景色を楽しんでい

ただきたいという配慮であると思います。 

　続きまして、長浜と弘瀬間の県道にはなりま

すが、循環線についてであります。 

　長年、途中まで建設されてその後の計画が立

たず、そのままになっている区間です。 

　土地の取得に大変苦労されている状況である

とお聞きしていますが、昨年、私が調べたとこ

ろ、令和５年、令和６年と登記法が改正されて、

所在者不明の土地の解消に向け明るい兆しが見

え、循環線開通への期待も膨らんでくる思いが

しましたが、現在の状況をお聞きします。 

○議長（川村三千代君）　土木課長。 

○土木課長（太田芳宏君）　土木課長、堀議員

の一般質問にお答えいたします。 

　県道沖ノ島循環線は、沿線の集落と島内の公

共施設が多くある母島地区を結ぶ唯一の路線で

あり、島内の日常生活を支える重要な路線であ

ることは、十分に認識しております。 

　現在、事業休止となっている主な原因は、土

地の登記名義人の方の多くが亡くなっているた

め、相続者が多数となっており、所有権移転等

の登記手続が困難な状況であると県からはお聞

きしております。 

　また、法の整備等についても、その後の進展

はないとのことです。県としましては、問題を

解決できる法の整備が整えば、改めて事業再開

に向け検討していく考えでありまして、現状と

しては、現道の安全性、利便性を確保するよう

適正な維持管理に努めていくといったお話であ

りました。 

　また、本市としましても、高知県議会産業振

興土木委員会出先調査に対して、毎年、事業の

再開に向けた要望を行っているところでありま

して、引き続き県と連携しながら、事業推進に

向けまして、努めてまいりたいと考えていると

ころです。 

　以上です。 

○議長（川村三千代君）　７番堀　景君。 

○７番（堀　景君）　よく分かりました。 

　今後も引き続き、県への要望をお願いいたし

ます。 

　次の質問も県を通しての話になりますが、昨

年の８月に市営定期船が、干潮時に母島港に寄

港できない状況になっているとの報道がありま

した。私が現地を確認してみますと、土砂が堆

積し水深が浅くなっており、定期船の船底がこ

すれ、スクリューに土を巻き込んだりしている

ことが分かりました。 

　昨年度も土砂の撤去作業は行われていました

が、今年度行われたのか、また行う予定がある

のかをお伺いします。 

○議長（川村三千代君）　土木課長。 

○土木課長（太田芳宏君）　土木課長、お答え

いたします。 

　県管理漁港である沖の島港母島地区のしゅん

せつにつきましては、昨年度、早急に対応が必

要な定期船の運行に支障となる箇所のしゅんせ

つを実施していただいております。 

　残りの堆積箇所につきましても、より早期の

しゅんせつに向けて、取り組んでいるとお聞き

しております。 

　以上でございます。 

○議長（川村三千代君）　７番堀　景君。 

○７番（堀　景君）　今後も引き続き、定期船

が寄港できなくならないよう調査点検、土砂の

撤去作業をお願いしたいと思います。 

　続きまして、（５）の遺体を搬送する際の船

代補助について。 

　これは、私が委員会において、島民からお聞

きしましたことをお話ししました。 
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　高齢者などが島内でみとられた場合、ほとん

どがチャーター船での搬送となり、利用料が高

額となるため補助をお願いしたいというもので

ありました。 

　この件につきましては、どのような考えなの

かをお伺いします。 

○議長（川村三千代君）　市長。 

○市長（中平富宏君）　堀議員の一般質問にお

答えをさせていただきます。 

　どのような考えなのかということでございま

す。 

　まず、定期船による御遺体の搬送ということ

ができるわけでございますが、こちらにつきま

しては、御遺族の希望やそして心情に寄り添っ

たものとならない、そういったことだというふ

うに考えているところでございまして、やはり

御遺族の方々は、主にチャーター船を利用して、

こちらのほうに搬送している、そういった現状

だというふうに認識をしているところでござい

ます。 

　こういった点につきましては、離島特有の課

題だというふうに自分たちも考えておりまして、

来年度に向けて一定の補助を考えていきたい、

そのように思っているところでございます。 

　やはり、どうしてもこちらじゃないとお葬式

があげれなかったり、告別式ですね、その後、

焼場のほうに搬送するにあたっても、どうして

も島から運ばないといけないという、そういっ

た場所でございますので、その点についても考

慮しながら考えていきたい、そのように思って

いるところでございます。 

　以上でございます。 

○議長（川村三千代君）　７番堀　景君。 

○７番（堀　景君）　市長より来年度より補助

を考えているということですので、ありがたい

とは思います。よろしくお願いします。 

　続きまして、最後の項目の質問となりますが、

４の危機管理体制についてでありますが、この

質問につきましては、８月のはじめに、総合運

動公園内に不審者が現れ、その対応に大変苦労

された話をお聞きしました。 

　市民がたくさん集まる市役所の庁舎、児童生

徒の学校で発生した場合の防犯体制、そしてい

ろいろなスポーツ競技などで、各種の競技者や

応援者が集まる総合運動公園の危機管理。特に

今回は、防犯のマニュアルがあるのか、対策や

訓練が行われているのかをお聞きします。 

　まず、市役所の新庁舎の防犯体制であります

が、新しくなってからマニュアルや対策が取ら

れているのかをお聞きします。 

○議長（川村三千代君）　総務課長。 

○総務課長兼選挙管理委員会事務局長（桑原　

一君）　総務課長、お答えをいたします。 

　市役所新庁舎におけます防犯体制につきまし

ては、防犯カメラの設置、夜間における機械警

備、夜間休日における宿日直による警備等によ

り、防犯及び侵入監視を行っているところでご

ざいます。 

　また、万が一、日中に不審者が侵入し、周囲

を危険にさらすことがあった場合、相手の動作

を制御し時間稼ぎができるよう、防犯用さすま

たを執務室内に配置しているところでございま

す。 

　以上でございます。 

○議長（川村三千代君）　７番堀　景君。 

○７番（堀　景君）　よくわかりました。 

　防犯とはちょっと違うわけですけれども、今

年であったとは思いますが、１階ロビーで急に

倒れられた市民の方がおられ、消防署への素早

い連絡や看護師免許を持たれた方、職員が中心

となって、迅速に対応がなされたと聞いており

ます。 

　各課におきましても、危機管理体制の強化の

徹底をお願いしたいと思います。 
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　続きましては、学校の危機管理体制でありま

すが、学校につきましては、きちんとしたマニ

ュアルがあるとは思いますが、どういった形の

ものかをお伺いします。 

○議長（川村三千代君）　教育次長兼学校教育

課長。 

○教育次長兼学校教育課長（和田克哉君）　教

育次長兼学校教育課長、堀議員の御質問にお答

えいたします。 

　市内各小中学校の危機管理マニュアルの策定

状況について、お答えいたします。 

　学校におきましては、学校保健安全法におき

まして、学校安全計画及び危険等発生時対処要

領を踏まえた危機管理マニュアルの策定が義務

づけられております。 

　各学校におきましては、文部科学省が作成し

ました学校への不審者侵入時や登下校時の犯罪

被害への対応、また地震・津波災害時における

学校防災マニュアル等を参考に、様々な安全上

の課題において、学校・地域の特性や実情に即

した各学校独自の危機管理マニュアルを作成し

ております。 

　また、訓練等の検証結果や学校を取り巻く

様々な環境の変化、発生した事故・災害事例の

教訓などをもとに、マニュアルの改善・見直し

を行っているところでございます。 

　以上でございます。 

○議長（川村三千代君）　７番堀　景君。 

○７番（堀　景君）　学校につきましては、登

下校のときのパトロールをしているのもよく見

かけますし、しっかりした防犯マニュアルを作

成されているということがよくわかりました。 

　それでは、（３）の総合運動公園の危機管理

体制でありますが、不審者が現れたのは総合運

動公園でありました。 

　今回の不審者については、どのような形のも

のであったのか、構わない範囲でお答えくださ

い。 

○議長（川村三千代君）　生涯学習課長。 

○生涯学習課長兼宿毛文教センター所長（中平

成也君）　生涯学習課長、堀議員の一般質問に

お答えいたします。 

　先月、宿毛市総合運動公園で起きました事件

についての御質問でございます。 

　新聞報道にもありましたように、８月５日の

午後３時頃に総合運動公園内の体育館で行われ

ていたスポーツ大会のときに、女子トイレに不

法侵入した男性が発見されまして、そのまま逮

捕されております。 

　以上でございます。 

○議長（川村三千代君）　７番堀　景君。 

○７番（堀　景君）　体育館の女性用トイレに

不審者が侵入したということですが、総合運動

公園に防犯マニュアルのようなものは作成され

ているのでしょうか。それをお聞きします。 

○議長（川村三千代君）　生涯学習課長。 

○生涯学習課長兼宿毛文教センター所長（中平

成也君）　生涯学習課長、お答えいたします。 

　宿毛市総合運動公園につきましては、防犯マ

ニュアルの策定は、現在されておりません。し

かしながら、防犯の体制につきましては、当公

園は公共の場所として、不特定かつ多数の方が、

様々な目的で利用する施設となっておりますの

で、利用者を限定する運用が難しく、いかに利

便性とのバランスをとりながら防犯対策を高め

ていくかが課題であると認識をしております。 

　現状の防犯の対策といたしましては、子供へ

の声かけや連れ去りなどの犯罪を防止するため、

公園内の植栽について、周囲から見えづらい死

角となる部分の排除に努め、高さや密度などの

適切な維持管理を徹底し、見通しの確保に努め

ております。 

　また、午後１０時以降は施設が無人となるた

め、施設及び入場ゲート門を封鎖し、盗難等の
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対策のため機械警備も導入しているところです

が、今回の事件を受けまして、市民体育館及び

陸上競技場への防犯カメラの設置について、指

定管理者と協議を重ねているところです。 

　今後、犯罪行為等が行われた場合に対応する

ためのマニュアルの作成につきましても、指定

管理者と協議を行い、利用者の皆様に安心して

御利用いただけるよう努めていく、そのような

所存でございます。 

　以上でございます。 

○議長（川村三千代君）　７番堀　景君。 

○７番（堀　景君）　ありがとうございます。 

　私が先日、バレーボールの応援へ総合運動公

園に行ったときのことでしたが、その日はバレ

ーボールのほかにソフトボール、サッカーボー

ルの大会が開催されていました。たくさんの人

の数に驚くとともに、何かがあれば大変なこと

になるなと思ったことでした。 

　危機管理体制のマニュアル作成や訓練なども

実施する必要があるのではないかと、そのとき

思いました。 

　最後に、今回は災害においての危機管理体制

まではお聞きすることはできませんでしたが、

総合運動公園の防災の方では、県や自衛隊の災

害対策本部ともなっているようです。次回の一

般質問では、災害での危機管理体制についても、

私自身も調査確認もして質問できればと考えて

おります。 

　以上で、私の一般質問を終わります。ありが

とうございました。 

○議長（川村三千代君）　この際、１０分間休

憩いたします。 

午前１０時４４分　休憩 

－－－－－・・－－－－－・・－－－－－ 

午前１０時５５分　再開 

○議長（川村三千代君）　休憩前に引き続き、

会議を開きます。 

　４番川村圭一君。 

○４番（川村圭一君）　おはようございます。

新人議員の川村圭一です。通告に従い、一般質

問をさせてもらいます。よろしくお願いいたし

ます。 

　それでは一般質問の前に、少し話をさせてい

ただきたいと思います。 

　執行部の皆さんよろしくお願いいたします。 

　それでは一般質問に入らせていただきます。 

　１つ目は、防災無線についてです。 

　防災無線とは、日本の官公庁、地方自治体で

使用される人命に関わる通信を確保するために

整備された専用の無線通信システムです。 

　現在は、防災無線のほうはデジタル化が推奨

されていますが、宿毛市では１０メートル以上

の津波が予想されており、早いところでは１０

分程度で３０センチの浸水がされると予測され

ています。 

　宿毛市の高齢化率及び現状を加味した上で、

防災無線は必要不可欠だと思います。 

　その考えで質問ですが、宿毛市の防災無線の

数や配置状況について、お教え願えますか。 

　よろしくお願いします。 

○議長（川村三千代君）　危機管理課長。 

○危機管理課長（有田巧史君）　危機管理課長、

川村議員の一般質問にお答えいたします。 

　現在使用しております災害時の情報伝達につ

きましては、平成２７年度より情報伝達システ

ムを整備して、運用をしております。 

　本システムにつきましては、携帯通信網を活

用した災害情報伝達の仕組みでございまして、

ＮＴＴドコモの回線を使用をしております。 

　本システムに入力した災害情報などの伝達情

報は、屋外スピーカーにて音声で放送されるほ

か、宿毛市防災アプリにて携帯電話やスマート

フォンなどに、文字情報として伝達する仕組み

でございます。 
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　議員御質問の屋外スピーカーの設置状況につ

いてでございますが、沿岸部を中心に６０基を

設置いたしております。 

　以上でございます。 

○議長（川村三千代君）　４番川村圭一君。 

○４番（川村圭一君）　わかりました、６０基

の設置ですね。 

　次に、防災無線の点検方法や動作状況など、

お答えいただけますでしょうか。 

○議長（川村三千代君）　危機管理課長。 

○危機管理課長（有田巧史君）　危機管理課長、

お答えいたします。 

　屋外スピーカーの点検についてでございます

けれども、本システムの保守事業者であるＮＴ

Ｔデータ四国が、年１回、全ての屋外スピーカ

ーにおいて点検を実施しているところでござい

ます。 

　点検の内容としましては、放送を阻害するよ

うなもの、例えば鳥の巣がないかや内部の機器

に損傷や腐食がないか、それからバッテリーの

電圧が正常であるかなどを確認いたしておりま

す。 

　点検の際にも、音声のボリュームも併せて確

認をしているところでございますが、本市では

１２時と１７時の１日２回、時報を鳴らしてお

りまして、こちらも放送確認の一部として運用

をいたしております。 

　スピーカーの稼働状況の確認につきましては、

放送システムにおける監視機能がございまして、

リアルタイムで個々の稼働状況やバッテリーの

状況が確認できるものとなっております。 

　また、本システムの保守事業者でありますＮ

ＴＴデータ四国では、スピーカーに異常があっ

た際には通知が届くシステムがございますので、

停電時の異常があった際には、担当課へ業者か

ら連絡が来る、こういった体制となっておりま

す。 

　以上でございます。 

○議長（川村三千代君）　４番川村圭一君。 

○４番（川村圭一君）　ありがとうございます。 

　それでは、続いての質問ですが、防災無線に

より、すぐに避難行動ができるように、全ての

情報が全ての人に伝わっていく、そういった対

応であるべきだと考えますが、では、届かない

地域への現在の対応などはどのようになってい

るのか、お聞かせください。 

○議長（川村三千代君）　危機管理課長。 

○危機管理課長（有田巧史君）　危機管理課長、

お答えいたします。 

　届かない地域についての対応という御質問を

いただきました。 

　先ほどもお答えさせていただきましたけれど

も、本市は、情報伝達システムを運用しており

まして、宿毛市防災アプリにて、携帯電話やス

マートフォンなどに文字情報として伝達する仕

組みがございます。 

　屋外子局からの放送が聞こえにくいといった

御意見をいただくこともございますが、文字の

情報で確認できる防災アプリは、放送では聞こ

えない、また聞き漏れがあった場合についての

対策といたしまして、最も有効な手段というふ

うに考えておりますので、今後も引き続き、防

災アプリの登録者を増やしていく、そういった

取組を推進してまいりたい、このように考えて

おります。 

　以上でございます。 

○議長（川村三千代君）　４番川村圭一君。 

○４番（川村圭一君）　どうもありがとうござ

いました。すみません、似たような質問だった

ので。 

　それでは、その次の質問のほうを構えていた

んですけれども、今のお答えのほうに入ってい

ると思いますので、省略させていただきます。 

　災害は、忘れた頃にやってくるという言葉が
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あるように、いつ来てもおかしくありません。

防災無線などから、避難指示で救える命が一つ

でもあれば、そういうのを念頭に置き、一刻も

早い、いろいろな対応はよろしくお願いいたし

ます。 

　それでは、１つ目の質問を終わらせていただ

きます。 

　２つ目の質問なんですけれども、順番が違い

まして、小型家電及び使用済み蛍光灯管の収集

についての質問にまいりたいと思います。 

　防災無線の質問は、もう終わりました。 

　２つ目の質問が、小型家電及び使用済み蛍光

灯管の収集についてですが、現在、宿毛市内で

小型家電の収集ボックスの設置場所及び引き受

けを行っているところは何か所あるのか、また

蛍光灯の管については、どのような状況にある

のか、お答えください。 

○議長（川村三千代君）　環境課長。 

○環境課長（谷本和哉君）　環境課長、川村議

員の一般質問にお答えいたします。 

　まず、家庭用の使用済み小型家電につきまし

ては、小筑紫支所、それから東部支所、沖の島

支所、清掃公社の４か所で収集を、今現在行っ

ております。 

　それから、回収ボックスに入るサイズの家電

であれば、ベスト電器宿毛店、フジ宿毛店、上

岡電器店、橋上郵便局、それからＪＡ楠山事務

所でも回収を行っております。 

　なお、回収ボックスに入らないサイズの家電

につきましては、先ほどの清掃公社など、４か

所に持ち込みをお願いしております。 

　続きまして、使用済みの蛍光灯につきまして

は、小筑紫支所と東部支所、沖の島支所及び清

掃公社の４か所で、現在収集を行っております。 

　以上でございます。 

○議長（川村三千代君）　４番川村圭一君。 

○４番（川村圭一君）　ありがとうございまし

た。 

　続きまして、現在、家電量販店やホームセン

ターで使用済みの蛍光灯管などについて、引き

取りをしてくれないということを聞きましたが、

その理由について、市としてどのように判断し

ているのか、お答え願えますか。 

　よろしくお願いいたします。 

○議長（川村三千代君）　環境課長。 

○環境課長（谷本和哉君）　環境課長、お答え

いたします。 

　電気店に確認しましたところ、新たに蛍光灯

を購入された場合には、使用済みの蛍光灯の引

き取りは可能であり、現在も実施しているとの

回答でございました。 

　引き取りしないケースといたしましては、新

たに蛍光灯を購入することなく、使用済み蛍光

灯の引き取りのみを電気店に依頼・相談されて

いる場合のことではないかと思われます。 

　蛍光灯に限らず、事業者が新たな商品を販売

する際に、販売する商品と同種の使用済み商品

を商慣習、いわゆる商売上の昔からの習わしと

して、無償で引き取る行為は下取りに該当いた

します。 

　下取りの場合は、事業者は廃棄物の収集運搬

業の許可は不要となっておりますが、引き取り

のみを行う場合には、事業者は廃棄物の収集運

搬許可が必要となりますので、そのような理由

からお断りをしているのではないかというふう

に判断しておるところでございます。 

　このことから、以前から商慣習として行われ

ている下取りの際の引き取りが、蛍光灯の購入

のいかんに関わらず、引き取ってもらえるもの

というふうに解釈されているのではないかと考

えておるところでございます。 

　以上です。 

○議長（川村三千代君）　４番川村圭一君。 

○４番（川村圭一君）　わかりました。理解い
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たしました。 

　それでは続きまして、蛍光灯には水銀化合物

が含まれていると聞いていますが、水銀の危険

性などについて、宿毛市の見解をお聞かせくだ

さい。 

○議長（川村三千代君）　環境課長。 

○環境課長（谷本和哉君）　環境課長、お答え

いたします。 

　水銀は人体に有害な物質でありますが、その

影響は、水銀の化学形態により異なっておりま

す。 

　無機水銀化合物が皮膚に接触した場合には、

ただれるなどの症状が発生し、誤って経口摂取

した場合には、消化管や腎臓に重篤な障害を引

き起こすとの報告がなされております。 

　また、有機水銀化合物を摂取すると、神経系

に損傷を起こすことがございます。 

　蛍光灯にも水銀が使用されておりますが、誤

って破損した場合でも飛散する水銀の量は微量

でありまして、人体への影響はほとんどありま

せん。 

　しかしながら、水銀が自然界へ出ることによ

り、環境汚染を防止する観点から、蛍光灯を破

損することがないよう取り扱いには十分御注意

いただきまして、また、普通ごみとして排出し

ないように、環境課として皆様にお願いしてい

るところでございます。 

　以上でございます。 

○議長（川村三千代君）　４番川村圭一君。 

○４番（川村圭一君）　わかりました。理解い

たしました。 

　それでは、最後の質問にはなりますけれども、

旧庁舎時代には設置されていた蛍光灯管収集ボ

ックスですけれども、現在、中央支所のほうに

は設置はされていませんが、されなくなった経

緯の説明をお願いいたします。 

○議長（川村三千代君）　環境課長。 

○環境課長（谷本和哉君）　環境課長、お答え

いたします。 

　使用済み蛍光灯の収集につきましては、家庭

用の使用済み蛍光灯を収集するという目的で実

施しておりますが、旧庁舎では、明らかに家庭

用ではないタイプの蛍光灯やそれから蛍光灯以

外の照明機器が大量に持ち込まれることが常態

化したことから、担当課で収集業務の継続が困

難と判断いたしまして、令和４年４月８日から

旧庁舎の蛍光灯の収集を中止した経過がござい

ます。 

　既存市街地にお住まいの方への配慮が大切と

考えておるところですが、中央支所での使用済

み蛍光灯の収集につきましては、違法な持込物

への対策や家庭からの排出頻度、公社へ持ち込

むことの負担、市内全域での収集体制を勘案し

て、検討していきたいというふうに考えている

ところでございます。 

　以上でございます。 

○議長（川村三千代君）　４番川村圭一君。 

○４番（川村圭一君）　わかりました。 

　場所がなくなれば、どうしても市民の方は、

どうしてなくなったのかということで、不満を

持つと思いますので、丁寧な説明が必要だと思

いますので、よろしくお願いいたします。 

　それでは、宿毛市の高齢化率は４０％を超え

ていることを認識していますが、これからもこ

の傾向は続くと思いますし、運転免許を返納す

る方や清掃公社まで持っていくのが困難な方が、

これからも増える傾向にあると思います。 

　こういった生活弱者といわれる方のためにも、

市街地内に集積場所を、また構えるようなこと

を考えていくことが大事ではないかと思います

ので、よろしくお願いいたします。 

　それでは、この点について、質問を終わらせ

ていただきます。 

　それでは最後に、宿毛市コミュニティバス、
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はなちゃんバスの件をお聞きします。 

　前回６月の議会でも、東議員のほうからあり

ましたが、私からもいろいろ質問させていただ

きます。 

　まず第１ですが、市民にはなちゃんバスを周

知するために、どのような広報活動を行ってい

ますか。お教えください。 

○議長（川村三千代君）　企画課長。 

○企画課長（上村秀生君）　企画課長、川村議

員の一般質問にお答えさせていただきます。 

　宿毛市コミュニティバス、通称はなちゃんバ

スの運行内容につきましては、主にホームペー

ジや広報紙を通じて周知を図っております。 

　昨年度は、路線変更とダイヤ改正がありまし

たので、時刻表冊子を作成し沿線地区に世帯配

布をしております。 

　舟ノ川線や出井線のデマンド区間、こういっ

たものの周知につきましては、特に配慮が必要

と考え、運行開始時に対象地区へ出向き、説明

を行っております。 

　今後も主な広報手段は、ホームページや広報

紙と考えておりますが、大幅な路線変更やダイ

ヤ改正に伴う際には、時刻表冊子の世帯配布や

必要に応じて個別説明会の開催も、積極的に検

討してまいりたいと考えております。 

　以上でございます。 

○議長（川村三千代君）　４番川村圭一君。 

○４番（川村圭一君）　ありがとうございまし

た。 

　宿毛市の高齢化率は、先ほど言いましたけれ

ども４０％を超えております。高齢化が進み、

地区内に唯一あった商店なども閉店になったり、

病院、銀行はもとより、日用品の購入といった

生活基盤にまで支障を来す状況になっていると

聞いています。 

　今後、高齢者のひとり暮らし、免許返納など

市民を取り巻く環境の変化が生じていく中で、

交通空白地域、不便地域、そういったところで

も、はなちゃんバスの利用を必要とする市民が

年々増加すると予想されます。 

　そこで、路線から外れている地域の調査、そ

ういったものは行っているのでしょうか、お聞

きします。 

○議長（川村三千代君）　企画課長。 

○企画課長（上村秀生君）　企画課長、川村議

員の再質問にお答えさせていただきます。 

　交通空白地域の調査を行っているかとの御質

問についてですけれども、空白地域全てを調査

に入っているわけではございませんが、例えば

要望があった地区などについては、アンケート

等調査を行うなどの状態把握に努めているとこ

ろでございます。 

　以上でございます。 

○議長（川村三千代君）　４番川村圭一君。 

○４番（川村圭一君）　ありがとうございまし

た。 

　その件ですけれども、私が交通手段に困って

いる地域はないか個人的に調査したところ、要

望が多かった地域、地区があります。 

　１つが大島地区、山北地区、そして高石地区

でしたが、今後、このような地域に路線を増や

すといったことを考えているのか、きょうの質

問の中ですけれども、ぜひそういったことを考

えているのか、お聞かせ願いますか。 

○議長（川村三千代君）　市長。 

○市長（中平富宏君）　川村議員の一般質問に

お答えをさせていただきたいと思います。 

　これから、はなちゃんバスの増便等、そうい

った考えはないかということでございます。 

　このコミュニティバスにつきましては、乗合

バスの路線縮小、既存のバスが、以前は私たち

が住んでいた宇須々木地区や藻津のほうにも日

に３便入っていましたが、こういった路線の縮

小や高齢化の進行によりまして、中山間地域に
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おける交通弱者、要するに移動ができない方々、

こういった弱者の移動手段の確保が喫緊の課題

となりまして、これは私が就任した次の年には

なりますが、就任直後の平成２８年に、実証事

業というものを行っております。 

　それに伴いまして、それからそのまま継続を

して、平成２９年１０月より本格運行を開始し

た、そういった事業となっております。 

　本格運行開始から６年が経過しておりますが、

その間、利用者のニーズの把握に努めまして、

停留所の変更など効果的な運行を目指し、現在

までコミュニティバス事業を継続してきたとい

うところでございます。 

　以前は、停留所で乗り降りしてたんですが、

現在は、利用されている方は分かると思うんで

すが、手を挙げれば止まっていただいたり、ま

た降りたいところがあれば、運転手の方に言っ

ていただければ降りれるような、そのような変

更も利用者の方々の御意見を聞きながら、行っ

てきたところでございます。 

　今後も高齢化が加速する中、交通空白地域に

おきまして、移動手段を持たない、そういった

人々が増加していくことは明らかな状況でござ

いまして、現状の維持はもとより、状況に応じ

たさらなる対策が必要ではないかと私も考えて

おりまして、関係機関と協議を進めている状況

下でございます。 

　これまで協議を重ねる中で、現行の運行体制

では、既にダイヤ上、余裕がない、これ以上増

やせれないといった状況でございまして、これ

以上経路を延伸することは、移動時間の増加に

よる運転手の拘束時間延長や、または利用者の

快適性低下などにつながるおそれがあるという

ふうに考えられるということでございます。 

　しかしながら、高齢化の著しい現状、その進

行を踏まえますと、増台・増便等によるコミュ

ニティバスの運行体制の見直しを中心に、デマ

ンドタクシー、そしてグリーンスローモビリテ

ィをはじめ、機能性や拡張性で進化を続けてい

る電動アシスト付自転車や、そしてシニアカー、

これは老人の方が乗られる四輪のシニアカーな

ど、そういったものの活用など、様々な移動手

段との組み合わせを検討する必要がありまして、

コミュニティバスを核とした地域公共交通体制

の全体の見直しを進めてまいりたいというふう

に考えているところでございます。 

　先ほど、交通の空白地域というところで、何

か所か挙げていただきましたが、要するにバス

を運行させる上で、当然、バスが通っている道

から離れた、その沿線から離れた地域の方々は、

バスに乗るために、そこまで移動しなければい

けない、こういった状況が起こってまいります。 

　そのときに、先ほど言ったグリーンスローモ

ビリティであるとか、また電動付自転車、シニ

アカーなど、そういったものをうまく活用しな

がらつないでいくことができないか。 

　または、既存の公共交通機関とうまく、この

はなちゃんバスをつなぐことができないか。も

っと言えば、例えばくるくる回るような循環型

のはなちゃんバス、それにはなちゃんバスを引

っつけることができないか、いろんなことを、

現在、検討しているところではございますが、

どちらにいたしましても、増便というのは一つ

の課題となっておりますので、この増便につい

ても、しっかり考えていかなければならない、

そういった時期になっているというふうに思っ

ております。 

　できるだけ早い段階で調整をとって、増便を

していきたい、そのように考えているところで

ございます。 

　以上でございます。 

○議長（川村三千代君）　４番川村圭一君。 

○４番（川村圭一君）　どうも市長、丁寧な御

説明ありがとうございます。 
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　聞きながら、いろいろな形、方法があるなと、

私自身も感動しましたので。ぜひ、今からもこ

ういったことを考えていってくださるようお願

いいたします。 

　実際に、私がはなちゃんバスに乗ったんです

けれども、そのときに、移動手段だけでなく、

挨拶と雑談、そういった形でいろいろ話しまし

て、このバス自体がコミュニケーションの場と

なっていると感じましたので、僕は初めて乗っ

たわけですけれども、ちょっと感動がありまし

た。 

　それと、運転手さんがどこで降りてもいいと

いうことを言われていましたので、家の前で降

りるんだなということも思いました。実際、自

分の家の前は通っていませんけれども。 

　こういった形で、いろんな方法があり、皆さ

んの市民の助けになることをいろいろ考えても

らっていると思います。 

　福祉というものは、困っている人に対して手

助けをすることなんですけれども、どんな人が

困っているかは、必ずしも明確ではありません

が、生き方の幅を広げてあげるということが福

祉の目的ということにもなっていると思います。 

　そのため、もしひとりでも交通手段に困って

る人がいれば、手を差し伸べてあげる。先ほど

市長がおっしゃったように、いろんな形を考え

ながら、困った人に手を差し伸べてあげられる

市政、そういったものを目指していきたいと思

います。 

　市長にも期待しておりますので、路線を増や

すこと以外にも、困った人には必ず手を差し伸

べる、そういった形で、宿毛市のよさを発展と

共にしていこうということを最後の言葉にしま

して、ふがいない一般質問でしたが、川村圭一

の一般質問を終わらせていただきます。 

　ありがとうございました。 

○議長（川村三千代君）　これにて一般質問を

終結いたします。 

　この際、１０分間休憩いたします。 

午前１１時２２分　休憩 

－－－－－・・－－－－－・・－－－－－ 

午前１１時３２分　再開 

○議長（川村三千代君）　休憩前に引き続き、

会議を開きます。 

　日程第２「議案第１号から議案第３１号まで」

の３１議案を一括議題といたします。 

　これより質疑に入ります。 

　質疑の通告がありますので、発言を許します。 

　９番川田栄子君。 

○９番（川田栄子君）　９番川田栄子でござい

ます。 

　私の質疑は、議案第３１号の財産の取得につ

いてお聞きをいたします。 

　内容は、宿毛市立学校給食センター厨房機器

購入事業であります。 

　一般競争入札で、高知市の業者が落札をして

おります。 

　入札について、複数の業者があったのか、複

数の見積もりが取れたのか。また、高知市限定

など、そういう枠はあったのか、入札について

の全容をお聞きいたします。 

　そして、機器について、どのようなポイント

で選んだのか。また、メーカーにそれぞれの特

徴がございますので、メーカーによって選択を

していったのか、それとも一括メーカーとした

のか。 

　それぞれコストの関係もあると思いますけれ

ども、どのような点に注意されて選択をされた

のか、全容をお聞かせください。 

○議長（川村三千代君）　学校給食センター所

長。 

○学校給食センター所長（平井建一君）　９番、

川田議員の質疑にお答えいたします。 

　議案第３１号、令和５年第３回宿毛市議会定
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例会追加議案、財産の取得に関する議案の内容

について質疑をいただきましたので、順を追っ

て御説明いたします。 

　まず、１点目の入札につきましては、一般競

争入札として実施するため、令和５年８月１日

に入札公告を行いまして、申込期限の８月１６

日までに申し込みのあった事業者は２者でした。 

　その後、９月４日の入札では、先ほどの２者

が参加し、その結果、四国厨房器製造株式会社

高知営業所が落札いたしました。 

　機器のメーカーの種類というか、者数が何者

かと言いますと、細かいものも当然ありますの

で、複数者、２者か３者程度の機器が導入され

る予定となっております。 

　次に、機器の特徴といたしましては、現在の

学校給食センターとの比較になりますが、現在

は、副菜を調理する際の蒸すという行為ができ

ません。そういう調理工程が可能となるような、

スチームコンベクションオーブンが新たに導入

されます。 

　また、各学校に配送されますコンテナに至り

ましては、現在の手洗いとは違い、回収後、丸

ごとの洗浄乾燥機能を有した機械を導入し、さ

らなる衛生管理が図れるものとなっております。 

　以上です。 

○議長（川村三千代君）　９番川田栄子君。 

○９番（川田栄子君）　簡素化されて、使い勝

手もよくなったと思いますけれども、そういう

自動的なものが、人件費のコストにつながって

いったりすることがあるのかどうか、お聞かせ

ください。 

○議長（川村三千代君）　学校給食センター所

長。 

○学校給食センター所長（平井建一君）　ただ

いまの質疑にお答えいたします。 

　基本的には、当然、オートメーション化にな

りますので、人員削減にはつながるかとは思い

ますが、今の現状では、調理員不足等が問題と

なっておりまして、実際稼働して、その状況を

見ながら、人員が必要な人数であるかどうかの

判断をしていきたいと考えております。 

　以上です。 

○議長（川村三千代君）　９番川田栄子君。 

○９番（川田栄子君）　以上で、私の質疑を終

わります。 

○議長（川村三千代君）　３番小谷翔太君。 

○３番（小谷翔太君）　通告に従いまして、質

疑をさせていただきます。 

　議案第１７号別冊、一般会計補正予算。 

　第７款土木費、第２項道路橋りょう費、３目

道路新設改良費、１４節の市道改良工事費２５

０万円について、お伺いいたします。 

　まず、この市道改良工事の場所について、お

伺いいたします。 

○議長（川村三千代君）　土木課長。 

○土木課長（太田芳宏君）　土木課長、小谷議

員の質疑にお答えします。 

　議案第１７号、令和５年度宿毛市一般会計補

正予算について。 

　第７款土木費、第２項道路橋りょう費、３目

道路新設改良費、１４節工事請負費について、

説明いたします。 

　本件は、和田地区から二ノ宮地区を結ぶ路線

であります市道正和二ノ宮線において、現在施

工中である工事に追加で必要となった路面対策

費用に充てようとするものです。 

　以上です。 

○議長（川村三千代君）　３番小谷翔太君。 

○３番（小谷翔太君）　ありがとうございます。 

　それでは、期間も含めた工事の詳細をもう少

しお願いいたします。 

○議長（川村三千代君）　土木課長。 

○土木課長（太田芳宏君）　土木課長、お答え

いたします。 
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　当工事は、市道への落石対策のため、９９メ

ートルの区間において、道路沿いの既設擁壁に

落石防止柵を設置するものです。 

　令和５年６月１日に契約締結し、翌日の令和

５年６月２日から令和５年１１月２８日を工期

として施工しており、この際、構造物設置のた

め斜面の掘削を行ったところ、切土面に亀裂が

多く確認されたため、モルタル吹付けによる切

土面の風化防止対策が必要となったものです。 

　この費用として、２５０万円の補正予算を計

上するものです。 

　以上です。 

○議長（川村三千代君）　３番小谷翔太君。 

○３番（小谷翔太君）　ありがとうございます。 

　それでは、次の質問に移らさせていただきま

す。 

　同じく議案第１７号別冊、一般会計補正予算。 

　第７款土木費、第８項河川費、１目河川等環

境整備事業費、１４節工事請負費。こちらの河

川整備工事費、しゅんせつ工事費、それぞれ２

３６万４，０００円、１，１９７万５，０００

円について、お伺いいたします。こちらの場所

について、お教えをお願いいたします。 

○議長（川村三千代君）　土木課長。 

○土木課長（太田芳宏君）　土木課長、お答え

します。 

　第７款土木費、第８項河川費、１目河川等環

境整備事業費、１４節工事請負費につきまして

は、６月の台風により、河川に土砂が流れ込み

河川が埋塞されたため、土砂撤去補強工事を行

うものです。 

　場所につきましては、小深浦ほか３か所とな

ってございます。 

　以上でございます。 

○議長（川村三千代君）　３番小谷翔太君。 

○３番（小谷翔太君）　御答弁ありがとうござ

います。 

　それでは、期間が、もし決まっていれば、お

教えていただければありがたいです。 

　よろしくお願いいたします。 

○議長（川村三千代君）　土木課長。 

○土木課長（太田芳宏君）　土木課長、お答え

します。 

　この工事の件に関しましては、今年度中の施

工を予定してございます。 

　以上でございます。 

○議長（川村三千代君）　３番小谷翔太君。 

○３番（小谷翔太君）　御答弁ありがとうござ

います。 

　これで私の質疑のほうを終わらせていただき

ます。 

　ありがとうございました。 

○議長（川村三千代君）　２番浦尻学典君。 

○２番（浦尻学典君）　２番、浦尻でございま

す。 

　通告に従いまして、質疑をさせていただきた

いと思います。 

　今回、私が質疑いたしますのは、議案第１７

号別冊、令和５年度一般会計補正予算。 

　２９ページの第８款消防費、第１項消防費、

２目非常備消防費、１２節委託料に関してとな

ります。 

　内容を確認いたしますと、片島分団詰所新築

工事設計業務委託料でございますが、まずこち

らの場所、新築の予定場所に関して、御回答を

お願いいたします。 

○議長（川村三千代君）　総務課主監。 

○総務課主監（大海則次君）　総務課主監、２

番、浦尻議員の質疑にお答えします。 

　議案第１７号別冊、令和５年度一般会計補正

予算（第７号）の２９ページ。 

　第８款消防費、第１項消防費、２目非常備消

防費、１２節委託料、片島分団詰所新築工事設

計業務委託料９９１万５，０００円。 
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　歳入におきましては、１６ページ。第２１款

市債、第１項市債、６目消防債、１節消防債、

消防施設整備事業債９９０万円となっておりま

す。 

　東日本大震災で、消防関係者の尊い犠牲が生

じるなど、人的被害の発生を受けて、本市にお

いても、津波浸水想定区域内に属する地区より、

早急に消防団詰所の集約移転に取り組むもので

す。 

　今回は、全ての詰所が津波浸水想定区域内に

ある片島分団において、新たな詰所の新築工事

設計の委託を行うものです。 

　この設計委託の成果をもとに、次年度以降に、

建築工事を実施する予定となっています。建築

場所については、希望ヶ丘の職員第一駐車場の

南側隣接地を予定しています。 

　以上です。 

○議長（川村三千代君）　２番浦尻学典君。 

○２番（浦尻学典君）　御答弁、ありがとうご

ざいます。 

　では、続きまして、現在予定されているもの

で結構ですので、建物の規模や構造等を御回答

願います。 

○議長（川村三千代君）　総務課主監。 

○総務課主監（大海則次君）　２番、浦尻議員

の再質疑にお答えします。 

　詰所の規模や構造につきましては、今回の設

計業務で決定されるものです。 

　想定している詰所につきましては、消防車両、

消防ホースや、その他災害活動に必要な資機材

を格納し、日常的には定例会議や機械器具の点

検等を行う場所としての役割を果たし、災害活

動時には、出動に備えた待機場所、または活動

における作戦会議を行う場所などを整備いたし

ます。 

　また、大規模災害時に、長期間の活動を行う

ための拠点機能の必要性から、男女別トイレ、

更衣室及びシャワー室の整備、さらに調理室、

冷暖房を整備して、災害時に備えたいと考えて

おります。 

　以上です。 

○議長（川村三千代君）　２番浦尻学典君。 

○２番（浦尻学典君）　御答弁ありがとうござ

います。 

　以上で、私の質疑を終了いたします。 

○議長（川村三千代君）　１番井上　将君。 

○１番（井上　将君）　１番、井上でございま

す。通告に従いまして、質疑を行います。 

　議案第１７号別冊、令和５年度一般会計補正

予算、第２表、債務負担行為補正、電気自動車

借上料について、お伺いをいたします。 

　この借上料について、どのような内容のもの

なのか詳しく、また借上げをすることで考えら

れている効果も、併せてお答えください。 

　よろしくお願いいたします。 

○議長（川村三千代君）　総務課長。 

○総務課長兼選挙管理委員会事務局長（桑原　

一君）　総務課長、井上議員の質疑にお答えを

いたします。 

　議案第１７号別冊、令和５年度宿毛市一般会

計補正予算（第７号）。 

　７ページでございます。 

　第２表、債務負担行為補正、電気自動車借上

料についてでございます。 

　この内容と効果という御質問でございます。 

　この事業におきましては、公用車として２台、

電気自動車をリースさせていただきたいという

ものでございますが、今回補正させていただく

理由といたしましては、本来であれば、本年の

４月からリースをさせていただくということで

債務負担をとっておりましたけれども、電気自

動車の製造が、ちょっと間に合ってないという

ことがございまして、どうしても納期が遅れる

ということがございますので、今回、債務負担
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の変更をさせていただくものでございます。 

　このリース契約の契約期間につきましては、

納車日が契約のスタートとなりますので、その

スタート日から５か年間ということになります。 

　既に設定をさせていただいております債務負

担行為が、今までは令和５年度から令和９年度

までの５か年の債務負担となっておりましたの

で、今回、納車が遅れるということで、契約の

終了が令和１０年度にずれ込む見込みとなりま

すので、令和１０年度の債務負担行為を追加さ

せていただこうとするものでございます。 

　令和１０年度には、限度額を９５万８，００

０円を追加させていただきまして、今までの債

務負担と合わせまして、６年度分になりますけ

れども、債務負担においては７１４万４，００

０円になるものでございます。 

　ただ、実際のリース契約については、５か年、

５年間になりますので、この６年のうちの５年

分が契約となります。 

　そのため、契約金額は、今、５７４万８，０

００円。税を込めますと、６３２万２，８００

円が契約金額になるということにしております。 

　リースをさせていただく車種につきましては、

日産のリーフ１台と、日産のサクラ１台、この

２台をリースをさせていただこうと思っており

ます。 

　電気自動車を導入することによる効果につき

ましては、温室効果ガスの排出量の削減には効

果があると言われておりますので、脱炭素化社

会の実現に向けた取り組みの推進の一環として、

導入させていただこうとするものでございます。 

　以上でございます。 

○議長（川村三千代君）　１番井上　将君。 

○１番（井上　将君）　御答弁ありがとうござ

います。 

　今後、その公用車全体との、またガソリン車

との比較もしながら、電気自動車のバランス

等々も見ていっていただきたいと思います。 

　ありがとうございます。 

　以上で、私の質疑を終わらせていただきます。 

○議長（川村三千代君）　以上で、通告による

質疑は終了いたしました。 

　ほかに質疑はありませんか。 

（「なし」という声あり） 

○議長（川村三千代君）　ほかに質疑がありま

せんので、これにて質疑を終結いたします。 

　お諮りいたします。 

　本日議題となりました議案のうち、「議案第

１号から議案第３号まで」の３議案については、

会議規則第３７条第３項の規定により、委員会

の付託を省略いたしたいと思います。 

　これに御異議ございませんか。 

（「異議なし」という声あり） 

○議長（川村三千代君）　御異議なしと認めま

す。 

　よって、「議案第１号から議案第３号まで」

の３議案は、委員会の付託を省略することに決

しました。 

　本日、議題となりました「議案第４号から議

案第３１号まで」の２８議案は、お手元に配付

してあります議案付託表のとおり、それぞれ所

管の委員会へ付託いたします。 

　お諮りいたします。 

　議案等審査のため、９月１４日、９月１５日

及び９月１９日、９月２０日は休会いたしたい

と思います。 

　これに御異議ありませんか。 

（「異議なし」という声あり） 

○議長（川村三千代君）　御異議なしと認めま

す。 

　よって、９月１４日、９月１５日及び９月１

９日、９月２０日は休会することに決しました。 

　以上で、本日の日程は全部終了いたしました。 

　９月１４日から９月２０日までの７日間は休
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会し、９月２１日午前１０時より再開いたしま

す。 

　本日は、これにて散会いたします。 

午前１１時５５分　散会 
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令和５年 

第３回宿毛市議会定例会会議録第５号 

 

１　議事日程 

　　　　第１７日（令和５年９月２１日　木曜日） 

午前１０時　開議 

　　　第１　議案第１号から議案第３１号まで 

　　　　　　（議案第１号から議案第３号まで、討論、表決） 

　　　　　　（議案第１７号から議案第３１号まで、委員長報告、質疑、討論、表決） 

　　　第２　委員会調査について 

－－－－－・・－－－－－・・－－－－－ 

２　本日の会議に付した事件 

　　　日程第１　議案第１号から議案第３１号まで 

　　　日程第２　委員会調査について 

　　　日程追加　議案第３２号について 
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－－－－－・・－－－－－・・－－－－－ 

４　欠席議員（１名） 

　　　８番　三　木　健　正　君 

－－－－－・・－－－－－・・－－－－－ 

５　事務局職員出席者 

　　　事 務 局 長　　黒　田　　　厚　君 

　　　議 事 係 長　　桑　原　美　穂　君 

－－－－－・・－－－－－・・－－－－－ 
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　　　副 市 長　　岩　本　昌　彦　君 
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　　　兼 調 査 係 長

中　平　　　純　君
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　　　企 画 課 長　　上　村　秀　生　君 
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 　　　教 育 次 長 兼 
　　　学校教育課長

和　田　克　哉　君

 　　　生涯学習課長 
　　　兼 宿 毛 文 教 
　　　センター所長

中　平　成　也　君

 　　　学 校 給 食 
　　　センター所長
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－－－－－・・－－－－－・・－－－－－ 

午前１０時０１分　開議 

○議長（川村三千代君）　これより本日の会議

を開きます。 

　この際、議長から報告いたします。 

　三木健正君から、会議規則第２条の規定によ

り、欠席する旨の届出がありました。 

　日程第１「議案第１号から議案第３１号まで」

の３１議案を一括議題といたします。 

　これより「議案第１号及び議案第２号」の２

議案について、討論に入ります。 

　討論はありませんか。 

（「なし」という声あり） 

○議長（川村三千代君）　討論がありませんの

で、これにて討論を終結いたします。 

　お諮りいたします。 

　「議案第１号及び議案第２号」の２議案は、

これを承認することに御異議ございませんか。 

（「異議なし」という声あり） 

○議長（川村三千代君）　御異議なしと認めま

す。 

　よって、「議案第１号及び議案第２号」の２

議案は、これを承認することに決しました。 

　これより議案第３号「教育委員会委員の任命

につき同意を求めることについて」討論に入り

ます。 

　討論はありませんか。 

（「なし」という声あり） 

○議長（川村三千代君）　討論がありませんの

で、これにて討論を終結いたします。 

　お諮りいたします。 

　議案第３号は、これに同意することに御異議

ございませんか。 

（「異議なし」という声あり） 

○議長（川村三千代君）　御異議なしと認めま

す。 

　よって、議案第３号は、これに同意すること

に決しました。 

　これより、「議案第１７号から議案第３１号

まで」の１５議案について、委員長の報告を求

めます。 

　予算決算常任委員長。 

○予算決算常任委員長（松浦英夫君）　皆さん、

おはようございます。予算決算常任委員長。本

委員会に付託されました「議案第１７号から議

案第２５号まで」の９議案について、審査の概

要とその結果を御報告いたします。 

　議案の審査に当たっては、効率的な審議を行

うため、本委員会を２つの分科会に分け、９月

１４日、１５日の２日間にわたり審議を行いま

した。 

　その後、９月２０日に意見調整のための全体

委員会を開催し、各分科会主査の審議経過の報

告と質疑を経て、意見調整を行った結果、本委

員会に付託されました議案９件については、原

案を適当と認め、可決すべきものと決しました。 

　以下、分科会における主な審査概要について、

御報告いたします。 

　まず、第１分科会主査より、次のような審査

概要の報告がありました。 

　議案第１７号別冊、令和５年度宿毛市一般会

計補正予算（第７号）の７ページ。 

　第２表、債務負担行為補正、事項、電気自動

車借上料、期間、令和１０年度、限度額９５万

８，０００円に消費税及び地方消費税を加えた

額の範囲内についてであります。 

　本件は、公用車に導入する電気自動車の製造

の遅延により、契約の終了期間が、令和１０年

度まで繰り越すこととなることから、令和１０

年度の債務負担行為を新たに追加しようとする

ものです。 

　委員からは、電気自動車を導入する理由につ

いての質問あり、執行部からは、ガソリン車か

らハイブリッド車への変更に取り組んできたが、
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より環境に優しいといわれる電気自動車の導入

に取り組んでいくべきとの考えからである、と

の答弁がありました。 

　また、委員からは、単なるアピールではなく、

二酸化炭素削減に向けての取組を具体的に示す

べきではないか、との質問に対し、執行部から

は、行政も環境に優しい太陽光発電などの自然

エネルギーを積極的に使っていくべきであり、

今回の四国電力との契約には、自然エネルギー

の電気を充電器に送ってもらう契約としている、

との答弁がありました。 

　続きまして、同じく１７ページ。 

　第２款総務費、第１項総務管理費、６目財産

管理費、１２節委託料、東平不動産鑑定業務委

託料７５万８，０００円についてであります。 

　本事業は、平田町東平にある東部運動場の南

側の区間について、不動産鑑定をしようとする

ものです。 

　鑑定する理由についての質問があり、執行部

からは、宅地分譲地として開発をしてきたが、

今後、宅地ではない方法での活用を検討するた

め、不動産鑑定を行うこととした、との答弁が

ありました。 

　続きまして、２９ページ。 

　第８款消防費、第１項消防費、２目非常備消

防費、１２節委託料、片島分団詰所新築工事設

計業務委託料９９１万５，０００円についてで

あります。 

　本議案は、津波浸水想定区域内に全ての詰所

が位置する片島分団の詰所を、希望ヶ丘にある

市役所西側に当たる職員第１駐車場の南側の隣

接地に、来年度以降に建設工事を実施するため、

新築工事設計業務の委託を行うものであります。 

　委員からは、金額が高過ぎるのではないかと

の質問があり、執行部からは、予定地の背後に

は山林や崖があることから、がけ条例に基づき、

対処する必要があるため、高くなるとの答弁が

ありました。 

　また、参集時の団員の駐車場の質疑に対して

は、参集は夜が多いので、職員駐車場を借りる

想定をしているが、確定されたものではない、

との答弁に対し、委員からは、職員駐車場は、

使えない場合もあることから、十分に協議する

ようにとの意見がありました。 

　次に、第２分科会主査より、次のような審査

概要の報告がありました。 

　議案第１７号別冊、令和５年度宿毛市一般会

計補正予算（第７号）、２４ページ。 

　第４款衛生費、第２項環境衛生費、３目斎場

費、１４節工事請負費、維持修繕工事費７９万

９，０００円についてであります。 

　本議案は、宿毛市斎場の火葬炉２基のうち、

令和２年度に全体を入れ替えた３号基の耐火台

車の一部が破損し、緊急に修理する必要が生じ

たため計上するものであります。 

　委員からは、新しい炉であるのに破損してい

るとのことだが、原因は判明しているのか。ま

た、修繕に至るまでの間、斎場の委託業者との

情報交換等はどのようにしているのか、との質

問があり、執行部からは、はっきりとした原因

は分かっていないが、御遺体毎に火葬時間の温

度を、その都度調整している。御遺体によって

は、高温での稼働時間が長くなることも原因の

一つとして考えられる。耐火れんがの仕様を薄

いタイプに変更もしており、今後の活動状況や

委託業者の運用方法も考察する必要があると考

えている。また、市が委託業者とメーカーの窓

口となり、修繕等については進めている、との

回答がありました。 

　これに対し委員からは、炉が使用できなくな

れば、市外の斎場で行う必要があり、移動時間

や費用等が新たに発生する。事前に小さな破損

から対応できるよう、委託業者やメーカーと調

整し、市民サービスの低下につながらないよう
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努めていただきたい、との意見がありました。 

　続いて、２５ページ。 

　第５款農林水産業費、第２項林業費、５目鳥

獣被害対策費、７節報償費、有害鳥獣対策報償

金２００万円についてであります。 

　本件は、農作物の被害対策として、毎年、猟

期外に捕獲した有害鳥獣に対する捕獲報償金で

ありますが、１，０００万円の当初予算に対し、

不足が見込まれるため、計上したものでありま

す。 

　本事業に関連して委員からは、先日行われた

市政懇談会では、地区長連合会から鳥獣対策に

おいて、アオサギも報償金の対象とする要望が

上がってきた。以前には、ウサギを対象に追加

する要望があり、今年度より実施されているが、

現在の申請数はどの程度か、との質問があり、

執行部からは、アオサギは来年度より対象とす

る方向で検討している。ウサギの申請は７羽と

なっており、数量としては現時点で多くない、

との答弁がありました。 

　続いて、２６ページ。 

　第６款商工費、第１項商工費、２目商工業振

興費、１８節負担金補助及び交付金、高知県商

工会議所青年部連合会県連大会補助金、２５万

円についてであります。 

　本件は、１１月４日に、宿毛市総合運動公園

で開催予定の高知県商工会議所青年部連合会が

主催する県連大会に関する補助金で、開催市で

ある地元に還元できる大会として、各種イベン

トを行う予定としています。 

　委員からは、この大会に市が補助金を支出す

る必要性について質問があり、執行部からは、

例年は県下の商工会議所青年部連合会の会員を

対象として講演会を開催していたが、今回は企

業とのマッチングを行う企業ブースや、飲食店

ブースを構えるなど、一般の方も来場できるイ

ベントとして行う予定である。若者が地元企業

に触れる機会を創出する点などの趣旨等を聞く

中で、総合的に判断したとの回答がありました。 

　最後に、議案第２１号別冊、令和５年度宿毛

市特別養護老人ホーム特別会計補正予算（第１

号）についてであります。 

　８ページ、第１款総務費、第１項施設管理費、

１目一般管理費、１７節備品購入費、電動ベッ

ド購入費２０２万円についてであります。 

　本件は、千寿園で使用している電動ベッド５

台を新たに購入する費用で、施設側からの要望

があり、ベッドへの移乗の際の転倒を防ぐため、

床から１０センチメートル程度まで下がる、超

低床タイプの購入を予定しています。 

　委員からは、５台とした理由について質問が

あり、執行部からは、施設側より、修繕での対

応が困難で、購入の必要が生じたため、数を聞

き取りした。５台あれば、転倒の危険性がある

方に対応できると聞いている、との回答があり

ました。 

　また、委員からは、メンテナンスや不要にな

ったベッドの回収等を考え、リース契約などは

検討していないかとの質問に対し、執行部から

は、千寿園のベッドなどの備品類は全て購入し

ている。リースの場合、メンテナンスや修繕等

を含んだ金額を設定していると考えられる。現

状では、一定額以下の修繕は指定管理者が行う

ことになっており、諸条件がクリアできれば可

能である、との回答がありました。 

　以上で、本委員会に付託されました９議案に

ついての審議結果の報告を終わります。 

　ありがとうございました。 

○議長（川村三千代君）　総務文教常任委員長。 

○総務文教常任委員長（寺田公一君）　総務文

教常任委員長、本委員会に付託されました議案

の審査結果の御報告をいたします。 

　議案第２７号から議案第３０号までの４議案

は、辺地に係る公共的施設の総合整備計画の策
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定についてでございます。 

　公共的施設の整備を実施するに当たり、辺地

対策事業債の申請を行うためには、本計画を策

定する必要があるため、辺地に係る公共的施設

の総合整備のための財政上の特別措置等に関す

る法律第３条第１項の規定により、議会の議決

を求めようとするものです。 

　議案第２７号の沖の島辺地につきましては、

道路施設及び診療施設の改修更新を計画してい

るとともに、集会施設の改修として、沖の島開

発総合センターで使用している浄化槽の放流ポ

ンプの取替工事を行おうとするものです。 

　議案第２８号の宿毛北部辺地、議案第２９号

の宿毛南部辺地の２議案につきましては、いず

れも市道橋梁補修工事を計画するものです。 

　議案第３０号の栄喜辺地については、市道の

路面及び橋梁の補修工事を計画しようとするも

のです。 

　説明の中で、５か年の計画において、補修工

事を計画している橋梁数は、合計３０本となっ

ている。財源として、社会資本整備総合交付金

を予定しているため、各年度の国費の配分状況

によっては、変更する場合もある、との説明が

ありました。 

　議案第３１号は、財産の取得についてであり

ます。 

　内容としては、新設される学校給食センター

で使用する厨房機器の購入について、議会の議

決を求めるものであります。 

　委員からは、緊急時の対応についての質問が

あり、申請があった際に、メンテナンス体制に

ついての聞き取りを行っており、契約相手方か

らは、四万十市内に関連の事業所があり、メン

テナンス依頼をしているという確認をしている

との答弁がありました。 

　また、異物混入に対する対策についての質問

があり、執行部からは、探知機もしくは検知器

の導入について検討を行ったが、高価であるこ

と、検知に時間がかかること、四国内の施設を

参考にしたが事例が少ないことから、今回は導

入しないこととした、との説明がありました。 

　以上、５議案につきまして、担当課からの詳

しい説明を受ける中で、慎重に審査した結果、

いずれも全会一致で原案を適当であると認め、

可決すべきものと決しました。 

　以上で、本委員会に付託されました議案５件

についての報告を終わります。 

○議長（川村三千代君）　産業厚生常任委員長。 

○産業厚生常任委員長（堀　景君）　産業厚生

常任委員長、本委員会に付託されました議案１

件についての審査結果を御報告いたします。 

　議案第２６号は、宿毛市特定教育・保育施設

及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を

定める条例の一部を改正する条例についてでご

ざいます。 

　内容につきましては、地域の自主性及び自立

性を高めるための改革の推進を図るための関係

法律の整備に関する法律が施行され、就学前の

子供に関する教育、保育等の総合的な提供の推

進に関する法律の一部が改正されたことに伴い、

本条例の一部を改正しようとするものです。 

　以上の議案につきましては、担当課から詳し

い説明を受け、慎重に審査した結果、全会一致

をもって可決するものと決しました。 

　以上、本委員会に付託されました議案１件に

ついての報告を終わります。 

○議長（川村三千代君）　以上で、委員長の報

告は終わりました。 

　ただいまの委員長報告に対する質疑に入りま

す。 

　質疑はありませんか。 

（「なし」という声あり） 

○議長（川村三千代君）　格別質疑がありませ

んので、これにて質疑を終結いたします。 
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　これより「議案第１７号」について、討論に

入ります。 

　討論の通告がありますので、発言を許します。 

　９番川田栄子君。 

○９番（川田栄子君）　９番、川田栄子でござ

います。 

　議案第１７号別冊、令和５年度一般会計補正

予算（第７号）、予防費について、反対討論を

行ってまいります。 

　内容は、新型コロナＸＢＢ.１.５ワクチンが

できたから打ってください。宿毛市民に接種さ

せるための予算です。 

　コロナワクチンは、世界は既に止めています

ので、日本が初のＸＢＢ１接種でございます。

１.５接種です。マウス実験しかしていないも

のを、日本国民、宿毛市民に初めて実験するも 

のです。…………（発言一部取り消し）……… 

………………………………………… 

　危険性の声を上げようと、ひとりでも犠牲者

を少なくするために、私はどの事業よりも優先

されなければならないとの思いで、議会でもコ

ロナが始まって以来、質問を続けてまいりまし

た。 

　…………………………………………………… 

………………（発言一部取り消し）…………… 

……………………………………………………… 

………………………………… 

　各自治体の取組を聞くと、厚労省や政府が言

うから従うしかないとのことです。しかし、泉

大津市は、市長のイニシアチブで、自分たちが

市民を守るんだ。現場で、市民に一番近い自治

体として、ひしひしと感じる。おかしいことは

おかしい。伝えるべきものは伝える。泣き寝入

りをつくらない。国がしないなら、自分たちが

信念を持ってやらないと、今の流れは止められ

ない。そして、地元の議員が勉強を始めること

が大事と、半数ぐらいの議員が共に勉強をして

います。 

　議長が市長とタッグを組んでする目的につい

て、事実を伝える。分かっていることを、政府

もメディアも伝えない。知らなかったでは済ま

ない。困っている人に手を差し伸べる。起こし

てはいけない被害は、起こしてはいけない。 

　そして、選択肢を増やして、判断できること

が幸せにつながるので、接種を納得して進むこ

とが大事としています。 

　予防や免疫を上げる知識も、増やすことも大

切としています。 

　その泉大津市の市長が、様々訴えていること

の中に、臨床試験はしていないとしっかり伝え

るべき。１，０００種類を超える副反応症例も

懸念されています。 

　大体、若者が接種後亡くなるのはおかしい。

株が変わっているのに、旧来のものを打ってい

ることなど、真摯に伝えることが誠実さではな

いかと、しっかり自治体が勉強して、市民に知

らせていると、議長も共に発しています。 

　市民に事実を伝える被害報告では、６か月か

ら４歳の接種者で、死亡が１名、重篤反応、２

人。５歳から１１歳で、死亡が３人。重篤者、

４０人。１２から１９歳の死亡者は５人。重篤

者は３９８名と言われていますが、実際はもっ

と大きい数字だろうと言われています。 

　２年間のコロナワクチン死亡報告書、厚生科

学審議会で健康被害救済制度、令和５年８月３

１日、死亡認定２１０件、ワクチン被害認定数

４，０９８件。今、審査中が３，９８２件。 

　これは、コロナが始まっての２年間でありま

す。 

　そして、１９７７年から２１年までの４５年

間のワクチン累計です。 

　被害認定３，５２２件、死亡、１５１件。累

計ですので、インフルエンザ、天然痘、ＢＣＧ

を合わせての死亡者が１５１件。コロナは２年



－ 132 －

間で２１０件となっています。 

　２０２３年８月３１日、副反応疑い報告３万 

６，４５７件、死亡報告２，０７６件。……… 

………………（発言一部取り消し）…………… 

……………… 

　以上のことなど、一部ですが、泉大津市は市

民に情報を提供しています。 

　他市からも、情報が少ない市民を守るため、

頑張っている議員もたくさんいます。しかし、

当市では、超過死亡が、白血病が増えている状

況ですと質問をしました。担当課の答えのでき

る範囲ではない。憶測や推測ではなく、因果関

係のもとで質問をせよと、何回も止められた経

過があります。 

　しかし実際、何が起こっているか、現状を知

らない人の言葉ではないでしょうか。分かって

いることは、数字が結果を出しています。しか

しその原因、要因の論文が出ているが、公表さ

せない、分からないこととしていることに問題

があります。 

　６月議会で、白血病が増えていますと質問し

たら、オミクロン株対応２価ワクチン接種副反

応として、リンパ節痛、リンパ節症の報告があ

るが、白血病については認識していない。また

本市が見解を述べることではない。国の報告に

基づき、国の方針に従い接種を続けるとの答弁

でした。 

　厚労省のホームページには、安全性など情報

を見てください。お住まいの自治体に相談くだ

さいとあります。 

　厚労省のホームページには、議事録ほか、デ

ータが多く公表されていますが、調べたいが、

情報を調べることができない方への配慮もいる

のではないでしょうか。 

　春接種では、当市はオミクロン株対応ＢＡ.

４－５型ワクチン、２価ワクチンでした。しか

し、昨年暮れから今年初めにかけては、ＢＱ.

１型。その後、ＸＢＢ株に変わっていたので、

春接種はＸＢＢ対応のワクチンであるのに、オ

ミクロン対応２価ワクチンの接種でした。秋接

種に間に合わすというものであり、意味のない

接種だったが、市民は知りません。 

　今、主流の株を、６月議会で聞いてみました。

答弁は、今の株が何が主流かとの答弁は控える。

国のほうが、その株に応じた対応株のワクチン

を進めているというものでした。 

　接種券交付だけが自治体責務でしょうか。新

株に旧株対応ワクチンであることを、市民に情

報を与えなくていいですか。高齢者は接種券が

来たから打っていると言っています。その情報

があったら、結果はどうなるでしょう。特例承

認の危険なワクチンを接種しますか。市民の命

を守る行政として考えませんか。 

　……………（発言一部取り消し）…………… 

…………………………しかし、行政は、基礎疾 

患、高齢者からと言いました。私もずっと疑問

があったので、質問を重ねてきましたが、回答

は、重症を防ぐという同じ答えが続きました。 

　５類になって、オミクロン弱毒化したと言わ

れても、高齢者、基礎疾患がある人は、先行し

て今も打ち続けています。 

　臨床試験は、若く元気な人が打った後、その

後で病気の人を調べていくのが通常であります。

しかし、初めから基礎疾患、高齢者から打てと

なったので、そのプロセスはなかったことにな

っています。 

　だから、高齢者、基礎疾患のある人が多く亡

くなりました。全く信じられないやり方です。

また、打った人に免疫がついているかどうかも、

感染研が調べるべきだが、やっていません。 

　東北有志医師の会、全国に１，０００人以上

の医師が、本当に声の限りに街頭で叫んでいま

す。 

　９月２０日のＸＢＢワクチンは絶対打たない



－ 133 －

ように、ファイザーのＣＭにも騙されないよう

に。まず、ＸＢＢにかかった人は打つと最悪。

接種をすると免疫が弱り、ＸＢＢスパイクタン

パクが体中回り、毒性を１００％発揮するので、

全身炎を起こし、最悪、命取りになると言われ

ています。 

　これは、去年、徳島で中学生が亡くなった、

全身炎で亡くなった症例があります。 

　それにＸＢＢを打つ頃は、株は変異をして、

ＥＧ５.１株が増えているだろう。この事実を

伝えてこそ、市民が判断できるものと認識すべ

きではありませんか。 

　今までのワクチンは、不活化したものを接種

していましたが、遺伝子を細胞に入れたので、

細胞が異物として免疫抑制し、ｍＲＮＡ抗体だ

けを誘導する。 

　一方、ほかの免疫は抑制されていますので、

帯状疱疹、がんが増えています。特に子宮がん、

卵巣がん、乳がん、白血病、４つのがんだけで、

この２年間で３，０００人の超過死亡が出てい

ます。 

　７回目接種は、既に武漢型による抗原原罪が

成立しています。接種が始まると、ＸＢＢの抗

体ができるのではと、間違って会場に行く人が

絶対いることを、政府は知っています。 

　効果がないだけでなく、免疫が抑制され、強

い副作用が出るといわれて、心配をしておりま

す。 

　ＸＢＢ.１.５ワクチンを打てというが、抗原

原罪で抗体がどれくらいできないかと、ファイ

ザーのマウス実験では、４回接種している方で

５０分の１、日本の高齢者はほぼほぼ６回接種

してますので、１００分の１と、ほとんど抗体

はできないといわれています。 

　厚労省がＸＢＢ.１.５対応ワクチンについて、

接種する判断として、メリット、あるいはリス

クの面をどのように案内しているか、見てみま

した。ホームページにあります。 

　メリットとして、ＸＢＢ.１.５対応ワクチン

に関しては、現行の２価ワクチンよりも高い中

和抗体を誘導すると報告されている。………… 

…………………………………………… 

　…………………………………………………… 

………………（発言一部取り消し）…………… 

……………………………………………………… 

……………………………………………………… 

…………………………………………………… 

　そして、臨床実験ありますかの質問に、マウ

スを用いた非臨床実験が行われている報告だけ

と答えています。 

　安全性について、厚労省ですら把握していま 

せん。……………………………………………… 

…………………………………………… 

　……………（発言一部取り消し）…………… 

……………………………………………………… 

……………………………………… 

　国民がワクチンのことを勉強することにより、

初めて自分たちの家族が守られることになって

います。 

　ｍＲＮＡワクチンを週１００回以上、かつ４

週間以上接種した医療機関に、支援金、１本２，

０００円、最低でも３２０万円。この支援金額

は、自治体においても積極的に実施しています。

これは、接種させることが目的で、国民の命を

守る話ではありません。市民の命と健康を守る

ため、接種しないことです。これ以上、ブース

ター接種による被害者が出ないことを心よりお

祈りします。 

　…………………………………………………… 

……………………………………………………… 

……………………………………………………… 

………………………………… 

　…………………………………………………… 

　……………（発言一部取り消し）…………… 
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……………………………………………………… 

……………………………………………………… 

………… 

　ワクチンで亡くなった人、家族が被害で病に

伏す方。とてつもない危機に直面しています。 

　厚労省は、事実として多くのデータを公開し

ていますが、メディアは一切伝えていません。

深刻です。駄目な国にしたくありません。知る

権利、生存権を無視され、広範囲な被害が広が

っている。民主主義の深刻な危機を、１人１人

民主主義を守って発言するしかありません。 

　真実をありのままに、当たり前に伝える国民

の知るべき事実が伝えられない。ワクチンで問

題が起きたら、薬のせいとする考え方が科学の

基本です。 

　以上のことから、議案第１７号別冊、令和５

年度一般会計補正予算（第７号）、予防費３，

２８０万１，０００円について、反対する立場

で討論を行います。 

○議長（川村三千代君）　ただいま御意見がご

ざいました。 

　川田栄子君の討論の内容ですけれども、私も

いろいろと事実誤認の部分もあるのではないか

という懸念を持っております。 

　このことについて、議事録に残すべき内容で

あるのか、議会運営委員会を開いていただきま

して、また検討をいたしたいと思います。 

　議会運営委員会、開会よろしくお願いいたし

ます。 

　暫時休憩にいたします。 

午前１０時４４分　休憩 

－－－－－・・－－－－－・・－－－－－ 

午前１１時０６分　再開 

○議長（川村三千代君）　休憩前に引き続き、

会議を開きます。 

　この際、議長から申し上げます。 

　ただいまの川田栄子君の発言につきましては、

後日、会議録を調査し、不穏当発言があった場

合には、善処することといたします。 

　以上で、通告による討論は終わりました。 

　ほかに討論はありませんか。 

（「なし」という声あり） 

○議長（川村三千代君）　討論がありませんの

で、これにて討論を終結いたします。 

　これより、議案第１７号について、電子表決

により採決いたします。 

　本案に対する委員長の報告は可決であります。 

　本案は、委員長の報告のとおり可決すること

について、賛成または反対のボタンをお押し願

います。 

（電　子　表　決） 

○議長（川村三千代君）　表決漏れはありませ

んか。 

（「なし」という声あり） 

○議長（川村三千代君）　表決漏れなしと認め、

確定いたします。 

　賛成１１人、反対１人で、賛成多数でありま

す。 

　よって「議案第１７号」は、原案のとおり可

決されました。 

　これより、「議案第１８号から議案第３１号

まで」の１４議案について、討論に入ります。 

　討論はありませんか。 

（「なし」という声あり） 

○議長（川村三千代君）　討論がありませんの

で、これにて討論を終結いたします。 

　これより、「議案第１８号から議案第３１号

まで」の１４議案を、電子表決により一括採決

いたします。 

　本案に対する委員長の報告は可決であります。 

　本案は、委員長の報告のとおり可決すること

について、賛成または反対のボタンをお押し願

います。 

（電　子　表　決） 
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○議長（川村三千代君）　表決漏れはありませ

んか。 

（「なし」という声あり） 

○議長（川村三千代君）　表決漏れなしと認め、

確定いたします。 

　採決の結果、全員賛成であります。 

　よって、「議案第１８号から議案第３１号ま

で」の１４議案は、原案のとおり可決されまし

た。 

　「議案第４号から議案第１６号まで」の１３

議案については、予算決算常任委員長から、会

議規則第１１１条の規定により、お手元に配付

いたしました申出書のとおり、閉会中の継続審

査の申出があります。 

　お諮りいたします。 

　委員長からの申出のとおり、閉会中の継続審

査に付することに御異議ございませんか。 

（「異議なし」という声あり） 

○議長（川村三千代君）　御異議なしと認めま

す。 

　よって、委員長からの申出のとおり、閉会中

の継続審査に付することに決しました。 

　日程第２「委員会調査について」を議題とい

たします。 

　各常任委員長及び議会運営委員長から、目下

委員会において調査中の事件については、会議

規則第１１１条の規定により、お手元に配付い

たしました申出書のとおり、閉会中の継続調査

の申出があります。 

　お諮りいたします。 

　委員長からの申出のとおり、閉会中の継続調

査に付することに御異議ございませんか。 

（「異議なし」という声あり） 

○議長（川村三千代君）　御異議なしと認めま

す。 

　よって、委員長からの申出のとおり、閉会中

の継続調査に付することに決しました。 

　お諮りいたします。 

　ただいま、市長から、議案第３２号が提出さ

れました。 

　この際、これを日程に追加し、議題といたし

たいと思います。 

　これに御異議ございませんか。 

（「異議なし」という声あり） 

○議長（川村三千代君）　御異議なしと認めま

す。 

　よって、議案第３２号を日程に追加し、議題

とすることに決しました。 

　議案第３２号を議題といたします。 

　この際、提案理由の説明を求めます。 

　市長。 

○市長（中平富宏君）　提案理由の説明に入り

ます前に、今議会の開会日に御報告したとおり、

本市職員が８月２６日に酒気帯び運転により検

挙される事案が発生をしました。市を挙げて飲

酒運転の根絶に向け取り組んでいる中での非違

行為ということで、市政への信頼が大きく損な

われる、そういった事案であることから、本日

付で当該職員を懲戒免職処分といたしました。 

　市民の皆様及び関係各位に、御迷惑と御心配

をおかけしたこと、職員の監督責任者である市

長としておわびを申し上げます。 

　誠に申し訳ございませんでした。 

　全職員に対しまして、不祥事根絶に向けた通

知を行いましたが、今後は二度とこのようなこ

とが発生しないよう、服務規律の確保と綱紀粛

正の徹底を図りまして、職員一丸となって、市

民の皆様の信頼回復に、誠心誠意努めてまいり

ます。 

　それでは、追加で御提案申し上げました議案

につきまして、提案理由の説明をいたします。 

　議案第３２号「宿毛市特別職の職員の給与並

びに旅費に関する条例の一部を改正する条例に

ついて」でございます。 
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　内容につきましては、冒頭おわび申し上げま

した、本市職員の酒気帯び運転という不祥事に

より、市民の皆様の信頼を損なう結果となり、

市政を預かる者として、責任を重く受け止めて

おります。 

　つきましては、私及び副市長の給料月額を、

令和５年１０月１日から２か月間、それぞれ１

０％減額しようとするものです。 

　以上が御提案申し上げました議案の内容でご

ざいます。 

　よろしく御審議の上、適切な御決定を賜りま

すようお願い申し上げまして、提案理由の説明

とさせていただきます。 

○議長（川村三千代君）　これにて、提案理由

の説明は終わりました。 

　この際、暫時休憩いたします。 

午前１１時１４分　休憩 

－－－－－・・－－－－－・・－－－－－ 

午前１１時１４分　再開 

○議長（川村三千代君）　休憩前に引き続き、

会議を開きます。 

　これより、質疑に入ります。 

　質疑はありませんか。 

（「なし」という声あり） 

○議長（川村三千代君）　格別質疑がありませ

んので、これにて質疑を終結いたします。 

　この際、暫時休憩いたします。 

午前１１時１４分　休憩 

－－－－－・・－－－－－・・－－－－－ 

午前１１時３５分　再開 

○議長（川村三千代君）　休憩前に引き続き、

会議を開きます。 

　お諮りいたします。 

　議案第３２号は、会議規則第３７条第３項の

規定により、委員会の付託を省略いたしたいと

思います。 

　これに御異議ございませんか。 

（「異議なし」という声あり） 

○議長（川村三千代君）　御異議なしと認めま

す。 

　よって、本案は委員会の付託を省略すること

に決しました。 

　これより、議案第３２号について、討論に入

ります。 

　討論はありませんか。 

（「なし」という声あり） 

○議長（川村三千代君）　討論がありませんの

で、これにて討論を終結いたします。 

　これより、議案第３２号を電子表決により採

決いたします。 

　本案は、原案のとおり可決することについて、

賛成または反対のボタンをお押し願います。 

（電　子　表　決） 

○議長（川村三千代君）　表決漏れはありませ

んか。 

（「なし」という声あり） 

○議長（川村三千代君）　表決漏れなしと認め、

確定いたします。 

　採決の結果は、全員賛成であります。 

　よって、議案第３２号は、原案のとおり可決

されました。 

　以上で、今期定例会の日程は全て議了いたし

ました。 

　閉会に当たり、市長から挨拶の申出がありま

すので、発言を許します。 

　市長。 

○市長（中平富宏君）　閉会に当たりまして、

一言御挨拶を申し上げます。 

　去る９月５日に開会をいたしました今期定例

会は、本日までの１７日間、議員の皆様におか

れましては、連日、熱心に御審議をいただき、

御提案申し上げました３２議案のうち決算認定

議案の１３議案を除きまして、原案のとおり御

決定をいただき、誠にありがとうございました。
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厚くお礼申し上げます。 

　今議会を通じましてお寄せいただきました

数々の貴重な御意見や御提言につきましては、

今後さらに検討をいたしながら、市政の執行に

反映をさせてまいりたいと、そのように考えて

いるところでございます。 

　議員の皆様におかれましては、より一層の御

指導、御協力を賜りますようお願い申し上げま

して、閉会の挨拶とさせていただきます。 

　ありがとうございました。 

○議長（川村三千代君）　以上で、市長の挨拶

は終わりました。 

　これにて、令和５年第３回宿毛市議会定例会

を閉会いたします。 

午前１１時３９分　閉会 
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地方自治法第１２３条第２項の規定によりここに署名する。 

 

 

　　　　　　　　　　　　　　宿　毛　市　議　会　議　長　　　川　村　三千代 

 

 

　　　　　　　　　　　　　　宿 毛 市 議 会 副 議 長　　　三　木　健　正 

 

 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　議　員　　　川　田　栄　子 

 

 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　議　員　　　髙　倉　真　弓 
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　令和５年９月２０日　 

　宿毛市議会議長　川　村　三千代　殿 

 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　予算決算常任委員長　松　浦　英　夫 

 

委員会審査報告書 

 

　　本委員会に付託の事件は、審査の結果下記のとおり決定したので、会議規則第１１０条の

規定により報告します。 

記 

 

 
事 件 の 番 号 件　　　　　　　　　　名 審査結果 理　由

 
議案第１７号 令和５年度宿毛市一般会計補正予算について 原案可決 適　当

 

議案第１８号
令和５年度宿毛市国民健康保険事業特別会計補正予

算について
原案可決 適　当

 

議案第１９号
令和５年度宿毛市へき地診療事業特別会計補正予算

について
原案可決 適　当

 

議案第２０号
令和５年度宿毛市定期船事業特別会計補正予算につ

いて
原案可決 適　当

 

議案第２１号
令和５年度宿毛市特別養護老人ホーム特別会計補正

予算について
原案可決 適　当

 

議案第２２号
令和５年度宿毛市学校給食事業特別会計補正予算に

ついて
原案可決 適　当

 

議案第２３号
令和５年度宿毛市下水道事業特別会計補正予算につ

いて
原案可決 適　当

 

議案第２４号
令和５年度宿毛市介護保険事業特別会計補正予算に

ついて
原案可決 適　当

 

議案第２５号
令和５年度宿毛市後期高齢者医療特別会計補正予算

について
原案可決 適　当
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　令和５年９月１４日　 

　宿毛市議会議長　川　村　三千代　殿 

 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総務文教常任委員長　寺　田　公　一 

 

委員会審査報告書 

 

　　本委員会に付託の事件は、審査の結果下記のとおり決定したので、会議規則第１１０条の

規定により報告します。 

記 

 

 

 

 
事 件 の 番 号 件　　　　　　　　　　名 審査結果 理　由

 

議案第２７号
辺地に係る公共的施設の総合整備計画の策定につい

て
原案可決 適　当

 

議案第２８号
辺地に係る公共的施設の総合整備計画の策定につい

て
原案可決 適　当

 

議案第２９号
辺地に係る公共的施設の総合整備計画の策定につい

て
原案可決 適　当

 

議案第３０号
辺地に係る公共的施設の総合整備計画の策定につい

て
原案可決 適　当

 

議案第３１号 財産の取得について 原案可決 適　当
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　令和５年９月１５日　 

　宿毛市議会議長　川　村　三千代　殿 

 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　産業厚生常任委員長　堀　　　　　景　 

 

委員会審査報告書 

 

　　本委員会に付託の事件は、審査の結果下記のとおり決定したので、会議規則第１１０条の

規定により報告します。 

記 

 

 

 

 
事 件 の 番 号 件　　　　　　　　　　名 審査結果 理　由

 

議案第２６号

宿毛市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業

の運営に関する基準を定める条例の一部を改正する

条例について

原案可決 適　当
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　令和５年９月２０日　 

　宿毛市議会議長　川　村　三千代　殿 

 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　予算決算常任委員長　松　浦　英　夫　 

 

閉会中の継続審査申出書 

 

　　本委員会は、下記の事件について閉会中もなお継続審査を要するものと決定したので、会 

　議規則第１１１条の規定により申し出ます。 

記 
　１　事　件 

 

２　理　由　今後なお審査を要するため 

 

 
受 理 番 号 事　　　　　件　　　　　名

 
議案第　４号 令和４年度宿毛市一般会計歳入歳出決算認定について

 
議案第　５号 令和４年度宿毛市国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算認定について

 
議案第　６号 令和４年度宿毛市へき地診療事業特別会計歳入歳出決算認定について

 
議案第　７号 令和４年度宿毛市定期船事業特別会計歳入歳出決算認定について

 
議案第　８号 令和４年度宿毛市特別養護老人ホーム特別会計歳入歳出決算認定について

 
議案第　９号 令和４年度宿毛市学校給食事業特別会計歳入歳出決算認定について

 
議案第１０号 令和４年度宿毛市下水道事業特別会計歳入歳出決算認定について

 
議案第１１号 令和４年度宿毛市国民宿舎運営事業特別会計歳入歳出決算認定について

 
議案第１２号 令和４年度幡多西部介護認定審査会特別会計歳入歳出決算認定について

 
議案第１３号 令和４年度宿毛市介護保険事業特別会計歳入歳出決算認定について

 
議案第１４号 令和４年度宿毛市土地区画整理事業特別会計歳入歳出決算認定について

 
議案第１５号 令和４年度宿毛市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定について

 
議案第１６号 令和４年度宿毛市水道事業会計の利益処分及び決算認定について
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　令和５年９月１４日　 

　宿毛市議会議長　川　村　三千代　殿 

 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総務文教常任委員長　寺　田　公　一 

 

閉会中の継続調査申出書 

 

　　本委員会は、下記により閉会中もなお継続調査を要するものと決定したので、会議規則第

１１１条の規定により申し出ます。 

　 

記 

１　事　件　（１）　総合計画の策定状況について 

　　　　　　（２）　行政機構の状況について 

　　　　　　（３）　財政の運営状況について 

　　　　　　（４）　公有財産の管理状況について 

　　　　　　（５）　市税等の徴収体制について 

　　　　　　（６）　地域防災計画について 

　　　　　　（７）　教育問題について 

２　理　由　議案審査の参考とするため 
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　令和５年９月１５日　 

　宿毛市議会議長　川　村　三千代　殿 

 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　産業厚生常任委員長　堀　　　　　景 

 

閉会中の継続調査申出書 

 

　　本委員会は、下記により閉会中もなお継続調査を要するものと決定したので、会議規則第

１１１条の規定により申し出ます。 

 

記 

１　事　件　（１）　農林水産業の振興対策状況について 

　　　　　　（２）　商工業の活性化対策状況について 

　　　　　　（３）　観光産業の振興対策状況について 

　　　　　　（４）　市道の管理状況について 

　　　　　　（５）　環境、保健衛生の整備状況について 

　　　　　　（６）　下水道事業の運営管理状況について 

　　　　　　（７）　保育施設の管理状況について 

　　　　　　（８）　介護保険制度について 

２  理  由  議案審査の参考とするため 
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　令和５年９月２０日　 

　宿毛市議会議長　川　村　三千代　殿 

 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　議会運営委員長　野々下　昌　文　 

 

閉会中の継続調査申出書 

 

　　本委員会は、下記により閉会中もなお継続調査を要するものと決定したので、会議規則第

１１１条の規定により申し出ます。 

 

記 

１　事　件　（１）　議会の運営に関する事項 

　　　　　　（２）　議会の会議規則、委員会に関する条例等に関する事項 

　　　　　　（３）　議長の諮問に関する事項 

２　理　由　議会運営を効率的かつ円滑に行うため 
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一  般  質  問  通  告  表 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　令和５年第３回定例会　　　 
 

質問 

順位
質 問 議 員 質 問 の 要 旨

 

１
　６番 

　今城　隆君

１　西地区小中学校建設事業の基本計画策定について 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（市長、教育長） 

（１）策定事項について 

（２）策定スケジュールについて 

　　ア　策定会議の持ち方について 

　　イ　地域・保護者・市民からの意見集約について 

　　ウ　基本計画のとりまとめについて 

 

２　学校建設ＰＦＩ事業について（市長、教育長） 

（１）宿毛小・中学校維持管理の現状と対応について 

（２）ＰＦＩ事業の問題について 

（３）今後の学校建設への活用について 

 

３　森林環境税及び森林環境譲与税について（市長） 

（１）目的及び制度概要について 

（２）森林環境譲与税の活用について

 

２
１１番 

　髙倉真弓君

１　教育行政について（教育長） 

（１）小学校の教科担任制導入について 

（２）宿毛小中学校の取組について 

（３）教科担任制導入によるメリット、デメリットについて 

 

２　新型コロナ禍の生活福祉資金における特例貸付制度について 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（市長） 

（１）２０２３年１月より返済が始まったが、宿毛市の現状を伺

う 

（２）宿毛市がとれる免除措置を伺う 

 

３　市道の管理について（市長） 

（１）市道平田１号線と市道森黒川線の交差点における法面の雑

木の伐採について 

 

４　自転車ロードレースについて（市長） 

（１）昨年度の成果、反省点について 

（２）本年度の取組について
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３
１３番 

　松浦英夫君

１　人口減少対策について（市長） 

（１）人口減少が及ぼす影響について 

（２）人口減少の原因と対策について市長の認識について 

 

２　鵜来島の活性化について（市長） 

（１）鵜来島の活性化と今後の取組及び戦争遺跡の活用について 

 

３　会計年度任用職員の処遇改善について（市長） 

（１）宿毛市の状況について 

（２）地方自治法の改正について 

（３）市長の政治的判断について

 

４
　２番 

　浦尻学典君

１　宿毛市事前復興まちづくり計画について（市長） 

（１）現在の進捗状況について 

（２）今後の計画推進スケジュールについて 

（３）計画の定期的な周知について 

 

２　市内水産業事業者への支援について（市長） 

（１）中国への水産物輸出全面停止に対する市内水産事業者への

影響と支援について 

（２）養殖用飼料の価格高騰に対する市内水産事業者への支援に

ついて 

（３）水産業振興ＩＣＴ技術の導入について

 

５
　５番 

　東　　新君

１　市道、河川の維持管理について（市長） 

（１）山北地区の河川（山北川）について 

（２）大深浦地区の河川（大深浦川）について 

（３）小筑紫町栄喜の河川（オワイダ川）について 

（４）本町地区（土居ノ後本町線）について 

 

２　宿毛市推奨品認定制度について（市長） 

（１）制度の設立の経緯、趣旨について 

（２）推奨基準、申請要件について 

（３）認定後のサポートの必要性について 

 

３　地理的表示保護制度の活用について（市長） 

（１）地理的表示保護制度とはどのようなものか
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（２）宿毛市の農林水産品や推奨品認定制度登録商品などに今後

活用することを検討するべきではないか 

 

４　病児・病後児保育事業について（市長） 

（１）病児・病後児保育事業とはどのようなものか 

（２）利用希望者数について 

（３）市として令和２年度、宿毛市子ども・子育て支援事業計画

が示されて以降、どのような検討がなされてきたのか

 

６
　１番 

　井上　将君

１　６月定例会における質問の内容について、その後の進捗を問

う（市長、教育長） 

（１）橋上小中学校閉校後の利活用についての話し合いについて 

（２）市道新田１号線の危険案内表示について 

　 

２　過疎地域持続的発展計画について、現状と今後の具体的対策

を問う（市長） 

（１）地区別における人口分析と移住、定住目標設定の必要性に

ついて 

（２）誘致計画について 

（３）道の駅構想について 

 

３　公共施設の使用状況、維持管理について問う（市長） 

（１）咸陽島公園について 

（２）旧栄喜小学校について 

（３）今後の公共施設の維持管理方針について 

 

４　県内国保料の水準統一について、宿毛市の今後の保険料水準

の影響について問う（市長） 

 

５　催事についての効果を問う（市長、教育長） 

（１）各種サイクルイベントについて 

（２）文教センターでの映画上映について

 

７
　３番 

　小谷翔太君

１　沖の島地区の停電について（市長） 

（１）経緯及び原因について 

（２）大規模災害発生時の対応について
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２　南海トラフ地震対策について（市長） 

（１）四国横断自動車道宿毛～内海間の防災利用について 

（２）ＦＣＰ（家族継続計画）の作成推進について 

 

３　ボランティアについて（市長） 

（１）宿毛市で活動するボランティアの現状について 

（２）行政主導によるボランティアの登録制度について 

 

４　宿毛市総合運動公園の維持・管理について（市長、教育長） 

（１）トレーニング室の利用頻度について 

（２）アリーナ清掃用具について 

 

５　駅前避難タワーのトイレ設置について（市長）

 

８
　９番 

　川田栄子君

１　平和学習について（教育長） 

（１）戦争とは何か、かつて日本で何がおきたか 

（２）終戦記念日を伝える玉音放送について 

（３）戦後日本がどのようにアメリカを受け入れたか 

 

２　市道桜町藻津線街路樹について（市長） 

（１）十分な住民説明があったか経緯を聞く 

（２）街路樹の所期の目的について 

（３）街路樹の重要性について 

（４）伐採の理由、だれがどのような理由で決断したか 

（５）伐採費用、業者、伐根費用について 

（６）近隣地域へ挨拶と周知について 

 

３　公共施設のバリアフリー化について（市長） 

（１）公共施設のバリアフリー化について 

（２）生きがい大学受講者の事故等の安全確保と保険整備の確保

について 

 

４　新型コロナウイルス対策について（市長、教育長） 

（１）秋接種について 

　　ア　対象者他、概要を問う 

　　イ　全員接種の利点について 

　　ウ　集団免疫を問う 

　　エ　これからの接種計画を問う
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　　オ　接種対応への変化について 

　　カ　抗原原罪を問う 

　　キ　乳幼児の予防接種計画について 

（２）子供の感染対策のマスクの検証について 

　　ア　個人の意思尊重とマスク着用について 

　　イ　子供のマスクによる訴えの状況について 

　　ウ　マスクと口呼吸について 

　　エ　マスクと化学物質について 

　　オ　２歳未満の子供のマスクについて 

（３）大人とは違う子供の感染について 

　　ア　子供の感染についての見解を問う 

 

５　マイナンバーカードについて（市長） 

（１）マイナンバーとマイナンバーカードの説明について 

（２）医療現場状況を問う 

（３）施設入所者のカード管理について 

（４）カード返納について 

（５）健康保険証廃止について当市の見解を問う

 

９
　７番 

　堀　　景君

１　旅客不定期航路事業について（市長） 

（１）旅客不定期航路事業の内容について 

　　ア　事業内容について 

　　イ　現在の登録業者について 

　　ウ　昨年度の実績について 

（２）旅客不定期航路事業補助金について 

　　ア　事業内容について 

 

２　市営定期船事務所について（市長） 

（１）障がい者用トイレについて 

（２）新定期船事務所について 

　　ア　長期的構想について 

（３）観光案内所について 

　　ア　観光協会との連携した案内所について 

 

３　沖の島振興の現状について（市長） 

（１）妹背山の展望台について 

（２）妹背山頂上周辺の樹木の伐採について 

（３）県道沖ノ島循環線について
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（４）母島港の浚渫工事について 

（５）遺体を搬送する際の船代補助について 

 

４　防犯体制について（市長、教育長） 

（１）宿毛市役所の防犯体制について 

（２）学校の防犯体制について 

（３）総合運動公園の防犯体制について

 

１０
　４番 

　川村圭一君

１　防災無線について（市長） 

（１）防災無線の状況把握について 

（２）防災無線の動作状況について 

（３）届かない地域への対応について 

（４）その他の緊急時の伝達方法について 

 

２　はなちゃんバスについて（市長） 

（１）広報活動について 

（２）地域コミュニティバスの機能の維持と強化について 

（３）予算について 

 

３　小型家電と蛍光灯管の集積場所について（市長） 

（１）小型家電と使用済の蛍光灯管の現在集積場所はどうなって

いるかについて 

（２）現在、家電量販店が蛍光灯を引き取りしていないと聞いて

いるが、理由について 

（３）中央支所の旧市役所の時には、集積場所があったが、今は

ない理由について 

（４）地域の高齢者及び生活弱者に対して、引き取り場所を宿毛

市街地に作らない理由について
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令和５年第３回宿毛市議会定例会議決結果一覧表 

 

　　　議　　案 

 
 

議案番号 件 名 議決月日 結　　果

 
第　１号 専決処分した事件の承認について ９月２１日 承　　認

 
第　２号 専決処分した事件の承認について ９月２１日 承　　認

 

第　３号
教育委員会委員の任命につき同意を求めることに

ついて
９月２１日 同　　意

 

第　４号
令和４年度宿毛市一般会計歳入歳出決算認定につ

いて
９月２１日 継続審査

 

第　５号
令和４年度宿毛市国民健康保険事業特別会計歳入

歳出決算認定について
９月２１日 継続審査

 

第　６号
令和４年度宿毛市へき地診療事業特別会計歳入歳

出決算認定について
９月２１日 継続審査

 

第　７号
令和４年度宿毛市定期船事業特別会計歳入歳出決

算認定について
９月２１日 継続審査

 

第　８号
令和４年度宿毛市特別養護老人ホーム特別会計歳

入歳出決算認定について
９月２１日 継続審査

 

第　９号
令和４年度宿毛市学校給食事業特別会計歳入歳出

決算認定について
９月２１日 継続審査

 

第１０号
令和４年度宿毛市下水道事業特別会計歳入歳出決

算認定について
９月２１日 継続審査

 

第１１号
令和４年度宿毛市国民宿舎運営事業特別会計歳入

歳出決算認定について
９月２１日 継続審査

 

第１２号
令和４年度幡多西部介護認定審査会特別会計歳入

歳出決算認定について
９月２１日 継続審査

 

第１３号
令和４年度宿毛市介護保険事業特別会計歳入歳出

決算認定について
９月２１日 継続審査

 

第１４号
令和４年度宿毛市土地区画整理事業特別会計歳入

歳出決算認定について
９月２１日 継続審査

 

第１５号
令和４年度宿毛市後期高齢者医療特別会計歳入歳

出決算認定について
９月２１日 継続審査

 

第１６号
令和４年度宿毛市水道事業会計の利益処分及び決

算認定について
９月２１日 継続審査

 
第１７号 令和５年度宿毛市一般会計補正予算について ９月２１日 原案可決
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第１８号
令和５年度宿毛市国民健康保険事業特別会計補正

予算について
９月２１日 原案可決

 

第１９号
令和５年度宿毛市へき地診療事業特別会計補正予

算について
９月２１日 原案可決

 

第２０号
令和５年度宿毛市定期船事業特別会計補正予算に

ついて
９月２１日 原案可決

 

第２１号
令和５年度宿毛市特別養護老人ホーム特別会計補

正予算について
９月２１日 原案可決

 

第２２号
令和５年度宿毛市学校給食事業特別会計補正予算

について
９月２１日 原案可決

 

第２３号
令和５年度宿毛市下水道事業特別会計補正予算に

ついて
９月２１日 原案可決

 

第２４号
令和５年度宿毛市介護保険事業特別会計補正予算

について
９月２１日 原案可決

 

第２５号
令和５年度宿毛市後期高齢者医療特別会計補正予

算について
９月２１日 原案可決

 

第２６号

宿毛市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事

業の運営に関する基準を定める条例の一部を改正

する条例について

９月２１日 原案可決

 

第２７号
辺地に係る公共的施設の総合整備計画の策定につ

いて
９月２１日 原案可決

 

第２８号
辺地に係る公共的施設の総合整備計画の策定につ

いて
９月２１日 原案可決

 

第２９号
辺地に係る公共的施設の総合整備計画の策定につ

いて
９月２１日 原案可決

 

第３０号
辺地に係る公共的施設の総合整備計画の策定につ

いて
９月２１日 原案可決

 
第３１号 財産の取得について ９月２１日 原案可決

 

第３２号
宿毛市特別職の職員の給与並びに旅費に関する条

例の一部を改正する条例について
９月２１日 原案可決


